




 
 

 

 

はじめに 

 

 

障害者の自立を支援する障害者自立支援機器（以下｢支援機器｣）については、ノーマライ

ゼーションの理念に基づき、障害者の活動や参加を促す観点から、極めて重要な役割を果た

すものであり、障害者のニーズを的確に捉えた製品開発と普及の促進が求められています。 

一方、障害者福祉の現場において、真に必要とされる支援機器を開発するためには、着想

の段階からユーザーや支援者のニーズと開発や研究者等のシーズをマッチングすることが大

切であり、シーズ志向型の開発とならないよう、各種障害者の置かれている状態は勿論のこ

と、現場の課題やニーズを的確に捉えた支援機器の開発に繋げる取り組みが重要です。 

本事業では、ユーザー側の持つニーズと、開発側が持つシーズのマッチングを目的とし、

真に必要な支援機器が開発されるよう意見交換を行える場を設けると共に、効果的なモニタ

ー評価を行う機会を創出することを目的として交流会を開催しました。 

今年度は、多くの方にご来場いただけるよう、新規の出展企業等の参加を促すことや、周

知先の増大、支援機器の展示・意見交換以外に、基調講演、活動報告、支援機器開発及び利

用報告、ワークショップ等の併催イベントの開催を強化いたしました。その結果、大阪、福

岡、東京の３会場で来場者数は過去最高の１，０３４名に達することができました。 

また、例年、交流会は大都市で開催していますが、新しい試みとして、交流会への来場が

容易でない地域に出向き、支援機器に係る地域の関係者が集い、課題解決に向けた具体的な

支援機器のイメージを創出することを目的とした「ＡＴＡサテライト（意見交換会）」を北海

道、高知、佐賀の３ヵ所で開催し、多くの関係者の方々にお集りいただきました。今後も継

続して、地域での支援機器開発に資する取り組みにつながれば幸いです。 

本報告書は、前述の事業結果を取り纏めたものとなります。本事業の実施にあたり、ご協

力いただきました、障害者当事者の団体、職能団体、出展企業等、多くの方々に心から御礼

を申し上げます。 

 

令和２年３月 

 

公益財団法人テクノエイド協会   
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シーズ・ニーズマッチング強化事業 
１．目的 

障害者及び障害児（以下「障害者」。）の自立を支援する｢障害者自立支援機器（以下「支 

援機器」）｣は、障害者の活動や参加を促すものとして、極めて重要な役割を果たすものであ

る。 

一方、障害者福祉の現場において、真に必要とされる支援機器を開発するためには、着想

の段階からユーザーや支援者のニーズと開発や研究者等のシーズをマッチングすることが

大切であり、シーズ志向型の開発とならないよう、各種障害者の置かれている状態は勿論の

こと、現場の課題やニーズを的確に捉えた支援機器の開発に繋げる取り組みが重要である。 

本事業では、ユーザー側が持つニーズと開発側が持つシーズのマッチングを目的とした支

援機器に関する交流会を企画・開催し、実用的な支援機器が開発されるよう、試作機等を用

いて想定するユーザーと開発側が膝を交えて意見交換できる場を設けるとともに、効果的な

モニター評価等を行う機会を創出することとする。 

 
２．事業概要 
（１）シーズ・ニーズマッチング交流会企画委員会の設置 

支援機器に関する障害関係団体及び、医療・福祉専門職等から構成する、交流会企画委

員会を当協会に設置し、シーズ・ニーズマッチングのコーディネート機能及び体制を構築

することとした。 

本委員会では「シーズ・ニーズマッチング交流会」の企画及び運営に係わる審議を行い、

より良い交流会等の実現に向けた検討を行うこととした。 

また、本委員会を構成する障害者関係団体には、①支援機器に関する課題やニーズをご

提供いいただくこと②本交流会において、ニーズ側とシーズ側の交流が活性化するよう積

極的に交流に関与するとともに、多くの当事者の方々が本交流会に参加いただけるよう呼

びかけをお願いした。 

 

交流会企画委員会 名簿 

（五十音順・敬称略） 

氏 名 役 職 名 

逢 坂   忠 社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合  

赤 澤  康 史 
社会福祉法人 兵庫県社会福祉事業団 

兵庫県立総合リハビリテーションセンター 福祉のまちづくり研究所 

安 藤  信 也 公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会 

庵    悟 社会福祉法人 全国盲ろう者協会 

大 山  孝 二 一般社団法人 日本ＡＬＳ協会 

小 川  光 彦 一般社団法人 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会 

－ 1－



 

氏 名 役 職 名 

小 山 万 里 子 ポリオの会 

佐藤   加奈 社会福祉法人 日本身体障害者団体連合会 

園 田  尚 美 ＮＰＯ法人 日本失語症協議会 

増 澤  髙 志 ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会 

 

交流会企画委員会 オブザーバー名簿 

（敬称略） 

氏 名 役 職 名 

夏 目  健 夫 
国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 

イノベーション推進部  

小 林  信 喜 
国立研究開発法人 情報通信研究機構 

デプロイメント推進部門 情報バリアフリー推進室 

田 上  未 来 厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

本 田  優 歩 厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

金 子  将 直 厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

 

（２）シーズ・ニーズマッチング交流会の企画 
障害当事者のニーズをより的確に捉えた支援機器開発の機会を創出すべく、シーズとニ

ーズのマッチング交流会を開催した。 

本交流会では、開発企業が試作中の支援機器等を会場へ持ち込み、障害者及び介護者を

はじめ、企業、研究者、開発を支援する機関等が膝を交えて意見交換等を行う場を設ける

こととした。 

各会場では、開発中の試作機等の展示及び、デモンストレーション、意見交換等を行っ

た。また、併催イベントとして、基調講演、活動報告、開発及び利用報告、ワークショッ

プ、令和元年度障害者自立支援機器等開発促進事業採択企業による成果報告会を企画した。 
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①開催日時及び場所 

〇大阪会場 令和元年１２月１７日（火）～１８日（水） 

時間 １１：００－１７：００ / １０：００－１６：００ 
会場 ＯＭＭ（大阪マーチャンダイズマート） 

〇福岡会場 令和２年１月１４日（火）～１５日（水） 
時間 １１：００－１７：００ / １０：００－１６：００ 
会場 福岡国際会議場 

〇東京会場 令和２年２月１２日（水）～１３日（木） 
時間 １１：００－１７：００ / １０：００－１６：００ 
会場 ＴＯＣ有明コンベンションホール 

 
②各会場の設営予定ブース数 

〇大阪会場：全６０ブース 
〇福岡会場：全４０ブース 
〇東京会場：全７０ブース 

 
③併催イベント 

  〇基調講演（８０分）･･ 全会場 
〇支援機器の活動報告講演（４０分）･･ 全会場 
〇支援機器の開発及び利用報告講演（３０分）･･ 全会場 
〇ワークショップ（９０分） 

【特別講演】「臨床現場の観察から始める支援機器開発」･･ 大阪会場    
【テーマ】「ニーズの探索、深堀りの重要性を理解する」･･ 大阪会場         

【テーマ】「強化段ボールで作るテクノエイド」･･ 東京会場 

 

氏 名 役 職 名 

小 山 万 里 子 ポリオの会 

佐藤   加奈 社会福祉法人 日本身体障害者団体連合会 

園 田  尚 美 ＮＰＯ法人 日本失語症協議会 

増 澤  髙 志 ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会 

 

交流会企画委員会 オブザーバー名簿 

（敬称略） 

氏 名 役 職 名 

夏 目  健 夫 
国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 

イノベーション推進部  

小 林  信 喜 
国立研究開発法人 情報通信研究機構 

デプロイメント推進部門 情報バリアフリー推進室 

田 上  未 来 厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

本 田  優 歩 厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

金 子  将 直 厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

 

（２）シーズ・ニーズマッチング交流会の企画 
障害当事者のニーズをより的確に捉えた支援機器開発の機会を創出すべく、シーズとニ

ーズのマッチング交流会を開催した。 

本交流会では、開発企業が試作中の支援機器等を会場へ持ち込み、障害者及び介護者を

はじめ、企業、研究者、開発を支援する機関等が膝を交えて意見交換等を行う場を設ける

こととした。 

各会場では、開発中の試作機等の展示及び、デモンストレーション、意見交換等を行っ

た。また、併催イベントとして、基調講演、活動報告、開発及び利用報告、ワークショッ

プ、令和元年度障害者自立支援機器等開発促進事業採択企業による成果報告会を企画した。 
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〇デモ・体験イベント（９０分） 
【テーマ】体験広場～最新の機器を使ってみよう～ ･･ 福岡会場 

【テーマ】きっず広場～こども向け機器展示・体験～ ･･ 東京会場 

〇令和元年度 障害者自立支援機器等開発促進事業成果報告 ･･ 東京会場 

 

（３）交流会開催後のフォローアップ 
交流会の成果を着実に支援機器の開発に繋げるため、企画委員及び関係団体等と連携を

図り、交流会開催後（公流会の開催前も含む）も開発企業に対して、随時必要な支援を行

う。 

具体的には以下の取り組みとした。 

①相談窓口の設置 

ユーザー側や開発企業側の相談に応じる相談窓口を設け、常時対応する。  

②モニター評価実施にあたっての支援・協力 

開発企業の要望に応じ、関係団体等と連携を図り、モニター評価の実施施設や想定す

るユーザーを紹介する。 

③ＡＴＡサテライト（意見交換会）の開催 

交流会への参加が容易ではない地域に出向き、支援機器に係わる地域の関係者が集う

｢ＡＴＡサテライト｣を開催した。 

ＡＴＡサテライトでは、当該地域の支援機器に関する有識者、障害者とその介護者を

はじめ、産業振興団体や開発企業等が集い、障害者が置かれている現状を共有化し、か

つ技術進歩の動向を踏まえて、課題解決に向けた具体的な支援機器のイメージを提案す

ることとする。 

 

〇開催地域及び分野、日程（※各地域２回の開催とした） 

 

・高知ＡＴＡサテライト 

【検討テーマ】「南海トラフなど災害時の対応、コミュニケーション機器 他」 

【日時・会場】 会場：高知県立ふくし交流プラザ 

第１回 令和元年１０月１１日（金）１３：３０～１６：００ 

第２回 令和元年１２月２０日（金）１３：３０～１６：００ 

・佐賀ＡＴＡサテライト 

【検討テーマ】「特別支援学校における支援機器」 

【日時・会場】 会場：佐賀県在宅生活サポートセンター 

第１回 令和元年１０月２３日（水）１０：００～１２：００ 

第２回 令和元年１２月１０日（火）１０：００～１２：００ 

・北海道ＡＴＡサテライト 

【検討テーマ】「福祉作業所における支援機器」 

【日時・会場】 会場：社会福祉法人クピド・フェア 

第１回 令和元年１０月１８日（金）１３：００～１６：００ 

第２回 令和２年 １月２０日（月）１３：００～１６：００ 

 

－ 4－



11 
 

（４）ユーザー側のニーズやシーズ側の情報収集・発信 
以下のシステム等を活用し、支援機器に関する情報の収集及び発信を行うこととした。 

①福祉用具ニーズ情報収集・提供システム 

障害者及び家族、支援者等による支援機器に関する課題やニーズの書き込み、企業側

による新製品や技術等の紹介を行う。 

②障害者自立支援機器情報システム 

実用化した支援機器については、その情報を広く周知するため本システムを活用して

情報提供を行う。 

③障害者（いきいき）支援機器普及アンテナ事業との連携 

各地域における取組の事例を紹介し、交流会や専用サイトにて地域の情報を他の地域

に広める活動を積極的に行う。 

 

（５）障害者自立支援機器に係るニーズ集の作成及び活用について 
 障害当事者のニーズを踏まえた支援機器の開発・普及を促進するため、企画委員が所属

する障害者団体等の協力を得て、障害者自立支援機器に係るニーズ集を作成することとし、

その課題解決に向けた支援機器の開発・普及を喚起することとした。 

ニーズ集の作成は従来から障害者団体より協力を得て作成しているが、今年度は以下の

ように名称および項目について再検討し、取集をすることとした。 

 

ニーズ集名：「こんなものがあったらいいなニーズ集」 

仕様：「Ａ．場面」、「Ｂ．課題」、「Ｃ．解決すべき方法・機能・提案｣の順に

記載することとした。 

各会場にてパンフレット等の配布資料一式に、ニーズ集を同封し、多くの来場者へ周知

することとした。 

 

（６）交流会の目標について 
交流会への来場者が増加するよう、以下の内容で目標を立てることとした。 

〇昨年度の３割増を目標とする来場者数とした。 

 
 
      

※（ ）は平成３０年度のシーズ・ニーズマッチング交流会来場者数を指す。 
 
   〇出展企業において新規出展企業等を全体の３割以上とした。 
 
   〇企画委員における各当事者団体において、各会場で５０名以上の当事者及びご家族

等を招待する。 
 

（７）実施スケジュール 
次ページを参照。 

 

 大阪会場 福岡会場 東京会場 
来場目標数 ４３０名（３２０名） １９０名（１２７名） ５４０名（３６２名） 
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〇デモ・体験イベント（９０分） 
【テーマ】体験広場～最新の機器を使ってみよう～ ･･ 福岡会場 

【テーマ】きっず広場～こども向け機器展示・体験～ ･･ 東京会場 

〇令和元年度 障害者自立支援機器等開発促進事業成果報告 ･･ 東京会場 

 

（３）交流会開催後のフォローアップ 
交流会の成果を着実に支援機器の開発に繋げるため、企画委員及び関係団体等と連携を

図り、交流会開催後（公流会の開催前も含む）も開発企業に対して、随時必要な支援を行

う。 

具体的には以下の取り組みとした。 

①相談窓口の設置 

ユーザー側や開発企業側の相談に応じる相談窓口を設け、常時対応する。  

②モニター評価実施にあたっての支援・協力 

開発企業の要望に応じ、関係団体等と連携を図り、モニター評価の実施施設や想定す

るユーザーを紹介する。 

③ＡＴＡサテライト（意見交換会）の開催 

交流会への参加が容易ではない地域に出向き、支援機器に係わる地域の関係者が集う

｢ＡＴＡサテライト｣を開催した。 

ＡＴＡサテライトでは、当該地域の支援機器に関する有識者、障害者とその介護者を

はじめ、産業振興団体や開発企業等が集い、障害者が置かれている現状を共有化し、か

つ技術進歩の動向を踏まえて、課題解決に向けた具体的な支援機器のイメージを提案す

ることとする。 

 

〇開催地域及び分野、日程（※各地域２回の開催とした） 

 

・高知ＡＴＡサテライト 

【検討テーマ】「南海トラフなど災害時の対応、コミュニケーション機器 他」 

【日時・会場】 会場：高知県立ふくし交流プラザ 

第１回 令和元年１０月１１日（金）１３：３０～１６：００ 

第２回 令和元年１２月２０日（金）１３：３０～１６：００ 

・佐賀ＡＴＡサテライト 

【検討テーマ】「特別支援学校における支援機器」 

【日時・会場】 会場：佐賀県在宅生活サポートセンター 

第１回 令和元年１０月２３日（水）１０：００～１２：００ 

第２回 令和元年１２月１０日（火）１０：００～１２：００ 

・北海道ＡＴＡサテライト 

【検討テーマ】「福祉作業所における支援機器」 

【日時・会場】 会場：社会福祉法人クピド・フェア 

第１回 令和元年１０月１８日（金）１３：００～１６：００ 

第２回 令和２年 １月２０日（月）１３：００～１６：００ 

 

－ 5－
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３．事業結果 
（１）シーズ・ニーズマッチング交流会企画委員会の開催結果 

①第１回 シーズ・ニーズマッチング交流会 企画委員会 
【日時】令和元年７月１７日（水）１０：００～１１：３０ 
【場所】ＴＫＰ市ヶ谷カンファレンスセンター ３階（東京都内） 

 【実施内容】 

〇報告事項 

・本事業の実施について 

・交流会「出展企業等」の募集 

・併催イベントの企画検討 

・ＡＴＡサテライト（意見交換会）の実施 

〇検討事項 

・交流会の内容と目標 

・ニーズ集の作成と活用 

・併催イベントの企画検討 

・ＡＴＡサテライト（意見交換会）の実施 

 

②第２回 シーズ・ニーズマッチング交流会 企画委員会 
【日時】令和２年３月９日（月）１４：００～１５：３０ 

【場所】テクノエイド協会 会議室 

【実施内容】 

〇報告事項 

・本事業の実施について 

・出展企業等の募集から決定 

・交流会の周知 

・交流会の企画及び併催イベントの開催結果 

・ＡＴＡサテライト（意見交換会）の実施結果 

・参加人数及びアンケート結果 

・交流会の目標及び結果 

〇検討事項 

・今後の交流会等の在り方について（意見交換） 

 

（２）出展企業等の募集から決定について 
①出展企業等の募集について 

令和元年７月１２日（金）～８月２３日（金）までの期間を出展企業及び団体の募集

期間として設定した。 
募集は、過去の本交流会に出展した支援機器の開発企業や、来場したことのある開発

企業、さらには福祉用具情報システム（ＴＡＩＳ）の登録企業、介護ロボットフォーラ

ムに参加した企業等に対して、出展案内を送付して周知を行った。 
出展申込書は、当協会のホームページ内に設けた本交流会の専用ページからダウンロ

ードできるようにした。 
 

②募集の期間 

令和元年７月１２日（金）～８月２３日（金）１７時必着 
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③周知の方法 

〇郵送 
・発送数  ：２,０１１ヵ所 
・主な送付先： 

過去の開発促進事業応募企業 
過去のシーズ・ニーズマッチング交流会出展及び来場企業 
福祉用具情報システム（ＴＡＩＳ）登録企業（抽出） 
介護ロボット関連企業、都道府県・政令市、報道機関、地方産業組織 等 

 
〇専用ホームページの開設 

 
 

〇Ｙｏｕ Ｔｕｂｅによる動画配信 
   本交流会の趣旨や目的、昨年度の開催状況等について、Ｙｏｕ Ｔｕｂｅを活用して

広く配信した。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

－ 8－
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〇関係会議にて配布 
「介護ロボットメーカー連絡会議」に参加された、約２２０名の介護ロボットメー

カー等に対して周知した。（令和元年７月９日実施） 
 

〇福祉用具情報システム（ＴＡＩＳ）登録企業に対する周知 
ＴＡＩＳに登録されている国内の福祉用具製造事業者・輸入事業者、約８００社の

担当者に対して、電子メールにて周知した。（令和元年７月１２日実施） 
 

〇障害者団体等へ周知の依頼 
企画委員が所属する障害者団体を通じて、開発企業等の周知を依頼した。 
 

③応募結果 

各会場の出展小間数に関しては、会場の広さやブースの配置、来場者の導線、消防法

等を考慮して以下の小間数とした。 
 

各会場における出展小間予定数 
 

会場 出展予定小間数 応募出展者数 

大阪（大阪マーチャンダイズマ―ト） 全６０ブース 全７０ブース 

福岡（福岡国際会議場） 全４０ブース 全４７ブース 

東京（ＴＯＣ有明） 全８０ブース 全９５ブース 

 
各会場とも当初予定した出展小間数より多くの出展希望があり、以下の選定基準に沿

って選考し、事務局にて決定した。 
選考にあたっての基準として、 

・過去に出展のない新規の企業・団体又は機器であるか（出展回数等） 
・所定の申込書の内容に不備がないか 
・過去に出展予定となっていたにも関わらず、直前に出展を取りやめた等が無いか 
・分野毎に偏りがないか 等 

を考慮して予定の範囲内とした。 
分野毎の内訳は、以下のとおりである。 
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【３会場の合計】 
   区分 参加数 

１．令和元年度 障害者自立支援機器等開発促進事業採択企業 ９企業 

２．聴覚・視覚障害者の支援機器 １７企業 

３．肢体不自由者の支援機器 ２２企業 

４．難病患者・障害児の支援機器 ２企業 

５．レクリエーション・コミュニケーション支援機器 １５企業 

６．ロボット・脳科学に関する支援機器 ９企業 

７．就労支援に関する支援機器 ２企業 

８．障害者の支援をより行いやすくなる支援機器 １５企業 

９．その他 ２企業 

１０．障害団体・開発支援団体・職能団体 他 １４団体 

合 計 １０７企業・団体 

 
【大阪会場】 

  区分 参加数 

１．令和元年度 障害者自立支援機器等開発促進事業採択企業 ５企業 

２．聴覚・視覚障害者の支援機器 １３企業 

３．肢体不自由者の支援機器 １１企業 

４．難病患者・障害児の支援機器 １企業 

５．レクリエーション・コミュニケーション支援機器 ７企業 

６．ロボット・脳科学に関する支援機器 ２企業 

７．就労支援に関する支援機器 １企業 

８．障害者の支援をより行いやすくなる支援機器 ７企業 

９．その他 １企業 

１０．障害団体・開発支援団体・職能団体 他 １２団体 

合 計 ６０企業・団体 

 
【福岡会場】 

  区分 参加数 

１．令和元年度 障害者自立支援機器等開発促進事業採択企業 ４企業 

２．聴覚・視覚障害者の支援機器 ８企業 

３．肢体不自由者の支援機器 ５企業 

４．難病患者・障害児の支援機器 ０企業 

５．レクリエーション・コミュニケーション支援機器 ６企業 

６．ロボット・脳科学に関する支援機器 １企業 

７．就労支援に関する支援機器 １企業 

８．障害者の支援をより行いやすくなる支援機器 ３企業 

９．その他 １企業 

１０．障害団体・開発支援団体・職能団体 他 １２団体 

合 計 ４１企業・団体 

－ 10 －
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【東京会場】 
  区分 参加数 

１．令和元年度 障害者自立支援機器等開発促進事業採択企業 ９企業 

２．聴覚・視覚障害者の支援機器 １２企業 

３．肢体不自由者の支援機器 １２企業 

４．難病患者・障害児の支援機器 ２企業 

５．レクリエーション・コミュニケーション支援機器 １１企業 

６．ロボット・脳科学に関する支援機器 ８企業 

７．就労支援に関する支援機器 ２企業 

８．障害者の支援をより行いやすくなる支援機器 ９企業 

９．その他 ２企業 

１０．障害団体・開発支援団体・職能団体 他 １４団体 

合 計 ８１企業・団体 

 
（３）交流会の周知について 

①交流会専用ホームページの開設 

【期間】令和元年７月１０日（水）～ 
【周知方法】協会ＴＯＰページから順次最新情報を更新した。 

〇開催日時及び場所のご案内 
〇出展要項の掲載 
〇一般来場申込の事前申込書 
〇交流会チラシの掲載 
〇出展企業及び出展機器一覧の掲載 
〇ワークショップ参加申込書 
〇公式パンフレットの掲載 
〇ＡＴＡサテライト（意見交換会）の開催案内 

 
＜専用サイトの画面＞ http://www.techno-aids.or.jp/needsmatch/index.shtml 
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【３会場の合計】 
   区分 参加数 

１．令和元年度 障害者自立支援機器等開発促進事業採択企業 ９企業 

２．聴覚・視覚障害者の支援機器 １７企業 

３．肢体不自由者の支援機器 ２２企業 

４．難病患者・障害児の支援機器 ２企業 

５．レクリエーション・コミュニケーション支援機器 １５企業 

６．ロボット・脳科学に関する支援機器 ９企業 

７．就労支援に関する支援機器 ２企業 

８．障害者の支援をより行いやすくなる支援機器 １５企業 

９．その他 ２企業 

１０．障害団体・開発支援団体・職能団体 他 １４団体 

合 計 １０７企業・団体 

 
【大阪会場】 

  区分 参加数 

１．令和元年度 障害者自立支援機器等開発促進事業採択企業 ５企業 

２．聴覚・視覚障害者の支援機器 １３企業 

３．肢体不自由者の支援機器 １１企業 

４．難病患者・障害児の支援機器 １企業 

５．レクリエーション・コミュニケーション支援機器 ７企業 

６．ロボット・脳科学に関する支援機器 ２企業 

７．就労支援に関する支援機器 １企業 

８．障害者の支援をより行いやすくなる支援機器 ７企業 

９．その他 １企業 

１０．障害団体・開発支援団体・職能団体 他 １２団体 

合 計 ６０企業・団体 

 
【福岡会場】 

  区分 参加数 

１．令和元年度 障害者自立支援機器等開発促進事業採択企業 ４企業 

２．聴覚・視覚障害者の支援機器 ８企業 

３．肢体不自由者の支援機器 ５企業 

４．難病患者・障害児の支援機器 ０企業 

５．レクリエーション・コミュニケーション支援機器 ６企業 

６．ロボット・脳科学に関する支援機器 １企業 

７．就労支援に関する支援機器 １企業 

８．障害者の支援をより行いやすくなる支援機器 ３企業 

９．その他 １企業 

１０．障害団体・開発支援団体・職能団体 他 １２団体 

合 計 ４１企業・団体 

－ 11 －
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＜お知らせトピックにて最新情報を提供＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｙｏｕ Ｔｕｂｅによる動画配信＞ 

  シーズ・ニーズマッチング交流会がどういった雰囲気で行われるのか等の交流会のイ

メージが初めての方でも理解していただけるよう、過去に開催した交流会の動画をＹｏ

ｕ Ｔｕｂｅにより閲覧できるようにした。  
 

②チラシ及び公式パンフレットの作成、配布 

【期間】令和元年１１月上旬～ 
【周知方法】公式パンフレットを作成し障害団体、施設、開発企業など幅広く周知した。 
【送付物】公式パンフレット、交流会チラシ（裏面に参加申込書を記載）、 

ワークショップ申込書 

【主な送付先】約６２８０カ所 
〇障害団体（日本障害者協議会会員、全国の障害当事者団体 等） 
〇開発企業（過去の採択企業、ＴＡＩＳ登録企業、過去の交流会出展企業 等） 
〇行政（都道府県、市町村の障害主管課） 
〇過去の交流会一般来場者 
〇職能団体（作業療法士・理学療法士協会） 
〇介護実習・普及センター 
〇全国のリハビリテーションセンター 
〇全国の更生相談所 
〇介護ロボット関連企業または施設 

－ 12 －
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〇義肢製作所 
〇特別支援学校等 
〇報道機関 
〇その他（賛助会員、個人あて） 

  
    計 ６,２８６ヵ所・部 

 

③関係団体への周知 
   厚生労働省及び関係機関・団体の協力のもと、多くの団体等へ交流会開催を周知した。 
   主な周知先は以下のとおりである。 

〇日本理学療法士協会：学会ＨＰの掲載 
・日本基礎理学療法学会学術大会：チラシ２５０部を設置 
・基礎理学療法部会：会員８,０００名へメール送信 

〇日本作業療法士協会：会員向けＨＰに掲載 
・静岡県作業療法士協会：協会ＨＰに掲載 

〇日本言語聴覚士協会：機関紙への掲載 
〇日本生活支援工学会：学会当日チラシ３００部を設置、会員へメルマガの送信 
〇日本医療社会福祉協会：ＨＰに掲載、チラシ２００部の送付 
〇公益社団法人日本リハビリテーション医学会：ＨＰに掲載  
〇独立行政法人福祉医療機構ＷＡＭ：イベントセミナーＨＰに掲載 

〇ＪＡＳＰＡ：会員へ周知のお願いを実施 
〇一般社団法人日本義肢装具学会：会員へ周知のお願いを実施 
〇日本義肢協会：関係者各位へ周知のお願いを実施 
〇バリアフリー展：会員へメルマガの送信、ＨＰに掲載 
〇日刊工業新聞：関係者各位へメーリングリストにて周知のお願いを実施 
〇厚生労働省：Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、厚生労働（雑誌）より周知 
〇佐賀県在宅生活サポートセンター：チラシ５０部を設置 
〇社会福祉法人福岡市身体障害者福祉協会 

・福岡市障がい者社会参加推進センター：公式パンフレット１００部設置 
〇その他、大学（リハビリテーション学科、福祉学部）やロボケアセンターへ周知を

実施 
 

④各種イベント開催時における広報活動 
  各種イベントの場を活用して公式パンフレット・チラシを配布し、周知を行った。 

主な周知先は以下のとおりである。 

〇国際福祉機器展（Ｈ.Ｃ.Ｒ） 
【期間】令和元年９月２５日（水）～２７日（金） 
【周知方法】開催案内を記したチラシの配布を行った（３００部） 

        交流会開催のパネルを協会内ブースに掲示して啓発した 
 
〇福祉用具関係者 新年交流会 
【期間】令和２年１月１７日（木） 
【周知方法】公式パンフレットの配布を行った（１３０部） 
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＜お知らせトピックにて最新情報を提供＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｙｏｕ Ｔｕｂｅによる動画配信＞ 

  シーズ・ニーズマッチング交流会がどういった雰囲気で行われるのか等の交流会のイ

メージが初めての方でも理解していただけるよう、過去に開催した交流会の動画をＹｏ

ｕ Ｔｕｂｅにより閲覧できるようにした。  
 

②チラシ及び公式パンフレットの作成、配布 

【期間】令和元年１１月上旬～ 
【周知方法】公式パンフレットを作成し障害団体、施設、開発企業など幅広く周知した。 
【送付物】公式パンフレット、交流会チラシ（裏面に参加申込書を記載）、 

ワークショップ申込書 

【主な送付先】約６２８０カ所 
〇障害団体（日本障害者協議会会員、全国の障害当事者団体 等） 
〇開発企業（過去の採択企業、ＴＡＩＳ登録企業、過去の交流会出展企業 等） 
〇行政（都道府県、市町村の障害主管課） 
〇過去の交流会一般来場者 
〇職能団体（作業療法士・理学療法士協会） 
〇介護実習・普及センター 
〇全国のリハビリテーションセンター 
〇全国の更生相談所 
〇介護ロボット関連企業または施設 

－ 13 －
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〇介護ロボットフォーラム 
【期間】令和２年１月２４日（金） 
【周知方法】来場者へ公式パンフレットの配布を行った（４００部） 
 
〇ＡＴＡサテライト（意見交換会） 

意見交換会参加者へ開催の告知、チラシ、パンフレットの配布を行った。 
 【北海道開催】 第１回 令和元年１０月１８日（金）  
         第２回 令和２年 １月２０日（月） 
 【高知開催】  第１回 令和元年１０月１１日（金）  
         第２回 令和元年１２月２０日（金） 
 【佐賀開催】  第１回 令和元年１０月２３日（水）  
         第２回 令和元年１２月１０日（火） 

 
〇各種学会等の場を活用して広く周知を行った。 

 
【チラシ】                【公式パンフレット】 
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（４）シーズ・ニーズマッチング交流会の開催結果 
各会場で行った主な併催イベントは以下のとおりである。 

 

             各会場の主な併催イベント（日程・内容） 

会場 日時・開催内容 

大阪会場 

日時：令和元年１２月１７日（火）～１８日（水） 
場所：ＯＭＭ（大阪マーチャンダイズマート）２階Ａホール 
〇基調講演「兵庫県立福祉のまちづくり研究所が考える役に立つモノづく

りと開発事例」 
〇活動報告 
〇開発及び利用報告 
〇特別講演「臨床現場の観察から始める支援機器開発」 
〇ワークショップ「ニーズの探索、深堀りの重要性を理解する～医療福祉

の現場のストーリーからニーズを見つけ出そう～」 
 

会場 日時・開催内容 

福岡会場 

日時：令和２年１月１４日（火）～１５日（水） 
場所：福岡国際会議場ホール ２Ｆ多目的ホール 
〇基調講演「パラリンピックと義肢装具の世界」 
〇活動報告 
〇開発及び利用報告 
〇ワークショップ「体験広場～最新の機器を使ってみよう～」 

 
会場 日時・開催内容 

東京会場 

日時：令和２年２月１２日（水）～１３日（木） 
場所：ＴＯＣ有明 ４階コンベンションホール 
〇基調講演「サイバニクスで障害者の未来を拓く」 
〇令和元年度 障害者自立支援機器等開発促進事業 成果報告会 
〇活動報告 
〇開発及び利用報告 
〇ワークショップ「きっず広場～子ども向け機器展示・体験～」 
        「強化段ボールで作るテクノエイド」 

  
①基調講演 
〇大阪会場 

【開催日】令和元年１２月１７日（火）１１：１０～１２：３０ 

【講演者】社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団 総合リハビリテーションセンター 所

長 陳 隆明 氏 

【題目】「兵庫県立福祉のまちづくり研究所が考える役に立つモノづくりと開発事例」 

 

〇福岡会場  

【開催日】令和２年１月１４日（火）１１：１０～１２：３０ 
【講演者】公益財団法人鉄道弘済会 義肢装具サポートセンター 
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〇介護ロボットフォーラム 
【期間】令和２年１月２４日（金） 
【周知方法】来場者へ公式パンフレットの配布を行った（４００部） 
 
〇ＡＴＡサテライト（意見交換会） 
意見交換会参加者へ開催の告知、チラシ、パンフレットの配布を行った。 

 【北海道開催】 第１回 令和元年１０月１８日（金）  
         第２回 令和２年 １月２０日（月） 
 【高知開催】  第１回 令和元年１０月１１日（金）  
         第２回 令和元年１２月２０日（金） 
 【佐賀開催】  第１回 令和元年１０月２３日（水）  
         第２回 令和元年１２月１０日（火） 

 
〇各種学会等の場を活用して広く周知を行った。 

 
【チラシ】                【公式パンフレット】 
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義肢装具研究室長 臼井 二美男 氏 

【題目】「パラリンピックと義肢装具の世界」 

 

〇東京会場  

【開催日】令和２年２月１３日（木）１０：１０～１１：３０ 

【講演者】筑波大学システム情報系・サイバニクス研究センター教授・研究統括 

ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ株式会社 代表取締役／ＣＥＯ 山海 嘉之 氏 

【題目】「サイバニクスで障害者の未来を拓く」 

 

＜基調講演の様子＞ 
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②支援機器の利活用事例報告 
〇【大阪会場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇【福岡会場】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇【東京会場】 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜活動報告の様子＞ 
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義肢装具研究室長 臼井 二美男 氏 

【題目】「パラリンピックと義肢装具の世界」 

 

〇東京会場  

【開催日】令和２年２月１３日（木）１０：１０～１１：３０ 

【講演者】筑波大学システム情報系・サイバニクス研究センター教授・研究統括 

ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ株式会社 代表取締役／ＣＥＯ 山海 嘉之 氏 

【題目】「サイバニクスで障害者の未来を拓く」 

 

＜基調講演の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 17 －



24 
 

③支援機器の開発及び利用報告 
〇【大阪会場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇【福岡会場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇【東京会場】 

 

 

 

 

 

 

 

＜開発及び利用報告の様子＞ 
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④ワークショップ（大阪会場） 
障害者の支援機器の開発にあたっては、障害者のニーズは多種・多様で個別性が高い

とされており、ニーズを持つ本人はもとより、支援者の家族や医療福祉関係者のニーズ

も重要とされている。真のニーズを踏まえた支援機器の開発は難しく、シーズ志向の開

発により、シーズオリエンテッドに陥りがちであり、必ずしも利用者のニーズを組み取

った機器開発につながらない場合がある。 
こういった背景を踏まえ、医療機器開発等で実績がある、スタンフォード大学で始ま

ったデザイン思考を用いたニーズ発掘手法を元に、ニーズの着想、探索、深堀りまでの

一連のプロセスについて学ぶワークショップを行った。 
 

〇テーマ：「ニーズの探索、深堀りの重要性を理解する～医療福祉の現場のストーリー

からニーズを見つけ出そう～」 
〇目 的：１．ニーズを深く掘り、磨くプロセスの体験 

        ２．“ユーザーのストーリー”を理解する 
〇プログラム： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ファシリテーター： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 役 職 名 

東   祐 二 国立障害者リハビリテーションセンター研究所 障害工学研究部  

瀧   宏 文 株式会社マリ 

原   陽 介 株式会社ライフトゥデイ 

奥 村  成 皓 株式会社マリ 

梶 山   愛 東北大学大学院医工学研究科 
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③支援機器の開発及び利用報告 
〇【大阪会場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇【福岡会場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇【東京会場】 

 

 

 

 

 

 

 

＜開発及び利用報告の様子＞ 
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   〇実施方法： 

ワークショップの募集は事前申込とし、グループの編成を行うため、職種、経験年

数などの情報を予め確認することとした。 
受講者にはワークショップ参加前にワークショップを行う上でのバイオデザインプ

ログラムの基本的な考え方やワークショップのイメージについて、特別講演「臨床現

場の観察から始める支援機器開発」の聴講を必須とし、聴講後、本ワークショップに

参加していただくこととした。 
ワークショップを行うグループは、ＡグループからＥグループの５グループとし、

１グループあたり４名から５名の受講者とし、職種や経験年数等を考慮してグループ

構成を行った。また、１グループに１名のファシリテーターを配置し、ワークショッ

プが円滑に進むよう、課題の進行状況管理や疑問点など適宜アドバイスを行うことと

した。 
 

＜実施スケジュール＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グループ座席表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 備考

13:00 - 13:15 受講生受付 受付

13:15 - 13:20 イントロ
（5） ワークショップの全体説明・自己紹介 本ワークショップの到達目標を伝える。

ファシリテーターと参加者の自己紹介

13:20 - 13:35 講義1
（15） イントロ講義、現場観察文の提示 ニーズについて理解する。臨床現場観察の

文章を説明しワークの指示を出す。

13:35 - 13:50 ワーク1
（15） ニーズの作成 観察文を元に参加者個人でまずはニーズを

考えて作ってみる。

13:50 - 14:00 発表1
（10） ワーク１のグループ内発表 グループ内で発表して共有したり、フィー

ドバックをしたりする。

14:00 - 14:20 講義2
（20） "ニーズ" "ユーザーストーリー"について 医学情報を理解し、ニーズを作るための方

法として、患者フローを解説する。

14:20 - 14:45 ワーク2
（20） "ユーザーストーリー"の作成とニーズの深掘り 患者フローをグループ毎に作成し、先に作

成したニーズと比較してみる。

14:45 - 14:55 発表2
（10） ワーク２の全体発表、および気づきの共有 ワーク１と２を経験して、作成したニーズ

と気づきを全体で共有する。

14:55 - 15:00 講義
（5） Wrap UpとQ&A ワークショップの目標を改めて説明して

ラップアップする。

時間

－ 20 －
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〇実施結果： 

ワークショップの参加者は２１名であり、エンジニアや医療関係従事者、行政等様々

な職種の人が参加した。 
ユーザーのストーリーを元にニーズの深堀りを各グループで行い、ニーズと気づき

を全体発表することとした。 
 

＜ワークショップの様子＞ 
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－ 21 －



28 
 

〇ニーズの探索、深堀りの重要性を理解するワークショップの感想： 

 
 開発の前のニーズの探索が重要であること。複数名で行うことの有効性が分かった。

（開発メーカー） 
 参加者の立場によって同じ事象に対する考え方が違うところが面白かった。（開発メー

カー） 
 ニーズに基づく開発という視点を見直すことができた。（開発メーカー） 
 誰が使用するニーズなのかをはっきりさせること、どのようなターゲットなのかを明

確化することが重要であると感じた。（研究機関） 
 シーズとシーズのマッチングの難しさを学べた。（開発メーカー） 
 ニーズを深堀りする際のフレームワークを学べた。（研究機関） 
 ニーズとウォンツの違いが分かりやすかった。（医療関係者） 
 ニーズの深堀りの仕方、ニーズを言語化することの重要性及び言語化する方法につい

て学べた。（行政） 
 ニーズを探る手順、医療職とメーカーが共通の場で話を深めることの重要性を理解で

きた。（共通言語を持つこと、出会いの場を持つこと）（医療関係者） 
 「誰のために」がよくわかった。（開発メーカー） 
 福祉機器の開発にあたり、研究開発要素だけにフォーカスしたものとなってしまい、

ニーズが集約できていないために良いものが生まれないということを感じていたので、

ワークショップを通じてその機会を知るよいきっかけになった。（行政） 
 ニーズの整理の導き方について学べて大変良かった。（研究機関） 
 ユーザーの意思決定には複数の関係者が関わっているためハードルが高いが、ニーズ

を絞り込めば様々な視点からニーズを作れる可能性があることを学べた。（その他、介

護実習・普及センター） 等 
 

 

⑤ワークショップ（東京会場） 

小児向けの移動支援機器体験・機器展示を行う傍ら、リハビリテーション施設等に所

属する医療福祉従事者や特別支援学校教員等を対象とした「強化段ボールを用いた幼児

向けの座位保持椅子」を作成するワークショップを行った。 
 
〇テーマ：「～子ども向け機器展示・体験～ 強化段ボールで作るテクノエイド」 
〇目 的：強化段ボールを使って、幼児用の座位保持椅子を作成する 
〇プログラム： 
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〇結果： 

ワークショップの参加者は５名であり、リハビリテーションセンター所属のエンジ

ニア、医療福祉関係従事者、特別支援学校の教員の方々が参加した。 
 

＜ワークショップの様子＞ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇強化段ボールで作るテクノエイドのワークショップの感想： 
 
 今後は自助具作りのワークショップも体験したい。（医療関係者） 
 今後は自助具作りのワークショップデザインメイン、３Ｄプリンタ製作メイン、アイデ

アソン等を体験したい。（介護実習・普及センター） 
 実際に製作体験ができ、意外と力が必要なことなどが分かり、大変勉強になった。次年

度、弊所でも強化段ボールを使った企画を行いたい。（介護実習・普及センター） 
 今回のような、そのまま実践で使えるようなものを作るワークショップを希望したい。

（学校・教育関係） 
 とても参考になった。（医療関係者） 
 障害者では既製品で対応できないこともあるため、今回のような製作実習があると良い。

例として、自助具製作、矢崎パイプでの製作、災害時に役立つこと、アルテク等。（行

政） 
 定員は１０名でなく、これくらいの人数でちょうどよく実習ができた。（行政） 等 
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⑥令和元年度 障害者自立支援機器等開発促進事業成果報告（東京会場） 

厚生労働省にて実施している、令和元年度障害者自立支援機器開発促進事業に採択さ

れた９企業・団体による成果報告を行った。 
 

〇プログラム 
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（５）ＡＴＡサテライト（意見交換会）の実施結果 
① 開催のねらい、目的 

障害者福祉の現場において、真に必要とされる支援機器を開発するためには、着想の

段階からユーザーや支援者のニーズと開発や研究者等のシーズをマッチングすることが

大切であり、シーズ志向型の開発とならないよう、各種障害者の置かれている状態は勿

論のこと、現場の課題やニーズを的確に捉えた支援機器の開発に繋げる取り組みが重要

である。 
こうしたなか当協会では、シーズ・ニーズマッチング交流会への来場が容易ではない

地域に出向き、支援機器に係わる地域の関係者が集う｢ＡＴＡサテライト（意見交換会）｣

を開催することとした。 
｢ＡＴＡサテライト｣では、当該地域の支援機器に関する有識者と障害者及びその介護

者をはじめ、産業振興団体や開発企業等が集い、今後開発が必要な障害者の自立支援機

器の具体的なイメージを検討することとし、開発促進事業の提案テーマに繋げることと

した。 
 

※ニーズ側：障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉の業務に従

事し障害者の福祉や訓練に係わる者 等 
※シーズ側：開発メーカー、地域の産業振興団体、新規参入を検討する企業・

研究者、大学・研究機関 等 
 

〇実施方法 
各開催地で核となる福祉機器に関する有識者を選考し、意見交換会のとりまとめ役

を務めていただくこととした。 
参加は、原則、地元の支援機器に携わる有識者、ニーズ側及びシーズ側はもとより、

開催地の福祉課及び産業振興課、大学や研究機関等へ呼び掛けた。 
開催地ごとに検討テーマを決定し、各会場で２回の意見交換会を開催した。第２回

目の意見交換会では、最終的に課題解決に向けた具体的な支援機器のイメージについ

て議論をし、２月１２日・１３日で行われる東京会場の交流会にて、各会場の成果を

１点パネル展示することとした。 
また、交流会後は、協会ホームページにも掲載し、提案内容の開発を喚起すること

とした。 
   

〇開催地域の有識者 
   ・ＡＴＡサテライト北海道 中村健治（北海道社会福祉協議会） 

（１）ＡＴＡサテライト・札幌  竹澤 聡（北海道科学大学） 

・ＡＴＡサテライト高知  坊岡正之（結人の紬・元広島国際大学） 

（２）ＡＴＡサテライト・高 北岡 剛（株式会社テクノクラフト高知） 

・ＡＴＡサテライト佐賀  松尾清美（ＫＴ福祉環境研究所・元佐賀大学） 

（３）ＡＴＡサテライト・佐 秀島圭和（佐賀大学大学院医学系研究科） 

〇参加者の募集 
交流会専用ＨＰにＡＴＡサテライト開催の案内を掲載し、開催地の有識者の方々よ

り、開発企業や障害当事者の呼びかけを行った。 
また、直接、地域の県・市及び障害当事者団体や大学等にも周知を行った。 
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〇スケジュールと検討事項等 
時期 検討事項等 

第１回 １０月 ※現場の見学 

①目的の共有化 

②自己紹介 

③障害者の置かれている状況の把握 

 当事者・家族等の困りごと、あって欲しい機器・システム 

④課題解決に向けた機器開発の検討 

 既存の技術等を活用した機器開発のイメージ 

第２回 １２月 

 １月 

⑤課題解決に向けた具体的な支援機器のイメージ（案）作成 

・想定するユーザー 

・解決すべきニーズ 

・満たすべき仕様・機能 等 

２月１２日（水） 

２月１３日（木） 

シーズ・ニーズマッチング交流会（東京会場）において 

パネル等による成果報告 

 

〇成果のアウトプット様式（例） 
 各会場における成果のアウトプット様式に関しては以下の様式に取りまとめること

とした。 
タイトル 
 ＊＊＊＊＊ 
想定するユーザー 
 ＊＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊ 

解決すべきニーズ 
 ＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

機器やシステムのイメージ 
＊＊＊＊ 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊ 

満たすべき仕様・機能 
 ＊＊＊ 
 ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
＊＊＊＊ 

ＡＴＡサテライト参加者 ※参加者によっては公表しない 
 ＊＊＊   ＊＊＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊  ＊＊＊＊＊ 
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②参加メンバー等 

各会場の開催日とメンバーの所属は以下のとおりである。 

 

高知ＡＴＡサテライト 

検討テーマ 

「南海トラフなど災害時の対応、コミュニケーション機器 他」 

日時・会場 

会場：高知県立ふくし交流プラザ 

第１回 令和元年１０月１１日（金）１３：３０～１６：００ 

第２回 令和元年１２月２０日（金）１３：３０～１６：００ 

 

参加者所属         （順不同） 

・ＮＰＯ法人結人の紬 

就労移行支援事業所 Ｓai 

 就労継続支援Ｂ型事業所 Ｒen 

・株式会社テクノクラフト高知 

・公益財団法人高知県身体障害者連合会 

・医療法人旦龍会 町田病院 

・関 株式会社 

・株式会社ジェイテクト 

 

 

・社会福祉法人土佐厚生会障害者支援施設 

こくふ相談支援センター アルペジオ 

・医療法人五月会 須崎くろしお病院 

・脳卒中リハビリ研究所 

・合同会社ＫＴ福祉環境研究所 

・当事者の方々 他 

 

 

佐賀ＡＴＡサテライト 

検討テーマ 

「特別支援学校における支援機器」 

日時・会場 

会場：佐賀県在宅生活サポートセンター 

第１回 令和元年１０月２３日（水）１０：００～１２：００ 

第２回 令和元年１２月１０日（火）１０：００～１２：００ 

 

参加者所属         （順不同） 

・合同会社 ＫＴ福祉環境研究所 

・ＮＰＯ法人障害者自立就労支援メッセ

ージ 花くじら 

・EBM トレーディングジャパン株式会社 

・株式会社シマブン 

・株式会社アテックス 

・たかだ電動機株式会社 

・ＨＩＲＯＥ 

・有限会社であい工房 

・株式会社今仙技術研究所 

 

 

・一般社団法人こうしゅくゼロ推進協議会 

・独立行政法人労働者健康安全機構総合せ

き損センター 

・佐賀県工業技術センター 

・大分県社会福祉介護研修センター 

・金立特別支援学校 

・宮崎せいりゅう支援学校 

・うれしの特別支援学校 

・佐賀県立盲学校 他 
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〇スケジュールと検討事項等 
時期 検討事項等 

第１回 １０月 ※現場の見学 

①目的の共有化 

②自己紹介 

③障害者の置かれている状況の把握 

 当事者・家族等の困りごと、あって欲しい機器・システム 

④課題解決に向けた機器開発の検討 

 既存の技術等を活用した機器開発のイメージ 

第２回 １２月 

 １月 

⑤課題解決に向けた具体的な支援機器のイメージ（案）作成 

・想定するユーザー 

・解決すべきニーズ 

・満たすべき仕様・機能 等 

２月１２日（水） 

２月１３日（木） 

シーズ・ニーズマッチング交流会（東京会場）において 

パネル等による成果報告 

 

〇成果のアウトプット様式（例） 
 各会場における成果のアウトプット様式に関しては以下の様式に取りまとめること

とした。 
タイトル 
 ＊＊＊＊＊ 
想定するユーザー 
 ＊＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊ 

解決すべきニーズ 
 ＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

機器やシステムのイメージ 
＊＊＊＊ 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊ 

満たすべき仕様・機能 
 ＊＊＊ 
 ＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊ 

ＡＴＡサテライト参加者 ※参加者によっては公表しない 
 ＊＊＊   ＊＊＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊  ＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 27 －
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北海道ＡＴＡサテライト 

検討テーマ 

「福祉作業所における支援機器」 

日時・会場 

会場：社会福祉法人クピド・フェア 

第１回 令和元年１０月１８日（金）１３：００～１６：００ 

第２回 令和２年 １月２０日（月）１３：００～１６：００ 

 

参加者所属        （順不同） 

・北海道社会福祉協議会 

・社会福祉法人クピド・フェア 

・ＮＰＯ法人障害者自立就労支援 

  メッセージ 花くじら 

・北海道経済部 産業振興局産業振興課 

・北海道医療福祉産業研究会 

・北海道科学大学 

 

 

・地方独立法人北海道立総合研究機構 

 産業技術研究本部 

・合同会社ライフスペース研究所 

・株式会社キャリアエディション 

・株式会社電制          等 

 

③開催結果 

   各会場の成果は以下のとおりである。 

〇高知ＡＴＡサテライト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 28 －
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〇佐賀ＡＴＡサテライト 
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北海道ＡＴＡサテライト 

検討テーマ 

「福祉作業所における支援機器」 

日時・会場 

会場：社会福祉法人クピド・フェア 

第１回 令和元年１０月１８日（金）１３：００～１６：００ 

第２回 令和２年 １月２０日（月）１３：００～１６：００ 

 

参加者所属        （順不同） 

・北海道社会福祉協議会 

・社会福祉法人クピド・フェア 

・ＮＰＯ法人障害者自立就労支援 

  メッセージ 花くじら 

・北海道経済部 産業振興局産業振興課 

・北海道医療福祉産業研究会 

・北海道科学大学 

 

 

・地方独立法人北海道立総合研究機構 

 産業技術研究本部 

・合同会社ライフスペース研究所 

・株式会社キャリアエディション 

・株式会社電制          等 

 

③開催結果 

   各会場の成果は以下のとおりである。 

〇高知ＡＴＡサテライト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 29 －
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〇北海道ＡＴＡサテライト 

 

 

  

－ 30 －
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＜高知ＡＴＡサテライトの様子＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜佐賀ＡＴＡサテライトの様子＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜交流会（東京会場）パネル展示風景＞ 
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〇北海道ＡＴＡサテライト 

 

 

  

－ 31 －
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④成果物の周知 

交流会の専用ＨＰに会場の成果物を掲載することとし、開発を喚起するとともに地域

のサテライトに繋ぐこととした。 
 

＜専用ＨＰによる成果の周知＞ 
 

 

 

 

  

－ 32 －
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（６）参加人数及びアンケート結果 

①出展企業等の状況（３会場） 
   区分 参加数 

１．令和元年度 障害者自立支援機器等開発促進事業採択企業 ９企業 

２．聴覚・視覚障害者の支援機器 １７企業 

３．肢体不自由者の支援機器 ２２企業 

４．難病患者・障害児の支援機器 ２企業 

５．レクリエーション・コミュニケーション支援機器 １５企業 

６．ロボット・脳科学に関する支援機器 ９企業 

７．就労支援に関する支援機器 ２企業 

８．障害者の支援をより行いやすくなる支援機器 １５企業 

９．その他 ２企業 

１０．障害団体・開発支援団体・職能団体 他 １４団体 

合 計 １０７企業・団体 

 
②参加者の状況 

〇会場別の出展企業等 
地域 出展企業・団体 

大阪会場 ６０企業・団体 

福岡会場 ４１企業・団体 

東京会場 ８１企業・団体 

全  体 １８２企業・団体 

 
〇会場別の参加者人数 

地域 出展企業・団体・一般来場者 

大阪会場 ３４５名（３２０） 

福岡会場 １６６名（１２７） 

東京会場 ５２３名（３６２） 

全  体 １,０３４名（８０９） 

（ ）は昨年度の数をさす 
 

〇参加者の属性 
地域 使う人 作る人 出展企業・団体・一般来場者 

大阪会場 １４２名 ２０３名 ３４５名 

福岡会場 ７２名 ９４名 １６６名 

東京会場 ２０６名 ３１７名 ５２３名 

全  体 ４２０名 ６１４名 １,０３４名 
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④成果物の周知 

交流会の専用ＨＰに会場の成果物を掲載することとし、開発を喚起するとともに地域

のサテライトに繋ぐこととした。 
 

＜専用ＨＰによる成果の周知＞ 
 

 

 

 

  

－ 33 －
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〇参加者の使う人、作る人の内訳 
 

  
３会場開催述べ来場者数

【計1034名】

使う人

作る人

72人

43%94人

57%

福岡会場【計166名】

使う人

作る人

東京会場【計523名】

使う人

作る人

203人

59%

大阪会場【計345名】

使う人

作る人

－ 34 －
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③来場者アンケート結果【３会場合計】 
本交流会の一般来場者に行ったアンケート結果は、以下のとおりである。 

 
 回答数 

大阪会場 １２６件 

福岡会場 ４３件 

東京会場 ６５件 

合計 ２３４件 

 
〇来場者の属性について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「その他」と記入された方の中には、ヘルパー、ケアマネージャー、住宅改修業者、企

業支援のＮＰＯ、ＡＬＳ患者の遺族、市民団体、ＩＴサポートセンターなどがあった。 
 

〇参加日数について 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｎ＝234
No. 件数 割合
1 28 12.0%
2 18 7.7%
3 21 9.0%
4 24 10.3%
5 15 6.4%
6 29 12.4%
7 12 5.1%
8 6 2.6%

9 49 20.9%

10 32 13.7%
0 0.0%

234 100.0%

医療関係者
支援機器開発企業　
⾏政
研究機関・団体
学校・教育関係者　
一般企業（今後、支援機器の開
発を目指す企業を含む）
その他
無回答

合計

施設関係者

選択肢
障害者　　
障害者家族

障害者
12.0%

障害者家
族

7.7%

施設関係
者

9.0%

医療関係
者

10.3%
支援機器
開発企業
6.4%

⾏政
12.4%

研究機関・
団体
5.1%

学校・教育
関係者
2.6%

一般企業
（今後、
支援機器
の開発を
目指す企
業を含
む）
20.9%

その他
13.7%

Ｎ＝234
No. 件数 割合
1 225 96.2%
2 7 3.0%
9 2 0.9%

234 100.0%
無回答

合計

2日間

選択肢
1日のみ（1日目・2日目いずれかのみ）
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〇参加者の使う人、作る人の内訳 
 

  
３会場開催述べ来場者数

【計1034名】

使う人

作る人

72人

43%94人

57%

福岡会場【計166名】

使う人

作る人

東京会場【計523名】

使う人

作る人

203人

59%

大阪会場【計345名】

使う人

作る人

－ 35 －
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〇交流会開催の情報収集源について 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「その他」と記入された方の中には、勉強会で知った、利用者からの紹介、Ｆａｃｅ Ｂ

ｏｏｋ、開発企業からの紹介、開発企業のＨＰからなどがあった。 
 

 

  

Ｎ＝234
No. 件数 割合
1 115 49.1%
2 19 8.1%
3 14 6.0%
4 5 2.1%
5 9 3.8%
6 8 3.4%
7 34 14.5%
8 1 0.4%
9 41 17.5%その他

選択肢
テクノエイド協会からの案内
テクノエイド協会のホームページ
所属する障害団体からの案内
経済振興団体からの案内
所属する職能団体からの案内
自治体などからの案内・広報誌など
友人・知人からの紹介
新聞・テレビ・ラジオなど

49.1%

8.1%

6.0%

2.1%

3.8%

3.4%

14.5%

0.4%

17.5%

0% 20% 40% 60%

テクノエイド協会からの案内

テクノエイド協会のホームページ

所属する障害団体からの案内

経済振興団体からの案内

所属する職能団体からの案内

自治体などからの案内・広報誌など

友人・知人からの紹介

新聞・テレビ・ラジオなど

その他

－ 36 －
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〇特に良かった併催イベント（複数回答可） 

 
 

〇来場の目的について 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「その他」と記入された方の中には、聞きたいプレゼンがあった、情報収集、福祉用具

について知りたかった、福祉に係る業務の勉強のため、相談事を受けている案件につい

てのヒントを得たかった、困りごとの調査、研修や最新情報などアイデアを得るためな

どの意見があった。 
 
 

 

Ｎ＝234
No. 件数 割合
1 40 17.1%
2 35 15.0%
3 72 30.8%
4 40 17.1%

選択肢
基調講演
活動報告
開発及び利⽤報告
特別講演又はワークショップ

17.1%

15.0%

30.8%

17.1%

0% 20% 40%

基調講演

活動報告

開発及び利⽤報告

特別講演又はワークショップ

Ｎ＝234
No. 件数 割合
1 18 7.7%
2 156 66.7%
3 11 4.7%
4 15 6.4%
5 40 17.1%

選択肢
具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝えたかった
機器の閲覧や体験をしながら意⾒交換を⾏いたかった
特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった
普段困っていることについて相談したかった
その他

7.7%

66.7%

4.7%

6.4%

17.1%

0% 20% 40% 60% 80%

具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝え
たかった

機器の閲覧や体験をしながら意⾒交換を⾏いたかった

特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった

普段困っていることについて相談したかった

その他
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〇交流会開催の情報収集源について 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「その他」と記入された方の中には、勉強会で知った、利用者からの紹介、Ｆａｃｅ Ｂ

ｏｏｋ、開発企業からの紹介、開発企業のＨＰからなどがあった。 
 

 

  

Ｎ＝234
No. 件数 割合
1 115 49.1%
2 19 8.1%
3 14 6.0%
4 5 2.1%
5 9 3.8%
6 8 3.4%
7 34 14.5%
8 1 0.4%
9 41 17.5%その他

選択肢
テクノエイド協会からの案内
テクノエイド協会のホームページ
所属する障害団体からの案内
経済振興団体からの案内
所属する職能団体からの案内
自治体などからの案内・広報誌など
友人・知人からの紹介
新聞・テレビ・ラジオなど

49.1%

8.1%

6.0%

2.1%

3.8%

3.4%

14.5%

0.4%

17.5%

0% 20% 40% 60%

テクノエイド協会からの案内

テクノエイド協会のホームページ

所属する障害団体からの案内

経済振興団体からの案内

所属する職能団体からの案内

自治体などからの案内・広報誌など

友人・知人からの紹介

新聞・テレビ・ラジオなど

その他

－ 37 －
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〇会場の立地や利便性について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇会場の展示や配置について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

Ｎ＝234
No. 選択肢 件数 割合
1 99 42.3%
2 113 48.3%
3 15 6.4%
4 3 1.3%
5 1 0.4%
9 3 1.3%

234 100.0%

ある程度満⾜している
どちらとも言えない
あまり満⾜していない
全く満⾜していない
無回答

合計

大変満⾜している

Ｎ＝234
No. 選択肢 件数 割合
1 60 25.6%
2 109 46.6%
3 35 15.0%
4 10 4.3%
5 1 0.4%
9 19 8.1%

234 100.0%合計
無回答

大変満⾜している
ある程度満⾜している
どちらとも言えない
あまり満⾜していない
全く満⾜していない

大変満⾜している
25.6%

ある程度満⾜
している
46.6%

どちらとも
言えない
15.0%

あまり満⾜していない
4.3% 全く満⾜していない

0.4%

無回答
8.1%

－ 38 －
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〇希望する開催時期（季節）について 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇希望する開催時期（曜日について） 
 

 
  

Ｎ＝234
No. 件数 割合
1 146 62.4%
2 40 17.1%
3 21 9.0%
4 3 1.3%
5 48 20.5%無回答
祝日

選択肢
平日（⽉曜日〜⾦曜日）
土曜日
日曜日

62.4%

17.1%

9.0%

1.3%

20.5%

0% 20% 40% 60% 80%

平日（⽉曜日〜⾦曜日）

土曜日

日曜日

祝日

無回答

Ｎ＝234
No. 件数 割合
1 45 19.2%
2 17 7.3%
3 56 23.9%
4 64 27.4%
5 64 27.4%

選択肢
春（3⽉〜5⽉）
夏（6⽉〜8⽉）
秋（9⽉〜11⽉）
冬（12⽉〜2⽉）
無回答

19.2%

7.3%

23.9%

27.4%

27.4%

0% 20% 40%

春（3⽉〜5⽉）

夏（6⽉〜8⽉）

秋（9⽉〜11⽉）

冬（12⽉〜2⽉）

無回答
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〇会場の立地や利便性について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇会場の展示や配置について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

Ｎ＝234
No. 選択肢 件数 割合
1 99 42.3%
2 113 48.3%
3 15 6.4%
4 3 1.3%
5 1 0.4%
9 3 1.3%

234 100.0%

ある程度満⾜している
どちらとも言えない
あまり満⾜していない
全く満⾜していない
無回答

合計

大変満⾜している

Ｎ＝234
No. 選択肢 件数 割合
1 60 25.6%
2 109 46.6%
3 35 15.0%
4 10 4.3%
5 1 0.4%
9 19 8.1%

234 100.0%合計
無回答

大変満⾜している
ある程度満⾜している
どちらとも言えない
あまり満⾜していない
全く満⾜していない

大変満⾜している
25.6%

ある程度満⾜
している
46.6%

どちらとも
言えない
15.0%

あまり満⾜していない
4.3% 全く満⾜していない

0.4%

無回答
8.1%

－ 39 －
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〇次年度の参加希望について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇主な自由記述について 
 
①どのような交流ができたか 

 
・最新機器の確認と質問ができた 
・開発している機器（製品）について率直な質問ができた 
・体験しながら説明を受けることができ、わかりやすかった 
・他の患者団体同士の交流ができた 
・興味のある支援機器について、詳しい内容を知ることができた 
・開発のヒントをもらったり、共同開発のお話に繋がった 
・当事者団体との交流が持ててよかった 
・最近の自立支援機器の方向性について交流ができた 
・他の業種の方と直接話すことができ、知っていることと考えていることの違いを感じ   
 た 
・新しい商品の取り扱いに関する商談ができた 
・開発のポイント、使う側のニーズについて詳しく知ることができた  等 
 

 
②交流会に関する意見や感想、今後来てほしい企業など 

 
・開発企業のグループともっと交流する機会を得たい 
・一つ一つのブースを回ってお話を伺うことができ、理解が深まった 
・ブースによって異なるが、出展者が積極的に来場者に対して話しかけていただけると、

来場した側は話がしやすく、充実した時間が過ごせるのではないか 
・浴室に関する機器について情報を得たかった 
・ワークショップは大変参考になった 
・若手起業家と交流できると良いのではないか 
・ロボット系の機器がもっと出展されると良い 
・知られていない具体的な症例を知ってもらいたい 
・平日の昼間の参加は難しい 
・医療関係従事者ともう少し意見交換ができると良いのでは  等        

  

Ｎ＝234
No. 選択肢 件数 割合
1 81 34.6%
2 88 37.6%
3 25 10.7%
4 2 0.9%
5 0 0.0%
9 38 16.2%

234 100.0%
無回答

合計

ぜひ参加したい
参加したい
どちらともいえない
参加したくない
全く参加したくない

ぜひ参加した
い

34.6%

参加したい
37.6%

どちらともいえ
ない
10.7%

参加したくない
0.9%

無回答
16.2%

－ 40 －
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④出展者アンケート結果【３会場合計】 
本交流会の出展者に行ったアンケート結果は、以下のとおりである。 
なお、１６６件のアンケート結果は、複数の会場に出展している企業や団体も含める。 

 
 回答数 

大阪会場 ５６件 

福岡会場 ３８件 

東京会場 ７２件 

合計 １６６件 

 
〇アンケート回答者の基本情報について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
〇その後の機器開発や団体の活動において参考になったか 

 

  

大変参考に
なった
31.3%

ある程度参
考になった
55.4%

どちらともいえ
ない
7.8%

あまり参考に
ならなかった
1.2%

無回答
4.2%

Ｎ＝166
No. 選択肢 件数 割合
1 開発企業 120 72.3%
2 障害団体 20 12.0%
3 開発支援団体 9 5.4%
4 職能団体 4 2.4%
5 その他 12 7.2%
9 無回答 1 0.6%

合計 166 100.0%

Ｎ＝166
No. 選択肢 件数 割合
1 52 31.3%
2 92 55.4%
3 13 7.8%
4 2 1.2%
5 0 0.0%
9 7 4.2%

166 100.0%

大変参考になった
ある程度参考になった
どちらともいえない
あまり参考にならなかった
全く参考にならなかった
無回答

合計

開発企業
72.3%

障害団体
12.0%

開発支援団体
5.4%

職能団体
2.4%

その他
7.2%

無回答
0.6%
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〇次年度の参加希望について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇主な自由記述について 
 
①どのような交流ができたか 

 
・最新機器の確認と質問ができた 
・開発している機器（製品）について率直な質問ができた 
・体験しながら説明を受けることができ、わかりやすかった 
・他の患者団体同士の交流ができた 
・興味のある支援機器について、詳しい内容を知ることができた 
・開発のヒントをもらったり、共同開発のお話に繋がった 
・当事者団体との交流が持ててよかった 
・最近の自立支援機器の方向性について交流ができた 
・他の業種の方と直接話すことができ、知っていることと考えていることの違いを感じ   
 た 
・新しい商品の取り扱いに関する商談ができた 
・開発のポイント、使う側のニーズについて詳しく知ることができた  等 
 

 
②交流会に関する意見や感想、今後来てほしい企業など 

 
・開発企業のグループともっと交流する機会を得たい 
・一つ一つのブースを回ってお話を伺うことができ、理解が深まった 
・ブースによって異なるが、出展者が積極的に来場者に対して話しかけていただけると、

来場した側は話がしやすく、充実した時間が過ごせるのではないか 
・浴室に関する機器について情報を得たかった 
・ワークショップは大変参考になった 
・若手起業家と交流できると良いのではないか 
・ロボット系の機器がもっと出展されると良い 
・知られていない具体的な症例を知ってもらいたい 
・平日の昼間の参加は難しい 
・医療関係従事者ともう少し意見交換ができると良いのでは  等        

  

Ｎ＝234
No. 選択肢 件数 割合
1 81 34.6%
2 88 37.6%
3 25 10.7%
4 2 0.9%
5 0 0.0%
9 38 16.2%

234 100.0%
無回答

合計

ぜひ参加したい
参加したい
どちらともいえない
参加したくない
全く参加したくない

ぜひ参加した
い

34.6%

参加したい
37.6%

どちらともいえ
ない
10.7%

参加したくない
0.9%

無回答
16.2%

－ 41 －
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〇交流会の参加を通して「障害者自立支援機器等開発促進事業」に 
 応募してみたいと思ったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
〇交流を行った概ねの人数について 

 

 

 

 
 

 
 
〇交流の具体的な内容について（複数選択可） 

 

 

  

Ｎ＝166

No. 件数 割合

1 94 56.6%
2 87 52.4%
3 56 33.7%
4 75 45.2%
5 7 4.2%

日常の困りごとやニーズに関する話が聞けた
今後の具体的な開発協⼒や連携に関して話ができた
自社や自団体の活動や取り組みについて理解が深められた
その他

機器に対する要望や改善点が聞けた

選択肢

是非、応募したい
（応募を検討し

たい）
25.9%

応募してみたい
（応募を検討し
てみたい）
33.1%

どちらともいえない
16.3%

補助事業に関心
はない
1.2%

無回答・対象外
23.5%

２０人未満
28.9%

２０人〜５０人未満
56.0%

５０人〜１００人未満
10.2%

無回答
4.8%

56.6%

52.4%

33.7%

45.2%

4.2%

0% 20% 40% 60%

機器に対する要望や改善点が聞けた

日常の困りごとやニーズに関する話が聞けた

今後の具体的な開発協⼒や連携に関して話がで…

自社や自団体の活動や取り組みについて理解が…

その他

Ｎ＝166
No. 選択肢 件数 割合
1 43 25.9%
2 55 33.1%
3 27 16.3%
4 2 1.2%
9 39 23.5%

166 100.0%

補助事業に関心はない
無回答・対象外

合計

どちらともいえない

是非、応募したい（応募を検討したい）
応募してみたい（応募を検討してみたい）

Ｎ＝166
No. 件数 割合
1 48 28.9%
2 93 56.0%
3 17 10.2%
4 0 0.0%
9 8 4.8%

166 100.0%

選択肢
２０人未満
２０人〜５０人未満
５０人〜１００人未満
１００人以上
無回答

合計

－ 42 －
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〇交流会の満足度について 
 

 

 

 

 

 
 
 
〇会場の立地や利便性について 

 

 

 

 

 

 

 

〇展示ブースの配置について 
 

 

 

 

 

 

 
 

大変満⾜し
ている
25.9%

ある程度満
⾜している
55.4%

どちらとも言えない
12.0%

あまり満⾜し
ていない
3.6%

全く満⾜していない
0.6%

無回答
2.4%

Ｎ＝166
No. 件数 割合
1 43 25.9%
2 92 55.4%
3 20 12.0%
4 6 3.6%
5 1 0.6%
9 4 2.4%

166 100.0%合計

選択肢
大変満⾜している
ある程度満⾜している
どちらとも言えない
あまり満⾜していない
全く満⾜していない
無回答

Ｎ＝166
No. 件数 割合
1 59 35.5%
2 73 44.0%
3 22 13.3%
4 7 4.2%
5 3 1.8%
9 2 1.2%

166 100.0%

選択肢
大変満⾜している
ある程度満⾜している
どちらとも言えない
あまり満⾜していない
全く満⾜していない
無回答

合計

大変満⾜し
ている
35.5%

ある程度満
⾜している
44.0%

どちらとも言えない
13.3%

あまり満⾜し
ていない
4.2%

全く満⾜していない
1.8%

無回答
1.2%

Ｎ＝166
No. 件数 割合
1 46 27.7%
2 83 50.0%
3 20 12.0%
4 14 8.4%
5 0 0.0%
9 3 1.8%

166 100.0%

あまり満⾜していない
全く満⾜していない
無回答

合計

どちらとも言えない

選択肢
大変満⾜している
ある程度満⾜している
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〇交流会の参加を通して「障害者自立支援機器等開発促進事業」に 
 応募してみたいと思ったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
〇交流を行った概ねの人数について 

 

 

 

 
 

 
 
〇交流の具体的な内容について（複数選択可） 

 

 

  

Ｎ＝166

No. 件数 割合

1 94 56.6%
2 87 52.4%
3 56 33.7%
4 75 45.2%
5 7 4.2%

日常の困りごとやニーズに関する話が聞けた
今後の具体的な開発協⼒や連携に関して話ができた
自社や自団体の活動や取り組みについて理解が深められた
その他

機器に対する要望や改善点が聞けた

選択肢

是非、応募したい
（応募を検討し

たい）
25.9%

応募してみたい
（応募を検討し
てみたい）
33.1%

どちらともいえない
16.3%

補助事業に関心
はない
1.2%

無回答・対象外
23.5%

２０人未満
28.9%

２０人〜５０人未満
56.0%

５０人〜１００人未満
10.2%

無回答
4.8%

56.6%

52.4%

33.7%

45.2%

4.2%

0% 20% 40% 60%

機器に対する要望や改善点が聞けた

日常の困りごとやニーズに関する話が聞けた

今後の具体的な開発協⼒や連携に関して話がで…

自社や自団体の活動や取り組みについて理解が…

その他

Ｎ＝166
No. 選択肢 件数 割合
1 43 25.9%
2 55 33.1%
3 27 16.3%
4 2 1.2%
9 39 23.5%

166 100.0%

補助事業に関心はない
無回答・対象外

合計

どちらともいえない

是非、応募したい（応募を検討したい）
応募してみたい（応募を検討してみたい）

Ｎ＝166
No. 件数 割合
1 48 28.9%
2 93 56.0%
3 17 10.2%
4 0 0.0%
9 8 4.8%

166 100.0%

選択肢
２０人未満
２０人〜５０人未満
５０人〜１００人未満
１００人以上
無回答

合計

－ 43 －
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〇希望する開催（季節）時期について（複数選択可） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇希望する開催（曜日）時期について（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

  

Ｎ＝166

No. 件数 割合

1 38 22.9%
2 22 13.3%
3 31 18.7%
4 66 39.8%
5 24 14.5%

選択肢

春（3⽉〜5⽉）
夏（6⽉〜8⽉）
秋（9⽉〜11⽉）
冬（12⽉〜2⽉）
無回答

Ｎ＝166

No. 件数 割合

1 107 64.5%
2 55 33.1%
3 25 15.1%
4 6 3.6%
5 15 9.0%

土曜日
日曜日
祝日
無回答

平日（⽉曜日〜⾦曜日）

選択肢

－ 44 －



51 
 

 

〇次年度の出展について 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

〇主な自由記述について 
 
①支援機器開発に関する現状の課題について 

 
 製造ロット、海外への販路ルート 
 小型化、軽量化、UＩの向上 
 製作メンバーの高齢化のため新しい素材、工法等を取り入れることに消極的であ

ること 
 開発費用、開発資金、コストダウン 
 顧客ニーズの発掘、商品過後のＰＲ方法について 
 現場での使用感のフィードバック、現場で真に必要とされている機能等の情報 
 認知度が低いこと、開発機器のＰＲ方法について 
 障害そのものへの理解、福祉用具を使用することの理解が乏しい 
 被験者の少なさ 
 制度上の問題として補装具、日常生活用具として認められない 
 開発後の商品において、ユーザーが利用する前段階で公的補助制度がない 

 
 
②交流会全般、運営等について 
 
 子どもの意見を直接聴取したいため、土日開催も検討して欲しい 
 異分野の方々と交流ができた 
 大都市以外の開催も検討してほしい 
 様々な意見交換ができた、今後も交流会を継続して欲しい 
 衝立（パネル）は必要だと感じた 
 製品そのもの以外にも、要素技術の強み・弱みを聞けたら良い交流ができるので

はないか 
 出展機器が場所を取るため通路が狭くなってしまった。大きな機器を展示する場

合は別のブースでまとめるのはどうか 
 企業がどのようなことをしているのか、わかるような情報があると良い。 
 福祉関係の学生にも交流会に来て、見て、体験して欲しい。 
 講演やシンポジウムといった様々な企画は必要である 

Ｎ＝166
No. 件数 割合
1 57 34.3%
2 69 41.6%
3 25 15.1%
4 0 0.0%
5 0 0.0%
9 15 9.0%

166 100.0%合計

選択肢
ぜひ参加したい
参加したい
どちらとも言えない
あまり参加したいと思わな
全く参加したくない
無回答
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〇希望する開催（季節）時期について（複数選択可） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇希望する開催（曜日）時期について（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

  

Ｎ＝166

No. 件数 割合

1 38 22.9%
2 22 13.3%
3 31 18.7%
4 66 39.8%
5 24 14.5%

選択肢

春（3⽉〜5⽉）
夏（6⽉〜8⽉）
秋（9⽉〜11⽉）
冬（12⽉〜2⽉）
無回答

Ｎ＝166

No. 件数 割合

1 107 64.5%
2 55 33.1%
3 25 15.1%
4 6 3.6%
5 15 9.0%

土曜日
日曜日
祝日
無回答

平日（⽉曜日〜⾦曜日）

選択肢

－ 45 －
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（７）交流会の目標及び結果 
①来場目標数について 

本年度の目標来場者数を昨年度の３割増と設定することとした。 
この目標を達成するため、併催イベントを大幅に拡充するとともに、開催案内の周知

及び広報の強化、さらにホームページによる情報発信力をより一層推進することとした。 
また、企画委員が所属する団体等にも積極的な周知をお願いするとともに、各種の学

会や、業界・職能団体などにも出掛けて周知したところである。 
 

 
来場目標数 

本年度の 

来場者数 
昨年度の 

来場者数 

大阪会場 ４３０名 ３４５名 ３２０名 

福岡会場 １９０名 １６６名 １２７名 

東京会場 ５４０名 ５２３名 ３６２名 

合計 １，１６０名 １，０３４名 ８０９名 

 
しかしながら結果として、３会場ともに目標とした数には達しなかった。 
一方、各会場ともに昨年度に比べ増加させることはでき、とりわけ東京会場に関して

は、大幅に増加させることができた。 
 

②新規出展企業の増加について 
新規出展者の数を全体の３割以上と設定することとした。 
この目標を達成するため、新規企業を掘り起こす積極的な募集活動を行った。具体的

には関係する業界団体やロボット開発企業、開催地の自治体等へ積極的な広報活動を行

ったところである。 
結果、各会場ともに３割以上となり、全会場でも新規の割合が約４７％となり、目標

を達成した。 
 

 
全ブース数 

新規 

出展者数 

新規 

出展機器数 
新規性の割合 

大阪会場 ６０ブース ２９社 ５点 約５７％ 

福岡会場 ４１ブース １０社 ２点 約３０％ 

東京会場 ８１ブース ２２社 ９点 約３８％ 

   ※複数会場での出展も含めている。 
 

 全企業 

団体数 

新規 

出展者数 

新規 

出展機器数 
新規性の割合 

全会場 
１０７ 

企業・団体 
３９社 １１点 約４７％ 

           ※上記の数字は複数会場の出展を除いた企業・団体数を指す。 
 
 

－ 46 －
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③各会場で５０名以上の当事者及び家族・支援者等を招待する 
企画委員会の所属する当事者団体にご協力をいただき、各会場で５０名以上の当事者

及び家族・支援者等を招待することを目標として設定することとした。 
この目標を達成するため、各団体等においては、広報誌やメール等にてご周知いただ

くとともに、当協会でも内外の機関誌や講演会等において積極的な周知を行った。 
 

結果、これについては各会場で聞き取りなどを行ったところであるが、正確な数を把

握することが困難であった。 
 

一方、本交流会の参加者総数１,０３４名のうち、ニーズ側の参加者が４２０名と全体

の４割以上をしめたことから、シーズとニーズの交流を図る本会の目的は、一定程度果

たすことができた。 
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（７）交流会の目標及び結果 
①来場目標数について 

本年度の目標来場者数を昨年度の３割増と設定することとした。 
この目標を達成するため、併催イベントを大幅に拡充するとともに、開催案内の周知

及び広報の強化、さらにホームページによる情報発信力をより一層推進することとした。 
また、企画委員が所属する団体等にも積極的な周知をお願いするとともに、各種の学

会や、業界・職能団体などにも出掛けて周知したところである。 
 

 
来場目標数 

本年度の 

来場者数 
昨年度の 

来場者数 

大阪会場 ４３０名 ３４５名 ３２０名 

福岡会場 １９０名 １６６名 １２７名 

東京会場 ５４０名 ５２３名 ３６２名 

合計 １，１６０名 １，０３４名 ８０９名 

 
しかしながら結果として、３会場ともに目標とした数には達しなかった。 
一方、各会場ともに昨年度に比べ増加させることはでき、とりわけ東京会場に関して

は、大幅に増加させることができた。 
 

②新規出展企業の増加について 
新規出展者の数を全体の３割以上と設定することとした。 
この目標を達成するため、新規企業を掘り起こす積極的な募集活動を行った。具体的

には関係する業界団体やロボット開発企業、開催地の自治体等へ積極的な広報活動を行

ったところである。 
結果、各会場ともに３割以上となり、全会場でも新規の割合が約４７％となり、目標

を達成した。 
 

 
全ブース数 

新規 

出展者数 

新規 

出展機器数 
新規性の割合 

大阪会場 ６０ブース ２９社 ５点 約５７％ 

福岡会場 ４１ブース １０社 ２点 約３０％ 

東京会場 ８１ブース ２２社 ９点 約３８％ 

   ※複数会場での出展も含めている。 
 

 全企業 

団体数 

新規 

出展者数 

新規 

出展機器数 
新規性の割合 

全会場 
１０７ 

企業・団体 
３９社 １１点 約４７％ 

           ※上記の数字は複数会場の出展を除いた企業・団体数を指す。 
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（８）今後の交流会の方策、在り方について 
①今年度の振り返り 

今年度は、より多くの来場者に来ていただけるよう、併催イベントの充実、周知先を

増やすこと、新規企業や製品の出展数を増やすこと等により、来場者の増加を目指した。 
しかしながら、結果として、昨年度に比べ来場者は増加したものの、３割増とした目標

数までは達しなかった。 
大阪会場や福岡会場で来場者が伸びなかった理由として、両日とも天候不順により障

害当事者の方々が外出しづらかったことが考えられる。加えて、福岡会場については、

今年度より福岡国際会議場に会場を変更したが、最寄りの駅から離れており、バスやタ

クシーでの移動が必要となったため、障害当事者が来場するには負担が大きかった可能

性がある。また、東京会場については、新型コロナウィルスの影響が出はじめたところ

であり、来場者が伸び悩んだことも理由として考えられる。また、どの会場においても、

職場の人手不足の関係で職員を研修会などへ参加させることが容易でないとする意見が

聞かれた。 
   一方、来場された方については、１ブースあたり時間をかけてまわり、体験や意見交

換を通じて十分交流することができ、アンケート調査でも回答いただいた７割以上の方

が次年度も参加したいと回答があった。 
東京会場では、強化段ボールを使った幼児用ボックスチェアのワークショップを行う

傍ら、小児向けの児童遊具を設置したが、対象となる児童や父母の来場はなく閑散とし

た状況であった。周知先には特別支援学校などにも開催案内を送付したが、開催が平日

ということもあり児童や父母が来場しづらい曜日であったことも理由として考えられる。 
また、今年度は、昨年度に比べ予算を削減したこともあり、開催前日の設営準備や出

展者名用バックパネルの廃止、会場設営の人員削減を行うこととなった。これにより、

事務局や出展者等に大きな負担となった。 
出展者及び来場者からは、各出展ブースにバックパネル及び社名入り看板がほしいと

する意見が聞かれた。 
 

②今後の方策について 

今年度は、併催イベントの充実、周知先を増やす、新規企業や機器等の出展をしてい

ただくことで、昨年よりも来場者を増やすことができた。 
引き続き、多くの方々に「シーズ・ニーズマッチング交流会」の認知を広めることが

来場者を増やすことにつながると考える。 
より多くの方々に来場していただく方策として、開催地域や障害当事者の方々が来場

しやすい会場とするとともに、職能団体等の学会や障害者福祉に係る地域のイベントな

どと連携して交流会を開催することも、予算を有効に活用し、また参加者を増加させる

一つの方策として考えられる。 
引き続き、障害当事者団体とは連携を図り、当事者・家族、関係者の皆様へ本交流会

への参加を呼びかけるとともに、シーズとニーズのマッチングにご協力いただきたい。 
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③今後の交流会の在り方について 

〇学会や地域のイベント等と連携した交流会の開催 
・学会など多くの医療福祉の従事者、エンジニア等の会員が集まる学術大会などと連携

して、シーズ・ニーズマッチング交流会を開催することで、多くの来場者の集客が見

込めるのではないか。 
 

〇マッチング交流会以外のマッチング方策 
・当協会では、平成２１年度より「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」を運用し

ている。このシステムは、より良い福祉用具の開発のため、当事者の方や介護されて

いる方から福祉用具に関する要望・アイデア（ニーズ）を収集したり、福祉用具を研

究開発している企業などから新しい技術や製品情報（シーズ）を紹介することで、ニ

ーズとシーズの双方の意見交換を行えるインターネット上の掲示板の運営を行ってい

る。 
・現在、当該のシステムにおいて改修を行っているところであり、次年度からモニター

協力先（施設や病院など）を募集する予定である。 
・本システムを活用することで、交流会期間外であってもシーズとニーズのマッチング

を促進させる手立てになるのではないか。 
 

〇ＡＴＡサテライト（意見交換会）の開催 
・今年度から交流会への参加が容易でない地域で「ＡＴＡサテライト（意見交換会）」を

開催し、ニーズとシーズの意見交換する場を設け、障害者等の置かれている課題など

を共有化し、必要な支援機器のコンセプトを検討した。 
・この取り組みは地域の方々を中心に行った。 
・今後、さらにニーズの深掘りをするとともに、地域や回数の拡充を図ってはどうか。 
・また、提案した地域と実際の開発企業を繋げる仕組みを検討してはどうか。 

 
〇バックパネル及び社名入り看板等について 
・予算的なこともあり、今年度はバックパネル及び社名入りの看板の準備等を廃止した。

一方、出展者に限らず来場者からも必要ではないかとする意見が寄せられた。 
・バックパネルの廃止に伴い、配置をわかりやすく示した一枚ものでチラシを作成した

り、各会場に多くの掲示版を設けたところであるが、予算面等を工夫してバックパネ

ル等を設置できないか。 
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（８）今後の交流会の方策、在り方について 
①今年度の振り返り 

今年度は、より多くの来場者に来ていただけるよう、併催イベントの充実、周知先を

増やすこと、新規企業や製品の出展数を増やすこと等により、来場者の増加を目指した。 
しかしながら、結果として、昨年度に比べ来場者は増加したものの、３割増とした目標

数までは達しなかった。 
大阪会場や福岡会場で来場者が伸びなかった理由として、両日とも天候不順により障

害当事者の方々が外出しづらかったことが考えられる。加えて、福岡会場については、

今年度より福岡国際会議場に会場を変更したが、最寄りの駅から離れており、バスやタ

クシーでの移動が必要となったため、障害当事者が来場するには負担が大きかった可能

性がある。また、東京会場については、新型コロナウィルスの影響が出はじめたところ

であり、来場者が伸び悩んだことも理由として考えられる。また、どの会場においても、

職場の人手不足の関係で職員を研修会などへ参加させることが容易でないとする意見が

聞かれた。 
   一方、来場された方については、１ブースあたり時間をかけてまわり、体験や意見交

換を通じて十分交流することができ、アンケート調査でも回答いただいた７割以上の方

が次年度も参加したいと回答があった。 
東京会場では、強化段ボールを使った幼児用ボックスチェアのワークショップを行う

傍ら、小児向けの児童遊具を設置したが、対象となる児童や父母の来場はなく閑散とし

た状況であった。周知先には特別支援学校などにも開催案内を送付したが、開催が平日

ということもあり児童や父母が来場しづらい曜日であったことも理由として考えられる。 
また、今年度は、昨年度に比べ予算を削減したこともあり、開催前日の設営準備や出

展者名用バックパネルの廃止、会場設営の人員削減を行うこととなった。これにより、

事務局や出展者等に大きな負担となった。 
出展者及び来場者からは、各出展ブースにバックパネル及び社名入り看板がほしいと

する意見が聞かれた。 
 

②今後の方策について 

今年度は、併催イベントの充実、周知先を増やす、新規企業や機器等の出展をしてい

ただくことで、昨年よりも来場者を増やすことができた。 
引き続き、多くの方々に「シーズ・ニーズマッチング交流会」の認知を広めることが

来場者を増やすことにつながると考える。 
より多くの方々に来場していただく方策として、開催地域や障害当事者の方々が来場

しやすい会場とするとともに、職能団体等の学会や障害者福祉に係る地域のイベントな

どと連携して交流会を開催することも、予算を有効に活用し、また参加者を増加させる

一つの方策として考えられる。 
引き続き、障害当事者団体とは連携を図り、当事者・家族、関係者の皆様へ本交流会

への参加を呼びかけるとともに、シーズとニーズのマッチングにご協力いただきたい。 
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Ⅰ．回答者について
■あなた自身について Ｎ＝126
No. 件数 割合

1 17 13.5%
2 9 7.1%
3 11 8.7%
4 12 9.5%
5 13 10.3%
6 7 5.6%
7 4 3.2%
8 3 2.4%

9 28 22.2%

10 22 17.5%
0 0.0%

126 100.0%

Ⅱ．交流会について
■ご参加頂いた日数 Ｎ＝126
No. 件数 割合

1 121 96.0%
2 3 2.4%
9 2 1.6%

126 100.0%

■この交流会をどのように知ったか（複数回答） Ｎ＝126
No. 件数 割合

1 58 46.0%
2 10 7.9%
3 2 1.6%
4 2 1.6%
5 6 4.8%
6 5 4.0%
7 20 15.9%
8 0 0.0%
9 26 20.6%

施設関係者

シーズ・ニーズマッチング交流会2019　ご来場様アンケート結果（大阪会場）

選択肢
障害者　　
障害者家族

無回答

医療関係者
支援機器開発企業　
行政
研究機関・団体
学校・教育関係者　
一般企業（今後、支援機器の
開発を目指す企業を含む）
その他

合計

選択肢
1日のみ（1日目・2日目いずれかのみ）
2日間

合計

選択肢
テクノエイド協会からの案内
テクノエイド協会のホームページ
所属する障害団体からの案内
経済振興団体からの案内
所属する職能団体からの案内
自治体などからの案内・広報誌など
友人・知人からの紹介
新聞・テレビ・ラジオなど
その他

無回答

障害者
13.5%

障害者家
族

7.1%

施設関係
者

8.7%

医療関係
者

9.5%支援機器
開発企業
10.3%

行政
5.6%

研究機
関・団体
3.2%

学校・教
育関係者
2.4%

一般企業
（今後、
支援機器
の開発を
目指す企
業を含
む）…

その他
17.5%

1日のみ
（1日目・
2日目いず
れかのみ）
96.0%

2日間
2.4%

無回答
1.6%

46.0%

7.9%

1.6%

1.6%

4.8%

4.0%

15.9%

0.0%

20.6%

0% 20% 40% 60%

テクノエイド協会からの案内

テクノエイド協会のホームページ

所属する障害団体からの案内

経済振興団体からの案内

所属する職能団体からの案内

自治体などからの案内・広報誌など

友人・知人からの紹介

新聞・テレビ・ラジオなど

その他

1 来場者集計（大阪・全体） － 51 －



■併催イベントの中で特によかったイベント（複数回答） Ｎ＝126
No. 件数 割合

1 26 20.6%
2 12 9.5%
3 35 27.8%
4 22 17.5%

■交流会来場の目的（複数回答） Ｎ＝126
No. 件数 割合

1 11 8.7%
2 81 64.3%
3 6 4.8%
4 9 7.1%
5 23 18.3%

■会場の立地や利便性 Ｎ＝126
No. 選択肢 件数 割合

1 59 46.8%
2 58 46.0%
3 5 4.0%
4 1 0.8%
5 1 0.8%
9 2 1.6%

126 100.0%

選択肢

無回答

具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝えたかった
機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行いたかった
特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった
普段困っていることについて相談したかった
その他

大変満足している
ある程度満足している
どちらとも言えない
あまり満足していない
全く満足していない

合計

選択肢
基調講演
活動報告
開発及び利用報告
特別講演又はワークショップ

大変満足し
ている

46.8%
ある程度満
足している
46.0%

どちらとも言
えない
4.0%

あまり満足
していない

0.8%

全く満足し
ていない
0.8%

無回答
1.6%

8.7%

64.3%

4.8%

7.1%

18.3%

0% 20% 40% 60% 80%

具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝えた…

機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行いたかった

特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった

普段困っていることについて相談したかった

その他

20.6%

9.5%

27.8%

17.5%

0% 20% 40%

基調講演

活動報告

開発及び利用報告

特別講演又はワークショップ

2 来場者集計（大阪・全体） － 52 －



■会場内の配置や展示 Ｎ＝126
No. 選択肢 件数 割合

1 33 26.2%
2 63 50.0%
3 20 15.9%
4 5 4.0%
5 1 0.8%
9 4 3.2%

126 100.0%

■希望の時期（複数選択） Ｎ＝126

No. 件数 割合

1 17 13.5%
2 11 8.7%
3 35 27.8%
4 40 31.7%
5 30 23.8%

■希望の時期（複数選択） Ｎ＝126

No. 件数 割合

1 80 63.5%
2 23 18.3%
3 9 7.1%
4 2 1.6%
5 23 18.3%

■来年も参加したいか Ｎ＝126
No. 選択肢 件数 割合

1 46 36.5%
2 45 35.7%
3 17 13.5%
4 2 1.6%
5 0 0.0%
9 16 12.7%

126 100.0%

春（3月～5月）
夏（6月～8月）
秋（9月～11月）

大変満足している
ある程度満足している
どちらとも言えない
あまり満足していない
全く満足していない

全く参加したくない
無回答

合計

無回答
合計

ぜひ参加したい
参加したい
どちらともいえない
参加したくない

選択肢

祝日
無回答

冬（12月～2月）
無回答

選択肢

平日（月曜日～金曜日）
土曜日
日曜日

大変満足し
ている

26.2%

ある程度満
足している
50.0%

どちらとも言
えない

15.9%

あまり満足
していない

4.0%

全く満足し
ていない
0.8%

無回答
3.2%

ぜひ参加し
たい

36.5%

参加したい
35.7%

どちらともい
えない

13.5%

参加したく
ない

1.6% 無回答
12.7%

13.5%

8.7%

27.8%

31.7%

23.8%

0% 20% 40%

春（3月～5月）

夏（6月～8月）

秋（9月～11月）

冬（12月～2月）

無回答

63.5%

18.3%

7.1%

1.6%

18.3%

0% 20% 40% 60% 80%

平日（月曜日～金曜日）

土曜日

日曜日

祝日

無回答

3 来場者集計（大阪・全体） 

■併催イベントの中で特によかったイベント（複数回答） Ｎ＝126
No. 件数 割合

1 26 20.6%
2 12 9.5%
3 35 27.8%
4 22 17.5%

■交流会来場の目的（複数回答） Ｎ＝126
No. 件数 割合

1 11 8.7%
2 81 64.3%
3 6 4.8%
4 9 7.1%
5 23 18.3%

■会場の立地や利便性 Ｎ＝126
No. 選択肢 件数 割合

1 59 46.8%
2 58 46.0%
3 5 4.0%
4 1 0.8%
5 1 0.8%
9 2 1.6%

126 100.0%

選択肢

無回答

具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝えたかった
機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行いたかった
特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった
普段困っていることについて相談したかった
その他

大変満足している
ある程度満足している
どちらとも言えない
あまり満足していない
全く満足していない

合計

選択肢
基調講演
活動報告
開発及び利用報告
特別講演又はワークショップ

大変満足し
ている

46.8%
ある程度満
足している
46.0%

どちらとも言
えない
4.0%

あまり満足
していない

0.8%

全く満足し
ていない
0.8%

無回答
1.6%

8.7%

64.3%

4.8%

7.1%

18.3%

0% 20% 40% 60% 80%

具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝えた…

機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行いたかった

特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった

普段困っていることについて相談したかった

その他

20.6%

9.5%

27.8%

17.5%

0% 20% 40%

基調講演

活動報告

開発及び利用報告

特別講演又はワークショップ

2 来場者集計（大阪・全体） － 53 －



Ⅰ．回答者について
■あなた自身について Ｎ＝43
No. 件数 割合

1 7 16.3%
2 4 9.3%
3 4 9.3%
4 4 9.3%
5 1 2.3%
6 11 25.6%
7 3 7.0%
8 1 2.3%

9 6 14.0%

10 2 4.7%
0 0.0%

43 100.0%

Ⅱ．交流会について
■ご参加頂いた日数 Ｎ＝43
No. 件数 割合

1 41 95.3%
2 2 4.7%
9 0 0.0%

43 100.0%

■この交流会をどのように知ったか（複数回答） Ｎ＝43
No. 件数 割合

1 21 48.8%
2 2 4.7%
3 9 20.9%
4 1 2.3%
5 1 2.3%
6 3 7.0%
7 4 9.3%
8 0 0.0%
9 6 14.0%その他

無回答
合計

選択肢
テクノエイド協会からの案内
テクノエイド協会のホームページ
所属する障害団体からの案内
経済振興団体からの案内
所属する職能団体からの案内
自治体などからの案内・広報誌など
友人・知人からの紹介
新聞・テレビ・ラジオなど

2日間

医療関係者
支援機器開発企業　
行政
研究機関・団体
学校・教育関係者　
一般企業（今後、支援機器の
開発を目指す企業を含む）
その他
無回答

合計

選択肢
1日のみ（1日目・2日目いずれかのみ）

施設関係者

シーズ・ニーズマッチング交流会2019　ご来場様アンケート結果（福岡会場）

選択肢
障害者　　
障害者家族

障害者
16.3%

障害者家
族

9.3%

施設関係
者

9.3%

医療関係
者

9.3%
支援機器
開発企業
2.3%

行政
25.6%研究機

関・団体
7.0%

学校・教
育関係者
2.3%

一般
企業
（今
後、支
援機
器の
開…

その他
4.7%

1日のみ
（1日目・
2日目いず
れかのみ）
95.3%

2日間
4.7%

48.8%

4.7%

20.9%

2.3%

2.3%

7.0%

9.3%

0.0%

14.0%

0% 20% 40% 60%

テクノエイド協会からの案内

テクノエイド協会のホームページ

所属する障害団体からの案内

経済振興団体からの案内

所属する職能団体からの案内

自治体などからの案内・広報誌など

友人・知人からの紹介

新聞・テレビ・ラジオなど

その他

1 来場者集計（福岡・全体）－ 54 －



■併催イベントの中で特によかったイベント（複数回答） Ｎ＝43
No. 件数 割合

1 9 20.9%
2 11 25.6%
3 17 39.5%
4 4 9.3%

■交流会来場の目的（複数回答） Ｎ＝43
No. 件数 割合

1 3 7.0%
2 28 65.1%
3 1 2.3%
4 4 9.3%
5 8 18.6%

■会場の立地や利便性 Ｎ＝43
No. 選択肢 件数 割合

1 19 44.2%
2 18 41.9%
3 6 14.0%
4 0 0.0%
5 0 0.0%
9 0 0.0%

43 100.0%

ある程度満足している
どちらとも言えない
あまり満足していない
全く満足していない
無回答

合計

大変満足している

選択肢
基調講演
活動報告
開発及び利用報告
特別講演又はワークショップ

選択肢
具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝えたかった
機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行いたかった
特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった
普段困っていることについて相談したかった
その他

大変満足し
ている

44.2%ある程度満
足している
41.9%

どちらとも言
えない

14.0%

7.0%

65.1%

2.3%

9.3%

18.6%

0% 20% 40% 60% 80%

具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝えた…

機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行いたかった

特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった

普段困っていることについて相談したかった

その他

20.9%

25.6%

39.5%

9.3%

0% 20% 40% 60%

基調講演

活動報告

開発及び利用報告

特別講演又はワークショップ

2 来場者集計（福岡・全体）

Ⅰ．回答者について
■あなた自身について Ｎ＝43
No. 件数 割合

1 7 16.3%
2 4 9.3%
3 4 9.3%
4 4 9.3%
5 1 2.3%
6 11 25.6%
7 3 7.0%
8 1 2.3%

9 6 14.0%

10 2 4.7%
0 0.0%

43 100.0%

Ⅱ．交流会について
■ご参加頂いた日数 Ｎ＝43
No. 件数 割合

1 41 95.3%
2 2 4.7%
9 0 0.0%

43 100.0%

■この交流会をどのように知ったか（複数回答） Ｎ＝43
No. 件数 割合

1 21 48.8%
2 2 4.7%
3 9 20.9%
4 1 2.3%
5 1 2.3%
6 3 7.0%
7 4 9.3%
8 0 0.0%
9 6 14.0%その他

無回答
合計

選択肢
テクノエイド協会からの案内
テクノエイド協会のホームページ
所属する障害団体からの案内
経済振興団体からの案内
所属する職能団体からの案内
自治体などからの案内・広報誌など
友人・知人からの紹介
新聞・テレビ・ラジオなど

2日間

医療関係者
支援機器開発企業　
行政
研究機関・団体
学校・教育関係者　
一般企業（今後、支援機器の
開発を目指す企業を含む）
その他
無回答

合計

選択肢
1日のみ（1日目・2日目いずれかのみ）

施設関係者

シーズ・ニーズマッチング交流会2019　ご来場様アンケート結果（福岡会場）

選択肢
障害者　　
障害者家族

障害者
16.3%

障害者家
族

9.3%

施設関係
者

9.3%

医療関係
者

9.3%
支援機器
開発企業
2.3%

行政
25.6%研究機

関・団体
7.0%

学校・教
育関係者
2.3%

一般
企業
（今
後、支
援機
器の
開…

その他
4.7%

1日のみ
（1日目・
2日目いず
れかのみ）
95.3%

2日間
4.7%

48.8%

4.7%

20.9%

2.3%

2.3%

7.0%

9.3%

0.0%

14.0%

0% 20% 40% 60%

テクノエイド協会からの案内

テクノエイド協会のホームページ

所属する障害団体からの案内

経済振興団体からの案内

所属する職能団体からの案内

自治体などからの案内・広報誌など

友人・知人からの紹介

新聞・テレビ・ラジオなど

その他

1 来場者集計（福岡・全体） － 55 －



■会場内の配置や展示 Ｎ＝43
No. 選択肢 件数 割合

1 13 30.2%
2 19 44.2%
3 9 20.9%
4 2 4.7%
5 0 0.0%
9 0 0.0%

43 100.0%

■希望の時期（複数選択） Ｎ＝43

No. 件数 割合

1 12 27.9%
2 2 4.7%
3 8 18.6%
4 8 18.6%
5 15 34.9%

■希望の時期（複数選択） Ｎ＝43

No. 件数 割合

1 27 62.8%
2 10 23.3%
3 9 20.9%
4 1 2.3%
5 6 14.0%

■来年も参加したいか Ｎ＝43
No. 選択肢 件数 割合

1 13 30.2%
2 19 44.2%
3 3 7.0%
4 0 0.0%
5 0 0.0%
9 8 18.6%

43 100.0%
無回答

合計

無回答

ぜひ参加したい
参加したい
どちらともいえない
参加したくない
全く参加したくない

祝日

合計

選択肢

春（3月～5月）
夏（6月～8月）
秋（9月～11月）
冬（12月～2月）
無回答

選択肢

平日（月曜日～金曜日）
土曜日
日曜日

無回答

大変満足している
ある程度満足している
どちらとも言えない
あまり満足していない
全く満足していない

大変満足し
ている

30.2%

ある程度満
足している
44.2%

どちらとも
言えない
20.9%

あまり満足
していない

4.7%

ぜひ参加し
たい

30.2%

参加したい
44.2%

どちらともい
えない
7.0%

無回答
18.6%

27.9%

4.7%

18.6%

18.6%

34.9%

0% 20% 40%

春（3月～5月）

夏（6月～8月）

秋（9月～11月）

冬（12月～2月）

無回答

62.8%

23.3%

20.9%

2.3%

14.0%

0% 20% 40% 60% 80%

平日（月曜日～金曜日）

土曜日

日曜日

祝日

無回答

3 来場者集計（福岡・全体）－ 56 －



Ⅰ．回答者について
■あなた自身について Ｎ＝65
No. 件数 割合

1 4 6.2%
2 5 7.7%
3 6 9.2%
4 8 12.3%
5 1 1.5%
6 11 16.9%
7 5 7.7%
8 2 3.1%

9 15 23.1%

10 8 12.3%
0 0.0%

65 100.0%

Ⅱ．交流会について
■ご参加頂いた日数 Ｎ＝65
No. 件数 割合

1 63 96.9%
2 2 3.1%
9 0 0.0%

65 100.0%

■この交流会をどのように知ったか（複数回答） Ｎ＝65
No. 件数 割合

1 36 55.4%
2 7 10.8%
3 3 4.6%
4 2 3.1%
5 2 3.1%
6 0 0.0%
7 10 15.4%
8 1 1.5%
9 9 13.8%その他

無回答
合計

選択肢
テクノエイド協会からの案内
テクノエイド協会のホームページ
所属する障害団体からの案内
経済振興団体からの案内
所属する職能団体からの案内
自治体などからの案内・広報誌など
友人・知人からの紹介
新聞・テレビ・ラジオなど

2日間

医療関係者
支援機器開発企業　
行政
研究機関・団体
学校・教育関係者　
一般企業（今後、支援機器の
開発を目指す企業を含む）
その他
無回答

合計

選択肢
1日のみ（1日目・2日目いずれかのみ）

施設関係者

シーズ・ニーズマッチング交流会2019　ご来場様アンケート結果（東京会場）

選択肢
障害者　　
障害者家族

障害者
6.2%

障害者家
族

7.7%
施設関係
者

9.2%

医療関係
者

12.3%
支援機器
開発企業
1.5%行政

16.9%

研究機
関・団体
7.7%

学校・教
育関係者
3.1%

一般企業
（今後、
支援機器
の開発を
目指す企
業を含
む）…

その他
12.3%

1日のみ
（1日目・
2日目いず
れかのみ）
96.9%

2日間
3.1%

55.4%

10.8%

4.6%

3.1%

3.1%

0.0%

15.4%

1.5%

13.8%

0% 20% 40% 60%

テクノエイド協会からの案内

テクノエイド協会のホームページ

所属する障害団体からの案内

経済振興団体からの案内

所属する職能団体からの案内

自治体などからの案内・広報誌など

友人・知人からの紹介

新聞・テレビ・ラジオなど

その他

1 来場者集計（東京・全体）

■会場内の配置や展示 Ｎ＝43
No. 選択肢 件数 割合

1 13 30.2%
2 19 44.2%
3 9 20.9%
4 2 4.7%
5 0 0.0%
9 0 0.0%

43 100.0%

■希望の時期（複数選択） Ｎ＝43

No. 件数 割合

1 12 27.9%
2 2 4.7%
3 8 18.6%
4 8 18.6%
5 15 34.9%

■希望の時期（複数選択） Ｎ＝43

No. 件数 割合

1 27 62.8%
2 10 23.3%
3 9 20.9%
4 1 2.3%
5 6 14.0%

■来年も参加したいか Ｎ＝43
No. 選択肢 件数 割合

1 13 30.2%
2 19 44.2%
3 3 7.0%
4 0 0.0%
5 0 0.0%
9 8 18.6%

43 100.0%
無回答

合計

無回答

ぜひ参加したい
参加したい
どちらともいえない
参加したくない
全く参加したくない

祝日

合計

選択肢

春（3月～5月）
夏（6月～8月）
秋（9月～11月）
冬（12月～2月）
無回答

選択肢

平日（月曜日～金曜日）
土曜日
日曜日

無回答

大変満足している
ある程度満足している
どちらとも言えない
あまり満足していない
全く満足していない

大変満足し
ている

30.2%

ある程度満
足している
44.2%

どちらとも
言えない
20.9%

あまり満足
していない

4.7%

ぜひ参加し
たい

30.2%

参加したい
44.2%

どちらともい
えない
7.0%

無回答
18.6%

27.9%

4.7%

18.6%

18.6%

34.9%

0% 20% 40%

春（3月～5月）

夏（6月～8月）

秋（9月～11月）

冬（12月～2月）

無回答

62.8%

23.3%

20.9%

2.3%

14.0%

0% 20% 40% 60% 80%

平日（月曜日～金曜日）

土曜日

日曜日

祝日

無回答

3 来場者集計（福岡・全体） － 57 －



■併催イベントの中で特によかったイベント（複数回答） Ｎ＝65
No. 件数 割合

1 5 7.7%
2 12 18.5%
3 20 30.8%
4 14 21.5%

■交流会来場の目的（複数回答） Ｎ＝65
No. 件数 割合

1 4 6.2%
2 47 72.3%
3 4 6.2%
4 2 3.1%
5 9 13.8%

■会場の立地や利便性 Ｎ＝65
No. 選択肢 件数 割合

1 21 32.3%
2 37 56.9%
3 4 6.2%
4 2 3.1%
5 0 0.0%
9 1 1.5%

65 100.0%

ある程度満足している
どちらとも言えない
あまり満足していない
全く満足していない
無回答

合計

大変満足している

選択肢
基調講演
活動報告
開発及び利用報告
特別講演又はワークショップ

選択肢
具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝えたかった
機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行いたかった
特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった
普段困っていることについて相談したかった
その他

大変満足し
ている

32.3%

ある程度満
足している
56.9%

どちらとも言
えない
6.2%

あまり満足
していない

3.1%

無回答
1.5%

6.2%

72.3%

6.2%

3.1%

13.8%

0% 20% 40% 60% 80%

具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝えた…

機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行いたかった

特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった

普段困っていることについて相談したかった

その他

7.7%

18.5%

30.8%

21.5%

0% 20% 40%

基調講演

活動報告

開発及び利用報告

特別講演又はワークショップ

2 来場者集計（東京・全体）－ 58 －



■会場内の配置や展示 Ｎ＝65
No. 選択肢 件数 割合

1 14 21.5%
2 27 41.5%
3 6 9.2%
4 3 4.6%
5 0 0.0%
9 15 23.1%

65 100.0%

■希望の時期（複数選択） Ｎ＝65

No. 件数 割合

1 16 24.6%
2 4 6.2%
3 13 20.0%
4 16 24.6%
5 19 29.2%

■希望の時期（複数選択） Ｎ＝65

No. 件数 割合

1 39 60.0%
2 7 10.8%
3 3 4.6%
4 0 0.0%
5 19 29.2%

■来年も参加したいか Ｎ＝65
No. 選択肢 件数 割合

1 22 33.8%
2 24 36.9%
3 5 7.7%
4 0 0.0%
5 0 0.0%
9 14 21.5%

65 100.0%
無回答

合計

無回答

ぜひ参加したい
参加したい
どちらともいえない
参加したくない
全く参加したくない

祝日

合計

選択肢

春（3月～5月）
夏（6月～8月）
秋（9月～11月）
冬（12月～2月）
無回答

選択肢

平日（月曜日～金曜日）
土曜日
日曜日

無回答

大変満足している
ある程度満足している
どちらとも言えない
あまり満足していない
全く満足していない

大変満足し
ている

21.5%

ある程度満
足している
41.5%

どちらとも言
えない
9.2%

あまり満足
していない

4.6%

無回答
23.1%

ぜひ参加し
たい

33.8%

参加したい
36.9%

どちらともい
えない
7.7%

無回答
21.5%

24.6%

6.2%

20.0%

24.6%

29.2%

0% 20% 40%

春（3月～5月）

夏（6月～8月）

秋（9月～11月）

冬（12月～2月）

無回答

60.0%

10.8%

4.6%

0.0%

29.2%

0% 20% 40% 60% 80%

平日（月曜日～金曜日）

土曜日

日曜日

祝日

無回答

3 来場者集計（東京・全体）

■併催イベントの中で特によかったイベント（複数回答） Ｎ＝65
No. 件数 割合

1 5 7.7%
2 12 18.5%
3 20 30.8%
4 14 21.5%

■交流会来場の目的（複数回答） Ｎ＝65
No. 件数 割合

1 4 6.2%
2 47 72.3%
3 4 6.2%
4 2 3.1%
5 9 13.8%

■会場の立地や利便性 Ｎ＝65
No. 選択肢 件数 割合

1 21 32.3%
2 37 56.9%
3 4 6.2%
4 2 3.1%
5 0 0.0%
9 1 1.5%

65 100.0%

ある程度満足している
どちらとも言えない
あまり満足していない
全く満足していない
無回答

合計

大変満足している

選択肢
基調講演
活動報告
開発及び利用報告
特別講演又はワークショップ

選択肢
具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝えたかった
機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行いたかった
特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった
普段困っていることについて相談したかった
その他

大変満足し
ている

32.3%

ある程度満
足している
56.9%

どちらとも言
えない
6.2%

あまり満足
していない

3.1%

無回答
1.5%

6.2%

72.3%

6.2%

3.1%

13.8%

0% 20% 40% 60% 80%

具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝えた…

機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行いたかった

特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった

普段困っていることについて相談したかった

その他

7.7%

18.5%

30.8%

21.5%

0% 20% 40%

基調講演

活動報告

開発及び利用報告

特別講演又はワークショップ

2 来場者集計（東京・全体） － 59 －





シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
２
０
１
９

「
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
ニ
ー
ズ
集
」

～
障
害
当
事
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
～

公
益

財
団

法
人

テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協

会

当
協

会
で
は

、
障

害
者

自
立
支

援
機
器

に
つ
い
て
、
使

う
人

と
作

る
人
の

マ
ッ
チ
ン

グ
を
図

る
た
め
、
障

害
団
体

等
よ
り
ニ
ー
ズ
を
収

集
し
、
交

流
会
の

議
論
の

活
性
化

に
努
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の

度
、
各

団
体

の
皆

様
の
ご
意

見
や

ご
要

望
を
本
書

に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

実
現

可
能

な
技

術
シ
ー
ズ
等

を
お
持
ち
の

開
発

企
業
や

研
究
者

の
皆
様

に
情
報

発

信
い
た
し
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
交

流
等

で
の

一
助
と
な
れ

ば
幸

い
で
す
。

20
20

.3
月
現
在
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・
自

閉
症
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ペ
ク
ト
ラ
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障

害
者

の
支

援
機

器
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・
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に
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・
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・
・
・
・
・
・
・
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・
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・
・
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・
・
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語
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・
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聴
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い
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・
・
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・
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機

器
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い
て
・
・
・
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・
・
・
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・
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・
・
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・
盲

ろ
う
者

の
支

援
機

器
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P9

・
脊

髄
損

傷
者

の
支

援
機

器
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つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P1
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団
体
名
称
︓
AS
D（

自
閉
ス
ペ
クト
ラム
症
）
生
活
環
境
研
究
会

No
A.
場
面

B.
課
題

C．
解
決
す
べ
き
方
法
、機

能
、提

案

1
仕
事
や
生
活
全
般

⽿
か
らの
情
報
や
指
⽰
よ
り、
視
覚
情
報
（
視
覚
⽀
援
）
の
方
が
理
解
しや
す
い
こと
が
多
くあ

る
。

現
在
も
、文

字
や
絵
文
字
、写

真
等
を
手
書
き
や
パ
ソ
コン
、ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ等
を
、自

分
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
や
時
間

の
管
理
、コ
ミュ
ニケ
ー
シ
ョン
の
⽀
援
に
使
⽤
す
る
こと
が
あ
る
が
、ま
だ
ま
だ
⼀
般
的
で
は
な
い
。よ
り簡

単
に
使
い
や

す
い
も
の
も
求
め
られ
る
。

2
仕
事
や
生
活
全
般

聴
覚
に
過
敏
性
の
あ
る
人
が
い
る
。他

の
人
に
は
気
に
な
らな
い
、も
しく
は
、我

慢
で
き
る
音
も
、

人
に
よ
って
は
、許

容
で
き
な
い
こと
も
あ
り、
場
合
に
よ
って
は
、パ
ニッ
クに
な
って
しま
うこ
とも
あ

る
。

イヤ
マ
フを
使
⽤
され
る
方
も
い
る
が
、周

りの
理
解
は
ま
だ
⼀
般
的
で
は
な
い
。ノ
イズ
キ
ャン
セ
ル
の
イヤ
ホ
ン等

を
使

⽤
され
る
方
も
い
る
が
、外

出
時
等
に
は
危
険
な
こと
も
あ
る
。特

定
の
音
だ
け
を
キ
ャン
セ
ル
す
る
こと
が
で
き
る
機
能

が
あ
れ
ば
あ
りが
た
い
。

3
仕
事
や
生
活
全
般

視
覚
に
過
敏
性
の
あ
る
人
も
い
る
。蛍

光
灯
の
ち
らつ
き
や
LE
Dの
突
き
刺
さる
光
を
つ
らい
と感

じる
人
も
い
る
。特

に
LE
D
は
最
近
増
え
て
き
て
お
り、
更
に
は
強
⼒
に
な
って
き
て
い
る
。

既
存
の
LE
D
ライ
トの
突
き
刺
さる
よ
うな
光
を
軽
減
で
き
る
フィ
ル
ター
等
が
あ
れ
ば
あ
りが
た
い
。

4
仕
事
や
生
活
全
般

AS
Dの
方
は
⼀
般
的
に
視
覚
情
報
優
位
と言

わ
れ
、⽿

か
らの
情
報
や
指
⽰
よ
り、
視
覚
情
報

（
視
覚
⽀
援
）
の
方
が
理
解
しや
す
い
こと
が
多
くあ
る
が
、個

々
に
合
った
、適

切
な
⽀
援
を
な

か
な
か
提
供
で
き
な
い
。

現
在
も
、文

字
や
絵
文
字
、写

真
等
を
手
書
き
や
パ
ソ
コン
、ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ等
を
、自

分
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
や
時
間

の
管
理
、コ
ミュ
ニケ
ー
シ
ョン
の
⽀
援
に
使
⽤
す
る
こと
が
あ
る
が
、ま
だ
ま
だ
⼀
般
的
で
は
な
い
。よ
り簡

単
に
使
い
や

す
い
も
の
も
求
め
られ
る
。

5
仕
事
や
生
活
全
般

通
常
、「
暗
黙
の
了
解
」「
暗
黙
の
ル
ー
ル
」と
され
る
こと
が
、理

解
しに
くか
った
り、
思
った
こと
を

その
ま
ま
言
葉
に
して
しま
った
り、
相
手
の
反
応
や
状
況
を
察
す
る
こと
が
で
き
な
か
った
り、
⼀
方

的
に
話
を
して
しま
う等

の
課
題
を
抱
え
る
人
も
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、人

と人
との
関
わ
りの
中
で
ス
キ
ル
を
獲
得
して
い
くこ
とが
基
本
で
は
あ
る
と思

うが
、今

後
、ロ
ボ
ット
等
の

機
能
が
あ
が
る
こと
で
、関

連
す
る
ス
キ
ル
を
伸
ば
した
り獲

得
す
る
こと
が
で
き
る
よ
うに
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と期

待
す
る
。

　　
「こ
ん
な
も
の
が
あ
った
らい
い
な
ニ
ー
ズ
集
　２
０
１
９
」

3

・
自

閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障

害
者

の
支

援
機

器
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
P3

・
ポ
リ
オ
患

者
の

支
援

機
器

に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P4

・
失

語
症

患
者

の
支

援
機

器
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P6

・
聴

覚
障

害
者

の
支

援
機

器
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P7

・
視

覚
障

害
者

の
支

援
機

器
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P8

・
盲

ろ
う
者

の
支

援
機

器
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P9

・
脊

髄
損

傷
者

の
支

援
機

器
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P1

0
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団
体
名
称
︓
ポ
リオ
の
会

No
A.
場
面

B.
課
題

C．
解
決
す
べ
き
方
法
、機

能
、提

案

1
外
出
時

杖
と下

肢
装
具
で
バ
ス
を
利
⽤
して
ま
す
。杖

＋
整
理
券
（
乗
⾞
券
）
＋
現
⾦
＋
障
害
者
手
帳
を

⽤
意
して
、バ
ス
を
降
りる
時
に
、手

か
らこ
ぼ
れ
落
ち
そう
に
な
る
。

杖
に
付
け
て
い
る
、杖

ホ
ル
ダー
（
ひ
っか
け
タイ
プ
）
に
追
加
要
望
とし
て
１
．
整
理
券
を
⽌
め
る
クリ
ップ
機
能
が
欲
しい
。

２
．
コイ
ンが
３
枚
程
度
保
持
で
き
る
、コ
イン
クリ
ップ
機
能
が
欲
しい
。３

．
ひ
っか
け
部
に
強
⼒
な
滑
り⽌

め
を
貼
って
くれ

る
と外

れ
な
い
の
で
助
か
る
。現

状
は
、歩

い
て
料
⾦
⽀
払
い
す
る
間
に
落
とし
て
しま
い
そう
に
な
る
た
め
、上

記
機
能
が
あ
れ

ば
助
か
る

2
外
出
時

駅
か
ら地

上
の
乗
り換

え
な
どで
、エ
ス
カレ
ー
ター
が
あ
る
の
で
利
⽤
す
る
と、
途
中
で
途
切
れ
て
階
段

に
な
り、
上
が
る
も
降
りる
も
で
き
な
くな
って
⾏
倒
れ
状
態
に
な
る
こと
が
あ
る
。

途
中
で
階
段
に
な
る
こと
を
エ
ス
カレ
ー
タ―

乗
り口

に
表
⽰
して
ほ
しい
。遠

回
りし
て
別
の
道
を
探
す
こと
に
な
る
。し
か
し、

途
中
で
階
段
に
な
る
設
計
は
い
か
が
な
も
の
か
。

3
外
出
時

都
会
で
は
最
近
バ
リア
ー
フリ
ー
化
が
進
ん
で
い
る
が
、⾜

の
障
害
者
は
⾞
椅
⼦
だ
け
で
な
く補
装
具
使

⽤
者
も
居
る
事
は
あ
ま
り考

慮
され
て
い
な
い
。ス
ロー
プ
だ
け
の
場
所
の
下
りほ
ど怖

い
物
は
無
く、
新

横
浜
駅
の
新
幹
線
⇆
JR
横
浜
線
の
乗
り換

え
の
所
な
どは
不
規
則
で
広
範
囲
に
勾
配
が
あ
り、
クラ
ッ

チ
を
使
って
冷
や
汗
を
か
き
か
き
歩
い
て
い
る
。⾞

椅
⼦
な
ら誤

差
の
範
囲
で
あ
る
が
、駅

の
エ
レ
ベ
ー

ター
も
ホ
ー
ム
の
端
に
設
置
され
て
い
る
こと
も
多
く、
歩
く距
離
を
考
え
る
と近

くの
階
段
を
⼀
歩
⼀
歩

昇
降
す
る
の
と究

極
の
選
択
を
迫
られ
る
こと
に
な
る
。

階
段
の
手
摺
りは
ぜ
ひ
両
側
に
付
け
て
欲
しい
。バ
リア
フリ
ー
の
考
え
の
中
に
、も
っと
補
装
具
使
⽤
者
へ
の
配
慮
も
お
願
い
し

た
い
。脳

梗
塞
の
方
た
ち
な
ど装

具
使
⽤
者
も
多
い
と思

うが
、下

り坂
が
こん
な
に
怖
い
の
は
ポ
リオ
患
者
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う

か
。

4
外
出
時

ホ
テ
ル
な
どの
施
設
の
絨
毯
が
⾞
い
す
や
歩
⾏
に
は
な
は
だ
バ
リア
ー
で
あ
る
。自

⾛
式
⾞
い
す
で
は
進

ま
な
い
し、
歩
⾏
障
害
が
あ
る
と表

面
が
凸
凹
した
絨
毯
で
は
転
倒
の
危
険
が
あ
る
。

公
共
施
設
で
は
、床

の
絨
毯
は
避
け
る
か
、毛

⾜
の
な
い
フラ
ット
な
も
の
に
して
欲
しい
。表

⽰
に
色
彩
を
うま
く使
って
色
覚

障
害
の
方
へ
の
配
慮
が
欲
しい
。ス
タイ
リッ
シ
ュな
デ
ザ
イン
で
は
わ
か
らな
い
。

5
外
出
時

⾞
い
す
⽤
の
トイ
レ
の
こと
は
い
つ
も
感
じて
い
る
こと
で
あ
る
が
、先

⽇
も
⻑
く待
った
が
、出

て
来
な
い
た

め
、⼥

⼦
⽤
へ
⾏
った
が
狭
くて
⾞
椅
⼦
で
は
⼤
変
で
あ
った
。

「次
の
人
が
待
って
い
ま
す
」と
中
の
人
に
分
か
る
よ
うな
ラン
プ
の
点
灯
は
絶
対
に
必
要
で
は
な
か
ろ
うか
。

6
外
出
時

⾞
い
す
⽤
トイ
レ
は
荷
物
を
置
くと
ころ
が
な
い
。

⾞
い
す
トイ
レ
の
⽚
隅
に
荷
物
⽤
の
ワ
ゴ
ンを
置
い
て
ほ
しい
。脚

付
の
籠
（
診
察
室
に
あ
る
よ
うな
）
も
の
で
も
良
い
と思

う。
荷
物
⽤
の
フッ
クで
は
手
に
障
害
が
あ
る
も
の
は
掛
け
に
くい
。

これ
か
ら冬

場
に
向
け
て
、上

着
や
膝
掛
け
を
置
く場
所
とし
て
便
利
で
あ
る
し、
上
肢
が
悪
い
と手

が
上
が
らな
い
場
合
も
あ
る

た
め
、⼀

般
の
トイ
レ
で
も
フッ
クは
高
い
とこ
ろ
と低

い
とこ
ろ
に
2カ
所
欲
しい
。

7
⽇
常
生
活

⾞
い
す
⽤
の
実
⽤
的
な
ズ
ボ
ンが
欲
しい
。

膝
か
ら下

の
両
側
及
び
太
も
も
膝
よ
り上

の
位
置
に
、座

った
時
使
い
や
す
い
蓋
つ
き
の
ポ
ケ
ット
が
あ
り、
尚
且
つ
装
具
を
つ
け

た
ま
ま
で
脱
ぎ
着
が
出
来
る
よ
うに
、膝

か
ら下

に
ファ
ス
ナ
ー
を
つ
け
た
ズ
ボ
ンが
欲
しい
。

　　
「こ
ん
な
も
の
が
あ
った
らい
い
な
ニ
ー
ズ
集
　２
０
１
９
」

4

－ 64 －



団
体
名
称
︓
ポ
リオ
の
会

No
A.
場
面

B.
課
題

C．
解
決
す
べ
き
方
法
、機

能
、提

案

8
⽇
常
生
活

雨
の
時
の
対
策
に
つ
い
て
。

雨
の
⽇
に
⻑
靴
とし
て
、装

具
を
す
っぽ
り覆

え
る
簡
易
の
ビニ
ー
ル
製
の
雨
靴
が
欲
しい
。

実
際
に
は
、実

⽤
化
され
て
い
る
が
、⼀

般
の
革
靴
の
⼤
き
さに
しか
対
応
して
い
な
い
も
の
が
多
い
。装

具
を
つ
け
て
、さ
らに

カバ
ー
シ
ュー
ズ
を
履
くと
、そ
れ
自
体
が
既
に
30
セ
ンチ
近
くに
な
る
。よ
って
、補

装
具
⽤
とし
て
、そ
の
上
の
サ
イズ
が
必
要
で

あ
り、
丈
も
膝
上
の
⻑
さが
あ
る
と良

い
。

それ
を
履
くこ
とに
よ
って
、⼤

雨
で
も
上
か
らカ
ッパ
を
⽻
織
れ
ば
下
半
⾝
は
濡
れ
る
こと
が
あ
りま
せ
ん
。

9
外
出
時

段
差
の
あ
る
店
な
どに
は
い
れ
な
い
。

持
ち
運
べ
る
簡
易
ス
ロー
プ
が
欲
しい
。新

しく
お
店
を
作
る
場
合
や
段
差
の
あ
る
お
店
に
対
して
、障

害
者
差
別
解
消
法
を

⽤
い
て
、⼊

り口
を
フラ
ット
に
す
る
か
ス
ロー
プ
設
置
の
い
ず
れ
か
を
⾏
政
指
導
して
欲
しい
。

10
外
出
時

⾞
い
す
⽤
トイ
レ
の
問
題
、い
つ
も
苦
労
して
い
る
。

京
王
線
に
千
歳
烏
⼭
とい
う駅

が
あ
り、
特
急
も
停
まり
、か
な
り乗

降
客
が
多
い
駅
で
あ
る
。

トイ
レ
は
ホ
ー
ム
上
に
男
⼥
各
１
か
所
あ
る
だ
け
で
す
が
、ど
ち
らも
バ
リア
フリ
ー
の
トイ
レ
で
あ
る
が
、結

構
機
能
して
い
る
よ
う

に
⾒
え
る
。

駅
の
バ
リア
フリ
ー
トイ
レ
で
、待

た
され
る
の
は
、次

の
人
が
い
な
い
と思

う人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

普
通
の
トイ
レ
で
は
、必

ず
次
の
人
が
い
る
の
で
、気

づ
か
い
は
され
る
は
ず
。

別
の
場
所
で
は
な
く、
⼀
般
トイ
レ
内
で
、全

て
を
バ
リア
フリ
ー
仕
様
に
す
る
。ス
ペ
ー
ス
確
保
が
難
しけ
れ
ば
半
分
、出

来
な

け
れ
ば
四
分
の
⼀
、ダ
メな
ら２

か
所
、仕

方
な
い
な
ら１

か
所
を
希
望
す
る
。

11
外
出
時

⾞
い
す
が
回
転
で
き
る
最
低
限
の
2ｍ

×
2ｍ

は
普
通
の
人
に
は
広
す
ぎ
る
感
が
強
く、
ベ
ビー
ベ
ッド
や

オ
ス
トメ
イト
の
便
器
も
⼊
れ
る
こと
が
可
能
と思

わ
れ
、ベ
ビー
チ
ェア
や
着
替
え
ボ
ー
ドな
ども
配
置
さ

れ
た
た
め
、結

局
、⾞

い
す
の
人
は
鍵
を
掛
け
る
に
して
も
、手

洗
い
す
ら内

部
が
狭
くて
難
儀
を
強
い
ら

れ
る
よう
に
な
った
。

それ
と同

時
に
赤
ち
ゃん
連
れ
の
人
や
オ
ス
トメ
イト
使
⽤
者
も
⼊
れ
る
「誰
で
も
トイ
レ」
や
「多
機
能
ト

イレ
」と
呼
ば
れ
、使

⽤
頻
度
が
増
え
、肝

⼼
の
⾞
い
す
ユ
ー
ザ
ー
が
待
た
され
る
現
状
が
あ
る
。

トイ
レ
機
能
の
分
散
化
、つ
ま
り、
男
⼥
どち
らの
トイ
レ
に
も
ベ
ビー
ベ
ッド
や
オ
ス
トメ
イト
の
機
能
を
有
す
る
個
室
を
つ
くり
、本

来
の
⾞
い
す
⽤
トイ
レ
を
復
活
させ
る
こと
が
肝
⼼
で
は
な
か
ろ
うか
。以

前
に
も
増
して
、オ
リン
ピッ
クや
パ
ラリ
ンピ
ック
も
あ
り、

益
々
需
要
は
増
え
る
と考

え
る
。

12
⽇
常
・家
庭
内

私
は
短
時
間
で
も
自
分
で
も
⽴
つ
こと
に
こだ
わ
って
い
る
。北

欧
で
は
重
度
障
害
者
で
も
⽴
位
を
とる
リ

ハ
ビリ
が
あ
る
とテ
レ
ビで
⾒
た
こと
が
あ
る
。⽴

位
を
とる
こと
は
⾝
体
の
た
め
に
も
良
い
し、
台
所
仕
事
等

は
⽴
位
の
方
が
や
りや
す
い
。

⽴
ち
イス
の
よ
うな
⽴
位
の
取
れ
る
も
の
の
下
肢
障
害
者
バ
ー
ジ
ョン
が
あ
る
とよ
い
。

13
外
出
時

⾞
い
す
で
は
⼊
り口

に
段
差
の
あ
る
建
物
は
⼊
れ
な
い
。飲

⾷
店
に
よ
くあ
る
背
の
高
い
椅
⼦
は
使
⽤

不
能
で
あ
る
。

簡
易
ス
ロー
プ
の
設
置
、簡

易
テ
ー
ブ
ル
の
店
舗
へ
の
設
置
が
望
ま
れ
る
。

14
外
出
時
、宿

泊
時

荷
物
を
持
って
2本

の
杖
で
歩
くの
は
⼤
変
で
あ
る
。

ビュ
ッフ
ェス
タイ
ル
の
とき
も
、手

助
け
は
あ
る
が
自
由
に
選
べ
な
い
。

空
港
に
置
か
れ
て
い
る
よ
うな
手
押
し⾞

の
⼩
型
の
も
の
が
あ
れ
ば
荷
物
を
載
せ
て
、杖

で
歩
け
る
。ホ
テ
ル
の
朝
⾷
に
は
⼩
さ

な
ワ
ゴ
ンが
あ
る
とう
れ
しい
。

　　
「こ
ん
な
も
の
が
あ
った
らい
い
な
ニ
ー
ズ
集
　２
０
１
９
」
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団
体
名
称
︓
NP
O
法
人
　⽇

本
失
語
症
協
議
会

No
A.
場
面

B.
課
題

C．
解
決
す
べ
き
方
法
、機

能
、提

案

1
交
通
機
関
で

失
語
症
の
中
で
、文

字
の
読
め
な
い
失
読
症
者
に
関
して

バ
ス
の
料
⾦
表
⽰
が
読
め
ず
、料

⾦
が
い
くら
か
わ
か
らな
い
。運

転
手
に
尋
ね
て
も
料
⾦
が
読
め
な
い
こと
を
言
うと
、

「ふ
ざ
け
る
な
︕
」と
⼀
括
され
て
乗
る
こと
が
で
き
な
い
場
合
な
どが
あ
り。
料
⾦
の
音
声
表
⽰
が
で
き
な
い
か
︖

2
鉄
道
で
の
路
線
図
と

料
⾦
の
合
致

路
線
図
と料

⾦
の
表
⽰
が
煩
雑
・鉄
道
事
故
な
どの
際
の
明
確
な
表
⽰

⾏
先
を
ポ
イン
トボ
タン
で
⽰
し、
料
⾦
の
場
所
を
点
灯
表
⽰
し音

声
で
伝
え
る
な
どで
き
な
い
だ
ろ
うか
︖
これ
は
、

高
齢
者
に
も
言
え
る
こと
で
あ
る
。

事
故
な
どの
際
、失

語
症
者
は
ア
ナ
ウン
ス
な
どの
理
解
が
困
難
で
あ
り、
失
読
症
者
は
事
故
表
⽰
な
どは
読
む
こと

が
で
き
な
い
。ラ
イン
や
iP
ho
ne
な
どへ
の
緊
急
対
応
の
表
⽰
が
で
き
な
い
だ
ろ
うか
。

3
⼥
性
専
⽤
⾞
両

障
害
の
あ
る
方
と介

護
者
が
乗
⾞
可
能
とい
う表

⽰
が
⼩
さす
ぎ
て
、⼀

般
の
乗
客
に
理
解
が
⾏

き
届
い
て
い
な
い
。⼥

性
専
⽤
⾞
に
乗
って
い
た
ら痴

漢
が
い
る
と騒

が
れ
て
しま
い
、み
じめ
に

思
った
。

⼥
性
・障
害
の
あ
る
方
専
⽤
⾞
と明

確
に
⼤
き
く表
⽰
して
ほ
しい
。障

害
の
あ
る
方
も
乗
れ
ま
す
とい
う表

⽰
が
⼩
さ

す
ぎ
る
。特

に
失
語
症
の
あ
る
人
は
、「
痴
漢
」と
い
わ
れ
て
も
反
論
で
き
な
い
状
況
に
な
る
。社

内
ア
ナ
ウン
ス
に
お
い

て
も
しっ
か
り伝

え
る
こと
は
必
要
で
あ
る
。

4
交
通
事
故
現
場

軽
い
交
通
事
故
の
際
に
、警

察
を
呼
ん
で
も
、⽰

談
に
な
る
こと
が
多
い

事
故
の
当
事
者
同
士
の
話
し合

い
は
失
語
症
者
に
とり
、と
て
も
困
難
で
あ
る
の
で
、被

害
者
で
あ
って
も
加
害
者
に

させ
られ
る
こと
が
あ
る
と報

告
を
受
け
る
。公

務
員
（
警
察
等
）
は
、当

事
者
の
環
境
、様

⼦
を
しっ
か
り⾒

る
こと
が

で
き
る
よ
うに
失
語
症
の
講
習
を
受
け
る
こと
が
必
要
、ま
た
、失

語
症
者
に
対
応
した
専
⽤
の
ア
プ
リな
どを
利
⽤
し

て
、失

語
症
者
と意

思
疎
通
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
べ
き
。

5
介
護
者
（
デ
イサ
ー
ビス
な
ど）

デ
イサ
ー
ビス
な
どで
は
、失

語
症
者
は
分
別
の
あ
る
、お
とな
しい
（
話
せ
な
い
とい
うだ
け
だ
が
）

利
⽤
者
と思

わ
れ
、手

厚
い
サ
ー
ビス
が
受
け
られ
な
い
場
合
が
多
い

介
護
者
な
どへ
の
失
語
症
者
との
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
取
り方

の
講
習
を
受
け
る
、ま
た
、利

⽤
者
に
応
した
意
思
疎

通
⽀
援
の
機
器
な
どを
開
発
・活
⽤
し、
失
語
症
者
との
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
。

6
選
挙
・投
票

失
読
症
者
、失

語
症
者
が
選
挙
・投
票
に
⾏
って
も
介
助
者
と投

票
所
で
は
対
話
が
禁
じら
れ

て
い
る
の
で
、投

票
が
難
しい
ケ
ー
ス
が
多
い
。

投
票
時
に
失
読
症
者
に
は
音
声
で
読
み
上
げ
る
事
、失

語
症
者
に
は
、記

名
の
補
助
を
つ
け
る
こと
な
どが
望
ま
し

い
。電

⼦
投
票
に
す
れ
ば
即
解
決
す
る
の
で
は
な
い
か
。

7
医
師
・看
護
師
・薬
剤
師
等

医
師
・看
護
師
、薬

剤
師
な
ども
同
じよ
うに
、失

語
症
者
、失

読
症
者
との
意
思
疎
通
が
で
き

て
い
な
い
。本

人
は
症
状
を
言
え
な
い
の
で
、死

に
至
る
ケ
ー
ス
も
少
な
くな
い
。

当
事
者
の
体
の
症
状
や
、現

在
の
体
調
を
的
確
に
表
現
で
き
る
専
⽤
ア
プ
リな
どの
開
発
が
望
ま
れ
る
。命

に
係
わ
る

事
で
あ
り、
早
急
の
対
処
が
望
ま
れ
る
。

8
役
所
等
の
窓
口

窓
口
等
の
係
りが
、失

語
症
を
理
解
して
い
な
い
。

筆
記
が
で
き
ま
す
、手

話
が
で
き
ま
す
と記

載
して
あ
る
窓
口
も
あ
る
が
、失

語
症
失
読
症
者
に
応
対
で
き
る
係
りが
い

な
い
窓
口
が
殆
どで
あ
る
。役

所
の
窓
口
専
⽤
の
で
、失

語
症
・失
読
症
に
対
応
で
き
る
機
器
が
あ
る
とよ
い
。

　　
「こ
ん
な
も
の
が
あ
った
らい
い
な
ニ
ー
ズ
集
　２
０
１
９
」
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団
体
名
称
︓
⼀
般
社
団
法
人
　全

⽇
本
難
聴
者
・中
途
失
聴
者
団
体
連
合
会

No
A.
場
面

B.
課
題

C．
解
決
す
べ
き
方
法
、機

能
、提

案

1
複
数
の
話
者
が
い
る
とき

どち
らか
ら話

され
て
い
る
の
か
わ
か
らな
い
と、
話
を
理
解
し追

い
つ
くの
に
時
間
が
か
か
る
。

話
され
た
方
向
の
わ
か
る
ア
プリ
等

2
タク
シ
ー
呼
び
出
し

普
段
タク
シ
ー
は
使
い
た
くて
も
使
わ
な
い
と思

うが
、災

害
が
起
き
た
ら、
歩
け
な
い
人
は
タク

シ
ー
を
利
⽤
す
る
しか
な
い
。ス
マ
ホ
機
種
や
サ
ー
ビス
に
関
係
な
く、
ワ
ンタ
ッチ
で
呼
べ
る
知
らせ

る
サ
ー
ビス
が
ほ
しい
。Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
で
、位

置
も
連
絡
して
くれ
る
とよ
い
。

呼
び
出
しア
プ
リの
統
⼀
︖
使
い
や
す
さの
向
上
︖

3
テ
レ
ビ視

聴
時

テ
レ
ビの
ニュ
ー
ス
で
字
幕
と手

話
が
混
在
して
い
る
と、
画
面
に
情
報
が
多
く⾒
る
方
は
混
乱
し

て
しま
う。

手
話
か
字
幕
どち
らか
選
択
で
き
る
とよ
い
。

「目
で
聴
くテ
レ
ビ」
の
ｈ
.7
02
の
規
格
で
実
現
可
能
で
は
な
い
か

4
文
字
や
相
手
映
像
の
出
る
イン
ター
ホ
ン

ほ
とん
どの
イン
ター
ホ
ンは
音
声
の
み
で
、聞

こえ
に
くい
人
に
は
使
え
な
い
。東

京
都
の
「ゆ
りか

も
め
」な
どは
聞
こえ
な
い
人
だ
け
だ
とや
りと
りが
で
きず
、切

符
購
⼊
や
代
⾦
確
認
な
どで
往
生

す
る
。そ
の
た
び
に
係
員
が
来
る
必
要
が
あ
る
。

聴
覚
障
害
者
の
利
⽤
が
想
定
され
る
とこ
ろ
に
は
重
点
的
に
テ
レ
ビつ
き
、音

声
認
識
つ
き
の
イン
ター
ホ
ンを
設
置

して
ほ
しい
。ま
た
その
た
め
の
機
器
を
開
発
して
ほ
しい
。

5
文
字
の
出
る
Ａ
Ｉ
ス
ピー
カー
、応

答
シ
ス
テ
ム

Ａ
Ｉ
ス
ピー
カー
や
ペ
ッパ
ー
くん
な
ど、
音
声
認
識
して
回
答
す
る
シ
ス
テ
ム
が
増
え
て
きた
。聴

覚
障
害
者
の
ば
あ
い
、発

音
が
明
瞭
で
な
い
と、
正
確
に
質
問
が
認
識
され
ず
。最

初
の
質
問

か
らボ
タン
の
掛
け
違
い
が
生
じて
しま
う。

聴
覚
障
害
者
の
利
⽤
が
想
定
され
る
とこ
ろ
に
は
重
点
的
に
音
声
認
識
結
果
を
表
⽰
す
る
シ
ス
テ
ム
を
併
⽤
す
る
。

　　
「こ
ん
な
も
の
が
あ
った
らい
い
な
ニ
ー
ズ
集
　２
０
１
９
」
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団
体
名
称
︓
社
会
福
祉
法
人
　⽇

本
視
覚
障
害
者
団
体
連
合

No
A.
場
面

B.
課
題

C．
解
決
す
べ
き
方
法
、機

能
、提

案

1
ホ
テ
ル
な
ど宿

泊
施
設
の
利
⽤
時

　浴
室
の
ア
メニ
テ
ィー
の
容
器
が
同
じ形

状
を
して
お
り、
か
つ
触
って
判
別
で
き
る
しる
しも
な
い

た
め
、視

覚
に
障
害
が
あ
る
者
が
使
⽤
しや
す
い
配
慮
が
必
要
。

　ア
メニ
テ
ィー
の
容
器
を
触
って
判
別
で
き
る
物
に
す
る
。

例
え
ば
、シ
ャン
プ
ー
とリ
ンス
の
容
器
を
同
じ形

状
に
し、
シ
ャン
プ
ー
の
容
器
に
は
市
販
の
物
と同

様
の
刻
み
を
付

け
、ボ
デ
ィー
ソ
ー
プ
の
容
器
は
異
な
る
形
状
に
す
る
。⼜

は
点
字
や
それ

ぞ
れ
の
ア
ル
ファ
ベ
ット
の
頭
文
字
を
表
記
し

た
シ
ー
トや
タグ
に
よ
り判

別
で
き
る
よ
うに
す
る
。

2
キ
ッチ
ンや
浴
室
の
使
⽤
時

　給
湯
器
の
電
源
の
オ
ン・
オ
フの
際
、ア
ラー
ム
音
が
同
じ質

・高
さと
な
って
い
る
も
の
が
あ
り、
視

覚
に
障
害
が
あ
る
者
に
は
オ
ン・
オ
フの
判
別
が
困
難
。

　全
て
の
給
湯
器
に
、電

源
の
オ
ン・
オ
フを
音
で
判
別
で
き
る
機
能
を
付
け
る
よ
うに
す
る
。

例
え
ば
、「
電
源
オ
ン」
「電
源
オ
フ」
と音

声
で
知
らせ
る
よ
うに
す
る
。⼜

は
オ
ン・
オ
フの
際
の
ア
ラー
ム
音
の
質
や
高

さ（
オ
ンは
下
か
ら上

、オ
フは
上
か
ら下

）
を
変
え
る
。

3
飲
⾷
店
利
⽤
時

　テ
ー
ブ
ル
や
カウ
ンタ
ー
に
備
え
付
け
の
調
味
料
の
容
器
は
、店

に
よ
って
異
な
って
お
り、
店
舗
に

よ
って
は
定
員
に
聞
き
に
くい
こと
も
あ
る
。視

覚
に
障
害
が
あ
る
者
に
は
触
った
だ
け
で
は
判
別
で
き

ず
、鼻

を
近
づ
け
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、使

⽤
を
あ
き
らめ
る
こと
が
あ
る
。

　調
味
料
の
使
⽤
法
に
適
した
専
⽤
の
容
器
を
開
発
す
る
。

その
際
に
、「
プ
ッシ
ュワ
ン」
に
み
られ
る
定
量
の
調
味
料
が
出
る
機
能
を
備
え
る
。

4
移
動
、外

出
時

　信
号
機
の
あ
る
横
断
歩
道
に
お
い
て
、音

響
信
号
機
以
外
の
信
号
機
、若

しく
は
、音

響
信
号

機
で
対
応
時
間
外
で
の
横
断
に
つ
い
て
、視

覚
に
障
害
が
あ
る
者
が
横
断
す
る
際
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
の
方
策
が
求
め
られ
る
。

　信
号
機
の
色
が
わ
か
る
機
器
の
開
発
、⼜

は
既
存
の
機
器
に
新
た
な
機
能
を
追
加
す
る
。

例
え
ば
、横

断
可
の
とき
に
ア
ラー
ム
音
が
な
り、
横
断
不
可
の
とき
に
別
の
危
険
を
知
らせ
る
ア
ラー
ム
音
が
な
る
な

ど。

5
料
理
を
す
る
時

視
覚
に
障
害
が
あ
る
者
が
煮
物
や
揚
げ
物
を
す
る
際
、液

体
の
温
度
を
測
る
機
器
が
な
い
た
め
、

料
理
に
適
した
液
体
の
温
度
が
わ
か
らず
困
って
い
る
。

　液
体
の
温
度
を
測
る
機
器
を
開
発
す
る
。

　業
務
⽤
機
器
は
あ
る
よ
うだ
が
高
価
な
も
の
で
あ
る
。安

価
で
、視

覚
に
障
害
が
あ
る
者
が
使
⽤
に
当
た
り安

⼼
・

安
全
な
も
の
が
望
ま
しい
。

　　
「こ
ん
な
も
の
が
あ
った
らい
い
な
ニ
ー
ズ
集
　２
０
１
９
」
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団
体
名
称
︓
社
会
福
祉
法
人
　全

国
盲
ろ
う者

協
会

No
A.
場
面

B.
課
題

C．
解
決
す
べ
き
方
法
、機

能
、提

案

1
自
分
の
健
康
管
理
を
した
い
時

体
温
計
・血
圧
計
・体
重
計
の
目
盛
や
数
値
が
読
め
な
い
。音

声
で
読
み
上
げ
て
くれ
る
機
能

が
あ
って
も
聞
こえ
な
い
。家

族
や
他
人
に
頼
らず
自
分
で
確
認
した
い
。

数
値
が
点
字
や
振
動
の
パ
ター
ン（

例
え
ば
、短

い
振
動
が
１
、⻑

い
振
動
が
５
の
単
位
で
表
す
）
等
で
触
って

分
か
る
よ
うな
機
能
を
つ
け
る
。

2
街
で
⼀
人
で
歩
い
て
い
て
、

い
き
な
り誰

か
に
声
を
か
け
られ
た
時

相
手
の
言
って
い
る
こと
が
わ
か
らな
い
。自

分
の
言
い
た
い
こと
を
音
声
で
伝
え
られ
な
い
。

相
手
が
言
った
こと
が
点
字
で
わ
か
る
、自

分
の
言
い
た
い
こと
を
点
字
で
打
て
ば
音
声
に
変
換
で
き
る
機
器
。

3
お
店
で
買
い
物
す
る
時

自
分
の
欲
しい
⾷
料
品
の
名
前
、内

容
量
、賞

味
期
限
が
読
め
な
い
の
で
わ
か
らな
い
。

品
物
に
機
器
を
か
ざ
せ
ば
、書

い
て
あ
る
も
の
が
点
字
で
読
め
る
。

4
家
電
を
使
う時

エ
ア
コン
、照

明
器
具
、洗

濯
機
、電

磁
調
理
器
な
どに
は
音
声
ガ
イド
が
つ
い
て
い
た
り、
光
や

音
で
知
らせ
る
タイ
マ
ー
が
つ
い
て
い
て
も
わ
か
らな
い
の
で
、自

⼒
で
操
作
で
き
な
い
。

ボ
タン
や
ダイ
ヤ
ル
式
な
ど触

って
操
作
が
で
き
る
（
低
コス
トに
も
な
る
）
。（

例
︓
⼀
つ
の
ダイ
ヤ
ル
を
左
に
カチ
カ

チ
回
して
い
け
ば
、「
レ
ンジ
弱
」、
「レ
ンジ
強
」、
右
に
回
せ
ば
、「
余
熱
」、
「１
７
０
度
」、
「１
８
０
度
」と
な
る
。

も
う⼀

つ
の
ダイ
ヤ
ル
は
設
定
時
間
）
ま
た
、音

声
ガ
イド
が
点
字
で
わ
か
る
機
能
を
つ
け
る
。

5
テ
レ
ビ、
映
画
、演

劇
を
鑑
賞
す
る
時

テ
レ
ビ、
映
画
、演

劇
の
登
場
人
物
の
セ
リフ
が
わ
か
らず
、楽

しめ
な
い
。場

面
情
景
、登

場
人

物
の
動
き
が
わ
か
らな
い
。

セ
リフ
を
手
元
に
あ
る
ス
マ
ホ
や
タブ
レ
ット
端
末
等
で
、自

分
が
読
み
や
す
い
文
字
の
⼤
き
さや
色
、背

景
色
に
設
定

して
読
め
る
。副

音
声
が
字
幕
で
読
め
る
。字

幕
を
点
字
で
読
め
る
。

6
災
害
時
等
の
緊
急
速
報

ラジ
オ
や
テ
レ
ビか
らの
緊
急
速
報
が
わ
か
らな
い
。携

帯
端
末
で
の
音
声
や
文
字
情
報
が
わ
か

らず
、す
ぐに
⾏
動
で
き
な
い
。

振
動
で
緊
急
速
報
が
届
い
た
こと
を
感
知
させ
る
。携

帯
端
末
に
よ
り点

字
や
拡
⼤
文
字
で
緊
急
速
報
を
知
らせ

る
。振

動
の
パ
ター
ンで
緊
急
速
報
の
内
容
が
簡
単
に
わ
か
る
。

7
電
話
リレ
ー
サ
ー
ビス
利
⽤
時

手
話
通
訳
の
オ
ペ
レ
ー
ター
の
手
話
が
読
み
取
れ
な
い
。相

手
が
何
を
話
して
い
る
か
を
文
字
で

伝
え
て
くれ
て
も
、読

め
な
い
。

手
話
通
訳
が
⾒
え
る
よ
うに
、テ
レ
ビと
つ
な
げ
る
。相

手
か
らの
応
答
内
容
を
、拡

⼤
文
字
や
点
字
に
リア
ル
タイ
ム

で
変
換
で
き
る
機
器
。

　　
「こ
ん
な
も
の
が
あ
った
らい
い
な
ニ
ー
ズ
集
　２
０
１
９
」
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団
体
名
称
︓
公
益
財
団
法
人
　全

国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

No
A.
場
面

B.
課
題

C．
解
決
す
べ
き
方
法
、機

能
、提

案

1
仕
事
、外

出
時

⾞
椅
⼦
の
種
類
に
よ
って
高
さが
違
うた
め
、外

⾷
時
な
ど机

の
高
さに
合
わ
ず
⾷
べ
づ
らい

⾞
椅
⼦
の
高
さに
合
わ
せ
られ
る
昇
降
式
の
机
が
あ
る
とよ
い
。

2
仕
事
、外

出
時

⾞
椅
⼦
に
荷
物
を
置
い
た
り、
作
業
を
す
る
の
に
テ
ー
ブ
ル
が
あ
る
と便

利
だ
が
、テ
ー
ブ
ル
の
脱

着
が
不
便
。

外
した
机
の
置
き
場
な
どに
も
困
る
こと
が
あ
る
。

取
り外

す
タイ
プ
で
は
な
く、
ス
ライ
ド収

納
で
き
る
も
の
に
す
る
。例

え
ば
、特

急
列
⾞
の
引
き
出
す
タイ
プ
の
机
等
。

3
仕
事
、委

員
会
時

会
議
や
打
ち
合
わ
せ
の
時
な
ど、
会
話
の
速
さと
同
時
に
⼊
⼒
す
る
こと
は
厳
しい
。

現
在
の
手
⼊
⼒
タイ
プ
の
要
約
筆
記
で
は
な
く、
よ
り正

確
な
音
声
⼊
⼒
の
⽤
具
。

4
外
出
時

ラー
メン
屋
等
、カ
ウン
ター
の
あ
る
お
店
は
動
か
せ
な
い
椅
⼦
の
とこ
ろ
が
多
い
。

椅
⼦
を
どか
せ
ば
⼊
れ
る
の
に
諦
め
な
け
れ
ば
な
らな
い
。

固
定
式
で
は
な
く、
移
動
可
能
な
椅
⼦
に
す
る
。

5
仕
事
、外

出
時

電
⾞
に
よ
って
ドア
数
が
違
うた
め
ホ
ー
ム
ドア
の
設
置
が
進
ま
な
い
。

電
⾞
の
種
類
を
選
ば
な
い
昇
降
式
ホ
ー
ム
ドア
の
普
及
。例

え
ば
横
に
ス
ライ
ドす
る
タイ
プ
の
ホ
ー
ム
ドア
で
は
な
く、

上
に
上
が
る
タイ
プ
の
ホ
ー
ム
ドア
等
。

　　
「こ
ん
な
も
の
が
あ
った
らい
い
な
ニ
ー
ズ
集
　２
０
１
９
」
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開発及び利用報告 
【大阪会場】令和元年１２月１８日（水）１０：１０～１１：４０ 

大阪マーチャンダイズマート 2F A ホール内 

【福岡会場】令和２年 １月１５日（水）１０：１０～１２：４０ 

福岡国際会議場 2F 多目的ホール内 

【東京会場】令和２年 ２月１２日（水）１１：１０～１２：１０ 

ＴＯＣ有明 ４Ｆ コンベンションホール WEST 会場内 

 

シーズ・ニーズマッチング交流会 2019  

併催イベント 

配布資料 

公益財団法人テクノエイド協会 

－ 71 －



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  

ものタグアプリ： 

公的空間に配置されたＩＣタグによる

情報伝達網     
 

株式会社コネクトドット 

星野 寛 氏 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（大阪会場） 開発及び利用報告 

－ 72 －－ 72 －
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シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（大阪会場） 開発及び利用報告 

                  

コミュニケーション支援機器の活用に

おける言語聴覚士の役割     
 

一般社団法人日本言語聴覚士協会 

内山 量史 氏 
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シーズ・ニーズマッチンング交流会2019大阪 

 

ＣＯＩ開示 
 

発表者名：内山 量史 

演題発表に関連し、発表者らに開示すべき
COI関係にある企業などはありません。 

シーズ・ニーズマッチンング交流会 大阪
「開発及び利用報告」

コミュニケーション支援機器の活用における
言語聴覚士の役割

一般社団法人日本言語聴覚士協会

内山 量史

・言語聴覚士の業務
・コミュニケーション支援機器の開発
・コミュニケーション障害者を取り巻く制度

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（大阪会場） 開発及び利用報告 

                  

コミュニケーション支援機器の活用に

おける言語聴覚士の役割     
 

一般社団法人日本言語聴覚士協会 

内山 量史 氏 

－ 88 － － 89 －



●言語聴覚障害（コミュニケーション障害）
・きこえの障害（聴覚障害）
・言語機能の障害

言語発達障害
失語症

・話しことばの障害（構音・発話）
構音障害（発音の障害）
吃音
音声障害（声の障害）

●摂食嚥下障害
●高次脳機能障害・認知症
●発達障害 など

言語聴覚療法の対象

言語聴覚士法（１９９７年１２月）

（定義）第二条
この法律で「言語聴覚士」とは、厚生大臣の免許を受けて、言語聴覚士の名称を用いて、音声機能、言
語機能又は聴覚に障害のある者についてその機能の維持向上を図るため、言語訓練その他の訓練、これ
に必要な検査及び助言、指導その他の援助を行うことを業とする者をいう。
（業務）第四十二条
言語聴覚士は、保健婦助産婦看護婦法（昭和二十三年法律第二百三号）第三十一条第一項及び第三十二
条の規定にかかわらず、診療の補助として、医師又は歯科医師の指示の下に、嚥下訓練、人工内耳の調
整その他厚生省令で定める行為を行うことを業とすることができる。
第三章 業務
（法第四十二条第一項の厚生労働省令で定める行為）
第二十二条 法第四十二条第一項の厚生労働省令で定める行為は、次のとおりとする。
一 機器を用いる聴力検査（気導により行われる定性的な検査で次に掲げる周波数及び聴力レベルによる
ものを除く。）
イ 周波数千ヘルツ及び聴力レベル三十デシベルのもの
ロ 周波数四千ヘルツ及び聴力レベル二十五デシベルのもの
ハ 周波数四千ヘルツ及び聴力レベル三十デシベルのもの
ニ 周波数四千ヘルツ及び聴力レベル四十デシベルのもの

二 聴性脳幹反応検査
三 眼振電図検査（冷水若しくは温水、電気又は圧迫による
刺激を加えて行うものを除く。）

四 重心動揺計検査
五 音声機能に係る検査及び訓練（他動運動若しくは抵抗運動を伴うもの又は薬剤若しくは器具を使用
するものに限る。）

六 言語機能に係る検査及び訓練（他動運動若しくは抵抗運動を伴うもの又は薬剤若しくは器具を使用
するものに限る。）

七 耳型の採型
八 補聴器装用訓練

－ 90 －



言語聴覚士国家試験合格者数 合格者累計32,863名

言語聴覚士の年齢構成（一般社団法人日本言語聴覚士協会会員）
現在

言語聴覚療法の枠組み
● 聴覚機能、言語機能（高次脳機能含む）、
発声発語機能、摂食嚥下機能の各側面への
アプローチ

● 実用 面へのアプローチ
● 心理的側面への支援

・精神面への対応
・ 意欲の向上

● 環境調整 ● 家族指導・支援
● 社会参加の促進 ● 啓発

－ 90 － － 91 －



コミュニケーション支援機器の  
      開発について 

言語聴覚士の活動拠点

現在

（一般社団法人日本言語聴覚士協会会員）

言語聴覚療法の対象障害 複数回答（一般社団法人日本言語聴覚士協会会員）
現在

－ 92 －



脳性麻痺、コルネリア・デ・ランゲ症候群、先天性ミオパチー、失語症、ALS、筋ジストロフィー、脊髄性筋委縮症、 
交通事故による後遺症 

有限会社オフィス結アジア 

指伝話は、iPadで使うコミュニケーションアプリです。流暢な合成音

声と簡単な使い勝手、使い道の広さが人気です。日常会話のほか、
スマートスピーカーへの呼びかけ、外国語を使った教材作りなど、
幅広い場面で使われています。スイッチで操作することも可能です。 
コミュニケーションは、すべての人にとって大切です。指伝話がそ
のお手伝いとなり、笑顔のきっかけとなることを願っています。 

指伝話は、文字タイプ・文字盤タイプ・カードタイプなど、さまざまなタイプのア
プリがあります。中身を自分で自由に作れ、流暢な合成音声で話します。 

－ 92 － － 93 －



言語聴覚士が指伝話の開発（発展）に関わったこと 
〇コミュニケーションの障害にはどの様な種類があるのか、特に発声・構音の障害と 
 言語障害（失語症）の違いについての勉強会を開催した。 
 
〇失語症の患者さんに直接お会いいただいて、その方に必要な指伝話を利用した代 
 償手段の方法を検討した。 
 
〇読み書きの障害が極めて重度であった方がメールを使える方法を検討した。 
 
〇失語症、さらには認知症の方によく用いるメモリーノートの作成。 
 
〇失語症、その他の症例のICT導入情報を収集して、どの様な症例にどの様な機器を 
 どの様に導入するのが有用か、言語聴覚士の集う場で一緒に勉強会を開催した。 
 
〇文字や画像、特に失語症の訓練にも用いる絵については、東京都言語聴覚士会 
 の複数の経験ある言語聴覚士からの指導を反映した。 

音声の代償手段としてはすでに高い機能を持っていた指伝話に、話す・聞く・読む・書く、
様々な重症度のプロフィールを有する失語症の人にも融通の効く使い道が考えられる
様になった。 
音声、文字、画像が様々な組み合わせで提示、変換が可能である指伝話に、失語症の
症状に合わせたいくつものパッケージが加わった。 

指伝話は当初、満員電車の中で声を出さずに電話をしたくて開発したものでした。 
それがたまたま喉頭癌で声を失った方に使っていただいたことをきっかけに、今では、失
語症、構音障害、ALS、パーキンソン病の方など、さまざまな方に使っていただくようにな
りました。 

指伝話の開発には尊敬する医師の音声喪失があった 

尊敬する医師が喉頭癌で声を失った。 
両手で作業をしながらの安定した発声や長時間にわたる人工音声の代償手段が必要
であった。 
医師は自ら当時開発中であった指伝話（当初は電車に乗っている時などに携帯電話の
相手に音声でメッセージを送るアプリの発想であったとか。）に目をつけられ、開発者の
高橋さんとの出会いにつながった。 
指伝話が医師のアドバイスのもとに発声の障害を代償するツールとしての機能を高め
ていき、指伝話を用いて外来診察を行い、全国で講演ができるようになった。 
 
尊敬する医師より「指伝話は失語症の人にも使えると思う」との推薦があった。 
 
「指伝話は音声機能の代償にはなるけれど、失語症は言語の障害であるから用いるこ
とはできない」と言ったことが後に高橋さんとタグを組むことに繋がった。 
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専門家が製品作りに与えた影響について 
〇失語症といえば絵カードというのが一般的。絵カードを扱う指伝話メモリを作る際、 
 言語聴覚士の視点で多くのアドバイスをいただき、製品化に影響を与えたもののうち 
 ２つを説明する。 
 
 
１）メニューを表示しない機能 
 
絵カードを画面に表示させる時、絵カード以外のものを表示させないという機能が指伝
話メモリにあります。そもそも画面にメニューがないというのはアプリ的にはありえませ
ん。しかし、メニューの表示が「雑音」になるという指摘を受け、この機能がつきました。 
左の画像にはメニューがありますが、右側の画像にはありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私が言語聴覚士として、指伝話の開発に一番お役に立てたこ
とは、開発者にコミュニケーション障害の多様性をお伝えしたこ
と、そして何より患者さんご本人の声を繋いだことだと思います。 
 
患者さんのコミュニケーションの詳細を理解する言語聴覚士が、
機器を作成する専門家と、如何に支援を必要とする人のため
に協働するか。このことが支援を必要とする人のために、また
社会資源を効率よく活かすために、重要なことと思います。 

開発に携わった言語聴覚士からのコメント 

東川  麻里先生 
 
北里大学医療衛生学部 
リハビリテーション学科言語聴覚療法学専攻 
 
一般社団法人東京都言語聴覚士会 副会長 
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福祉機器の開発では、当事者の意見を聞くことが大事だと言われ
ます。同じように専門家の意見を聞くことも大事です。 
プロ同士が信頼しあって意見を交わして作るからこそ、指伝話メモ
リのような製品が生まれます。 
言語聴覚士が身体の器官の役割だけをみて言語トレーニングをし
たり嚥下訓練をしたりするのではなく、その人の人生全体を見据え
て、食事やコミュニケーションについて考えアドバイスをします。 
指伝話製品は、単なるVOCAではなく、単なるAACでもなく、コミュニ

ケーションを含む人生そのものを考えるきっかけとなるものです。
私たちは「機械ではなく機会」という考えを大事にしています。これ
は言語聴覚士との協調から生まれたものです。 

開発者からのコメント 

高橋 宜盟社長 
 
オフィス結アジア 

２）絵カードの内容 
 
指伝話メモリ for STは、言語聴覚士の方だけに販売する約束で作成した絵カードコン

テンツを含む製品です。昔ながらの失語症関係の絵カードは古いものが多いので、新
たに作成することになり、東川先生から語彙をいただき、絵を描きました。 
左のカードは「パン」という語彙で最初に描いたものです。しかしこれは「食パン」という
ことばがでてしまうので、右の絵に描きなおしました。 
 
 
 
 
 
 
「カメ」の絵も描きなおした１つです。私たちは亀といえば浦島太郎ですので、左の絵を
描いたのですが、これは「ウミガメ」でした。このような描き直しはほぼ全部の絵に及び、
制作期間も長期に渡りました。 
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電気式人工喉頭 （ユアトーン：株式会社電制） 
電気式人工喉頭は、喉頭がん、咽頭がん、食道がんなど
で喉頭を摘出された方、人工呼吸器の使用などで気管切
開をされた方、ALSや筋ジストロフィー、神経難病や誤嚥

防止術など声帯からの発声が困難な方、また食道発声や
シャントの方も食事中の代用発声として広くご使用いただ
ける発声補助器具です。 
あご下周辺に当てた振動を口の中に響かせ、舌や口の
動きで振動音を言葉にして発声する事ができます。 

以前のものは、音の音色とボリューム調整が1箇所で左右
についていました。 
高齢の患者様が増え、左右にあると分かりづらいこと、音
色は頸部の柔らかさが安定すると調整はあまり必要ないこ
となどを伝え、「音色の調整は隠せるといいけど・・・」と電制
の担当の方へお願いしました。 
現在のものは、ボリュームは外にありますが、その他はカ
バー内で調整できるようになり、一度調整すれば勝手に変
わらないようになりました。 

佐賀大学附属病院 言語聴覚士 森本 邦子先生 製品写真の引用：https://www.yourtone.jp/ 

難聴支援スピーカー   Comuoon® （コミューン） 

聴こえに悩む人が自ら工夫するのではなく、話す側か
ら聴こえの改善に歩み寄るという逆転の発想から生ま
れた対話支援機器。 
コミューンは、難聴に特化したスピーカーで、高音域を
増幅する特徴があります。 

通常はスタンド式でしたが、耳鼻咽喉科の病棟で
の夜間の使用や外来の訓練室での利用などを重
ねたうえで、取り外し式やヘッドタイプのマイクなど 
の改良にかかわりました。 

臨床現場では、高齢の喉頭摘出後の患者さんの電気式をコミューンを使って増幅させて、
高齢のご家族との会話につなげるなどの取り組みを行った。 

佐賀大学附属病院 言語聴覚士 森本 邦子先生 
製品写真の引用：https://ud.co.jp/pickup/about_comuoon.shtml 
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「話したい、伝えたい！（発話支援のためのコミュニケーション・ツール）」   
株式会社学校図書 

会話が不自由な方々のコミュニケーションをサ
ポートするためのツールです。 
見開きごとに日常生活の様々な場面を設定し、
そこに関係する事物や言葉を並べてあります｡
各写真やイラスト、あるいは言葉に、付属の「ス
ビークン」（音の出るペン）で触れると、その名称
や言葉が音声として再生される仕組みになって
います。 

本書には身近な生活場面で使える言葉と表現
が収められており、その練習にも使うことができ
ます｡ 
例えば、患者さんが写真やイラストにスピークン
で触れて聞こえる音声を復唱することで、失語
症などのリハビリ（言語訓練）にも活用できます。 

ユアトーンの改良前と改良後 

ハンデ―になり、FMマイク式になって 
病院などでよく使用しているコミューン 

佐賀大学附属病院 言語聴覚士 森本 邦子先生 
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失語症のある方への意思疎通支援事業 
 
脳卒中・循環器病対策基本法 
 
 

    山ロコ・メディカル学院  言語聴覚学科  学科長     倉品 房代先生 
監修：芦城クリニック・ 公益社団法人石川県言語聴覚士会 会長 勝木 準先生 

学校図書の関係者が失語症になり、コミュニケーションがとりずらくなったことから何か良
い方法はないかと言語聴覚士に相談した。 
音声が出た方がよいとのことで既に開発されていた音の出るペンを活用したコミュニケー
ションノートを作ることになった。 
どのような内容構成にするかはコミュニケーションの専門家である言語聴覚士がふさわし
いということで担当した。 
その内容にそって出版社が図版と音声（ナレーター）を編集した。 
コミュニケーションのためだけでなく，訓練にも活用できることが狙いとなっている。また、
コミュニケーションには双方向性が重要なことから周囲の方も使いやすいように工夫され
ている。 

開発までの経過 
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○支援者になり得る方は 
・当事者の家族  ・ボランティア精神の高い方  ・退職された言語聴覚士  ・会話パー
トナーとして従事していたかた 

○想定される活用例 
失語症者が参加する会議、失語症者のために行われる催し物、団体活動及び失語症者
の外出時に支援が必要な場面について派遣を実施する 
   ・役所への申請などの手続き援助     ・病院等への診療時の援助 
   ・買い物や娯楽施設などの利用支援  ・交通機関や公共施設などの利用支援 
   ・同病者とのコミュニケーション援助        ・その他、外出支援など 

○スケジュール 
■平成28年 支援者養成テキストの作成（日本言語聴覚士協会） 
■平成28年度中 都道府県の障害福祉施策担当者、都道府県士会（言語聴覚士会）へ  
 のテキストの配布 
■平成29年度 支援者の養成を指導する言語聴覚士（都道府県士会）を都道府県が推 
 進し東京で2日間の研修を開始（厚労省 日本言語聴覚士協会） 
■平成30年度以降の支援者養成の指導研修会は日本言語聴覚士協会が委託され研 
 修を継続する 
■平成30年度 地域生活支援事業の必須事業として「専門性の高い意思疎通支援を行 
 う者の養成事業」として、失語症のある方に対する意思疎通を支援する者の養成を追 
 加し、全国での取り組みがはじまる 

失語症のある方への意思疎通支援事業の開始 

これまでのこれまで、意思疎通支援は、視覚・聴覚障害を中心に取組が行われてきて
おり、失語症者に対する支援は、一部の先進的な自治体において、地域生活支援事
業や独自事業として取組が行われるだけであった。 

平成23年7月 障害者基本法の一部改正 
「全ての障害者は、可能な限り、言語（手話を含む）その他の意思疎通のための手段
についての選択の機会が確保されるとともに、情報の取得又は利用のための手段に
ついての選択の機会の拡大が図れること。」規定された。 

平成27年12月14日 社会保障審議会障害者部会の報告書がまとまり、国の事業（地

域生活支援事業の必須事業）で行っている意思疎通支援事業について「失語症など
の障害種別ごとの特性やニーズに配慮したきめ細やかな見直しを行うべき」とされ、
失語症のある方への意思疎通支援のあり方について具体的な検討が始まった。 

（一社）日本言語聴覚士協会等とも連携し、平成30年度には、失語症者に対

する意思疎通支援者の養成事業を全国的に開始することを目標として、取組
を進めることとする。 

失語症者向け意思疎通支援者養成カリキュラムについて検証が行われた。 
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●平成30年度 養成事業展開 
 茨城、群馬、東京、神奈川、岐阜、愛知、京都、兵庫、広島、福岡、熊本 
●令和元年度 新たに事業展開
 福島、埼玉、千葉、富山、静岡、奈良、和歌山、鳥取、岡山、山口、佐賀 
●令和元年度 支援者派遣事業が可能な自治体 
 茨城、神奈川、京都、広島、熊本 
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■言語聴覚士がコミュニケーション支援機器の開発や改良に関与した例をいくつか 
  紹介した。 
 
■コミュニケーション障害は 
 〇目に見えない障害である 
 〇理解されづらい障害である 
 〇症状や程度は千差万別である
 〇コミュニケーション障害をもつ全ての方に共通したコミュニケーション手法はない 
 〇ひとりひとりの全体像、社会的背景などを考慮した対応が必要である 
 〇コミュニケーション障害によって「話せない」以外、「話したくない」という気持ちにさ 
  せない環境づくりが必要 
 〇再びコミュニケーションを図る喜びを体験できる場の創設が必要 
 
■コミュニケーション支援機器を導入できるよう対象者の障害特性や残存機能を把 
  握することが重要。 
 
■コミュニケーション支援機器や用具は上手く活用できれば円滑にコミュニケーショ 
  ンが図れるが、その場合にもコミュニケーション相手側の理解が必要である。 
 
■機器や用具を導入するだけでなく、コミュニケーションを図ろうとする姿勢や努力、 
 適切な対応によってこそ意思疎通の困難感は解消される。 

まとめ 

健康寿命の延伸等を図るための脳卒中、心臓病その他
の循環器病に係る対策に関する基本法の施行 

〇2018年12月、「健康寿命の延伸等を図るための脳卒中、心臓病その他の循 
 環器病に係る対策に関する基本法」（脳卒中・循環器病対策基本法」が成立。 
 
〇2019年12月1日施行 
 
〇附則の第三条には「政府は、てんかん、失語症等の脳卒中の後遺症を有する 
 者が適切な診断及び治療を受けること並びにその社会参加の機会が確保さ 
 れることが重要であると記載され、脳卒中の後遺症を有する者が社会生活を 
 円滑に営むために必要な支 援体制の整備等について検討を加え、その結果 
 に基づいて所要の措置を講ずると記載された。 
 
〇失語症を持つ方への対応が明記された。 

失語症者向け意思疎通支援事業の展開、脳卒中・循環器病対策基本法の成立など失語症のある方
の環境は少しづつ変化しつつあります。 
 
失語症を含む意思疎通が困難なコミュニケーションに障害のある方の生活のしづらさが解消され、地
域でその人らしく生活できる日が一日も早くむかえられるように言語聴覚士とコミュニケーション支援
機器の開発者の方々との協働が進むことを祈念しています。 
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シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（大阪会場） 開発及び利用報告 

                  

視覚障害者の単独歩行を実現する  

チャレンジ     
 

舞鶴工業高等専門学校 電気情報工学科 

片山 英昭 氏 
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１．はじめに

人が日常生活で歩行する際，視覚から得ら
れる情報は 80 ~ 90%と言われている。

視覚障害者は，健常者のように歩行を行う
事は難しい。

視覚障害者の歩行を支援するシステムが，
これまでにも多数開発されている。

視覚障害者の単独歩行を
実現するチャレンジ

片山 英昭、丹下 裕

舞鶴工業高等専門学校 電気情報工学科

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９

2019年12月18日（水）
大阪マーチャンダイズマート
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先行事例２

• スマート電子白杖▶▶電子白杖スマートケーン
• エーピーアイ株式会社
• 正面や上部の障害物も感知可能
• 下り階段は検知不可

http://www.api-kk.com/denshi-hakujo/

先行事例１

• 視覚障がい者向けウェアラブルデバイス（歩
行支援システム）

• 株式会社アルファメディア
• 「下り段差・駅のホーム端等」の検知も可能な
為、視覚障害者の安心・安全な歩行を支援す
るウェアラブル装置である。

• 物体は識別できない

障害者自立支援機器 シーズ・ニーズマッチング強化事業
http://www.techno-aids.or.jp/needsmatch/detail.php?id=113&p=5
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先行事例４

• Seeing AI （視覚障碍者向けトーキングカメラ
アプリ）

• マイクロソフト
• ユーザーの周囲の状況について説明する無
料iPhoneアプリ

• 目の前にある風景を読み上げる機能
• 立ち止まって操作の必要

先行事例３

• 視覚障がい者の自律的外出支援サービス
• （公財）ハイパーネットワーク社会研究所
• スマートフォンと連動したスマートグラス等を
活用してGPSで最適なルートを特定するとと
もに、障害物があればカメラで検知して音声
で利用者に警告を行う等、視覚障がい者の
自律的移動を支援するサービス

• ３Dカメラが必要
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１．はじめに

①安全なルートの検索

障害物や危険な場所を避けて，案内を行う

▶ ▶障害物や危険な場所の把握

②数m先にある障害となる物の認識
白杖で見つけるまえに障害物を検知する

▶ ▶リアルタイムでの障害物の把握

③視覚障害者への有効な情報の伝達

様々な情報を統合して，歩行に対して有効な
情報を効果的に伝達する

▶ ▶情報を集約して整理が必要

１．はじめに

製品化は少ない

理由は？

視覚障害者が安全に単独歩行には

①安全なルートの検索

②数m先にある障害となる物の認識
③視覚障害者への有効な情報の伝達

が必要であろう
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２．システムの全体像

Google 
Direction 
API

Fused Location
Provider API

道案内情報
リクエスト

現在位置情報
リクエスト

マッピング情報
リクエスト 現在

位置情報
リクエスト

現在
位置情報

現在
位置情報

マッピング情報

Httpリクエスト

横断歩道
があります

左折
してください

人工衛星

障害物情報
登録DB

道案内情報提供
API

現在位置情報提供
API

携帯情報端末

２．システムの全体像
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３．カメラによる障害物の認識

２．システム全体像

１）障害物検出及び位置特定

▶ ▶カメラによる障害物認識

▶ ▶白杖による障害物位置の特定

▶ ▶カメラによる障害物位置の特定

２）カメラ情報及び白杖情報の対応付け

▶ ▶スマートフォンによる情報の整理

３）障害物情報の登録

▶ ▶スマートフォンの位置情報を付加

▶ ▶障害物情報データベースに登録

４）障害物情報を踏まえた経路選択

－ 108 － － 109 －



３．２．システムについて（デバイス）

• 小型パソコン
（Raspberry Pi）
で物体検出プロ
グラムを実行

• 演算補助には
Movidius Neural 
Compute Stick
を用いる

Raspberry Pi本体
8.6[cm]×5.6 [cm]

３．１．はじめに

視覚障がい者の歩行支援するための，小型デ
バイスを用いた歩行者支援システムの開発

画像中の人物のおおよその位置と人数を、視
覚障がい者に音声で伝達

システムのデバイス的な評価が必要

モバイルバッテリー稼働時の安定性，音声再
生の評価などを実施

－ 110 －



３．３．実験

システムに対し，次の評価実験を実施。

1) モバイルバッテリー稼働時の安定性の評価
2)音声再生の評価
3)ユーザなどによる評価
使用機器

• イヤホン：AfterShockz TREKZ TITANIUM
• モバイルバッテリ－：SW04SW155 2000mAh

• USBテスタ：COOWOO USB Safety Tester

３．２．システムについて（プログラム）

障害物の認識には学習済みのモデルを使用

－ 110 － － 111 －



1)稼働時の安定性の評価

経過時間[分]

消
費
電
力

[W
]

処
理
速
度

[枚
]

電力

処理速度

5.99

7.00

〇約７０分継続してシステムを利用
〇最低の処理速度は約６枚のため，人物検出可能

実験方法

• 2000mAhのモバイルバッテリーをフル充電

• モバイルバッテリーから小型パソコンに電源
を供給し，物体検出プログラムを実行

• デバイスが停止するまで、1分毎の電圧値、
電流値、および処理速度を計測

1) 稼働時の安定性の評価

－ 112 －



2) 音声再生の評価

〇1人は肩と障害物が接触してしまった。

⇒人物に近くなりすぎたために，人物検出が不可能

⇒人物の距離を推定し，近づいたときに警告

50cm

出発点

A君

B君

3.25m

2)音声再生の評価

実験方法

• 被験者（本校学生）の進行
方向に障害物(人物)を配置

• 被験者は目隠しを行い，デ
バイスからの情報を頼りに
歩行

• 2名を対象に実験を行い，
被験者が歩行した軌跡を作
成

－ 112 － － 113 －



３．５．まとめ

視覚障がい者の歩行支援のための物体検出シ
ステムの開発に関して，

• システムについて説明を行った．
• 実験より，モバイルバッテリーから電源を供給し
た場合でも物体認識に十分な処理速度が得られ
ることがわかった．

課題としては，物体距離感に関する改善，音声再
生に関する改善があげられる．

3) ユーザなどによる評価

対象：視覚障がい者３名，歩行訓練士２名

良い点

• リアルタイムで行えるから良い。
改良要望

• 音声と別に警告音があると良い。

• ちょうどいい速さで読み上げてほしい。早くて
も遅くてもストレスを感じる。

• 女性の声の方が聞き取りやすい。

－ 114 －



４．１．はじめに

障害物や下り階段の検出が可能な電子白杖の
開発を目指す。

障害物検出の提案

検出システムの製作と検出性能の評価

歩行時における障害物の判定

４．白杖による障害物位置の特定

－ 114 － － 115 －



４．３．製作物

距離センサ

加速度センサ
角速度センサ

電池ボックス

AVRマイコン
白杖

Bluetoothアダプタ

４．２．障害物の検出

d 障害物d

h
k ∆𝑑𝑑

φ

𝜃𝜃
𝑙𝑙

白
杖

φ

超音波センサ

白杖の高さと角度センサより，仮想距離𝑘𝑘を求める
超音波センサより実測距離𝑑𝑑が得られる
𝑘𝑘 > 𝑑𝑑：障害物もしくは上り階段あり
𝑘𝑘 < 𝑑𝑑：下り階段あり
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４．５．実験（静止時）

(b)壁

(c)上り階段 (d)下り階段

(a)障害物無し

壁及び上り階段の検出に加え，下り階段も検出可能実験
結果の一例（φ=40[deg], x=50[cm]）

４．５．実験（静止時）

（１）検出対象からx[cm]離れる

（２）30秒間白杖を持ち，実測距離と仮想距離を測定する

（３）xを0[cm]～100[cm]まで25[cm]ずつ、φを30[deg]～

45[deg]まで5[deg]ずつ変化し測定

(a)障害物無し (b)壁

(c)上り階段 (d)下り階段

(b)壁

－ 116 － － 117 －



４．６．実験（歩行時）

静止時

歩行時
歩行時 歩行時

壁あり

∆𝑑𝑑

∆𝑑𝑑

障害物なし 壁あり

歩行時でも障害物検出可能

４．６．実験（歩行時）
静止時

（１）検出対象から50[cm]離れる

（２）30秒間白杖を持ち静止させ，実測距離と仮想距離を

測定する

歩行時

（１）検出対象から500[cm]離れる。

（２）スライドテクニックで白杖を振り検出対象まで歩行する。

（３）（２）の間の実測距離と仮想距離を測定する

(b)壁(a)障害物無し

（３）（２）の間の実測距離と仮想距離を測定する
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５．カメラによる障害物位置の特定

４．７ おわりに

視覚障害者のための電子白杖システムを
構築した。

∆𝑑𝑑 = 𝑘𝑘 − 𝑑𝑑が次のときに障害物ありと設定
・障害物あり ∆𝑑𝑑 > 0
・下り段差あり ∆𝑑𝑑 < 0もしくは𝑑𝑑 = 0

今後の課題

・視覚障害者による評価と改良

－ 118 － － 119 －



５．１．はじめに
目的

• 視覚障がい者の衝突回避システムの

開発のためにCNNを用いた距離推定
→Monodepth

KITTIデータセット学習済みモデル使用
→色で遠近を判別(3m,5m)

3

５．１．はじめに

自動車の衝突回避支援システム

• 単眼距離推定

利点：単眼カメラのみで安価，振動に対応

欠点：処理速度が求められる

2

入力画像

人物

物体認識 距離推定

通知
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５．３．距離推定実験

①物体ごとの距離推定実験

撮影場所:歩道，路肩，駐車場，駐輪場
対象物 :自動車，自転車，人，電柱
撮影方法:距離3mと5m，高さ120cm，

カメラは地面と水平，照度2400lux

7

対象物

3m , 5m
単眼カメラ

120cm
画像 84px

150px

５．２．距離推定手法
Monodepth
• ステレオ画像の特徴量と視差を学習

KITTIデータセットは車載ステレオカメラで
道路を撮影した画像29000枚

• 単眼画像から視差を推定し視差画像を出力

視差から間接的に距離を求める

5左画像 右画像

画像上の
物体P

画像上の
物体P

左右画像を
重ね合わせた場合

画像上の
物体P

視差
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５．4. 実験結果

①物体ごとの距離推定結果

9

距離3m

距離5m

far

near

far

near

自動車，自転車，人で距離の判別ができた
異なる撮影場所でも距離の判別ができた

距離5m

距離3m

far

near

far

near

５．３．距離推定実験

②カメラ位置や明暗の変化による実験

撮影場所:路肩
対象物 :自動車
撮影方法:高さ117cm，123cm

角度仰角10°，－10°

照度2lux（夕方）

8

－ 122 －



５．5. おわりに

Monodepthを用いて距離推定を行った
• 直立時において距離の判別ができた

• 歩行時では距離の判別ができなかった

今後の予定

• ステレオカメラで様々な高さや角度で

道路上の対象物を撮影し学習を行う

• Raspberry Pi上での実行
11

５．4. 実験結果

②カメラ位置や明暗を変化させた推定結果

10

高さ123cm

距離3mでの基準のカメラ位置 仰角－10°

照度2lux

far

near

far

near

far

near

far

near

距離の判別ができなかった
→学習不足

－ 122 － － 123 －



６．おわりに

視覚障碍者の単独歩行を支援するために，次の
ことを報告した

1. 小型パソコンを用いて，障害物の識別を行う
ことをできる．

2. 白杖につけた各種センサより，実測値と理論
値を求めることで，障害物の認識を行うことが
できる．

3. 単眼カメラでもMonodepthを用いることで障
害物の位置を推定することができる．

カメラと電子白杖の弱点を両方利用して補強 11

－ 124 －



処理性能の評価

• NCS接続時に1秒間に5.83枚の画像を処理し
た。

• 十分な処理性能を確保できることが確認でき
た。 回数 1 2 3 4 5

Pi 0.59 0.62 0.62 0.62 0.62
Pi +NCS 5.78 5.82 5.84 5.82 5.86

6 7 8 9 10 平均
0.62 0.63 0.62 0.62 0.61 0.62
5.81 5.82 5.84 5.86 5.85 5.83

表：1秒間に処理できる画像枚数

処理性能の評価

• Raspberry PiにNCSを接続した場合と接続しない場
合の処理速度を計測する。

• 物体検出プログラムを実行し、30秒間の処理速度
計測を10回行う。

• Raspberry Piの電源をコンセントから供給する。

－ 124 － － 125 －



PASCAL VOC2007

aeroplane bicycle bird boat bottle bus
car cat chair cow
diningtable dog horse motorbike
sheep sofa train tvmonitor
person pottedplant

Movidius Neural Compute Stick(NCS)

• USBスティック型の補助演算装置

• Raspberry Pi等の非力なパソコンでも画像処理
可能

• 障害物の認識には学習済みのモデルを使用

－ 126 －



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（福岡会場） 開発及び利用報告 

                   

使う人の声を聞いたらヒット作誕生！！ 

弱視児用書見台     
 

京 自助具館 

近藤 千津子 氏 

－ 127 －－ 126 －



シーズ・ニーズマッチング交流会2019 福岡 活動報告発表資料 2020-1-15

1

弱視児用書見台
京 自助具館

代表 近藤千津子

１．機器の概要

２．主な対象者と使用場面

３．類似する機器との違い

４．実際の導入、活用事例

５．製作までの経緯と今後

１．機器の概要
・背景が黒 ・マグネットが使用できる ・底面は全面滑り止めシート

（表） （裏）

1

2

－ 128 －



シーズ・ニーズマッチング交流会2019 福岡 活動報告発表資料 2020-1-15

2

２．主な対象者と使用場面
・主に未就学児から小中高生 ・持ち運びたい人 ・普段は収納したい人

未就学児～小中高生

３．類似する機器との違い

・子供が持ち運べることが第一条件だったので、軽量・小型に特化

している。

・子供が一人で組み立てるようにシンプルな構造。
（パーツをそぎ落として、必要最低限のものになった）

・構造が簡潔なので、修理やオプションの追加が容易。

・受注生産なので、注文者の希望に合わせてセミオーダー品を作る
こともできる。

3

4

－ 129 －



シーズ・ニーズマッチング交流会2019 福岡 活動報告発表資料 2020-1-15

3

４．京都市の「あいあい教室」での使用例

・就学前の３～５歳児が使用。小学校でも継続して使用。

保護者や先生のコメント
•軽くて持ち運びがしやすい。

•滑り止めがしっかりしていて、文字を書くときなどに動かない
ので使いやすい。

•角度の調節も３段階あって用途に合わせて使い分けができると
ころが良い。

•マグネットが使えるので、プリント類の読み書きの時に使える。

•市販品は木目調がほとんどだが、背景を黒にすることでコント
ラストが良くなり、わかりやすくなる。

5

6
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シーズ・ニーズマッチング交流会2019 福岡 活動報告発表資料 2020-1-15

4

使い方１

• 3段階に角度調整ができる

使い方２

•プリントをマグネットで留めた状態の使用例

7

8

－ 131 －



シーズ・ニーズマッチング交流会2019 福岡 活動報告発表資料 2020-1-15

5

使い方３

•平にして書く作業もできる

５．製作までの経緯と今後

・製作依頼を受けたきっかけ
使用中の書見台の修理が、何度かあったの

ち新調することになった。

新調を機にデザイン・構造の見直しをした。

要望を聞き取り試作品の製作をして、試し
てもらい改善を繰り返した。

使用中の書見台

9

10
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シーズ・ニーズマッチング交流会2019 福岡 活動報告発表資料 2020-1-15

6

・現在
何度も追加注文をいただき、２０台以上の納品をすることができた。
追加注文のたびに、小さな変更をしながらより良いものへ改良している。

・今後
他所からも受注もいただき、次の追加注文を目指して要望に沿ったもの

を試作開始している。

受注先が増えても、どんな要望にも応えられるよう技術の向上に励んで
いる。

•ご清聴ありがとうございました。

連絡方法
「京 自助具館」

〒600-8127

京都市下京区梅湊町83-1  ひと・まち交流館 京都2階
京都市市民活動総合センター MB No.60

E-mail ： kyoto.jijyogu@gmail.com
電話 : 070-2662-3115
URL ： https://kyojijyogukan.com 

11

12
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シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（福岡会場） 開発及び利用報告 

マッスル株式会社 

尾形 成美 氏 

抱っこ式移乗介護ロボットの紹介  

～人にやさしい 抱っこ式による移乗～ 
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シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（福岡会場） 開発及び利用報告 

マッスル株式会社 

尾形 成美 氏 

抱っこ式移乗介護ロボットの紹介  

～人にやさしい 抱っこ式による移乗～ 

－ 134 － － 135 －



－ 136 －



－ 136 － － 137 －



－ 138 －



－ 138 － － 139 －



－ 140 －



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（福岡会場） 開発及び利用報告 

視覚障害者のスマートフォン利用 

を考える    
 

株式会社インハウスＤＳ 

髙岡 健吾 氏 
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視覚障害者の情報通信機器の利用状況
視覚障害者の情報通信機器の利用状況

財団法人 電気通信普及財団 平成 24 年度 研究調査助成
視覚障害者の携帯電話・スマートフォン・タブレット・パソコン利用状況調査 2013

0 20 40 60 80 100

パソコン

タブレット

スマートフォン

携帯電話 81.3%

95.4%

14.5%

26.6%

81.3%

95.4%

14.5%

26.6%

視覚障害者のスマートフォン利用を考える

シーズ・ニーズマッチング交流会2019 
福岡会場 

2020.1.15

髙岡健吾 
株式会社インハウスDS

－ 142 －



情報通信機器の世帯保有率の推移
情報通信機器の世帯保有率の推移

総務省「通信利用動向調査」

0

20

40

60

80

100

2017 年2016 年2015 年2014 年2013 年2012 年2011 年2010 年2009 年2008 年

ウェアラブル端末

タブレット型端末

パソコン

スマートフォン

ＦＡＸ

固定電話

モバイル端末全体（携帯電話、PHSおよびスマートフォン）

情報通信機器の世帯保有率
情報通信機器の利用状況

前掲 視覚障害者の携帯電話・スマートフォン・タブレット・パソコン利用状況調査 2013
および 総務省「通信利用動向調査」平成 30 年版『情報通信白書』を元に作成

0 20 40 60 80 100

パソコン

タブレット

スマートフォン

携帯電話
81.3%

95.4%

14.5%

26.6%

81.3%

95.4%

14.5%

26.6%
94.8%

81.7%

21.9%

62.6%

94.8%

81.7%

21.9%

62.6%
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情報通信機器の世帯保有率の推移
情報通信機器の世帯保有率の推移

総務省「通信利用動向調査」

0

20

40

60

80

100

2017 年2016 年2015 年2014 年2013 年2012 年2011 年2010 年2009 年2008 年

ウェアラブル端末

タブレット型端末

パソコン

スマートフォン

ＦＡＸ

固定電話

iPad発売：電子書籍ブーム

東日本大震災

スマートフォンまたはタブレットを使い始めた理由
スマートフォンまたはタブレットを使い始めた理由

財団法人 電気通信普及財団 平成 24 年度 研究調査助成
視覚障害者の携帯電話・スマートフォン・タブレット・パソコン利用状況調査 2013　より引用
研究代表者：渡辺 哲也（新潟大学 工学部 福祉人間工学科）　研究協力者：山口 俊光・南谷 和範

0 5 10 15 20 人

周囲の薦め
点字ディスプレイ接続可能

テザリング可能
ガラケーの新機種への不満

体験会に参加して
機器を貰った

使えることが分かった
買い替え時だった

画面の見やすさ・視覚補助機能
時代の流れに乗るため

読み上げ機能がある
興味があった

様々な機能やアプリが使えて便利

全盲
ロービジョン

－ 144 －



電子書籍アクセシビリティプロジェクト
https://www.j-archives.net/accessibility/

具体的に挙げられたアプリ

全盲 ロービジョン
LINE（4人） 外出先での情報収集（5人）

画像・色認識（3人） 地図（3人）

紙幣の認識（3人） スケジュール管理（2人）

ラジオ（2人）

電子書籍（2人）

－ 144 － － 145 －



A-apps：アプリケーションページのPV 
61～69位 

2015年11月1日-2018年9月30日、登録アプリ数：440

61 みんなの点字（74）

62 radiko.jp（72）

63 nPlayer Free（71）

64 CamScanner（70）

65 点字学習（69）

66 ViaOpta Nav（68）

67 Firefox Focus: プライバシー保護ブラウザー（64）

68 画像、写真から文字を認識するOCRアプリ（63）

69 AG-デスクトップレコーダー（62）

69 QR コード（62）

A-apps
https://www.j-archives.net/aapps/

－ 146 －



A-apps：アプリケーションページのPV 
41～50位 

2015年11月1日-2018年9月30日、登録アプリ数：440

41 GSニュース - えーあっぷす（96）

41 monoca - あらゆる「モノ」を管理する（96）

41 ナビレコ（96）

44 はるかがみ！ ～シンプル高機能の鏡アプリ～（91）

44 らくらくアプリLV（視覚障がい者向け）（91）

46 BrailleTalk（88）

46 Evermusic Pro - Cloud Music Player & Streamer for Dropbox, Box, Google Drive, OneDrive on the App 

Store（88）
46 話すカメラ（88）

49 BOOK TURNER（87）

50 iよむべえ（86）

50 色彩ヘルパー（86）

A-apps：アプリケーションページのPV 
52～60位 

2015年11月1日-2018年9月30日、登録アプリ数：440

52 テキスト編集 Textforce for Dropbox（83）

53 Battery Doc - プロのバッテリーのケアと情報（82）

54 Tap Tap See（81）

55 SA 連絡先 Lite（80）

55 いーリーダー（80）

55 スクリーンリーダー対応ニュース閲覧専用ブラウザ 新聞快館（80）

58 やむ６点（76）

58 AG-デスクトップレコーダー（62）

60 Coke ON コカ·コーラの自販機がおトクに楽しくなるアプリ（75）

－ 146 － － 147 －



A-apps：アプリケーションページのPV 
21～30位 

2015年11月1日-2018年9月30日、登録アプリ数：440

21 楽天kobo（220）

22 連絡先グループ管理 - グルピング Lite（200）

23 文字が大きいニュースアプリ:新聞・雑誌が無料で読める（264）

24 Ariadne GPS（157）

25 SmartNews - Trending News & Stories（150）

26 トリセツ - 家電の取扱説明書とレビュー記事を手間なく一元管理（149）

27 カラオケリモコン by カラオケの鉄人 ～カラ鉄ナビ~（142）

28 デンモクmini（138）

29 Twitterrific 5 for Twitter（134）

30 国語力クイズ 4500問（125）

A-apps：アプリケーションページのPV 
31～40位 

2015年11月1日-2018年9月30日、登録アプリ数：440

31 LINE（ライン） - 無料通話・メールアプリ（124）

32 HIMAWARI reader（122）

32 Viber（122）

34 Blind Square（117）

35 残高チェッカー for nanaco card（116）

36 最長１週間の献立が簡単に作れるme:new（ミーニュー）（115）

37 EZanswer（通話手伝い）（107）

38 280blocker : コンテンツブロッカー280（104）

39 BurnAware Free（103）

40 i文庫HD（98）
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A-apps：アプリケーションページのPV 
1～9位 

2015年11月1日-2018年9月30日、登録アプリ数：440

1 アラームプラス：カウントダウン、ツイッター、カレンダーの予定、リマインダーを音声で読み上げ。音楽も再生（1776）

2 Nike+ Run Club（1037）

3 パスワード管理帳（パスメモ）（596）

4 スキャナー＆翻訳者 - テキストに写真を変換し、90以上の言語に翻訳を行う（567）

5 ONKYO HF Player（531）

6 nPlayer（427）

7 街中のWi-Fiに自動接続 - タウンWiFi（420）

8 PlaySections - セクション分割、スピード変更、耳コピプレーヤー（367）

9 iCab Mobile (Web Browser)（352）

9 VLC for Mobile（352）

A-apps：アプリケーションページのPV 
11～20位 

2015年11月1日-2018年9月30日、登録アプリ数：440

11 Whoscall（だれ電）- 迷惑電話をブロック（333）

12 Amedia Live Reader（307）

13 高精度ハイレゾ音楽プレーヤー Onkyo HF Player（302）

14 時報くん - 毎日決まった時間に声でお知らせ（291）

15 KaiserTone - 音楽プレイヤー [ハイレゾ]（260）

16 ALON Dictaphone - 高性能ボイスレコーダー＆サウンドマネージャー
（248）

17 バスあと何分？（239）

18 視覚障がい者向け使い方教室 for iPhone（232）

19 iRecorder Pro - プロ仕様のボイスレコーダー（223）

20 無料カラオケアプリ！音楽再生でカラオケの様な歌詞表示と歌詞検索-カシレボ！JOYSOUND（222）

－ 148 － － 149 －



全盲の視覚障害者にとってのスマートフォン

iPhone（iOS）のVoiceOver 
Androidのtalkback

受信コミュニケーション

iOS 読み上げコンテンツ

当初設定した定番アプリカテゴリー

電子書籍リーダー

ニュース

歩行支援（ナビ）

OCR＋読み上げ

コミュニケーション（SNS）

－ 150 －



盲ろう者について

聴覚
聞こえない 聞こえにくい

視覚

見えない 全盲ろう 全盲難聴

見えにくい 弱視ろう 弱視難聴

全盲の視覚障害者にとってのスマートフォン

文字入力の壁

発信コミュニケーション

フリック入力とスプリットタップを駆使 
Bluetoothの外部キーボード 
音声認識技術による音声入力

－ 150 － － 151 －



盲ろう者の最も円滑な発信コミュニケーション方法

最も円滑な発信
コミュニケーション方法
盲ろう者に関する実態調査（H24）

（福）全国盲ろう者協会

その他（4%）

特にない（9%） 無回答（5%）

文字（筆談・空書き・
てのひら書き）（9%）

指文字（1%）

手話（7%）

音声（発話）（65%）

盲ろう者

視聴覚障害
組み合わせ状態
（12,864 人の回答）

盲ろう者に関する実態調査（H24）
（福）全国盲ろう者協会

無回答（8.9）

弱視難聴（26.3）

弱視ろう（7.7） 全盲難聴（41.2）

全盲ろう（15.9）

－ 152 －



「点字」を利用できる盲ろう者は0.7%

盲ろう者を約14,000人とすると…

点字を使える盲ろう者は98人

盲ろう者の最も円滑な受信コミュニケーション方法

最も円滑な受信
コミュニケーション方法
盲ろう者に関する実態調査（H24）

（福）全国盲ろう者協会

無回答（6.3%）

音声（聴覚）（59.5%）

特にない（7.6%）
その他（3.2%）

指文字（0.2%）

点字（0.7%）

筆記（筆談）（9.4%）

手書き文字（4.8%）

指文字を触る（0.4%）
指文字を見る（0.4%）

手話を触る
（触手話）（3.5%）
手話を見る（3.9%）

－ 152 － － 153 －



国内の視覚障害者 31万人のうち

12.7%、約4万人 が点字を使える。

視覚障害者のスマートフォン利用率が25%なら

点字を使えるスマホユーザーは 約1万人

点字

視覚障害者の
点字習得状況

平成 18年身体障害児・者実態調査結果
厚生労働省社会・援護局
障害保険福祉部企画課

70.7%

12.7%16.6%

点字ができない

点字ができる回答無し

回答無し

点字必要

点字必要なし

－ 154 －



文字体系はシンプル 
むずかしいのは指先で読む触読

6点点字の点は、左上から下方向に「1」「2」「3」の点、 
右列の上から「4」「5」「6」の点と呼ぶ

1の点

2の点

3の点

4の点

5の点

6の点

点字離れという現実

－ 154 － － 155 －



文字体系はシンプル 
むずかしいのは指先で読む触読

⠁  ⠃  ⠉   ⠋  ⠊
あ　　　　　　い　　　　　　う　　　　　　え　　　　　　お

はじめに母音の「あいうえお」 
これらは1、2、４の点で構成される

文字体系はシンプル 
むずかしいのは指先で読む触読

26 = 64 
6点点字の場合、1マスで64種類の文字を表現できる

⠀ ⠁ ⠂ ⠃ ⠄ ⠅ ⠆ ⠇ ⠈ ⠉ ⠊ ⠋ ⠌ ⠍ ⠎ ⠏ 

⠐ ⠑ ⠒ ⠓ ⠔ ⠕ ⠖ ⠗ ⠘ ⠙ ⠚ ⠛ ⠜ ⠝ ⠞ ⠟ 

⠠ ⠡ ⠢ ⠣ ⠤ ⠥ ⠦ ⠧ ⠨ ⠩ ⠪ ⠫ ⠬ ⠭ ⠮ ⠯ 

⠰ ⠱ ⠲ ⠳ ⠴ ⠵ ⠶ ⠷ ⠸ ⠹ ⠺ ⠻ ⠼ ⠽ ⠾ ⠿

－ 156 －



the-Braille 
ザ・ブレイル

文字体系はシンプル 
むずかしいのは指先で読む触読

⠠ ⠰ ⠔ ⠄ ⠤ ⠴ ⠐
か行         さ行         た行          な行          は行         ま行         ら行

一部の例外を除けば 1、2、４の点からなる母音と 
3、5、6の点からなる子音の組み合わせ

－ 156 － － 157 －



Ippitsu 8/2

2012年

体表点字

長谷川 貞夫 
Sadao Hasegawa 

1934年生まれ。85歳。 
点字で漢字を利用できるようにするための六点漢字
体系の構築、Windowsのスクリーンリーダーとして
多くの視覚障害者に利用されているPC-Talkerの開
発に関わるなど、視覚障害者の文化の発展や生活向
上に寄与してきた。指先で読む一般的な点字を拡張
した体表点字のコンセプトを2003年に提唱し、現
在も自らが中心となってその実践を続けている。 

－ 158 －



スマート点字

2014年

点字一筆式入力IPPITSU IME

2013年

－ 158 － － 159 －



体表点字

イッピツ

2017年

－ 160 －



ピカブルからヘレンケラー・トークへ

2振動体式体表点字

⠵
ま

上段

中段

下段

左に点があるので 
左の振動体を振動❶

右に点があるので 
右の振動体を振動❷

左右両方に点があるので 
左右両方の振動体を振動❸

－ 160 － － 161 －



Webアプリ版 スマート点字

プロトタイプの現在

－ 162 －



スマート点字を使ってみよう

⠁  ⠃  ⠉   ⠋  ⠊
あ　　　　　　い　　　　　　う　　　　　　え　　　　　　お

スマート点字を使ってみよう

－ 162 － － 163 －



スマート点字を使ってみよう

⠠ ⠰ ⠔ ⠄ ⠤ ⠴ ⠐
か行         さ行         た行          な行          は行         ま行         ら行

スマート点字を使ってみよう

⠡  ⠣  ⠩   ⠫  ⠪
か　　　　　　き　　　　　　く　　　　　　け　　　　　　こ

－ 164 －



点字を読んでみよう

⠭ ⠩ ⠊ ⠡

スマート点字を使ってみよう

⠵   ⠿
ま　　　  　め

－ 164 － － 165 －



点字を読んでみよう

⠐⠭⠛⠃⠙

点字を読んでみよう

⠟ ⠴ ⠐ ⠳

－ 166 －



点字と振動

体表点字を簡単に利用できる製品を通して 
点字の利用シーンを広げ、点字文化を継承できないか 

振動というのは何かの合図に使っているけど、 
文字には使っていないんです。 

長谷川貞夫

点字と振動

ルイ・ブライユが1825年に点字を発明して 
まもなく200年。 

6bit、64文字の組み合わせで 
世界中の言語に対応する点字は 

人類の文化ともいえるのではないか

－ 166 － － 167 －



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（福岡会場） 開発及び利用報告 

                   

自分の声を再現するソフトウェア 

「ボイスター」とその利用事例のご紹介 

 

株式会社ヒューマンテクノシステム東京 

渡辺 聡 氏 
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シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（福岡会場） 開発及び利用報告 

                   

自分の声を再現するソフトウェア 

「ボイスター」とその利用事例のご紹介 

 

株式会社ヒューマンテクノシステム東京 

渡辺 聡 氏 

2

自分の声ソフトウェア ボイスター
• 「自分の声ソフトウェア」 とは…

– キーボードなどから入力した

自由な文字列を読み上げる
音声合成ソフトウェアです。

– ほかの誰でもない ご自身の声
を想起させる合成音生成にこだわり、

「その人らしさ」 を声を介して伝えます。

– 日本語を話せる方であれば、

誰の声でも、お作りすることができます。

• 「その人らしさ」の再現とは…

– 声質だけでなく、口調や雰囲気まで再現 ・・・ 「アイデンティティ」の維持

– 声を失われる喉頭摘出やALSの方へ提供 ・・・ 「第二の自分の声」として

あなたの声を残します
外科的手術はもちろん、特別な準備は必要ありません。

静かな環境で、半日程度、声を録音させてください

自分の声を再現するソフトウェア
「ボイスター」と、その利用事例のご紹介

東京

－ 168 － － 169 －



２．先進事例のご紹介
気管切開したALS患者によるラジオ番組

『ALSのたわごと』のご紹介

• 札幌市西区 三角山放送局
–理念「いっしょに、ね」。 広く市民が参加。

• ラジオパーソナリティ 米沢和也氏
–ALS患者。『ALSのたわごと』担当

–病気の進行に伴う人工呼吸器装着。⇒気管切開により声を失う。

–手術前に音声収録、ボイスターを作成

–手術後、視線入力ソフトと組合せて

• 日常生活での会話利用 ＋ 自らのラジオ番組を継続。

• アシスタント 佐藤美由紀氏
– iCareほっかいどう 理事・相談員

• 番組内、あ・うんの呼吸で、米沢氏をサポート

キーボード以外の利用形態

フリック入力
（スマートホン
：モニタ版）

視線入力
（意思伝達装置等
との連携）

手書き入力
（タブレット版）

－ 170 －



番組制作の流れ

・次回の構想

・原稿を作成

原稿を使って、
自分のタイミングで発声

実時間で文字入力発声

対話

アシスタント

編集（ほぼ何もしない）

収録時

収録後

準備

スタ
ジオ

自室

放送の様子

三角山放送局で番組収録中のひとコマ（2019年5月）

・サンプル１ （オープニングの様子）

・サンプル２ （進行中。 ALSに関する話題）

－ 170 － － 171 －



「あの声」でなければならない、そんな思いに応えます

東京

再び、放送の様子（動画）

•サンプル３（エンディング：動画）

－ 172 －



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（福岡会場） 開発及び利用報告 

                   

バス用ヒアリングループシステムで 

「聞こえ」の保障 
 

株式会社ソナール 

緒方 正平 氏 

－ 173 －－ 172 －
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シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（東京会場） 開発及び利用報告 

がん検診の「言葉の壁を」ＩＴで打破！

～聴覚障がい者向けＸ線検査支援システム～ 

株式会社アイエスゲート 

宮田 充 氏 

－ 179 －



confidentialCopyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 

『がん』について
第１話「がんってなに？」
動画をご覧ください

＜映像教材＞日本対がん協会
文部科学省選定 がん教育アニメ教材「よくわかる！がんの授業」
https://www.jcancer.jp/cancer-education/material09.html

2

（多言語 Ｘ線検査支援システム）

がん検診の「言葉の壁」をITで打破！
～聴覚障がい者向けX線検査支援システム～

－ 180 －



confidentialCopyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 

開発の経緯について

4

＜出所＞山口利勝著 『中途失聴者と難聴者の世界見かけは健常者、気づかれない障害者』

X線検査
• 指示が聞こえない
• 室内は暗い為、書いてくれる文字

も見えない

病院に行かない

聴覚障がい者にとって病院は利用困難

『聴覚障害者の施設環境改善に関する研究 : その1 聾者と中途聴覚障害者からみた施設バリアの要因』
高橋 儀平,他 日本建築学会計画系論文集 Vol. 67 (2002) No. 557 p. 181-187より

Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd. confidential 3
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聴覚障がい者や外国人の方々向け支援研究開発

２０１５年 6月 東京都経営革新計画承認 「ｸﾗｳﾄﾞ型多言語医療問診支援ｼｽﾃﾑの開発」
平成26年補正 ものづくり･商業･サービス革新補助金採択

２００８年 2月 東京都経営革新計画承認 「聴覚障がい者向け診療支援システムの開発」

２００９年 9月 独立行政法人中小企業基盤整備機構のベンチャー挑戦 支援事業 採択
「聴覚障がい者向け診療支援システムWeb版の製品開発の事業化」

２０１１年 9月 「ヘルスライフパスポート（多言語医療問診支援システム） 」研究開発開始

２０１２年 2月 Tablet Solution Award 2012 協賛企業賞（富士通株式会社）受賞

２０１６年 6月 「聴覚障がい者向けｸﾗｳﾄﾞ型Ⅹ線検査支援ｼｽﾃﾑ」の
開発とｻｰﾋﾞｽ提供

２０１７年 6月 「手話ｱﾆﾒｰｼｮﾝを用いた聴覚障がい者向けⅩ線検査支援ｼｽﾃﾑの
追加機能開発とサービス提供」

２００５年 9月 聴覚障がい者向け診療支援システム 「診療ナビゲーター」 研究開発開始

聴覚障がい者向け診療支援システム

多言語医療問診支援システム

聴覚障がい者向け胃部X線検査支援システム

Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 

２０１８年 6月 「聴覚障害者向けＸ線検査支援システムの追加機能開発
および放射線治療支援システムの開発」

２０１２年 4月 Android Application Award 2012 復興奨励賞受賞

＜国立研究開発法人情報通信研究機構 情報バリアフリー 事業に採択＞

２０１9年 ７月 「聴覚障害者向けX線検査支援システム追加機能の手話対応
および心臓CT検査支援システムの開発」

【Ｓ評価】

【Ｓ評価】

【Ｓ評価】

confidential 6
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東京都の認定商品に選ばれました！

都内中小企業の新規性の高い優れた新商品及び新役務(ｻｰﾋﾞｽ)
平成30年度 新事業分野開拓者認定制度（東京都トライアル発注認定制度）

confidentialCopyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 8
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開発技術

•聴覚障害
•多言語

福祉工学

•聴覚障害
•支援研究

医療現場

•放射線技師
•実績と経験

開発技術

•聴覚障害
•多言語

•聴
•支援研究

アイエスゲートの 強みを活かした

confidential 7
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＜検査を受ける側＞
・指示の言葉が聞こえない(聴覚障害者)
・指示の日本語がわからない(外国人)
・左右がわからなくなる（健聴者）

＜検査をする側＞
・指示の言葉が伝わらない
・プロテクターを着て
検査室内で補助をしながら撮影

胃部X線検査における現状の課題

confidential 10

Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 

X線検査：一方向のコミュニケーション

検査指示→音声→聞こえる→理解する→動作

confidential 9
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良い画像

被検者の

理解と協力理解と協力

検査者の

知識と経験と技術

画像表示媒体の品質と精度

造影剤等の適切な使用

精度管理されたＸ線装置

より良いX線検査を行うためには？

12

Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 

紹介動画をご覧ください

confidential 11

https://www.isgate.co.jp/e-kensa-navi/
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confidential

『e－検査ナビ』体験者の感想(被検者側）
＜聴覚障がい者の方々＞
・バリウム検査は、指示がわからないからいつも
困っている。このようなシステムがあると助かる。

・イラストと文字でわかりやすい。

・このようなものがあるとは知らなかった。これがあると

検査を受けやすくなるから普及してほしい。

・全く聞こえないので、胸のレントゲン検査は何とかなっても、

バリウム検査はいつも断られていた。

色々なところで使われるようになってほしい。

Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 14
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検診車設置例 施設据置設置例 導入状況

全国13施設19台 導入

『e－検査ナビ』設置例・導入状況

13
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導入施設からの評価

聴覚障害のある方、難聴の方にたいして

モニタに検査指示を表示させ健常者と同様
な検査(質を落とさずに)が実施可能。

また、多言語音声、表示が可能であり、
外国人の方に対しても日本人と同様な
検査(質を落とさずに)が実施可能

confidentialCopyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 16

confidential

『e－検査ナビ』体験者の感想(被検者側）
＜健聴者の方々＞
・バリウムの検査を受けた時に右や左が途中でわからなくなる。

聞こえない人だけではなく聞こえる人にも良いと思う。

・日本語がわからない外国人の方々にも役に立つのでは

・少し右など体の向きの程度が

どれくらいかがわかりやすい

・バリウム以外の他の検査でも役に立つと思う。

・これからはバリアフリーの時代だから、このような

システムがどこでも当たり前に使用されるように
なると思う。

Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 15
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【表彰】東京都ベンチャー技術特別賞！
東京都主催の世界発信コンペティションにおいて
中小企業が開発した革新的で将来性のある製品・技術と評価

confidentialCopyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 

2019年 世界発信コンペティション製品・技術部門

18

導入施設からの評価
聴覚障害や言語支援を必要とする受診者に対し
て、技師が検査室に入り表示カードで検査指示
を行っていたが、当システム導入により
検査室内で対応する技師および、

その被ばくもなくなったことと、多言語

機能により付添いの方による通訳の必
要もなくなった(付添いの方の負担軽減)

confidentialCopyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 17
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受診率の向上
住民のQOLの向上
医療費削減(早期発見による)

耳が聞こえづらい方々の集団検診の仕組み化

耳が聞こえづらい
方々

集団検診
の

仕組み

胃がんの早期発見
安心して受診
ＱＯＬの向上

質の高い検査の提供
受診者満足度の向上
新たな受診者

Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 

地方自治体

20

confidentialCopyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 

社会貢献活動

導入先医療機関の方々と一緒に
新たな仕組みづくり

19
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e-検査ナビ シリーズの紹介

confidential 22

https://www.isgate.co.jp/e-kensa-navi/
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耳が聞こえづらい方々への『がん教育』

＜教材名＞文部科学省選定のがん教育アニメ映像教材「よくわかる！がんの授業」
（企画・制作：公益財団法人日本対がん協会 監修：中川恵一・東京大学医学部附病院放射線科准教授）
＜聴覚障害者向け字幕・手話付加協力＞社会福祉法人 聴力障害者情報文化センター

Ｘ線検査支援システム『ｅ-検査ナビ シリーズ』の収益金の一部を使用した
聴覚障がい者の方々への医療に関する情報保障の一つとして字幕と手話を付ける社会貢献活動

21
https://www.isgate.co.jp/contribution/
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3台

4台
７台

1台 1台 ３台

全国 ６/８地域 13施設１9台 導入（販売開始2017.7～）

confidentialCopyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 

だれもが どこでも

安心して 良い検査

指示内容が「見える」

「多言語」文字・音声対応！

ご清聴ありがとうございました

24

confidential
Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 

【出展中】デモ・体験が出来ます！

23
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シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（東京会場） 開発及び利用報告 

排泄支援ロボット          

「ロボスネイルＯＶＥＲ」の開発 
 

リョーエイ株式会社 

平野 卓哉 氏 
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シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（東京会場） 開発及び利用報告 

排泄支援ロボット          

「ロボスネイルＯＶＥＲ」の開発 
 

リョーエイ株式会社 

平野 卓哉 氏 

活動の背景
会社紹介
ロボスネイルとは

価値観を共有
国立研究開発法人国立長寿医療研究センター
との連携開発
「ニーズシーズ連携協調協議会」 開発プロセス
「聴こえ」支援

今行動する理由
ロボット介護機器開発パートナーシップに参加して
ロボットの機械安全
開発活動によりリョーエイの技術シーズへ繋げる

シーズ・ニーズマッチング
交流会２０１９

排泄支援ロボット
「ロボスネイルＯＶＥＲ」の開発

リョーエイ株式会社

技術部 平野卓哉

障害者自立支援機器

－ 192 － － 193 －



1-1 会社紹介
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歩行器
手押し車型歩行器
介助式歩行器寄り添って歩ける

車イス
自走式・介助式
歩いて疲れたら座れる
日常生活・トイレへの動線をアシスト

充実のオプション
電動車イスシステム
マイク会話システム
自走式・介助式両用

自分の足でもっと歩きたい！を叶えます 健康寿命を延ばしましょう

杖があれば歩ける方にもっと転倒のリスクの少ない杖をつかって頂きたい！

ころばぬさきのロボスネイル

前面ﾌﾘｰで活動の拡大 大きなタイヤが小回りの決め手

使う人に余地を残すデザインとしたい。シンプルスリムフレーム使う人に余地を残すデザインとしたい。

1
使う人に余地を残すデザインとしたい。

1-
使う人に余地を残すデザインとしたい。使う人に余地を残すデザインとしたい。

1-2
使う人に余地を残すデザインとしたい。シンプルスリムフレーム使う人に余地を残すデザインとしたい。使う人に余地を残すデザインとしたい。

ロボスネイルとは

11-1-2 ロボスネイルとは

－ 194 － － 195 －



モビリティロボット

福祉 介護分野

重点分野が介護

モビリティロボット
移動支援機器
ロボスネイル開発

国立長寿医療研究センターとの連携

ロボット介護機器開発
パートナーシップに参加

杖があれば、少しのつかまりがあれば
トイレへ移動できる、腰掛られるをアシスト

スペースフリートイレ

衣類を下ろす間
の立位保持

垂直手摺り

左右片麻痺対応の

両サイド取手有りトイレ
トイレ

前面からアクセスして
手すりに持ち替える

11-1-2 ロボスネイルとは

－ 196 －



高齢者

一年間

２０％

転倒を経験
骨折・転倒
６５歳以上

介護が必要と
なった １２２％

７６％ ベッドサイド居室

立ち上がり・歩き出し

「トイレ」
アクセス

介護項目の中で
「他人の世話になりたくない」
項目１位

トイレ動作
生理的行動・動かざるをえない
十分覚醒していない

高齢者高齢者高齢者

「ニーズシーズ連携協調協議会」

認知症

健常高齢者
高齢者
認知症

・骨折
・転倒

・機能予後
・生命予後

リスクが高い 悪い

自分でやりたい できる

国立長寿医療研究センターとの連携

－ 196 － － 197 －



「後ろ向き」からアクセスして手す
りに持ち替えて「前向き」で手洗い

「後ろ向き」 「前向き」

「後ろ向き」「前向き」

「引いて歩く」 「押して歩く」

ロボスネイル
「前向き」
からアクセスして着座してそ
のまま「後ろ向き」で手洗い

車椅子
になります。

て手す

開発プロセス

果たすべき役割

解決すべき課題への対応案 要素技術

認知症の方
ＡＩ

・転倒予防

安全なトイレ誘導

・介護量軽減

有用であること

排尿察知⇒感知

トイレ

尿意を検知してベットに迎
えに行くロボスネイル

ストッピングロボット

立ち上がり・歩き出し
を少しだけ待ってもらう。

たすべき役割果たすべき役割たすべき役割たすべき役割

「ニーズシーズ連携協調協議会」

話掛けて
確認

排尿意図

医療介護現場のニーズ

有用性の高い介護ロボット開発

移動介助ロボット
「ロボスネイル」

－ 198 －



類似する機器との違い

・人の立つ位置と歩行車の回転軸が近いことで方向転換時の安定性が高まる。

・協議会構成員以外の現場 施設の臨床で働く作業療法士、理学療法士
の方に、患者や利用者を想定してワーキングも行いました。

「ニーズシーズ連携協調協議会」

モニター評価の状況

・協議会構成員のメンバーにてシミュレーションを実施。

・便器の直上までアクセスできる歩行車は他にはない。

・前方への急な加速を検知しブレーキをかける歩行車はあるが、側方へバラン
スを崩したことを検知して制御する機能は既存の歩行車にはない。また動作の
異常に対して音や歩行車の操作に弱い抵抗を感じるように制御を加えることで
使用者に気づきを促す機能は既存のものにはない。
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難聴者への
「聞こえ」支援活動

ことラボ

代表 小松高廣

－ 200 －
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Ａ 基本安全規格
基本概念,設計原則

Ｂ グループ安全規格
広範囲の機械類で利用できる規格

C 個別機械安全規格
特定の機械に対する詳細な安全要件

• 国際安全規格

 基本安全規格

 リスクアセスメント規格 （ ）

 機能安全規格 （ ）

 生活支援ロボット

 システム安全規格

発行

ステップメソッドにもとづく保護方策

本質的安全設計方策

安全防護および追加保護方策

使用上の情報

本質的安全設計方策

本質安全設計支援ツールの開発

生活支援ロボットの開発において

に示される危険源リスト

人が関わる部分ヒューマンエラー

機械の同定とは違いがある

生活支援ロボットは本質的安全

のリスクを除去することで

とらえられない分野
ロボット運用の安全

（ ）

設計原則

具体的な要求

ロボットの機械安全

ニーズの把握方法

試験検証方法を開発
安全性を満たすための
性能を定義

機能安全規格

目標とする効果の定義

ロボット介護機器開発パートナーシップに参加して•AIST
独立行政法人

産業技術総合研究所

資料
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活動の背景

リョーエイの技術⇒高齢化社会を豊に、

人の役にたつモノをつくることが最大のテーマ

価値観を共有

開発のステップ

病院⇒施設⇒自宅 （在宅）ロボッテックスマートハウス

国立長寿医療研究センター 開発パートナー

今行動する理由

開発活動によりリョーエイの技術シーズへ繋げる

ＡＧＶ自律走行
オンライン地図生成

・磁気誘導線
・天井、側壁にマーキング
・レーザスキャナ追尾
・赤外線センサ マーキングテープ
・レーザー誘導式

工場
環境整備が必要ない
協働ロボット

開発活動によりリョーエイの技術シーズへ繋げる

－ 206 －



 
 

活動報告 
【大阪会場】令和元年１２月１７日（火）１３：３０～１４：５０ 

大阪マーチャンダイズマート 2F A ホール内 

【福岡会場】令和２年 １月１４日（火）１３：３０～１４：５０ 

福岡国際会議場 2F 多目的ホール内 

【東京会場】令和２年 ２月１２日（水）１３：３０～１４：５０ 

ＴＯＣ有明 ４Ｆ コンベンションホール WEST 会場内 

 

シーズ・ニーズマッチング交流会 2019  

併催イベント 

配布資料 

公益財団法人テクノエイド協会 
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シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（大阪会場） 活動報告 

石川県における支援機器を用いた 

自立支援の取り組み 
～自立支援機器普及アンテナ事業の活用～ 

石川県リハビリテーションセンター 

寺田 佳世 氏 

－ 208 －－ 208 －





３．センターの組織体制
石川県リハビリテーションセンター

県
リハビリテーション
支援センター

難病相談・支援
センター

高次脳機能障害
相談・支援センター

工業試験場

リハビリ
テーション
センター

土木部
建築住宅課
土

バリアフリー
推進工房

企業・行政

福祉用具や

ユニバーサル

デザイン製品

・環境の開発

障
害
の
あ
る
方
・高
齢
者

連携 研究開発支援支援

身体障害更生相談所 （補装具相談）

連
携

庶務課 （事務管理）

支援課

県リハビリテーション
支援センター

・地域リハビリテーション推進事業
・リハビリテーション研修事業
・福祉用具研修・普及事業
・リハビリテーション技術支援

ネットワーク構築事業

・医師：１名（兼務）

・作業療法士：７名
・理学療法士：１名
・ソーシャルワーカー：１名
・リハ工学エンジニア：４名

（うち２名兼務）

バリアフリー推進工房 ・バリアフリー推進工房事業

難病相談・支援センター ・難病相談・支援センター事業

・保健師：４名
・心理相談員：１名

高次脳機能障害相談・
支援センター

・高次脳機能障害支援体制整備事業

連
携

２．センターの組織
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種目 数

【治療訓練用具】
【義肢・装具】
上肢把持装具、スプリント等
【パーソナルケア関連用具】
排泄・入浴用具等
【移動機器】
歩行車、車椅子、電動車椅子、
移乗機器、移乗用具、車椅子付
属品、車椅子クッション
電動操作インターフェース等
【家事用具】
家事用具、食事用具等

２０種
８０種

２００種

８００種

２００種

種目 数

【家具・建具・建築設備】
手すり、段差解消機、階段昇降
機、座位保持装置等
【コミュニケーション関連用具】
重度障害者用意思伝達装置、携
帯用会話補助装置、スイッチ、
特殊マウス、特殊キーボード等
【操作用具】
自助具等
【環境改善機器・作業用具】
【レクリエーション用具】
【その他】

３５０種

４００種

２００種

２０種
５０種
３０種

【機器の入手・更新方法】

○県の予算で入手。

○補装具等の適合のための試用評価に必要な用具を整備。

○個別ケースの技術支援に部品等を調整し、試用対応できる道具を整備。

5 設備・展示品（１）

医療機関
福祉施設
教育機関
就労施設等

保健福祉センター更生相談所

住 民

地域包括支援センター

市 町

リハビリテーションセンター
・県リハビリテーション支援センター
・難病相談・支援センター
・高次脳機能障害相談・支援センター
・バリアフリー推進工房

基幹相談支援センター

（委託相談支援事業所）

４．地域リハビリテーションの支援体制
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６ 具体的取組内容

●住宅改修プランや福祉用具の試用検討を行うバリアフリー体験住宅「ほっとあんしんの家」

●生活動作に適した福祉用具を選択するための試用検討を行う福祉用具
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③ 高校進学のための学校で利用する福祉用具等の技術支援
（教育委員会、学校との連携）

（１）障害のある方への自立に向けた直接支援
（日常生活、就学、就労に関する技術支援、福祉用具の適合、住宅環境調整に関する技術支援等）

① 自立度の高い就学を実現するための技術支援（市、相談支援専門員との連携）

●中学校入学に向けての環境と動作の確認●小学校生活を自立的に営める支援

●リーチャー製作●車椅子の改造と適合 ●トイレキャリー改造●介助軽減する移乗機器利用

② 一人暮らしと就労を実現するための技術支援（市、相談支援専門員との連携）

－ 212 － － 213 －



⑤ Ｈ30年度 相談・支援件数

個別ケースに対する相談・支援事業 1,763件
①福祉用具の適合や住環境調整による自立支援
②日常生活動作（ＡＤＬ：食事、排泄等）、生活関連動作（ＩＡＤＬ：家事、
金銭管理等）の自立を促す支援

③健康管理、機能低下や変形、生活不活発の予防に関する支援
④障害者の自動車運転に関する支援 等

講師及び連絡会等への参加等（事業支援） 58件

926
431

25
108

58 福祉用具の適合や住環境調整による技術支援

ＡＤＬ・ＩＡＤＬの自立支援

健康管理、機能低下や変形の予防に関する支援

障害者の自動車運転への支援

事業支援

④ 自動車運転を実現する動作指導、自動車改造の支援
（県免許センター、自動車学校との連携による運転支援）
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神経難病神経難病
筋萎縮性側索硬化症の方

支援支援からみえてくるからみえてくる
ニーズ

取り組み動機

（２）福祉用具の開発や施設環境等の
ＵＤに関する相談支援

在宅環境で利用できる
電動姿勢変換機能付き電動車椅子の研究開発
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● 除圧や血圧調整、作業に応じた姿勢調整

→ 自身で姿勢変換できる電動姿勢変換機能が

必要

● 在宅内狭所等での自立的な移動を実現

→ 軽量化・小型化・旋回性向上が必要

姿勢変換・屋内移動しやすい電動車椅子の開発

■開発の目的

自身で姿勢調整が困難な電動車椅子ユーザ

⇒ 在宅環境等での自立的な生活をめざす

目標

脳性まひの方
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①開発の背景：支援データ分析（身体機能面）

● 移乗

ＡＢＳ

● 姿勢変換

電動姿勢変換

手動姿勢変換

介助立位

移乗
36%

介助平行移乗
21%

介助リフト

移乗
41%

座位移乗
2%

● 姿勢保持

張り調整
35%

ＡＢＳ
14%

モールド
34%

完成用部品
14%

他
3%

電動姿勢

変換

75%

手動姿勢

変換

25%

介助立位移乗や介助平行
移乗で半数以上

● 姿勢変換 全てのケースで背の姿勢保持
を検討

全てのケースが自分での姿勢変換を希望

過去10年（2004年～2014年）の電動車椅子支援 93人 このうち

姿勢変換機能（ティルトやリクライニング）検討ケース 58人（63.4％）

■開発の背景

姿勢変換機能が必要な58ケースについてデータ分析

21

14

10

4 3
1 1 1 1 2

0

5

10

15

20

25
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在宅で利用が７割
（地域性？）

車載のための工夫が必要

● 主な使用環境 ● 車載のための工夫

③開発の背景：支援データ分析（環境面）

在宅
70%

施設等
28%

外出用
2%

車載工夫

必要

66%

車載工夫

不要

34%

・1/3以上が小型JS等の
多様入力装置

・標準JSを使う場合でも、
ほとんどが作動力調整
等の工夫が必要

・半数近くが姿勢変換や
電源操作の工夫が必要

26
45%

20
34%

12
21%

33
57%18

31%

７

12%

走行操作装置

標準
スイッチ改造

セレクタ装置

姿勢変換/電源操作装置

9
16%

28
48%

21
36％

標準ＪＳ

標準ＪＳ
工夫

多様入力

走行特性調整

標準
調整
（モード変更）

調整（オーダー調整）

・旋回操作等が難しく、
半数以上で走行特性
調整が必要

②開発の背景：支援データ分析（身体機能面）

● 操作
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■方法Ⅰ モニター検証による必要条件の整理

● モニターの概要

● モニターの選定
対象：起立性低血圧や座位耐久性低下等により姿勢変換機能を

必要とし、在宅環境に対応した軽量コンパクトな電動車
椅子を要望している電動車椅子ユーザ

ユーザA ユーザB ユーザC ユーザD ユーザE

頸髄損傷/女
脳性麻痺 /

男
筋ジストロ
フィー /女

筋ジストロ
フィー /男

筋ジストロ
フィー /男

56歳/159cm 57歳/169cm 65歳/148cm 44歳/178cm 74歳/170cm

介助座位
（移乗ボー

ド）

本人 標準形 手動車椅子 標準形 簡易形 手動車椅子

EWC 後輪駆動 後輪駆動 後輪駆動 後輪駆動 後輪駆動

タイプ 電動ティルト

＋電動リクラ

現状の 不良 不良

問題点 ● ● ● ● ●

●

● ● ● ● ●

特殊入力 特殊入力

なし

姿勢保持の状況

痛み・耐久性低下

起立性低血圧

住環境との不適合

その他

介助立位・
リフト

リフト 介助立位

標準形・簡易形

駆動方式

姿勢変換機能 手動ティルト 電動リクラ なし

対象ユーザ

疾患／性別

年齢／身長

移乗方法 リフト

ポリオ後遺
症／男

開発を開発を目指す電動目指す電動車椅子に開発を目指す電動目指す電動目指す電動車椅子に車椅子に
必要な条件整理

車椅子に車椅子に
必要な条件整理必要な条件整理と仕様と仕様と仕様検討

研究開発の経過①
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ユーザに応じた条件 試作機の設計仕様

移
乗

・介助立位移乗、平行移乗等
を行いやすいシート高、
シート角度であること

・前座高41cm程度 （クッション込50cm以下）
・シート角度-3°程度 前傾ティルト
・フルフラット近くまでリクライニング

姿
勢

・不安定な座位姿勢を保持し、
操作能力を有効に発揮でき
ること

・自分で姿勢変換をおこない
除圧や血圧調整等が可能で
あること

・自在な姿勢設定
電動ティルト機構（-3～30°程度）
電動リクライニング機構（90～160°程度）

・姿勢保持や変換機能に対応したフレーム形状
・バックサポート張り調整、座位保持装置完成用部
品等を効果的に活用

・フットサポート高さ・前後・角度およびアームサ
ポート高の調整

移
動

・姿勢への悪影響が小さい
走行特性であること

・中輪駆動による加速度、減速度の走行性向上

操
作

・身体特性に応じた多様な操
作力、操作範囲の調整がで
きること

・小型ジョイスティックや簡易１入力スイッチ等の
多様インターフェースを接続
（前後左右操作感度の不感帯）

・操作力に応じた操作位置、操作感度の調整

■結果Ⅰ ①必要条件と設計仕様（身体機能面）

●ティルト前傾 ●標準 ●ティルト後傾 ●ティルト後傾＋リクライニング

姿勢 ・電動姿勢変換を自身で操作（ティルト-3～32°リクラ90～170°）
バックサポートが165°（調整可）で自動停止

・必要に応じて姿勢支持具（張り調整 ABS 完成用部品等）適用
・フットサポートの配置調整（前後・高さ・角度調整）

移動 ・在宅環境での自操 （多様な操作インタフェース装着可）

移乗 ・介助立位移乗に対応（前座高 クッションなし41cm）

環境 ・在宅環境での活用（全長92cm 重量39kg 最小旋回半径60cm）
・福祉車両への乗り込み（全幅59cm 全高120cm）

●必要条件検討のための評価機器（委託加工）

ティルト回転軸をシート前方部に配置（座背交点より25cm前方）
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条件を条件を満たす試作機満たす試作機の製作と満たす試作機の製作との製作と
モニター
の製作と
モニターモニター検証

研究開発の経過②

環境に応じた条件 試作機の設計仕様

サ
イ
ズ

・狭い在宅環境で移動可能な左右幅、前後
長であること

・福祉車両への乗り込みがしやすいこと

・全幅54cm以下
・全長95.5cm以下
・座面高41㎝以下

移
動
性

・狭い在宅環境で旋回できること
・生活に必要な屋外移動ができること
・介助移動しやすいこと

・中輪駆動による最小旋回半径
59.5㎝

・床面からクリアランス8㎝と
６°の登坂能力、4㎝の段差
乗越え

重
量

・木造建築床面の耐荷重をクリアすること
・車載リフトやホームエレベータ、段差解消

機の利用可能なこと
・介助移動等で介助者が扱いやすい重量であ
ること

・重量50kg以下

②必要条件と設計仕様（環境面）
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■方法Ⅱ ①試作機でのモニター検証

対象ユーザ ユーザＦ ユーザＧ ユーザＨ ユーザＩ ユーザＪ ユーザＫ

疾患／性別
頸髄損傷

/女
頸髄損傷

/男

脳性麻痺
（痙直）

/女

脳性麻痺
（痙直・アテ
トーゼ）/男

筋ジストロ
フィー /女

ポリオ後遺症
・脳卒中 /男

年齢／身長cm 58歳/159 48歳/164 49歳/154 60歳/157 69歳/150 75歳/161

移乗（機器等）
人的介助
（リフト）

人的介助
（立位）

人的介助
（立位）

人的介助
（立位）

人的介助
（簡易移乗
機）

人的介助
（移乗ボー

ド）

本人用EWC
座位変換形
(電動R&T)

簡易形 標準形 標準形 簡易形 座位変換形
(電動昇降）

現

状

の

問

題

姿勢保持 不良 不良 不良 不良 不良

痛み・耐久性低下 ● ● ● ● ● ●

起立性低血圧 ● ●

住環境不適合 ● ● ● ● ●

その他 移乗不良 特殊入力

● モニターの概要

製作した試作機

●ティルト前傾 ●標準 ●ティルト後傾 ●ティルト後傾＋リクライニング

移乗 ・介助立位移乗､介助平行移乗等に対応(前座高40cm フルリクラ)

姿勢 ・電動姿勢変換を自身で操作(ティルト-3～30°リクラ90～160°)

・骨盤支持(側方＋後方)、胸背部支持(肩甲帯の可動性)

移動 ・安定性を確保する車輪配置（後輪駆動方式）
・座席前方スライド機構により在宅環境対応

▶ 軽量コンパクト(重量40kgf 全長90cm 最小旋回半径70cm)

・多様な操作インタフェースと操作調整
・福祉車両への乗り込み（全幅54cm）
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■結果Ⅱ ①試作機のモニター検証結果：移乗

※評価欄の記号は各ユーザの主観評価 ◎：良好 ○：普通（可） △：不良 ×：不可

全ユーザが概ね良好の評価
・低座面高･前傾ティルトにより確実に足底接地し、安全な

介助立位移乗可能

・リフトや簡易移乗機、移乗ボード利用可能

対象ユーザ ユーザＦ ユーザＧ ユーザＨ ユーザＩ ユーザＪ ユーザＫ

疾患 頸髄損傷 頸髄損傷
脳性麻痺
（痙直）

脳性麻痺
（痙直・アテ）

筋ジストロ
フィー

ポリオ後遺症
・脳卒中

移乗（機器等）
人的介助
（リフト）

人的介助
（立位）

人的介助
（立位）

人的介助
（立位）

人的介助
（簡易移乗機）

人的介助
（移乗ボード）

本人用EWC
座位変換形
(電動R&T)

簡易形 標準形 標準形 簡易形
座位変換形

(電動昇降）

評価項目 本人 試作 本人 試作 本人 試作 本人 試作 本人 試作 本人 試作

移乗 ◎ ◎ ◎ ○ △ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

検
証
結
果

②試作機のモニター検証

在宅生活を想定した場面において、本人用電動車椅子と試作
機を試用し、リハ専門職による状況観察とユーザの主観評価
から比較を行う

● 検証方法

移乗：車椅子とベッド間の移乗（本人および介助者の動作）

姿勢：姿勢保持と姿勢変換（走行姿勢､休息姿勢､作業姿勢）

移動：在宅環境での走行（扉開閉･ベッドへの移動と寄付き）

狭所での旋回性（廊下幅75cmのコーナー通過）

● 検証場面

移乗 姿勢（走行、休息） 移動（扉開閉・ベッド寄付き、コーナー通過）

※日本生活支援工学会倫理審査委員会・倫理審査承認
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・発進のスムーズさや操舵反応が不十分

・旋回性は試作機の方がやや良かったが
更なる向上が求められる

・特殊インタフェースは利用できたが、
操作性は不十分

対象ユーザ ユーザＦ ユーザＧ ユーザＨ ユーザＩ ユーザＪ ユーザＫ

疾患 頸髄損傷 頸髄損傷
脳性麻痺（痙

直）

脳性麻痺
（痙直・アテ）

筋ジストロ
フィー

ポリオ後遺症

・脳卒中

移乗（機器等）
人的介助
（リフト）

人的介助
（立位）

人的介助
（立位）

人的介助
（立位）

人的介助
（簡易移乗機

移乗ボード

本人用EWC
座位変換形
(電動R&T)

簡易形 標準形 標準形 簡易形
座位変換形

(電動昇降）

特殊入力

評価項目 本人 試作 本人 試作 本人 試作 本人 試作 本人 試作 本人 試作

走行操作 ◎ ○ ○ △ ◎ △ ◎ △ ◎ ○ ○ △

旋回機能 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎ ◎ △ △

[75cmコーナー] × △ △ △ × ○ ○ △ ○ ○ × ×

※幅員75cmコーナー通過 ○：通過可能 △：接触して通過可能 ×：通過不可

検
証
結
果

後輪駆動から中
輪駆動に変更し
改善を目指す

③試作機のモニター検証結果：移動

※評価欄の記号は各ユーザの主観評価 ◎：良好 ○：普通（可） △：不良 ×：不可

姿勢保持は概ね良好で乗慣れた本人用と同等以上の評価
・各部寸法調整範囲、骨盤支持･胸背部支持良好

走行･休息･作業の各利用角度を満たして姿勢変換可能
・頚損の血圧調整のためのリクライニング姿勢など

対象ユーザ ユーザＦ ユーザＧ ユーザＨ ユーザＩ ユーザＪ ユーザＫ

疾患 頸髄損傷 頸髄損傷
脳性麻痺
（痙直）

脳性麻痺
（痙直・アテ）

筋ジストロ
フィー

ポリオ後遺症

・脳卒中

年齢／身長 58歳/159cm 48歳/164cm 49歳/154cm 60歳/157cm 69歳/150cm 75歳/161cm

移乗（機器等）
人的介助
（リフト）

人的介助
（立位）

人的介助
（立位）

人的介助
（立位）

人的介助
（簡易移乗機）

人的介助
（移乗ボード）

本人用EWC
座位変換形
(電動R&T)

簡易形 標準形 標準形 簡易形
座位変換形

(電動昇降）

評価項目 本人 試作 本人 試作 本人 試作 本人 試作 本人 試作 本人 試作

姿勢保持 ○ ○ ○ ○ △ ◎ ○ ○ △ ○ ○ ○

[不良箇所] 背強度 背強度

姿勢変換 ◎ ◎ なし ◎ なし ◎ なし ◎ なし ◎ なし ◎

検
証
結
果

※評価欄の記号は各ユーザの主観評価 ◎：良好 ○：普通（可） △：不良 ×：不可

②試作機のモニター検証結果：座位と姿勢変換
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④製品化検討モデル（中輪駆動）
安定性、走行操作性、旋回性を重視 中輪駆動モデルの開発へ

フレーム材質：スチール ティルト角度 ：-3～30°

重量 ：50kgf リクライニング角度：90～160°

最小旋回半径：608mm ※水平に対して170°で停止

完成品モデルで完成品モデルでのモニターのモニター検証商品化に向けた商品化に向けた
機器開発

－ 224 － － 225 －



移動を諦めることなく移動を諦めることなく
自立度の

移動を諦めることなく移動を諦めることなく
自立度の自立度の高い生活

移動を諦めることなく
高い生活高い生活を送るには今後の展開

⑤製品化検討モデル（中輪駆動）

●ティルト前傾 ●標準 ●ティルト後傾 ●ティルト後傾＋リクライニング

ティルト後傾
～30°

レールに沿って
前方スライド
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③ 県立図書館のユニバーサルデザイン支援 （県土木部との協働）

ユニバーサルデザイン
支援を行った公共建築

・新県立図書館
・金沢港クルーズターミナル
・新兼六駐車場
・東京国立近代美術館・工芸館
・森林公園三国山園地キャンプ場
・新幹線小松・加賀温泉駅

等

■微弱操作力・微小操作範囲に適した操作インタフェースの検討

スポンジ状触覚センサーを利用した操作インタフェースの研究
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① リハビリテーション技術普及研修
●リハビリテーション医療専門職研修 年３回
【研修テーマ】
・頸髄損傷の在宅生活を見据えたアプローチの仕方 参加者：４９人
・地域で取り組む食支援について 参加者：８２人
・ＮＩＣＵ・ＰＩＳＵからはじまる小児在宅医療 参加者：５０人

●教職員リハビリテーション研修（県教育委員会連携）年１回
【研修テーマ】
・動作の苦手さを理解するために 参加者：１２１人
（小松瀬領特別支援学校との協同開催）

（３）福祉用具・住宅改修に関する教育・研修、普及事業

39

④ 企業や行政等への相談・支援件数
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Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

行政等へのＵＤ支援

企業への開発支援
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③ バリアフリー体験住宅の利用状況

●利用者数の推移 （人）

3,322 
3,620 

3,138 3,297 
3,516 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

●福祉用具活用研修
対象者：リハ専門職
・リハビリテーション専門職のためのコミュニケーション機器導入支援
参加者：３４人

●職場環境改善研修 （県長寿社会課と連携）
対象者：施設責任者及び施設職員 等
・利用者と職員にやさしい介護ロボット 参加者：５１人

② 福祉用具に関する研修
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④ふれあいフェスティバル（障害福祉課）･介護フェスタ（長寿社会課）へ出展

⑤ 医療･福祉職の学生､教職員を対象にした福祉用具の体験学習

●目的別利用件数の推移 （件）
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【 リハビリテーション技術支援ネットワーク構築事業 （県障害福祉課と連携）】

①障害（児）者の自立に向けた支援機関連携モデル事業

ケアマネ相談支援専門員

リハ専門職
（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ）

福祉用具
専門相談員等

建築士
エンジニア

②補装具等の適合・供給人材スキルアップ事業

●電動車椅子、オーダーメイド車椅子、座位保持装置、重度障害者用意思伝達装置の
４種目についてステップアップ研修を実施 （年間１種目ずつ４年間継続して実施）

●加賀・金沢・能登地区で開催 約３０人を対象とし４年間継続して実施

●リハセンターの指導により、加賀、金沢、能登地区の基幹相談支援センター等を
窓口としたモデル事業を実施（４年間継続）

リハセンター

より専門的な福祉用具・住環境
等の整備・活用による自立支援

●障がいのある方の「自立」
を視点においたリハ技術支
援計画の実践研修

●補装具等の適合、選定、
改良等の実践研修

スキルアップ事業の実施

地域での支援者同士のネット
ワークづくりによる相談支援
体制の連携強化

●リハ技術支援の指導
●成果普及報告会の開催

モデル事業の支援

（Ｈ２５～Ｈ２８実施）

（４）体制づくり

本人・家族

基幹相談支援センター等
●モデル事業の窓口

●合同ケース検討会の開催

居宅サービス事
業所等

訪問リハ事業所
（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ）

福祉用具サー
ビス事業所等

建築・製造
関連事業所

居宅介護支援
事業所（ケアマネ）

相談支援事業所
（相談支援専門員）

連 携

46

７ 自立支援機器自立支援機器
アンテナ事業の活用

－ 230 － － 231 －



１．各市町の相談支援事業所等が窓口となり、他機関との調整や福祉サービス・制度の
調整などコーディネート業務に対応し、リ ハセンターの役割はリハ専門職が対応する
技術支援に特化してきている。

２．在宅で暮らす障害者や難病の方を支援する上で、医療・福祉・介護の連携が不可欠
になっている。

３．在宅で実践的なリハビリテーション技術支援を提供できるリハ専門職は少ない状況で
あり、相談支援専門員等の福祉関係者との連携も十分とは言えない。

■ 課題

リハ
センター

リハ専門職
エンジニア

より難易度が高い
リハ技術支援

障害者自立支援協議会
１３地域

Ａ地域

Ｃ地域

Ｂ地域Ａ地域 Ｂ地域

障害

Ｃ地域

在宅リハビリテーション検討会 （Ｈ２９年度～） 48

①支援機関の連携体制づくり（Ｈ２５～Ｈ２８）

能美市［Ｈ２５年度］
①リハ技術支援検討会 等
・合同ケース検討会 ２事例 ・勉強会
②啓発・普及事業
・リハ技術支援研修会
③先進地視察

七尾市・中能登町［Ｈ２６年度］
①リハ技術支援検討会 等
・モデルケース ５事例 ・勉強会 １回
・合同ケース検討会 ２回
②啓発・普及事業
・特別講演会 ・市民健康まつり
③先進地視察

小松市［Ｈ２６年度］
①リハ技術支援検討会 等
・医療機関連携検討会 ２回 ・勉強会１回
②啓発・普及事業
・特別講演会 ・福祉用具展示
③先進地視察

かほく市［Ｈ２６年度］
①リハ技術支援検討会 等
・モデルケース ５事例 ・勉強会 ２回
②啓発・普及事業
・特別講演会

津幡町［Ｈ２６年度］
①リハ技術支援検討会 等
・合同ケース検討会 ３回
②啓発・普及事業
・特別講演会
③介護教室 等

羽咋市・志賀町・宝達志水町［Ｈ２７年度］
①リハ技術支援検討会 等
・合同ケース検討会 ２回
②啓発・普及事業
・羽咋郡市福祉施設マップ作成
③先進地視察

加賀市［Ｈ２７年度］
①リハ技術支援検討会 等
・リハセンター視察及び検討会 ・勉強会
②啓発・普及事業
・日常生活用品、補装具マニュアル作成

珠洲市・輪島市・能登町、穴水町
［Ｈ２７年度］
①リハ技術支援検討会 等
・合同ケース検討会 １回 ・勉強会１回
②啓発・普及事業
・特別講演、ＩＣＦ演習
③先進地視察

白山市［Ｈ２７年度］
①リハ技術支援検討会 等
・合同ケース検討会 １回
②啓発・普及事業
・特別講演会 ・福祉健康まつり
③先進地視察
④バリアフリー街づくりタウンチェック

金沢市［Ｈ２８年度］
①リハ技術支援検討会 等
・基幹相談支援センター全国大会の参加
②啓発・普及事業
・リハ技術支援研修会
③先進地視察

内灘町［Ｈ２８年度］
①リハ技術支援検討会 等
・合同ケース検討会 １回 ・勉強会 １回
②啓発・普及事業
・特別講演会 ・内灘町社会福祉大会

■ 障害（児）者の自立に向けた支援機関連携モデル事業

47
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石川中央東地区：３９名
（かほく市、津幡町、内灘町、金沢市）

・かほく中央病院訪問看護
リハビリテーションつばさ
・あさのがわ訪問リハビリ・
訪問看護ステーション
・済生会金沢訪問看護
ステーション
・訪問看護ステーション
つくし（城北）
・金沢西病院訪問看護ステー
ション

Ｈ29年度在宅リハビリテーション検討会

石川中央西地区：４４名
（白山市、野々市市、金沢市）

・南ケ丘訪問看護ステーション
・金沢赤十字訪問看護ステー
ション
・公立つるぎ病院訪問リハビリ
テーション
・ＫＫＲ北陸訪問看護ステー
ション
・悠輝会訪問看護ステーション
かがやき

能登中部地区：２２名

・恵寿総合病院
・町立富来病院
・町立宝達志水病院
・羽咋病院

能登北部地区：２１名

・珠洲市総合病院
・公立宇出津総合病院
・市立輪島病院
・公立穴水総合病院

南加賀地区：４１名

・訪問看護ステーション
リハケア芦城
・ほうじゅ訪問看護・
リハステーション緑ケ丘
・訪問看護ステーション
ややのいえ
・加賀のぞみ園
・加賀温泉ケアセンター・
加賀温泉リハビリ
クリニック

●検討会のプログラム●

・在宅リハビリテーションの
活動紹介
（子どもからお年寄りまで
様々な障害のある方への
在宅リハ支援が提供できる
事業所紹介）
・リハビリテーションセンター
の活動紹介
・在宅障害者の事例検討
・自立支援機器の活用体験
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Ｒ元年度在宅リハビリテーション検討会

石川中央東地区：４７名
（かほく市、津幡町、内灘町、金沢市）

・国立病院機構医王病院
・金沢医科大学病院
・浅ノ川総合病院
・済生会金沢病院
・ケアパック石川 リハビリ
訪問看護ステーション

・金沢湖南苑自立訓練こなん

Ｈ３０年度在宅リハビリテーション検討会

石川中央西地区：３６名
（白山市、野々市市、金沢市）

・国立病院機構 医王病院
・金沢脳神経外科病院
・金沢赤十字病院
・公立つるぎ病院
・訪問看護・リハビリステーションリハス
・金沢ふくみ苑 自立訓練 なでしこ

能登中部地区：３４名
・国立病院機構 七尾病院
・公立能登総合病院
・恵寿総合病院
・町立富来病院
・公立羽咋病院
・青山彩光苑 リハビリ
テーションセンター

能登北部地区：１７名
・国立病院機構 医王病院
・金沢医科大学病院
・公立能登総合病院
・恵寿総合病院
・市立輪島病院
・珠洲市総合病院

南加賀地区：２９名
・国立病院機構 石川病院
・加賀市医療センター
・やわたメディカル
センター

・芳珠記念病院
・小松ソフィア病院
・石川整肢学園
自立訓練 とらい

●検討会のプログラム●

・急性期・回復期リハ、神経
難病等専門病院、外来リハ、
訪問リハ、障害福祉自立訓
練事業所のリハ専門職から
の活動紹介
・リハビリテーションセンター
の活動紹介

（各地域での自立支援機器を
用いた事例の紹介）

・高次脳機能障害相談・支援
センターの紹介と事例提示
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■補装具等の適合・供給人材スキルアップ事業
●自立支援型サービスの視点を重視したプランニング実践研修 （３回１コースで修了）

Ｈ２５年度 ：金沢地区開催 延べ参加人数 ７１名 → 修了者 １９名
Ｈ２６年度 ：加賀地区開催 〃 ６１名 → 〃 ２１名
Ｈ２７年度 ：能登地区開催 〃 ５４名 → 〃 １３名
Ｈ２８年度 ：金沢地区開催 〃 １３８名 → 〃 ３８名

ケアマネ相談支援専門員
障害のある方の「自立」を視点においた
リハ技術支援計画の実践研修

●補装具に関する適合・製作等の実践的技術研修 （６回１コースで修了）

リハ専門職
（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ）

福祉用具
専門相談員等

建築士
エンジニア

補装具等の適合、選定、
改良等の実践研修

Ｈ２５年度 ：電動車椅子 延べ参加人数 ２３４名 → 修了者 ２６名
Ｈ２６年度 ：車椅子 〃 ４２０名 → 〃 ５０名
Ｈ２７年度 ：座位保持装置 〃 ３９５名 → 〃 ４０名
Ｈ２８年度 ：重度障害者用意思伝達装置 〃 ２８５名 → 〃 ３０名

自立支援機器活用支援事業 （Ｈ２９年度～）

②人材育成（Ｈ２５～Ｈ２８年度）

54
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●自立支援機器活用研修事業
自立支援機器・住環境適合研修 （３回１コース・レポート提出で修了）

リハ専門職
（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ）

福祉用具
専門相談員

自立支援機器及び住環境等の支援技
術を提供できるスペシャリストを育成す
るための実技研修

テーマ：車椅子 （定員 ２０名）
・リハ専門職（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ）コース ： 延べ参加人数６１名→修了者 １９名
・福祉用具専門相談員コース

③ 人材育成（２） （Ｈ29年度～）

●自立支援機器活用研修事業
自立支援機器情報交換会 （定期開催３回＋随時開催）

・シーティング用具（定期開催） 参加者 ３６名
・介護ロボット（定期開催） 〃 ４，２００名
・クッション（臨時開催） 〃 １６名
・コミュニケーション機器 （定期開催） 〃 ３２名
・車椅子部品 （臨時開催） 〃 ２１名
・軽量自走用（モジュール式）車椅子（臨時開催）〃 ２５名

ケアマネ相談支援専門員 メーカー等を囲んで、最新の自立
支援機器活用・設定・供給のため
の情報交換会を開催リハ専門職

（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ）
福祉用具

専門相談員等

当事者

② 人材育成（１） （Ｈ29年度～）

臨時開催案内：登録制

当センターのメールアドレス

iprc@pref.ishikawa.lg.jp

－ 236 －



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 

一人ひとりの自助具製作     
 

特定非営利活動法人自助具の部屋 

岡田 英志 氏 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（大阪会場） 活動報告 

－ 237 －－ 236 －



自助具とは

身体が不自由な人が、日常生活動作を
より便利に、より容易に できるように

工夫された道具です。

Selflf-f-help devices

ニーズ・シーズマッチング交流会

特定非営利活動法人自助具の部屋
代表理事 岡田英志

2019.12.17 

－ 238 －



自助具の発想と考え方

自助具の活用は、 「できないこと」 「不便なこと」
「困難なこと」 に、気づくことから始まります。

ペットボトルの蓋が

開けにくい

爪切りがうまく
使えない

箸がうまく

使えない

靴下が
履きづらい

自助具の発想と考え方
自助具の活用は、

「できないこと」

「不便なこと」

「困難なこと」

気づくことから始まります。

－ 238 － － 239 －



自助具の発想と考え方

ペットボトルの
蓋が

開けにくい

爪切りがうまく使
えない

箸がうまく
使えない

靴下が
履きづらい

ない

自助具の発想と考え方

使う人の立場で、

どうすればできるかを考えること

そして動作の観察と分析が必要です。

－ 240 －



自助具の活用事例
● リウマチのAさん

● 足先で絵を描くBさん

● 片手で薬を飲むCさん

● マウススティックを使いこなすDさん

● 自分でできるように頑張るEさん

● 頸椎を損傷したFさん

自助具の発想と考え方
○ 使えない自助具

○ 使いたくない自助具

大きい 重い 機能が複雑
危険な自助具

かっこうが悪い

使う人の感性が考えられていない

－ 240 － － 241 －



リュウマチのAさん
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足先で絵を描くBさん

－ 242 － － 243 －
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33本のマウススティックを使いこなす本のマウススティックを使いこなすDDDさん

片手で薬を飲む片手で薬を飲むCCCさん片手で薬を飲む片手で薬を飲むCCCさんさん
錠剤取り出し器＆受け皿

ブリスターパック

－ 244 － － 245 －



自分のことはできるだけ自分でする自分のことはできるだけ自分でするEE君自分のことはできるだけ自分でする
電動歯ブラシを使って歯磨き

みんなと一緒に給食が食べたいみんなと一緒に給食が食べたいEE君みんなと一緒に給食が食べたい
長柄スプーン・フォーク

２７０㎜

２６ｇ

－ 246 －



自助具の開発と自助具の開発と
製作ボランティア

●手の力の弱い人のための食事用自助具の開発

○ 使う人の好みや要望を反映したデザイン
（ ハート形の台付き爪切り ）

○ 身近な素材で、簡単加工の自助具作り

○ 自 助 具 づ く り の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ

『『自分でできる自分でできる』』そしてそして『『『人にしてあげられること人にしてあげられること』』の喜び

手の形に合わせたホルダー

頸椎を損傷したFさん

－ 246 － － 247 －



筋ジストロフィーの方のために
製作したフォーク

「手の力の弱い人のための食事用自助具」
の開発事例

筋ジストロフィーの方のために製作したフォーク

－ 248 －



刺しやすさの工学的解析
つまようじ先端形状を採用することで、刺しやすさを損なわずに、
鋭い先端によるケガの危険性を回避出来た

つまようじ先端形状の改良
型フォーク改良前フォーク

スティックフォークの問題点

（筋ジストロフィー患者を対象とした開発）

極度に鋭く突出した形状は視
覚的不安感を生んだ

筋ジストロフィーの患者に
合わせたグリップ部形状は
汎用性に欠けていた

－ 248 － － 249 －



■■様々な持ち方が出来るグリップ部の形状

グー握り

下から中指で支え、親指と下から中指で支え、親指と
人差し
下から中指で支え、親指と下から中指で支え、親指と
人差し人差し指で押さえて握る

上から握り込む

中指と人差し指で握るグー握り

下から中指で支え、親指と下から中指で支え、親指と
指で押さえて握る指で押さえて握る

上から握り込む

筋萎縮性側索硬化症（ALS）の方のために
製作したフォーク

－ 250 －



「ハート形台付き爪切り」の開発事例

見本サンプル

使って楽しくなる物に
して！

見本サンプル 明るく目を引く

色使いにして

デザインを考える

自助具の開発と自助具の開発と
製作ボランティア

○ 手の力の弱い人のための食事用自助具の開発

● 使う人の好みや要望を反映したデザイン
（ ハート形の台付き爪切り ）

○ 身近な素材で、簡単加工の自助具作り

○ 自助具づくりのボランティアグループ

－ 250 － － 251 －



自助具の開発と自助具の開発と
製作ボランティア

○ 手の力の弱い人のための食事用自助具の開発

○ 使う人の好みや要望を反映したデザイン

（ ハート形の台付き爪切り ）

● 身近な素材で、簡単加工の自助具作り

○ 自助具づくりのボランティアグループ

「ハート形台付き爪切り」の開発事例

－ 252 －



身近な素材で、簡単加工の自助具作り

アクリル樹脂

板材から必要寸法をカットする ホットガンで加熱する 柔らかくなったら成形する

身近な素材で、簡単加工の自助具作り

－ 252 － － 253 －



発砲塩ビ／マウスガード
シリコン印象材

身近な素材で、簡単加工の自助具作り

トング型箸

グリップ付きスプーン

ロングスティックフォーク

マウススティック

コルク粘土

鉛筆ホルダー

指サックホルダー

ペンホルダー

身近な素材で、簡単加工の自助具作り

－ 254 －



NPO自助具の部屋

1983年 ボランティアグループ「自助具の部屋」発足

198４年 大阪府肢体不自由者協会に場所を借り、
「自助具の部屋」本格始動

2003年 「大支協・自助具の部屋」協会のボランティアグループ
と成る

2018年 「NPO自助具の部屋」設立し独立

自助具の開発と自助具の開発と
製作ボランティア

○ 手の力の弱い人のための食事用自助具の開発

○ 使う人の好みや要望を反映したデザイン
（ ハート形の台付き爪切り ）

○ 身近な素材で、簡単加工の自助具作り

● 自助具づくりのボランティアグループ

－ 254 － － 255 －



自助具の製作

��ボランティアグループによる自助具の製作

○ メンバーの専門性を活かしたものづくり

○ 安くて、早くて、的確なものづくり

生活指導員

看護師

木工おもちゃ
OT/PT 金属加工

デザイナーケアマネジャー 姿勢保持の工房

企業の技術者

主婦

自助具

バリアフリー展

HCR展示

セミナー

⒊自助具の研究・開発

活動の目的

⒉自助具の普及・啓発活動

セミナー⒈自助具の製作・提供

－ 256 －



提供済自助具の状況

⒈提供済自助具のデータ分析
1988年から2003年までの自助具製作依頼分析（１６年間）

「食事」・「コミュニケーション」・「整容・更衣」が
上位を占め、不便さ解消に必要な生活便利用具の
三大自助具であった。

製作依頼件数＝７８３件
1363点

406点 30％

コミュニケーション

331点 24％
整容・更衣

趣味・娯楽

家事

食事

移動

321点 24％

136点 10％

88点6％

69点5％

12点 1％その他

88点

事

69点5

その

136

2016年６月現在
（総数35所在地）

東北地区（1）
●まち工房　なんも［秋田市］

京都地区（1）
●京　自助具館［京都市］

岐阜地区（2）
●高山自助具の部屋［高山市］
●あんき工房［本巣市］

九州地区（1）
●福祉用具プラザ北九州 リハビリ工房［北九州市］

大阪地区（9）
●大肢協「自助具の部屋」［大阪市］
●ハンドインハンド きしわだ［岸和田市］
●自助具製作V.G.セルフ ［四条畷市］
●とじぼ［富田林市］
●ひらかた自助具工房［枚方市］
●自助具の工房 さやま［大阪狭山市］
●自助具製作ボランティアグループ「わかば」・本部［茨木市］
●自助具製作ボランティアグループ「わかば」・高槻事務所［高槻市］
●さぽーと［箕面市］

東海地区（6）
●あすて自助具工房［豊田市］
●NFP技術ボランティア ［名古屋市］
●ボランティアグループ  一二三 ［大府市］
●長久手自助具の部屋［名古屋市］
●岡崎自助具の部屋［岡崎市］
●椙山自助具の部屋［名古屋市］

三重地区（2）
●自助具工房くわな［桑名市］
●鈴鹿自助具ダブルシュークリーム［鈴鹿市］

奈良地区（1）
●奈良自助具の部屋［磯城郡田原本町］

関東地区（1）
●八王子自助具工房フレンズ［八王子市］中国地区（3）

●みはらタコ工房［三原市］
●津山自助具クラブ［津山市］
●ふれあい自助具工房［宇部市］

滋賀地区（8）
●α工房［草津市］
●ケアクラフト 002 ［大津市］
●湖北虹工房［長浜市］
●工房YOU ［東近江市］
●ほほえみ工房［高島市］
●こうら工房　心［犬上郡甲良町］
●ひこね自助具開発工房［彦根市］
●生活用具工房「微・助っ人」［愛知郡愛荘町］

2019年9月現在

（総数３1）

NPO

3

(8)

－ 256 － － 257 －



提供済自助具の状況
⒊ 自助具製作依頼の傾向

・食生活の充実や質を求める中で、片手用まな板類やオープナーなどの「家事」における自助具製作依頼が増えた。

・高齢化に伴う薬関係の薬剤オープナーや点眼器などが増え「その他」が上位に入ってきた。

・新しい情報機器の登場により、それに伴ったタッチペン型マウススティックやipad用キーボードなどの依頼も増えた。

・電子機器パーツがネットなどで入手しやすくなった事で、特殊な自助具も製作可能となった。

（ナースコール・モーター可動式点眼器・足踏み可動ギター・電子楽器など）

・自助具製作に必要な材料がホームセンターやネットで入手しやすくなり、新しい自助具の製作が広がっている。

（マウスピース剤を利用下マウススティック・グリップ付きスプーン、布巾絞り器のシリコンバーなど）

食事

43点33％

コミュニケーション

36点27％
家事

１７点13％

その他

12点9％

整容・身だしなみ

8天6％

趣味・娯楽 7点5％
4点3％

2点２％
更衣

トイレ 移動2点２％

％％

％
イレ2点２％

406点

30％

コミュニケーション

331点24％整容・更衣

趣味・娯楽

家事

食事

移動

321点24％

136点10％

88点6％

69点5％ 12点1％その他

整容

88点

1988年から2003年までの１６年間 今年度4月から11月まで

製作依頼件数
71件131点

製作依頼件数
783件1363点

提供済自助具の状況
⒉提供済自助具の調査結果

413点
34%

258点21%

209点
17%

77点
6%

44点
4%

14点1%
211点
17%

脳性マヒ

（CP）

リウマチ
（RA）

片マヒ

頚椎損傷

全身マヒ

筋萎縮症側索
硬化症（ALS）

その他

２３３人

１５４人 １０７人

２３人

２８人 ７５人

10人44点

14点1%

筋萎縮症側索

・脳性麻痺（CP）では、キーボードカバー、マウススティック、コミュニケーション関

連が３５％を占め、次にグリップ付きスプーン、フォーク、ホルダー付きスプーン、
フォークなどの食事関連が３１％と多くなっている。
○CPの方は全身性のマヒにより言語障害を呈するケースが多いため、コミュニ
ケーション関連への要望が高い！
○食事は、何らかの補助具があれば自分で食事することが可能となるため製作

依頼が多い。

・リウマチでは自助具の品目全体にわたっている。長柄ブラシ、台付き爪切り、点

眼器などの整容・更衣関連が47％、洗濯バサミ、オープナーなど家事関連21％、
持ちやすい箸など食事関連21％と多くなっている。
○リウマチの方への自助具の提供は生活全般にわたっており、個別自助具の製
作が多岐にわたっている
○中年以降の女性に多く発症することから、長柄ブラシ、クシ、など整容品の製

作依頼が多くなっている。
○目の病気も起こりやすくなり、関節可動域制限で手が顔に届きにくいため長い
柄のブラシや点眼器の製作も多い。

・片マヒなどの脳血管障害の方は、片手用編み機などの余暇活動関連のものを多
く依頼している。片手用編み器類、読書台、トランプ立で全体の３１％を占め、爪切
り３４件（１６％）は特徴的
○高次機能障害がなければ少しの介助で片手でも楽しめるので、リハビリを兼ね女
性の方からは、編み物関連の自助具製作が多い。
○読書台とページめくり用スティックの製作依頼は、ボケ防止にと、積極的に自助
具を活用したい方と思われる
○自助具製作の中で片手用のものはかなり有り、品目全般に片手使用のものが求
められる

疾患別自助具依頼の傾向

疾患別自助具依頼数＝１２２６点
（団体からの数を除く）
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自助具製作工房の現状と課題

産官学医民の連携が必要

・安定した作業場が得にくい・・・工房の所在地、環境、広さ、設備、資金
・組織の活性化がしにくい・・・・・ボランティア育成講座、学校での講演会・展示会
・製作レベルに差がある・・・・・・・技術講習会・Webでの情報公開
・工房間の情報交換が無い・・・・工房を結ぶネットワークづくり・ Web を利用

大学（福祉・工学系）

障害当事者

行政機関福祉用具メーカー

市民ボランティア医療の専門家
（OT/PT）

H・C・R 相談カード集計

⒈ 相談自助具の傾向

・「その他」の相談が多くあったのは、自助具作りに関する相談で、材料や加工に関する作業療法士や理学療法士の方

からの自助具づくりに関する相談が目についた。

・地域での自助具工房の情報に対する相談も多く、地域の自助具工房を紹介した。あらためて地域での工房の立ち

上げや連携の重要さを感じた。

・相談の上位に「整容・身だしなみ」が「食事」を押さえ入ったが、アクティブな生活を目指す利用者の前向きな姿が伺えた。

2018年の結果
総数＝６５人

相談科目内容

その他
（家庭設備品・事務用品・健康・
衛生管理補助用具・全般・その

他 ）

整容・身だしなみ
（爪の手入れ 手 足 ・歯・口・顔・髪 ）

コミュニケーション
（P C 関連用具・電話機・ファックス・
携帯電話）

２１％

３８％

14％

14％

5％

5％

3％

食事
（食器・箸・スプーン類・フォーク・
食事補助用具）

更衣
（衣類・靴・ファスナー・ボタン・
ネクタイ・靴下・着脱）

入浴

趣味・娯楽

  

 

① 障害者 本人

疾患・障害

麻痺

－ 258 － － 259 －



これからの自助具製作

⒉ 自助具づくり情報の共有化

自助具データベース支援グループ
製作ボランティアが作成した自助具の情報を全国的に公開することにより
普及させることを目的とする。

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ＤＢ登録、Ｗｅｂ発信

公益財団法人テクノエイド協会
生活便利用具（自助具）データーベースシステム

これからの自助具製作

⒈ ３Dプリンターを導入した自助具づくり

市民ボランティア

大学（福祉・工学系）

リハの専門家（OT/PT）
３D自助具

・同じような障害に対応しやすい・・・・・・・・・形状や寸法を障害者に合わせて変えられる
・汎用性のあるものは普及しやすい・・・・・・企業による商品化もしやすくなる
・情報の公開で多くの人が恩恵を受ける・・データがあれば、どこでも、誰でも、製作できる

－ 260 －



ありがとうございました

ニーズ・シーズマッチング交流会

－ 260 － － 261 －



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（福岡会場） 活動報告 

                 

子ども達の笑顔のための 

個別支援から商品化     
 

北九州市立総合療育センター 

中村 詩子 氏 

－ 262 －



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（福岡会場） 活動報告 

                 

子ども達の笑顔のための 

個別支援から商品化     
 

北九州市立総合療育センター 

中村 詩子 氏 

子どもたちの笑顔のための個別支援から商品化 
北九州市立総合療育センター　地域支援室　リハビリ工学技士　中村詩子

みんなで考えよう！障害者自立支援機器　シーズニーズマッチング交流会2019 ～作る人と使う人の交流会～ 2020.1.14

2

北九州市立総合療育センター 概要　

3

福祉用具や住環境、生活全般を 
”より快適に” ”より楽しく”するため 

 工学 + デザイン の技術で支援します

北九州市立総合療育センターのリハビリ工房

4

北九州市立総合療育センターのリハビリ工房

研究
開発

情報
支援

 

個別
支援

工作
工房

専用設備

研究
開発

情報個別
支援

5

チェックリスト１５
身体的配慮（身体的心地よさと健康への配慮） 

嗜好性（好んで使うか） 

安全性（本人と介助者が安全に使えるか） 

耐久性（長く使えるか） 

清潔性（清潔が保てるか・外観に清潔感があるか） 

色、形、素材（見た目と肌触りの良さ） 

使用性（だれでも使えること） 

公平性（どこででも手に入れ易いか） 

継続性（継続して使えるか、製作する場合は作り方を記録） 

経済性（コストパフォーマンスは適当か） 

表示性（使用手順や注意点がすぐにわかるか） 

アフターケア（修理が出来るか・使えなくなったときどうするか）

＋α 

より良いものがないか？ 

つくれないか？

一部改変 出典：中川聡　ユニバーサルデザインの教科書　日経デザイン2005 
中村詩子　小児看護「重症心身障害児の生活のリソース」2013

6

個別支援・研究開発 プロセス

【商品化】 
【センター内キット化】 
【個別支援】

の見極め

研究開発

類似した相談が多い場合、研究開発ヘ

試作製作

❺
ニーズの 
分析と 
確認

相談
市場調査 
と選定

試用評価

❸ ❹❶ ❷
個別支援

7

「個別支援」「研究開発」の見極めイメージ図

ニーズ

福祉用具の価格

ニーズ：多 
価格　：高商品化

ニーズ：少 
※個別性が高「個別支援」

ニーズ：多 
価格　：安 
※商品化が困難

センター内 
キット化 商品化商品化センター内
キット化

「研究開発」

8

事例

商品化センター内 
キット化

個別支援

商品化

臨床現場のニーズを元に、 
産学官などと連携し、 
研究・商品化を行う。

個別支援

例 
• 市販品や従来のオーダーでは合わない 
• 姿勢保持の相談（圧測定含む） 
• 住環境づくりの相談 
• 最新のものを試したい 
• アイデアをカタチにしたい　　など

事例

センター内
キット化

例 例 

　　　 
基本仕様を決め、 
希望者が手作りしやすいように 
用意したもの 

▶図面と材料を準備し、 
　製作指導を実施。 
▶希望者(家族や担当者)が　　　　 
　主に製作。

など

9－ 263 －



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（福岡会場） 活動報告 

                  

工学的支援の実例と福祉機器の商品化

の難しさ     
 

独立行政法人労働者健康安全機構 

総合せき損センター 

小林 博光 氏 

－ 264 －－ 264 －



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（福岡会場） 活動報告 

                  

工学的支援の実例と福祉機器の商品化

の難しさ     
 

独立行政法人労働者健康安全機構 

総合せき損センター 

小林 博光 氏 

－ 264 － － 265 －



－ 266 －



－ 266 － － 267 －



－ 268 －



－ 268 － － 269 －



－ 270 －



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９（東京会場） 活動報告 

                  

チェアスキーに込めた思い    
 

神奈川県総合リハビリテーションセンター 

沖川 悦三 氏 

－ 271 －－ 270 －



1976

1980
2014

50

(2014 )

1980 1

1983

30°

1986

30°

1990 20021976 1 1 2010

(

2014

2006
9

1998
7

1990
4

1986
3

2012
8

2002
8

2014 ( )
9

1998 2006

－ 272 －



シ
ー

ズ・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２０
１９

大
阪

開
催

11
：0

0-
17

：0
0 

/ 
10

:0
0-

16
:0

0 
大

阪
マ

ー
チ

ャ
ン

ダ
イ

ズ
マ

ー
ト

2F
 Ａ

ホ
ー

ル

本
事

業
は「

令
和

元
年

度
シ

ー
ズ・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

強
化

事
業

」の
一

環
と

し
て

行
う

も
の

で
す

。
詳

し
く

は
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
　

交
流

会
専

用
サ

イ
ト

ま
で

　
ht

tp
:/

/w
w

w
.te

ch
no

-a
id

s.
or

.jp
/n

ee
ds

m
at

ch
/i

nd
ex

.s
ht

m
l

障
害

者
自

立
支

援
機

器

入
退

場
自

由
入

場
無

料
入

退
場

自
由

入
場

無
料

ト
ピ

ッ
ク

ス
（

８０
分

）
基

調
講

演

大
阪

開
催

兵
庫

県
立

福
祉

の
ま

ち
づ

くり
研

究
所

が
考

え
る

役
に

立
つ

モ
ノ

づ
くり

と
開

発
事

例

１２

場
所

日
時

１１
：１

０
～

１７
（

火
）

社
会

福
祉

法
人

 兵
庫

県
社

会
福

祉
事

業
団

総
合

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
　

所
長

福
岡

開
催

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
と

義
肢

装
具

の
世

界

1

場
所

日
時

１１
：１

０
～

１４
（

火
）

公
益

財
団

法
人

鉄
道

弘
済

会
　

義
肢

装
具

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

義
肢

装
具

研
究

室
長

　
義

肢
装

具
士

筑
波

大
学

シ
ス

テ
ム

情
報

系・
サ

イ
バ

ニ
ク

ス
研

究
セ

ン
タ

ー
　

教
授・

研
究

統
括

東
京

開
催

サ
イ

バ
ニ

ク
ス

で
障

害
者

の
未

来
を

拓
く

2

場
所

日
時

１
0：１

０
～

１3
（

木
）

ＣＹ
ＢＥ

ＲＤ
ＹＮ

Ｅ
株

式
会

社
　

代
表

取
締

役
／

ＣＥ
Ｏ

  

令
和

元
年

１２
１７

火
１8

水
～

福
岡

開
催

11
：0

0-
17

：0
0 

/ 
10

:0
0-

16
:0

0 
福

岡
国

際
会

議
場

2F
 多

目
的

ホ
ー

ル

令
和

２
年

1
１4

火
１5

水
～

東
京

開
催

11
：0

0-
17

：0
0 

/ 
10

:0
0-

16
:0

0 Ｔ
Ｏ

Ｃ
有

明
4F

 コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
ホ

ー
ル

令
和

２
年

２
１2

水
１3

木
～

作
る

人
と

使
う

人
の

交
流

会

臼
井

 二
美

男
氏

山
海

 嘉
之

氏
陳

 隆
明

氏

シ
ー

ズ・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２０
１

9
～

作
る

人
と

使
う

人
の

交
流

会
～

［
参

加
登

録
票

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

先
］テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ト

ッ
プ

よ
り

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

シ
ー

ズ・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２０
１９

」を
ク

リ
ッ

ク
。

［
電

子
メ

ー
ル

］ 
sh

og
ai

-k
ik

i2
@

te
ch

no
-a

id
s.

or
.jp

　［
FA

X送
信

］ 
03

-3
26

6-
68

85

「
シ

ー
ズ・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
20

19
」事

務
局

 あ
て【

お
申

込
み

方
法

】電
子

メ
ー

ル
ま

た
は

ＦＡ
Ｘ

に
て

お
申

込
み

く
だ

さ
い

。

お
申

込
み

の
際

に
い

た
だ

き
ま

し
た

ご
来

場
予

定
者

様
の

情
報（

申
込

情
報

）は
、今

後
の

交
流

会
等

の
ご

案
内

の
た

め
に

利
用

さ
せ

て
い

た
だ

く
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、申

込
み

情
報

は
、厚

生
労

働
省

、運
営

事
務

局
に

情
報

提
供

い
た

し
ま

す
。

※
上

記
に

よ
る

お
申

込
み

が
困

難
な

方
は

お
電

話
に

て
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

希
望

会
場

※
複

数
会

場
申

込
可

能

□
 大

阪
会

場
  令

和
元

年
12

月
17

日（
火

）・
 1

8日
（

水
）

□
 福

岡
会

場
  令

和
2年

1月
14

日（
火

）・
 1

5日
（

水
）

□
 東

京
会

場
  令

和
2年

2月
12

日（
水

）・
 1

3日
（

木
）

1．
代

表
者

情
報

フ
リ

ガ
ナ

参
加

代
表

者
参

加
者

属
性

①
 障

害
当

事
者

②
 当

事
者

家
族

③
 開

発
企

業
④

 研
究

機
関

⑤
 障

害
団

体
⑥

 行
政

⑦
 そ

の
他

フ
リ

ガ
ナ

所
　

属

※
個

人
の

場
合

は
不

要
で

す

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
〒

ご
連

絡
先

2．
同

行
者

情
報

同
行

者
①

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
フ

リ
ガ

ナ
所

属（
個

人
は

不
要

）

同
行

者
②

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
フ

リ
ガ

ナ
所

属（
個

人
は

不
要

）

同
行

者
③

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
フ

リ
ガ

ナ
所

属（
個

人
は

不
要

）

同
行

者
④

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
フ

リ
ガ

ナ
所

属（
個

人
は

不
要

）※
同

行
者

は
4名

ま
で

記
入

可
能

で
す

。住
所

及
び

所
属

は
代

表
者

と
異

な
る

場
合

の
み

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

　
参

加
者

属
性

の
番

号
は「

代
表

者
情

報
」記

載
の

内
容

を
ご

参
考

く
だ

さ
い

。

※
点

字
プ

ロ
グ

ラ
ム

、手
話

通
訳

、要
約

筆
記

な
ど

の
サ

ポ
ー

ト
が

必
要

な
方

は
交

流
会

当
日

サ
ポ

ー
ト

デ
ス

ク
に

お
申

し
出

く
だ

さ
い

。
　

ご
利

用
に

あ
た

っ
て

は
人

数
に

限
り

が
あ

り
ま

す
た

め
、お

待
ち

い
た

だ
く

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

シ
ー

ズ・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

20
19

 事
務

局
公

益
財

団
法

人
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
　

企
画

部
　

宇
田

川
・

篠
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス：

sh
og

ai
-k

ik
i2

@
te

ch
no

-a
id

s.
or

.jp
　

TE
L：

03
-3

26
6-

68
83

　
FA

X：
03

-3
26

6-
68

85

ご
来

場
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
先

（
受

付
時

間
：平

日
9時

～
12

時
、1

3時
～

17
時

）

参
加

者
属

性
番

号

参
加

者
属

性
番

号

参
加

者
属

性
番

号

参
加

者
属

性
番

号

－ 273 －



シ
ー

ズ・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２０
１９

大
阪

開
催

11
：0

0-
17

：0
0 

/ 
10

:0
0-

16
:0

0　
大

阪
マ

ー
チ

ャ
ン

ダ
イ

ズ
マ

ー
ト

2F
 Ａ

ホ
ー

ル

本
事

業
は「

令
和

元
年

度
シ

ー
ズ・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

強
化

事
業

」の
一

環
と

し
て

行
う

も
の

で
す

。

詳
し

く
は

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

　
交

流
会

専
用

サ
イ

ト
ま

で
　

ht
tp

:/
/w

w
w

.te
ch

no
-a

id
s.

or
.jp

/n
ee

ds
m

at
ch

/i
nd

ex
.s

ht
m

l

障
害

者
自

立
支

援
機

器

入
退

場
自

由
入

場
無

料

ト
ピ

ッ
ク

ス
（

８０
分

）
基

調
講

演

令
和

元
年

１２
１７

火
１8

水
～

福
岡

開
催

11
：0

0-
17

：0
0 

/ 
10

:0
0-

16
:0

0　
福

岡
国

際
会

議
場

2F
 多

目
的

ホ
ー

ル

令
和

２
年

1
１4

火
１5

水
～

東
京

開
催

11
：0

0-
17

：0
0 

/ 
10

:0
0-

16
:0

0　
ＴＯ

Ｃ
有

明
4F

 コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
ホ

ー
ル

令
和

２
年

２
１2

水
１3

木
～

作
る

人
と

使
う

人
の

交
流

会

大
阪

開
催

１２

場
所

日
時

１１
：１

０
～

１７
（

火
）

福
岡

開
催

1

場
所

日
時

１１
：１

０
～

１４
（

火
）

東
京

開
催

2

場
所

日
時

１
0：１

０
～

１3
（

木
）

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
と

義
肢

装
具

の
世

界

公
益

財
団

法
人

鉄
道

弘
済

会
　

義
肢

装
具

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

義
肢

装
具

研
究

室
長

　
義

肢
装

具
士

筑
波

大
学

シ
ス

テ
ム

情
報

系・
サ

イ
バ

ニ
ク

ス
研

究
セ

ン
タ

ー
　

教
授・

研
究

統
括

サ
イ

バ
ニ

ク
ス

で
障

害
者

の
未

来
を

拓
く

ＣＹ
ＢＥ

ＲＤ
ＹＮ

Ｅ
株

式
会

社
　

代
表

取
締

役
／

ＣＥ
Ｏ

  

臼
井

 二
美

男
氏

山
海

 嘉
之

氏

兵
庫

県
立

福
祉

の
ま

ち
づ

くり
研

究
所

が
考

え
る

役
に

立
つ

モ
ノ

づ
くり

と
開

発
事

例

社
会

福
祉

法
人

 兵
庫

県
社

会
福

祉
事

業
団

総
合

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
　

所
長

陳
 隆

明
氏

シ
ー

ズ・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２０
１

9
～

作
る

人
と

使
う

人
の

交
流

会
～

［
参

加
登

録
票

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

先
］テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ト

ッ
プ

よ
り

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

シ
ー

ズ・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２０
１９

」を
ク

リ
ッ

ク
。

［
電

子
メ

ー
ル

］ 
sh

og
ai

-k
ik

i2
@

te
ch

no
-a
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s.
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.jp

　［
FA
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信

］ 
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「
シ

ー
ズ・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
20

19
」事

務
局

 あ
て【

お
申

込
み

方
法

】電
子

メ
ー

ル
ま

た
は

ＦＡ
Ｘ

に
て

お
申

込
み

く
だ

さ
い

。

お
申

込
み

の
際

に
い

た
だ

き
ま

し
た

ご
来

場
予

定
者

様
の

情
報（

申
込

情
報

）は
、今

後
の

交
流

会
等

の
ご

案
内

の
た

め
に

利
用

さ
せ

て
い

た
だ

く
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、申

込
み

情
報

は
、厚

生
労

働
省

、運
営

事
務

局
に

情
報

提
供

い
た

し
ま

す
。

※
上

記
に

よ
る

お
申

込
み

が
困

難
な

方
は

お
電

話
に

て
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

希
望

会
場

※
複

数
会

場
申

込
可

能

□
 大

阪
会

場
  令

和
元

年
12

月
17

日（
火

）・
 1

8日
（

水
）

□
 福

岡
会

場
  令

和
2年

1月
14

日（
火

）・
 1

5日
（

水
）

□
 東

京
会

場
  令

和
2年

2月
12

日（
水

）・
 1

3日
（

木
）

1．
代

表
者

情
報

フ
リ

ガ
ナ

参
加

代
表

者
参

加
者

属
性

①
 障

害
当

事
者

②
 当

事
者

家
族

③
 開

発
企

業
④

 研
究

機
関

⑤
 障

害
団

体
⑥

 行
政

⑦
 そ

の
他

フ
リ

ガ
ナ

所
　

属

※
個

人
の

場
合

は
不

要
で

す

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
〒

ご
連

絡
先

2．
同

行
者

情
報

同
行

者
①

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
フ

リ
ガ

ナ
所

属（
個

人
は

不
要

）

同
行

者
②

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
フ

リ
ガ

ナ
所

属（
個

人
は

不
要

）

同
行

者
③

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
フ

リ
ガ

ナ
所

属（
個

人
は

不
要

）

同
行

者
④

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
フ

リ
ガ

ナ
所

属（
個

人
は

不
要

）※
同

行
者

は
4名

ま
で

記
入

可
能

で
す

。住
所

及
び

所
属

は
代

表
者

と
異

な
る

場
合

の
み

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

　
参

加
者

属
性

の
番

号
は「

代
表

者
情

報
」記

載
の

内
容

を
ご

参
考

く
だ

さ
い

。

※
点

字
プ

ロ
グ

ラ
ム

、手
話

通
訳

、要
約

筆
記

な
ど

の
サ

ポ
ー

ト
が

必
要

な
方

は
交

流
会

当
日

サ
ポ

ー
ト

デ
ス

ク
に

お
申

し
出

く
だ

さ
い

。
　

ご
利

用
に

あ
た

っ
て

は
人

数
に

限
り

が
あ

り
ま

す
た

め
、お

待
ち

い
た

だ
く

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

シ
ー

ズ・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会
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公

益
財
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ク
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エ
イ

ド
協
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宇
田

川
・

篠
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス：
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ご
来

場
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
先

（
受

付
時

間
：平

日
9時

～
12

時
、1

3時
～

17
時

）

参
加

者
属

性
番

号

参
加

者
属

性
番

号

参
加

者
属

性
番

号

参
加

者
属

性
番

号
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シ
ー

ズ・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２０
１９

大
阪

開
催

11
：0

0-
17

：0
0 

/ 
10

:0
0-

16
:0

0　
大

阪
マ

ー
チ

ャ
ン

ダ
イ

ズ
マ

ー
ト

2F
 Ａ

ホ
ー

ル

本
事

業
は「

令
和

元
年

度
シ

ー
ズ・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

強
化

事
業

」の
一

環
と

し
て

行
う

も
の

で
す

。

詳
し

く
は

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

　
交

流
会

専
用

サ
イ

ト
ま

で
　

ht
tp

:/
/w

w
w

.te
ch

no
-a

id
s.

or
.jp

/n
ee

ds
m

at
ch

/i
nd

ex
.s

ht
m

l

障
害

者
自

立
支

援
機

器

入
退

場
自

由
入

場
無

料

ト
ピ

ッ
ク

ス
（

８０
分

）
基

調
講

演

令
和

元
年

１２
１７

火
１8

水
～

福
岡

開
催
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：0

0-
17

：0
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0-

16
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0 
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ベ
ン

シ
ョ

ン
ホ

ー
ル

令
和

２
年

２
１2

水
１3

木
～

作
る

人
と

使
う

人
の

交
流

会

大
阪

開
催

１２

場
所

日
時

１１
：１

０
～

１７
（

火
）

福
岡

開
催

1

場
所

日
時

１１
：１

０
～

１４
（

火
）

東
京

開
催

2

場
所

日
時

１
0：１

０
～

１3
（

木
）

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
と

義
肢

装
具

の
世

界

公
益

財
団

法
人

鉄
道

弘
済

会
　

義
肢

装
具

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

義
肢

装
具

研
究

室
長

　
義

肢
装

具
士

筑
波

大
学

シ
ス

テ
ム

情
報

系・
サ

イ
バ

ニ
ク

ス
研

究
セ

ン
タ

ー
　

教
授・

研
究

統
括

サ
イ

バ
ニ

ク
ス

で
障

害
者

の
未

来
を

拓
く

ＣＹ
ＢＥ

ＲＤ
ＹＮ

Ｅ
株

式
会

社
　

代
表

取
締

役
／

ＣＥ
Ｏ

  

臼
井

 二
美

男
氏

山
海

 嘉
之

氏

兵
庫

県
立

福
祉

の
ま

ち
づ

くり
研

究
所

が
考

え
る

役
に

立
つ

モ
ノ

づ
くり

と
開

発
事

例

社
会

福
祉

法
人

 兵
庫

県
社

会
福

祉
事

業
団

総
合

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
　

所
長

陳
 隆

明
氏

シ
ー

ズ・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２０
１

9
～

作
る

人
と

使
う

人
の

交
流

会
～

［
参

加
登

録
票

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

先
］テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ト

ッ
プ

よ
り

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

シ
ー

ズ・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２０
１９

」を
ク

リ
ッ

ク
。
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ー
ル
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信
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「
シ

ー
ズ・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
20

19
」事

務
局

 あ
て【

お
申

込
み

方
法

】電
子

メ
ー

ル
ま

た
は

ＦＡ
Ｘ

に
て

お
申

込
み

く
だ

さ
い

。

お
申

込
み

の
際

に
い

た
だ

き
ま

し
た

ご
来

場
予

定
者

様
の

情
報（

申
込

情
報

）は
、今

後
の

交
流

会
等

の
ご

案
内

の
た

め
に

利
用

さ
せ

て
い

た
だ

く
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、申

込
み

情
報

は
、厚

生
労

働
省

、運
営

事
務

局
に

情
報

提
供

い
た

し
ま

す
。

※
上

記
に

よ
る

お
申

込
み

が
困

難
な

方
は

お
電

話
に

て
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

希
望

会
場

※
複

数
会

場
申

込
可

能

□
 大

阪
会

場
  令

和
元

年
12

月
17

日（
火

）・
 1

8日
（

水
）

□
 福

岡
会

場
  令

和
2年

1月
14

日（
火

）・
 1

5日
（

水
）

□
 東

京
会

場
  令

和
2年

2月
12

日（
水

）・
 1

3日
（

木
）

1．
代

表
者

情
報

フ
リ

ガ
ナ

参
加

代
表

者
参

加
者

属
性

①
 障

害
当

事
者

②
 当

事
者

家
族

③
 開

発
企

業
④

 研
究

機
関

⑤
 障

害
団

体
⑥

 行
政

⑦
 そ

の
他

フ
リ

ガ
ナ

所
　

属

※
個

人
の

場
合

は
不

要
で

す

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
〒

ご
連

絡
先

2．
同

行
者

情
報

同
行

者
①

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
フ

リ
ガ

ナ
所

属（
個

人
は

不
要

）

同
行

者
②

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
フ

リ
ガ

ナ
所

属（
個

人
は

不
要

）

同
行

者
③

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
フ

リ
ガ

ナ
所

属（
個

人
は

不
要

）

同
行

者
④

フ
リ

ガ
ナ

ご
住

所
フ

リ
ガ

ナ
所

属（
個

人
は

不
要

）※
同

行
者

は
4名

ま
で

記
入

可
能

で
す

。住
所

及
び

所
属

は
代

表
者

と
異

な
る

場
合

の
み

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

　
参

加
者

属
性

の
番

号
は「

代
表

者
情

報
」記

載
の

内
容

を
ご

参
考

く
だ

さ
い

。

※
点

字
プ

ロ
グ

ラ
ム

、手
話

通
訳

、要
約

筆
記

な
ど

の
サ

ポ
ー

ト
が

必
要

な
方

は
交

流
会

当
日

サ
ポ

ー
ト

デ
ス

ク
に

お
申

し
出

く
だ

さ
い

。
　

ご
利

用
に

あ
た

っ
て

は
人

数
に

限
り

が
あ

り
ま

す
た

め
、お

待
ち

い
た

だ
く

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

シ
ー

ズ・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会
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ご
来

場
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
先

（
受

付
時

間
：平

日
9時

～
12

時
、1

3時
～

17
時

）

参
加

者
属

性
番

号

参
加

者
属

性
番

号

参
加

者
属

性
番

号

参
加

者
属

性
番

号
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出
展
企
業
等
  

 

 

み
ん

な
で

考
え

よ
う

！
障

害
者

自
立

支
援

機
器

 

「
シ

ー
ズ

･
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

 
２

０
１

９
」

 

〜
作

る
人

と
使

う
人

の
交

流
会

〜
 

 

｢
出

展
企

業
等

｣
募

集
要

項
 

 

障
害

者
及

び
障

害
児
（

以
下
「

障
害

者
」
。
）
の

自
立

を
支

援
す
る
｢障

害
者

自
立

支
援

機
器

（
以

下
「
支

援
機

器
」
。
）
｣
は
、

障
害

者
の

活
動

や
参

加
を

促
す

も
の

と
し

て
、

極
め

て
重

要
な

役
割

を
果

た
す

も
の

で
す

。
 

一
方

、
障

害
者

福
祉

の
現

場
に

お
い

て
、

真
に

必
要

と
さ

れ
る

支
援

機
器

を
開

発
す

る
た

め
に

は
、

着
想

の
段

階
か

ら

ユ
ー

ザ
ー

や
支

援
者

の
ニ

ー
ズ

と
開

発
や

研
究

者
等

の
シ

ー
ズ

を
マ

ッ
チ

ン
グ

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
り

、
シ

ー
ズ

志
向

型
の

開
発

と
な

ら
な

い
よ

う
、

各
種

障
害

者
の

置
か

れ
て

い
る

状
態

は
勿

論
の

こ
と

、
現

場
の

課
題

や
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

て
支

援
機

器
を

開
発

す
る

こ
と

が
重

要
と

な
り

ま
す

。
 

こ
の

交
流

会
で

は
、

ユ
ー

ザ
ー

側
が

持
つ

ニ
ー

ズ
と

開
発

側
が

持
つ

シ
ー

ズ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

目
的

と
し

た
支

援
機

器

に
関

す
る

交
流

会
を

企
画

・
開

催
し

、
実

用
的

な
支

援
機

器
が

開
発

さ
れ

る
よ

う
、

試
作

器
等

（
既

に
実

用
化

し
た

機
器

も
可

。
）

を
用

い
て

想
定

す
る

ユ
ー

ザ
ー

と
開

発
側

が
膝

を
交

え
て

意
見

交
換

で
き

る
場

を
設

け
る

と
と

も
に

、
効

果
的

な
モ

ニ
タ

ー
評

価
等

を
行

う
機

会
を

創
出

す
る

こ
と

と
い

た
し

ま
す

。
 

本
交

流
会

へ
出

展
（

無
料

）
を

希
望

す
る

方
は

、
本

募
集

要
項

を
ご

確
認

の
う

え
、
所

定
の

期
日

ま
で

に
｢
出

展
申

し
込

み
｣
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

 

な
お

、
出

展
希

望
が

多
数

の
場

合
に

は
、
障

害
の

種
別

や
機

器
の

分
野

等
、
全

体
の

バ
ラ

ン
ス

を
勘

案
す

る
こ

と
と

し
、

出
展

を
お

断
り

す
る

場
合

が
あ

り
得

る
こ

と
を

予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

 
 

※
ニ

ー
ズ

側
：
障

害
者

、
家

族
、

在
宅

・
施

設
等

の
介

護
職

員
、
医
療
・
福
祉
の
業
務
に
従
事
し
障
害
者

の
福

祉
や

訓
練

に
係

わ
る

者
 
等

 

※
シ

ー
ズ

側
：

開
発

メ
ー

カ
ー

、
地

域
の

産
業

振
興

団
体

、
新
規
参
入
を
検
討
す
る
企
業
・
研
究
者
、
大

学
・

研
究

機
関

 
等

 
  

＜
 
大

阪
開

催
 
＞

 

■
 開

催
日

 
令

和
元

年
１

２
月

１
７

日
（
火

）
〜

 
１

８
日

（
水

） 

■
 時

 
間

 
１

１
：

０
０

－
１

７
：

０
０

 
/
 
１

０
：

０
０

－
１

６
：

０
０

 

■
 会

 
場

 
大

阪
マ

ー
チ

ャ
ン

ダ
イ

ズ
マ

ー
ト
 
Ａ

ホ
ー

ル
 

 

＜
 
福

岡
開

催
 
＞

 

■
 開

催
日

 
令

和
２

年
１

月
１

４
日

（
火

）
〜

 
１

５
日

（
水

）
 

■
 時

 
間

 
１

１
：

０
０

－
１

７
：

０
０

 
/
 
１

０
：

０
０

－
１

６
：

０
０

 

■
 会

 
場

 
福

岡
国

際
会

議
場

 

 

＜
 
東

京
開

催
 
＞

 

■
 開

催
日

 
令

和
２

年
２

月
１

２
日

（
水

）
〜

 
１

３
日

（
木

）
 

■
 時

 
間

 
１

１
：

０
０

－
１

７
：

０
０

 
/
 
１

０
：

０
０

－
１

６
：

０
０

 

■
 会

 
場

 
Ｔ

Ｏ
Ｃ

有
明

４
Ｆ

 
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

ホ
ー

ル
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Ⅰ
．
交

流
会

の
概

要
 

  １
．
交
流
会
の
目
的
 

 

 
本

交
流

会
は

、
障

害
者

自
立

支
援

機
器

の
開

発
を

促
進

す
る

こ
と
を
目
的
に
、
障
害
当
事
者
を
は
じ
め
、

ご
家

族
、

福
祉

・
医

療
従

事
者

な
ど

の
「
機

器
を

使
う

側
（

ニ
ー

ズ
）

」
の
方
々
と
開
発
企
業
、
大
学
、
 

研
究

機
構

、
産

学
官

交
流

振
興

組
織

な
ど

の
「
機

器
を

作
る

側
（

シ
ー

ズ
）

」
の
方
々
が
、
じ
っ
く
り
膝

を
交

え
て

交
流

す
る

こ
と

が
で

き
る

場
を

提
供

す
る

も
の

で
す
。
 

 

※
ニ
ー
ズ
側
：
障
害
者
、
家
族
、
在

宅
・
施
設
等
の
介
護
職
員
、
医
療
・
福
祉
の
業
務
に
従
事
し
障
害
者

の
福

祉
や

訓
練

に
係

わ
る

者
 
等

 

※
シ

ー
ズ

側
：

開
発

メ
ー

カ
ー

、
地

域
の

産
業

振
興

団
体

、
新
規
参
入
を
検
討
す
る
企
業
・
研
究
者
、
大

学
・

研
究

機
関

 
等

 

  ２
．
開
催
概
要
 

 

①
イ

ベ
ン

ト
名
称

 
：

障
害

者
自

立
支

援
機

器
「
シ

ー
ズ

･
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

 ２
０

１
９

」
 

 

②
開

催
日

程
･
場

所
：

 
＜

大
阪

開
催

＞
 

■
 
開

催
日

 
/
 
令

和
元

年
１

２
月

１
７

日
（
火

）
〜

 １
８

日
（
水

）
 

■
 
会

 
場

 
/
 
大

阪
マ

ー
チ

ャ
ン

ダ
イ
ズ
マ
ー
ト
 
Ａ
ホ
ー
ル
 

＜
福

岡
開

催
＞

 

■
 
開

催
日

 
/
 
令

和
２

年
１

月
１

４
日

（
火

）
〜

 １
５

日
（
水

）
 

■
 
会

 
場

 
/
 
福

岡
国

際
会

議
場

 

＜
東

京
開

催
＞

 

■
 
開

催
日

 
/
 令

和
２

年
２

月
１

２
日

（
水

）
〜

 １
３

日
（
木

）
 

■
 
会

 
場

 
/
 
Ｔ

Ｏ
Ｃ

有
明

４
Ｆ

 
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

 

③
期

間
中

：
支

援
機

器
の

展
示

・
相

談
、

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

、
意

見
交

換
等

の
実

施
 

 

④
併

催
イ

ベ
ン
ト

内
容

：
（

予
定

）
※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 
（

第
１

日
目
）

 

ａ
．

基
調

講
演

（
８

０
分

）
1
1
:
1
0
～

1
2
:
3
0
 

ｂ
．

支
援

機
器

の
利

活
用

事
例

報
告

（
４

０
分

×
２

例
）
1
3
:
3
0
～
1
4
:
5
0
 

※
支

援
機

器
普

及
ア

ン
テ

ナ
事

業
又

は
昨

年
の
好
事
例
表
彰
か
ら
 

 
（

第
２

日
目

）
 

ｃ
．

支
援

機
器

の
開

発
及

び
導

入
事

例
報

告
（

３
０

分
×
５
例
）
1
0
:
1
0
～
1
2
:
4
0
 

※
出

展
企

業
か

ら
選

考
 

ｄ
．

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（

１
０

０
分

）
1
3
:
3
0
～

1
5
:
0
0
 

※
協

会
及

び
マ

ッ
チ

ン
グ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー
、
障
害
関
係
団
体
、
企
業
ら
に
よ
る
Ｗ
Ｓ
 

 
 

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

機
器

開
発

の
進

め
方

（
仮

称
）
 

ｅ
．

開
発

促
進

事
業

成
果

報
告

 
･
･
･
 
東

京
会

場
の

み
実
施
 

 

⑤
出

展
料

：
「

無
料

」
(
但

し
、

搬
出

入
に

係
る

費
用

は
自

己
負
担
で
す
。
)
 

 

 
4 

 

Ⅱ
．
出

展
申

込
み

方
法

（
締

切
期

限
）
 

  １
．
申
込
み
方
法
 

 

※
）

電
子

メ
ー

ル
に

よ
る

申
込

み
と

な
り

ま
す

。
 

 

 出
展
を
希
望
す
る
方

は
、

下
記

の
ペ

ー
ジ

か
ら

出
展

申
込

書
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

、
所

定
の

期
日

ま
で

に

お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

 

 出
展
希
望
が
多
数
の

場
合

に
は

、
障

害
の

種
別

や
機

器
の

分
野

等
、

全
体

の
バ

ラ
ン

ス
を

勘
案

す
る

こ
と

と

し
、
出
展
を
お
断
り

す
る

場
合

が
あ

り
得

る
こ

と
を

予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

最
終

的
に

は
協

会
に

て
決

定

い
た
し
ま
す
。
 

 

＜
 
出

展
申

込
み

書
の

掲
載

先
 
＞

 
●
テ
ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

ht
tp

://
w

w
w.

te
ch

no
-a

id
s.

or
.jp

 
  ＜

 
出

展
申

込
み

書
の

提
出

先
等

 
＞

 
●
シ
ー
ズ

•
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 
運

営
事

務
局

 
あ

て
 

メ
ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
sh

og
ai

-k
ik

i2
@

te
ch

no
-a

id
s.

or
.jp

 

 

●
申
し
込
み

に
あ

た
っ

て
の

ご
相

談
は

、
下

記
（

委
託

先
）

ま
で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
 

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ

Ｄ
イ

ン
タ

ー
リ

ス
ク

総
研

（
株

）
 
担

当
者

 
岡

田
・

志
賀

 

T
E
L
：

０
３

―
５

２
９

６
―

８
９

７
６

 

 

●
本
交
流
会

全
般

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
 

公
益
財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

・
企

画
部

 
担

当
者

 
宇

田
川

・
篠

・
五

島
 

T
E
L
：

０
３

―
３

２
６

６
－

６
８

８
３

 

  ２
．
申
込
み
受
付
期
間
 

 

※
）

全
て

の
会

場
共

通
と

な
り

ま
す

。
 

 

＜
 
令

和
元

年
８

月
２

３
日

（金
）
１

７
：０

０
必

着
 
＞

 
 

締
め

切
り

を
過

ぎ
た

後
の

申
込

み
は

受
付

で
き

ま
せ

ん
 

    
 

 

出
展
企
業
等
  

 

 

み
ん

な
で

考
え

よ
う

！
障

害
者

自
立

支
援

機
器

 

「
シ

ー
ズ

･
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

 
２

０
１

９
」

 

〜
作

る
人

と
使

う
人

の
交

流
会

〜
 

 

｢
出

展
企

業
等

｣
募

集
要

項
 

 

障
害

者
及

び
障

害
児
（

以
下
「

障
害

者
」
。
）
の

自
立

を
支

援
す
る
｢障

害
者

自
立

支
援

機
器

（
以

下
「
支

援
機

器
」
。
）
｣
は
、

障
害

者
の

活
動

や
参

加
を

促
す

も
の

と
し

て
、

極
め

て
重

要
な

役
割

を
果

た
す

も
の

で
す

。
 

一
方

、
障

害
者

福
祉

の
現

場
に

お
い

て
、

真
に

必
要

と
さ

れ
る

支
援

機
器

を
開

発
す

る
た

め
に

は
、

着
想

の
段

階
か

ら

ユ
ー

ザ
ー

や
支

援
者

の
ニ

ー
ズ

と
開

発
や

研
究

者
等

の
シ

ー
ズ

を
マ

ッ
チ

ン
グ

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
り

、
シ

ー
ズ

志
向

型
の

開
発

と
な

ら
な

い
よ

う
、

各
種

障
害

者
の

置
か

れ
て

い
る

状
態

は
勿

論
の

こ
と

、
現

場
の

課
題

や
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

て
支

援
機

器
を

開
発

す
る

こ
と

が
重

要
と

な
り

ま
す

。
 

こ
の

交
流

会
で

は
、

ユ
ー

ザ
ー

側
が

持
つ

ニ
ー

ズ
と

開
発

側
が

持
つ

シ
ー

ズ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

目
的

と
し

た
支

援
機

器

に
関

す
る

交
流

会
を

企
画

・
開

催
し

、
実

用
的

な
支

援
機

器
が

開
発

さ
れ

る
よ

う
、

試
作

器
等

（
既

に
実

用
化

し
た

機
器

も
可

。
）

を
用

い
て

想
定

す
る

ユ
ー

ザ
ー

と
開

発
側

が
膝

を
交

え
て

意
見

交
換

で
き

る
場

を
設

け
る

と
と

も
に

、
効

果
的

な
モ

ニ
タ

ー
評

価
等

を
行

う
機

会
を

創
出

す
る

こ
と

と
い

た
し

ま
す

。
 

本
交

流
会

へ
出

展
（

無
料

）
を

希
望

す
る

方
は

、
本

募
集

要
項

を
ご

確
認

の
う

え
、
所

定
の

期
日

ま
で

に
｢
出

展
申

し
込

み
｣
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

 

な
お

、
出

展
希

望
が

多
数

の
場

合
に

は
、
障

害
の

種
別

や
機

器
の

分
野

等
、
全

体
の

バ
ラ

ン
ス

を
勘

案
す

る
こ

と
と

し
、

出
展

を
お

断
り

す
る

場
合

が
あ

り
得

る
こ

と
を

予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

 
 

※
ニ

ー
ズ

側
：
障

害
者

、
家

族
、

在
宅

・
施

設
等

の
介

護
職

員
、
医
療
・
福
祉
の
業
務
に
従
事
し
障
害
者

の
福

祉
や

訓
練

に
係

わ
る

者
 
等

 

※
シ

ー
ズ

側
：

開
発

メ
ー

カ
ー

、
地

域
の

産
業

振
興

団
体

、
新
規
参
入
を
検
討
す
る
企
業
・
研
究
者
、
大

学
・

研
究

機
関

 
等

 
  

＜
 
大

阪
開

催
 
＞

 

■
 開

催
日

 
令

和
元

年
１

２
月

１
７

日
（
火

）
〜

 
１

８
日

（
水

） 

■
 時

 
間

 
１

１
：

０
０

－
１

７
：

０
０

 
/
 
１

０
：

０
０

－
１

６
：

０
０

 

■
 会

 
場

 
大

阪
マ

ー
チ

ャ
ン

ダ
イ

ズ
マ

ー
ト
 
Ａ

ホ
ー

ル
 

 

＜
 
福

岡
開

催
 
＞

 

■
 開

催
日

 
令

和
２

年
１

月
１

４
日

（
火

）
〜

 
１

５
日

（
水

）
 

■
 時

 
間

 
１

１
：

０
０

－
１

７
：

０
０

 
/
 
１

０
：

０
０

－
１

６
：

０
０

 

■
 会

 
場

 
福

岡
国

際
会

議
場

 

 

＜
 
東

京
開

催
 
＞

 

■
 開

催
日

 
令

和
２

年
２

月
１

２
日

（
水

）
〜

 
１

３
日

（
木

）
 

■
 時

 
間

 
１

１
：

０
０

－
１

７
：

０
０

 
/
 
１

０
：

０
０

－
１

６
：

０
０

 

■
 会

 
場

 
Ｔ

Ｏ
Ｃ

有
明

４
Ｆ

 
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

ホ
ー

ル
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Ⅲ
．
出

展
者

の
要

件
 

  １
．
出
展
対
象
者
 

 

障
害

者
向

け
の

支
援

機
器

を
開

発
中

の
企

業
等

で
、

か
つ

試
作
器
を
出
展
で
き
る
企
業
等
 

障
害

当
事

者
等

と
交

流
を

深
め

、
良

質
な

支
援

機
器

の
開

発
･
改
良
を
目
指
し
て
い
る
企
業
等
 

※
）

既
に

実
用

化
し

た
支

援
機

器
を

有
し

て
い

る
企

業
等

も
可
と
し
ま
す
。
 

  ２
．
出
展
機
器
の
条
件
 

 

①
開

発
、

改
良

を
目

的
と

し
た

機
器

で
あ

る
こ

と
 

②
障

害
当

事
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

く
み

取
っ

た
う

え
で

改
良

等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
機
器
で
あ
る
こ

と
 

③
障

害
者

の
自

立
支

援
に

活
用

で
き

る
要

素
技

術
で

あ
る

こ
と
 

※
）

高
齢

者
用

の
機

器
は

除
く

。
 

 

（
出

展
に

あ
た
っ

て
の

留
意

事
項

）
 

 
交

流
会

へ
の

来
場

は
自

由
で

す
が

、
出

展
申

し
込

み
を

せ
ず

、
会
場
に
機
器
を
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き

ま
せ

ん
。

 

 
交

流
会

で
は

販
売

活
動

は
禁

止
で

す
。

 

 
会

場
に

て
来

場
者

や
他

の
出

展
者

等
に

迷
惑

行
為

を
行

っ
た
場
合
に
は
退
場
を
命
じ
ま
す
。
協
会
の
指

示
に

従
っ

て
く

だ
さ

い
。

 

  ３
．
出
展
可
能
数
 

※
出
展
機
器
の
サ
イ
ズ
や
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
増
減
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 

大
阪

会
場

：
４

５
社

 

福
岡

会
場

：
２

５
社

 

東
京

会
場

：
３

５
社

 

※
）

こ
の

数
に

は
障

害
関

係
団

体
や

関
係

機
関

等
の

数
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

 

（
出

展
に

あ
た
っ

て
の

留
意

事
項

）
 

出
展

可
能

数
を

超
え

た
出

展
希

望
が

多
数

あ
っ

た
場

合
に

は
、
支
援
機
器
の
分
野
等
、
全
体
の
バ
ラ

ン
ス

を
勘

案
し

、
最

終
的

に
は

協
会

に
て

出
展

の
可

否
を

決
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
 

従
っ

て
、

出
展

を
お

断
り

す
る

場
合

が
あ

り
得

る
こ

と
を

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

出
展

の
可

否
に

つ
き

ま
し

て
は

、
協

会
か

ら
メ

ー
ル

に
て

通
知
い
た
し
ま
す
。
（
な
お
、
出
展
不
選

定
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

受
付

け
致

し
か

ね
ま

す
。

）
 

  ４
．
出
展
料
金
 

 

無
料

（
但

し
、

宿
泊

費
、

交
通

費
、

搬
出

入
等

に
伴

う
費

用
、
会
場
駐
車
場
料
は
自
己
負
担
）
 

    
 

 
6 

Ⅳ
．
出

展
小

間
の

仕
様

、
備

品
等

 
  １
．
出
展
小
間
イ
メ
ー
ジ
 

 

下
図

の
備

品
は

、
基

本
設

備
と

な
り

ま
す

。
 

本
年

度
は

、
背

面
に

壁
や

バ
ッ

ク
パ

ネ
ル

の
ご

用
意

は
あ

り
ま

せ
ん

の
で

、
各

自
で

ご
準

備
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

                    ２
．
仕
様
･
備
品
等
 

 （
１

）
小

間
の

仕
様

 

 
展

示
ス

ペ
ー

ス
：

１
８

０
０

ｍ
ｍ

×
１

８
０

０
ｍ

ｍ
 

 （
２

）
基

本
の

設
備

 

 
テ

ー
ブ

ル
1
台

（
Ｗ

１
８

０
０

ｍ
ｍ

×
Ｄ

４
５

０
ｍ

ｍ
×

Ｈ
７

０
０

ｍ
ｍ

）
 

 
椅

子
２

脚
 

 （
３

）
追

加
備

品
の

取
り

扱
い

 

 
パ

ネ
ル

を
貼

る
ス

タ
ン

ド
や

カ
タ

ロ
グ

ス
タ

ン
ド

、
電

源
の

延
長

ケ
ー

ブ
ル

等
は

、
自

社
で

ご
用

意
く

だ
さ

い
。

 

 
電

源
（

１
０

０
Ｖ

）
が

必
要

な
場

合
に

は
、

出
展

申
込

書
に

て
必

ず
届

出
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 

（
出

展
に

あ
た

っ
て

の
留

意
事

項
）

 

会
場

に
よ

っ
て

は
施

工
や

電
気

工
事

を
行

う
業

者
が

入
ら

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。
基

本
的

に
は

自

社
に

て
、
ご

準
備

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
ご

不
明

な
点

等
あ

れ
ば

事
務

局
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

 

平
面

図
 

立
面

図
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大
阪

会
場

（
大

阪
マ

ー
チ

ャ
ン

ダ
イ

ズ
マ

ー
ト
 
Ａ

ホ
ー

ル
）
 

 会
場
ア
ク
セ
ス
 

大
阪

府
大

阪
市

中
央

区
大

手
前

１
－

７
－

３
１

 
     

 

＜
 車

で
お

越
し

の
場

合
 ＞

 

 

＜
 
公

共
交

通
機

関
の

ご
案

内
 
＞

 
 

●
地

下
鉄

谷
町

線
「

天
満

橋
」

駅
北

改
札

口
 

 
 

●
京

阪
電

車
「

天
満

橋
」

駅
東

改
札

口
 

 
 

 
⇒

 
Ｏ

Ｍ
Ｍ

地
下

２
階

に
連

絡
 

 
 

 
 

（
改

札
を

出
る

と
す

ぐ
に

案
内

表
示

が
あ

り
ま

す
）

  

＜
 駐

車
場

の
ご

案
内

 ＞

 
8 

福
岡

会
場

（
福

岡
国

際
会

議
場

 
２

Ｆ
多

目
的

ゾ
ー

ン
）
 

 会
場
ア
ク
セ
ス
 

福
岡

県
福

岡
市

博
多

区
石

城
町

２
－

１
 

    
 

博
多
駅
周
辺
 

天
神
駅
周
辺
 

会
場
周
辺
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Ⅲ
．
出

展
者

の
要

件
 

  １
．
出
展
対
象
者
 

 

障
害

者
向

け
の

支
援

機
器

を
開

発
中

の
企

業
等

で
、

か
つ

試
作
器
を
出
展
で
き
る
企
業
等
 

障
害

当
事

者
等

と
交

流
を

深
め

、
良

質
な

支
援

機
器

の
開

発
･
改
良
を
目
指
し
て
い
る
企
業
等
 

※
）

既
に

実
用

化
し

た
支

援
機

器
を

有
し

て
い

る
企

業
等

も
可
と
し
ま
す
。
 

  ２
．
出
展
機
器
の
条
件
 

 

①
開

発
、

改
良

を
目

的
と

し
た

機
器

で
あ

る
こ

と
 

②
障

害
当

事
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

く
み

取
っ

た
う

え
で

改
良

等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
機
器
で
あ
る
こ

と
 

③
障

害
者

の
自

立
支

援
に

活
用

で
き

る
要

素
技

術
で

あ
る

こ
と
 

※
）

高
齢

者
用

の
機

器
は

除
く

。
 

 

（
出

展
に

あ
た
っ

て
の

留
意

事
項

）
 

 
交

流
会

へ
の

来
場

は
自

由
で

す
が

、
出

展
申

し
込

み
を

せ
ず
、
会
場
に
機
器
を
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き

ま
せ

ん
。
 

 
交

流
会

で
は

販
売

活
動

は
禁

止
で

す
。

 

 
会

場
に

て
来

場
者

や
他

の
出

展
者

等
に

迷
惑

行
為

を
行

っ
た

場
合
に
は
退
場
を
命
じ
ま
す
。
協
会
の
指

示
に

従
っ
て

く
だ

さ
い

。
 

  ３
．
出
展
可
能
数
 

※
出
展
機
器
の
サ
イ
ズ
や
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
増
減
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 

大
阪

会
場

：
４

５
社

 

福
岡

会
場

：
２

５
社

 

東
京

会
場

：
３

５
社

 

※
）

こ
の

数
に

は
障

害
関

係
団

体
や

関
係

機
関

等
の

数
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

 

（
出

展
に

あ
た
っ

て
の

留
意

事
項

）
 

出
展

可
能

数
を

超
え

た
出

展
希

望
が

多
数

あ
っ

た
場

合
に

は
、
支
援
機
器
の
分
野
等
、
全
体
の
バ
ラ

ン
ス

を
勘

案
し

、
最

終
的

に
は

協
会

に
て

出
展

の
可

否
を

決
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
 

従
っ

て
、

出
展

を
お

断
り

す
る

場
合

が
あ

り
得

る
こ

と
を

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

出
展

の
可

否
に

つ
き

ま
し

て
は

、
協

会
か

ら
メ

ー
ル

に
て

通
知
い
た
し
ま
す
。
（
な
お
、
出
展
不
選

定
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

受
付

け
致

し
か

ね
ま

す
。

）
 

  ４
．
出
展
料
金
 

 

無
料

（
但

し
、

宿
泊

費
、

交
通

費
、

搬
出

入
等

に
伴

う
費

用
、
会
場
駐
車
場
料
は
自
己
負
担
）
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Ⅳ
．
出

展
小

間
の

仕
様

、
備

品
等

 
  １
．
出
展
小
間
イ
メ
ー
ジ
 

 

下
図

の
備

品
は

、
基

本
設

備
と

な
り

ま
す

。
 

本
年

度
は

、
背

面
に

壁
や

バ
ッ

ク
パ

ネ
ル

の
ご

用
意

は
あ

り
ま

せ
ん

の
で

、
各

自
で

ご
準

備
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

                    ２
．
仕
様
･
備
品
等
 

 （
１

）
小

間
の

仕
様

 

 
展

示
ス

ペ
ー

ス
：

１
８

０
０

ｍ
ｍ

×
１

８
０

０
ｍ

ｍ
 

 （
２

）
基

本
の

設
備

 

 
テ

ー
ブ

ル
1
台

（
Ｗ

１
８

０
０

ｍ
ｍ

×
Ｄ

４
５

０
ｍ

ｍ
×

Ｈ
７

０
０

ｍ
ｍ

）
 

 
椅

子
２

脚
 

 （
３

）
追

加
備

品
の

取
り

扱
い

 

 
パ

ネ
ル

を
貼

る
ス

タ
ン

ド
や

カ
タ

ロ
グ

ス
タ

ン
ド

、
電

源
の

延
長

ケ
ー

ブ
ル

等
は

、
自

社
で

ご
用

意
く

だ
さ

い
。

 

 
電

源
（

１
０

０
Ｖ

）
が

必
要

な
場

合
に

は
、

出
展

申
込

書
に

て
必

ず
届

出
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 

（
出

展
に

あ
た

っ
て

の
留

意
事

項
）

 

会
場

に
よ

っ
て

は
施

工
や

電
気

工
事

を
行

う
業

者
が

入
ら

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。
基

本
的

に
は

自

社
に

て
、
ご

準
備

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
ご

不
明

な
点

等
あ

れ
ば

事
務

局
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

 

平
面

図
 

立
面

図
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東
京

会
場

（
Ｔ

Ｏ
Ｃ

有
明

４
Ｆ

 
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

ホ
ー

ル
）
 

 会
場
ア
ク
セ
ス

 

東
京

都
江

東
区

有
明

３
－

５
－

７
 

                           

＜
 
公

共
交

通
機

関
の

ご
案

内
 
＞

 

 
２

路
線

３
駅

の
利

用
が

可
能

で
す

。
 

 
 

●
り

ん
か

い
線

国
際

展
示

場
駅

か
ら

徒
歩

３
分

 

 
 

●
ゆ

り
か

も
め

東
京

ビ
ッ

グ
サ

イ
ト

･
有

明
駅

か
ら

徒
歩

４
分
 

 ＜
 
車

で
お

越
し

の
場

合
 
＞

 

 
 

●
首

都
高

速
湾

岸
線

「
有

明
」

出
口

よ
り

約
５

分
(
新

木
場
方
面
よ
り
)
 

 
 

●
首

都
高

速
湾

岸
線

「
臨

海
副

都
心

」
出

口
よ

り
約

５
分
(
大
井
方
面
よ
り
)
 

 
 

●
首

都
高

速
１

１
号

線
「

台
場

」
出

口
よ

り
約

５
分

(
レ

イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
方
面
よ
り
)
 

 
 

 

＜
 
駐

車
場

の
ご

案
内

 
＞

 

 
 

業
務

棟
１

〜
５

階
と

接
続

さ
れ

て
い

る
大

規
模

自
走

式
駐
車
場
(
有
料
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
10

Ⅴ
．
出

展
に

あ
た

っ
て

の
注

意
事

項
 

 １
．
出
展
の
申
込
み
 

 
出
展
申
込
書
に

必
要

事
項

を
ご

記
入

の
う

え
、

期
日

ま
で

に
メ

ー
ル

に
て

お
送

り
く

だ
さ

い
。

 

出
展
内
容
が

交
流

会
の

趣
旨

に
合

わ
な

い
と

協
会

が
判

断
し

た
場

合
、

協
会

は
出

展
の

お
断

り
を

し
ま

す
。
こ
れ
に
よ

り
生

ず
る

損
害

に
対

し
、

協
会

は
一

切
の

責
任

を
負

い
ま

せ
ん

。
 

 ２
．
出
展
の
取
り
や
め

 

 
出
展
の
取
り
や

め
は

、
出

展
の

決
定

か
ら

１
ヵ

月
以

内
と

し
、

書
面

（
任

意
様

式
）

に
て

協
会

に
申

し

出
て
く
だ
さ
い

。
 

協
会
の
判
断

に
よ

り
正

式
な

取
り

や
め

を
決

定
し

ま
す

。
（

な
お

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

の
作

成
状

況
に

よ
っ
て
は
、
出

展
取

り
や

め
の

依
頼

を
い

た
だ

い
て

も
、

情
報

が
掲

載
さ

れ
た

ま
ま

と
な

る
場

合
も

あ
り

得
る
こ
と
を
ご

了
承

く
だ

さ
い

。
）

 

 ３
．
出
展
の
可
否
、
小

間
位

置
の

決
定

 

 
障
害
の
種
別
や

支
援

機
器

の
分

野
等

、
全

体
の

バ
ラ

ン
ス

を
勘

案
し

、
最

終
的

に
は

協
会

に
て

出
展

の

可
否
を
決
定
す

る
こ

と
と

い
た

し
ま

す
。

 

ま
た
、
小
間

位
置

の
割

り
当

て
も

協
会

に
て

行
い

ま
す

。
 

 ４
．
会
場
内
の
行
為
の

制
限

 

 
出
展
者
は
協
会

の
承

諾
な

し
に

、
通

路
、

休
憩

所
な

ど
自

ら
の

出
展

ス
ペ

ー
ス

以
外

で
の

展
示

・
宣

伝

を
行
う
こ
と
は

で
き

ま
せ

ん
。

来
場

者
や

他
の

展
示

者
に

迷
惑

を
与

え
る

よ
う

な
音

、
光

、
熱

、
臭

気
を

伴
う
行
為
や
危

険
と

認
め

ら
れ

る
実

演
は

で
き

ま
せ

ん
。

 

 ５
．
駐
車
場
 

 
搬
出
入
等
で
車

を
ご

利
用

の
場

合
は

、
会

場
の

駐
車

場
を

ご
利

用
く

だ
さ

い
。

 

 ６
．
管
理
保
全
 

 
協
会
は
管
理
者

と
し

て
の

注
意

を
も

っ
て

会
場

全
般

の
管

理
に

あ
た

り
ま

す
。

た
だ

し
、

各
出

展
物

の

管
理
は
出
展
者

が
自

己
の

責
任

と
費

用
に

て
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

協
会

は
出

展
物

の
損

害
に

対
し

て
の
一
切
の
保

証
を

負
い

ま
せ

ん
。

 

 ７
．
損
害
賠
償
 

 
出
展
者
及
び
そ

の
代

理
人

が
他

社
の

小
間

、
協

会
の

運
営

設
備

又
は

展
示

会
場

の
設

備
及

び
人

身
等

に

損
害
を
与
え
た

場
合

、
ま

た
、

搬
出

入
時

や
交

流
会

開
催

期
間

中
に

発
生

し
た

出
展

物
の

損
傷

・
紛

失
等

に
つ
い
て
、
そ

の
補

償
は

出
展

者
の

責
任

に
お

い
て

行
う

も
の

と
し

、
協

会
は

一
切

の
責

任
を

負
い

ま
せ

ん
。
 

出
展
物
の
輸
送

及
び

展
示

中
の

保
護

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

保
険

を
か

け
る

な
ど

適
切

な
対

策

を
講
じ
て
く
だ
さ

い
。

 

 ８
．
消
防
･
安
全
 

出
展
者
は
、

会
場

に
適

用
さ

れ
る

消
防

及
び

安
全

に
係

わ
る

全
て

の
法

規
、

規
則

を
厳

守
し

な
け

れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
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11

９
．

展
示

会
の

中
止

 

 
協

会
は

天
災

な
ど

の
不

可
抗

力
に

よ
り

、
交

流
会

開
催

が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
、
交
流
会
の
開
催
を

延
期

又
は

中
止

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
そ

の
際

に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
協
会
は
責
任
を
負
わ

な
い

も
の

と
し

ま
す

。
 

 １
０

．
法

的
保

護
等

 

 
交

流
会

に
お
け

る
ア

イ
デ

ィ
ア

の
模

倣
及

び
交

流
時

等
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
協
会
は
一
切
の

責
任

を
負

い
ま
せ

ん
。
特

許
な

ど
特

別
な

ノ
ウ

ハ
ウ

等
に

つ
い

て
の
知
的
財
産
権
は
出
展
者
の
責
任
に
お
い

て
対

応
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 １
１

．
法

令
、

規
約

の
厳

守
 

 
出

展
者

は
、
日

本
国

内
の

各
種

法
令

を
遵

守
す

る
と

と
も

に
、
協
会
が
定
め
る
一
連
の
規
約
（
募
集
要
項
、

出
展

マ
ニ

ュ
ア
ル

等
）

を
本

契
約

の
一

部
と

し
、

こ
れ

を
遵

守
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
 

万
一

、
法

令
、

規
約

に
違

反
し

た
場

合
、

協
会

は
理

由
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
出
展
を
拒
否
も
し
く
は
取

り
消

す
こ

と
が
あ

り
ま

す
。

こ
れ

に
よ

っ
て

生
ず

る
損

害
に

対
し
、
協
会
は
一
切
の
責
任
を
負
わ
な
い
も
の

と
し

ま
す

。
 

 １
２

．
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

、
ご

協
力

の
お

願
い

 

 
交

流
会

は
国
庫

補
助

事
業

に
よ

り
開

催
す

る
も

の
で

す
。

 

交
流

会
参

加
の

目
的

を
明

確
化

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
成

果
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
協
会
か
ら

依
頼

の
あ

っ
た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
は

必
ず

ご
回

答
く

だ
さ

い
。
 

 １
３

．
写

真
等

の
撮

影
に

つ
い

て
 

交
流

会
で

は
、

開
発

途
中

の
機

器
等

が
出

展
さ

れ
て

い
ま

す
。
写
真
や
動
画
を
撮
影
す
る
場
合
に
は
、
必

ず
協

会
と

撮
影

す
る

企
業

等
の

許
可

を
得

て
く

だ
さ

い
。

 

ま
た

、
協

会
で

は
交

流
会

の
様

子
を

各
方

面
へ

広
報

す
る

た
め
、
交
流
会
の
期
間
中
、
機
器
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

等
の

様
子

を
写

真
や

動
画

撮
影

し
ま

す
の

で
、

予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
写
真
や
動
画
の
撮
影

を
拒

否
す

る
場

合
に

は
予

め
お

申
し

出
く

だ
さ

い
。

 

  
 

 
12

Ⅵ
．
招

待
す

る
関

係
団

体
等

（
予

定
）
、
問

い
合

わ
せ

先
 

 １
．
関
係
団
体
等
 

 （
１
）
障
害
当
事
者
団

体
 

 
公
益
社

団
法

人
 
全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
 

 
一
般
社

団
法

人
 
日

本
Ａ

Ｌ
Ｓ

協
会

 

 
社
会
福

祉
法

人
 
日

本
盲

人
会

連
合

 

 
一
般
社

団
法

人
 
全

日
本

難
聴

者
・

中
途

失
聴

者
団

体
連

合
会

 

 
ポ
リ

オ
の

会
 

 
Ａ
Ｓ
Ｄ

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

 

 
特
定
非

営
利

活
動

法
人

 
日

本
失

語
症

協
議

会
 

 
社
会
福

祉
法

人
 
日

本
身

体
障

害
者

団
体

連
合

会
 

 
社
会
福

祉
法

人
 
全

国
盲

ろ
う

者
協

会
 

 （
２
）
開
発
支
援
機
関

等
 

 
国
立
研

究
開

発
法

人
 
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

（
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
)
 

 
国
立
研

究
開

発
法

人
 
情

報
通

信
研

究
機

構
（

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｔ

)
 

 
国
立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

 

 
独
立
行

政
法

人
 
高

齢
・

障
害

・
求

職
者

雇
用

支
援

機
構

 
中

央
障

害
者

雇
用

情
報

セ
ン

タ
ー

 

  ２
．
交
流
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

 

◆
出

展
に

関
す

る
こ

と
  

受
付

時
間

：
平

日
９

時
～

１
７

時
 

Ｍ
Ｓ

＆
Ａ

Ｄ
イ

ン
タ

ー
リ

ス
ク

総
研

株
式

会
社

 
内

 

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
１

９
 
運

営
事

務
局

 

担
当

者
 

岡
田

、
志

賀
 

メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス

：
sh

og
ai

-k
ik

i2
@

te
ch

no
-a

id
s.

or
.jp

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０

３
－

５
２

９
６

―
８

９
７

６
 

  

◆
交

流
会

の
全

体
に

つ
い

て
 

公
益

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

 
企

画
部

 

担
当

者
 
宇

田
川

・
篠

・
五

島
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０

３
－

３
２

６
６

－
６

８
８

３
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東
京

会
場

（
Ｔ

Ｏ
Ｃ

有
明

４
Ｆ

 
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

ホ
ー

ル
）
 

 会
場
ア
ク
セ
ス

 

東
京

都
江

東
区

有
明

３
－

５
－

７
 

                           

＜
 
公

共
交

通
機

関
の

ご
案

内
 
＞

 

 
２

路
線

３
駅

の
利

用
が

可
能

で
す

。
 

 
 

●
り

ん
か

い
線

国
際

展
示

場
駅

か
ら

徒
歩

３
分

 

 
 

●
ゆ

り
か

も
め

東
京

ビ
ッ

グ
サ

イ
ト

･
有

明
駅

か
ら

徒
歩

４
分
 

 ＜
 
車

で
お

越
し

の
場

合
 
＞

 

 
 

●
首

都
高

速
湾

岸
線

「
有

明
」

出
口

よ
り

約
５

分
(
新

木
場
方
面
よ
り
)
 

 
 

●
首

都
高

速
湾

岸
線

「
臨

海
副

都
心

」
出

口
よ

り
約

５
分
(
大
井
方
面
よ
り
)
 

 
 

●
首

都
高

速
１

１
号

線
「

台
場

」
出

口
よ

り
約

５
分

(
レ

イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
方
面
よ
り
)
 

 
 

 

＜
 
駐

車
場

の
ご

案
内

 
＞

 

 
 

業
務

棟
１

〜
５

階
と

接
続

さ
れ

て
い

る
大

規
模

自
走

式
駐
車
場
(
有
料
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
10

Ⅴ
．
出

展
に

あ
た

っ
て

の
注

意
事

項
 

 １
．
出
展
の
申
込
み
 

 
出
展
申
込
書
に

必
要

事
項

を
ご

記
入

の
う

え
、

期
日

ま
で

に
メ

ー
ル

に
て

お
送

り
く

だ
さ

い
。

 

出
展
内
容
が

交
流

会
の

趣
旨

に
合

わ
な

い
と

協
会

が
判

断
し

た
場

合
、

協
会

は
出

展
の

お
断

り
を

し
ま

す
。
こ
れ
に
よ

り
生

ず
る

損
害

に
対

し
、

協
会

は
一

切
の

責
任

を
負

い
ま

せ
ん

。
 

 ２
．
出
展
の
取
り
や
め

 

 
出
展
の
取
り
や

め
は

、
出

展
の

決
定

か
ら

１
ヵ

月
以

内
と

し
、

書
面

（
任

意
様

式
）

に
て

協
会

に
申

し

出
て
く
だ
さ
い

。
 

協
会
の
判
断

に
よ

り
正

式
な

取
り

や
め

を
決

定
し

ま
す

。
（

な
お

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

の
作

成
状

況
に

よ
っ
て
は
、
出

展
取

り
や

め
の

依
頼

を
い

た
だ

い
て

も
、

情
報

が
掲

載
さ

れ
た

ま
ま

と
な

る
場

合
も

あ
り

得
る
こ
と
を
ご

了
承

く
だ

さ
い

。
）

 

 ３
．
出
展
の
可
否
、
小

間
位

置
の

決
定

 

 
障
害
の
種
別
や

支
援

機
器

の
分

野
等

、
全

体
の

バ
ラ

ン
ス

を
勘

案
し

、
最

終
的

に
は

協
会

に
て

出
展

の

可
否
を
決
定
す

る
こ

と
と

い
た

し
ま

す
。

 

ま
た
、
小
間

位
置

の
割

り
当

て
も

協
会

に
て

行
い

ま
す

。
 

 ４
．
会
場
内
の
行
為
の

制
限

 

 
出
展
者
は
協
会

の
承

諾
な

し
に

、
通

路
、

休
憩

所
な

ど
自

ら
の

出
展

ス
ペ

ー
ス

以
外

で
の

展
示

・
宣

伝

を
行
う
こ
と
は

で
き

ま
せ

ん
。

来
場

者
や

他
の

展
示

者
に

迷
惑

を
与

え
る

よ
う

な
音

、
光

、
熱

、
臭

気
を

伴
う
行
為
や
危

険
と

認
め

ら
れ

る
実

演
は

で
き

ま
せ

ん
。

 

 ５
．
駐
車
場
 

 
搬
出
入
等
で
車

を
ご

利
用

の
場

合
は

、
会

場
の

駐
車

場
を

ご
利

用
く

だ
さ

い
。

 

 ６
．
管
理
保
全
 

 
協
会
は
管
理
者

と
し

て
の

注
意

を
も

っ
て

会
場

全
般

の
管

理
に

あ
た

り
ま

す
。

た
だ

し
、

各
出

展
物

の

管
理
は
出
展
者

が
自

己
の

責
任

と
費

用
に

て
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

協
会

は
出

展
物

の
損

害
に

対
し

て
の
一
切
の
保

証
を

負
い

ま
せ

ん
。

 

 ７
．
損
害
賠
償
 

 
出
展
者
及
び
そ

の
代

理
人

が
他

社
の

小
間

、
協

会
の

運
営

設
備

又
は

展
示

会
場

の
設

備
及

び
人

身
等

に

損
害
を
与
え
た

場
合

、
ま

た
、

搬
出

入
時

や
交

流
会

開
催

期
間

中
に

発
生

し
た

出
展

物
の

損
傷

・
紛

失
等

に
つ
い
て
、
そ

の
補

償
は

出
展

者
の

責
任

に
お

い
て

行
う

も
の

と
し

、
協

会
は

一
切

の
責

任
を

負
い

ま
せ

ん
。
 

出
展
物
の
輸

送
及

び
展

示
中

の
保

護
に

つ
い

て
は

、
必

要
に

応
じ

て
保

険
を

か
け

る
な

ど
適

切
な

対
策

を
講
じ
て
く
だ

さ
い

。
 

 ８
．
消
防
･
安
全
 

出
展
者
は
、

会
場

に
適

用
さ

れ
る

消
防

及
び

安
全

に
係

わ
る

全
て

の
法

規
、

規
則

を
厳

守
し

な
け

れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
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障害者自立支援機器 
シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９ 

出展申込書 
１．出展者希望者の情報 

フリガナ  

企業名・団体名  

フリガナ  

ご担当者名  

ご住所 
〒 

 

電話番号・ＦＡＸ TEL： FAX： 

電子メールアドレス  

 
２．出展を希望する会場 ※複数会場の希望を可とします。 

希望会場 
☐ 大阪会場  令和元年１２月１７日（火）～１８日（水） 

☐ 福岡会場  令和２年 １月１４日（火）～１５日（水） 

☐ 東京会場  令和２年 ２月１２日（水）～１３日（木） 

 
３．出展を希望する機器情報 ※原則、１企業１製品とします。 

製品名（型番）  

製品の概要 

※200文字以内 

 

製品の仕様 

※100文字以内 

 

分野等 

※主なもの 1つ選択 

□ 聴覚障害者・視覚障害者・盲ろう者の自立支援機器 

□ 肢体不自由者の自立支援機器 

□ 難病・障害児の自立支援機器 

□ 障害者のコミュニケーション、レクリエーション活動を支援する機器 

□ ロボット技術を活用した支援機器、脳科学の成果を応用した機器 

□ 障害者の就労を支援する機器 

□ 障害者の支援を行いやすくする機器 

開発補助 □ 令和元年度｢障害者自立支援機器等開発促進事業｣採択企業 

電源の要否 （ 必要 ・ 不要 ） 

製品画像 

※1枚添付 

※出展する製品（試作器）の画像を１枚添付してください。 

※パンフレット等の掲載に使用しますので、出来るだけきれいな画像として下さい。 

 

提出先：shogai-kiki2@techno-aids.or.jp 申込締切：令和元年８月２３日１７時必着 
シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９ 運営事務局 あて 

－ 300 －



 

出
展
企
業
等

  
  

出
展

企
業

・
関

係
団

体
 

ご
担

当
者

様
 
各

位
 

 

平
素

よ
り

大
変

お
世

話
に

な
り

ま
す

。
 

こ
の

度
、

｢
シ

ー
ズ

･
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

 
２

０
１

９
｣
に

出
展

い
た

だ
き

、
誠

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

 

早
速

で
す

が
、

参
加

出
展

者
向

け
の

設
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
ま
し
た
の
で
お
送
り
し
ま
す

。
 

 

 

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
障
害
者
自
立
支
援
機
器

 

「
シ
ー
ズ
･
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会

 
２
０
１
９
」

 

〜
作
る
人
と
使
う
人
の
交
流
会
〜

 

大
阪
・
福
岡
・
東
京
共
通

 
設
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

 
 

 ○
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン
グ

強
化
事

業
の

目
的

 

障
害
者
及
び
障
害
児
（
以
下
「
障
害
者
」
。
）
の
自
立
を
支

援
す
る
｢障

害
者
自
立
支
援
機
器
（
以
下
「
支

援
機
器

」
）
｣

は
、
障
害
者
の
活
動
や
参
加
を
促
す
も
の
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。
 

一
方
、

障
害
者

福
祉

の
現

場
に

お
い

て
、
真

に
必

要
と

さ
れ

る
支

援
機
器

を
開

発
す

る
た

め
に

は
、
着

想
の

段
階
か
ら

ユ
ー
ザ

ー
や
支

援
者

の
ニ
ー
ズ

と
開

発
や
研

究
者

等
の
シ
ー

ズ
を

マ
ッ
チ

ン
グ

す
る
こ
と

が
大

切
で
あ

り
、

シ
ー
ズ
志

向

型
の
開

発
と
な

ら
な

い
よ
う
、

各
種

障
害
者

の
置

か
れ
て
い

る
状

態
は
勿

論
の

こ
と
、
現

場
の

課
題
や

ニ
ー

ズ
を
的
確

に

捉
え
た
支
援
機
器
の
開
発
に
繋
げ
る
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。
 

本
事
業

で
は
、

ユ
ー

ザ
ー

側
が

持
つ

ニ
ー
ズ

と
開

発
側

が
持

つ
シ

ー
ズ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

目
的

と
し
た

支
援

機
器
に
関

す
る
交

流
会
を

企
画

・
開
催
し

、
実

用
的
な

支
援

機
器
が
開

発
さ

れ
る
よ

う
、

試
作
機
等

を
用

い
て
想

定
す

る
ユ
ー
ザ

ー

と
開

発
側
が
膝

を
交

え
て
意
見

交
換

で
き
る

場
を

設
け
る

と
と
も

に
、

効
果
的

な
モ
ニ
タ

ー
評

価
等
を

行
う

機
会
を
創

出

す
る

こ
と
と
す
る
。
 

  ○
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン
グ

交
流
会

の
ね

ら
い

 

 
本
交
流
会
で
は
、

障
害
者
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
自
立
支
援
機
器
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
障
害
当
事

者
を
は
じ
め
、
ご
家
族
、
福
祉
・
医
療
従
事
者
な
ど
の
「
機

器
を
使
う
側
（
ニ
ー
ズ

側
）
」
の
方
々
と
開
発
企
業
、
大
学
、

研
究
機
構
、

産
業
振
興
組
織
な
ど
の
「
機

器
を
作
る
側
（
シ
ー

ズ
側
）

」
の
方
々
が
、
じ
っ
く
り
と
膝
を
交
え
て
交
流
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
を
提
供
す
る

も
の
。
 

 

※
ニ

ー
ズ

側
：
障

害
者

、
家

族
、

在
宅

・
施

設
等

の
介

護
職

員
、
医
療
・
福
祉
の
業
務
に
従
事
し
障
害
者

の
福

祉
や

訓
練

に
係

わ
る

者
 

等
 

※
シ

ー
ズ

側
：
開

発
メ

ー
カ

ー
、

地
域

の
産

業
振

興
団

体
、

新
規
参
入
を
検
討
す
る
企
業
・
研
究
者
、
大

学
・

研
究

機
関

 
等

 
 

設
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

 
令
和
元
年
１
１
月
２
６
日
現
在
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障害者自立支援機器 
シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９ 

出展申込書 
１．出展者希望者の情報 

フリガナ  

企業名・団体名  

フリガナ  

ご担当者名  

ご住所 
〒 

 

電話番号・ＦＡＸ TEL： FAX： 

電子メールアドレス  

 
２．出展を希望する会場 ※複数会場の希望を可とします。 

希望会場 
☐ 大阪会場  令和元年１２月１７日（火）～１８日（水） 

☐ 福岡会場  令和２年 １月１４日（火）～１５日（水） 

☐ 東京会場  令和２年 ２月１２日（水）～１３日（木） 

 
３．出展を希望する機器情報 ※原則、１企業１製品とします。 

製品名（型番）  

製品の概要 

※200文字以内 

 

製品の仕様 

※100文字以内 

 

分野等 

※主なもの 1つ選択 

□ 聴覚障害者・視覚障害者・盲ろう者の自立支援機器 

□ 肢体不自由者の自立支援機器 

□ 難病・障害児の自立支援機器 

□ 障害者のコミュニケーション、レクリエーション活動を支援する機器 

□ ロボット技術を活用した支援機器、脳科学の成果を応用した機器 

□ 障害者の就労を支援する機器 

□ 障害者の支援を行いやすくする機器 

開発補助 □ 令和元年度｢障害者自立支援機器等開発促進事業｣採択企業 

電源の要否 （ 必要 ・ 不要 ） 

製品画像 

※1枚添付 

※出展する製品（試作器）の画像を１枚添付してください。 

※パンフレット等の掲載に使用しますので、出来るだけきれいな画像として下さい。 

 

提出先：shogai-kiki2@techno-aids.or.jp 申込締切：令和元年８月２３日１７時必着 
シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９ 運営事務局 あて 
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Ｔ
Ｇ
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付
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搬
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１
１

：
０

０
～

１
７

：
０
０
 

令
和

元
年

１
２

月
１

８
日

(
水

)
 

１
０

：
０

０
～

１
６

：
０
０
 

 

◼
 

搬
出

・
撤

去
 

令
和

元
年

１
２

月
１

８
日

(
水

)
 
１

６
：

０
０

～
１

７
：

３
０

（
完
全
撤
去
完
了
）
 

 

 

２
．

搬
入

出
方

法
 

◼
 

搬
入

出
の

方
法

は
、
西

側
入

口
か

ら
入

っ
て

す
ぐ

の
荷

捌
き
場
よ
り
お
願
い
し
ま
す

。
Ａ
ホ
ー
ル
直
通
の

リ
フ

ト
が

あ
り

ま
す

の
で

、
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
ま

た
、
施

設
内
各
所
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
ご
ざ
い
ま
す
。
 

◼
 

車
高

が
２

．
１

ｍ
を

超
え

、
或

い
は

車
両

が
２

ｔ
を

超
え

る
車
両
で
の
搬
入
を
お
考
え
の
場
合
、
別
途
事

務
局

へ
お

知
ら

せ
く

だ
さ

い
。

 

◼
 

い
ず

れ
も

駐
車

料
金

が
か

か
り

ま
す

。
ま

た
、
駐

車
料

金
の

割
引
等
の
優
遇
は
で
き
か
ね
ま
す
の
で
予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

 

◼
 

所
管

警
察

の
指

導
に

よ
り

、
路

上
駐

車
か

ら
の

搬
入

出
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

◼
 

台
車

の
貸

し
出

し
は

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

。
ご

利
用

の
際

は
自
社
に
て
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
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３
．
駐
車

場
情
報
 

◼
 
駐
車
場
は
第

1
駐

車
場

（
本

館
側

）
、

第
２

駐
車

場
（

ビ
ル

南
側

）
の

2
ヵ

所
が

あ
り

ま
す

。
 

◼
 
駐
車
場
は
有
料

と
な

り
ま

す
。

Ｏ
Ｍ

Ｍ
の

駐
車

場
は

料
金

の
上

限
設

定
が

あ
り

ま
す

。
 

               

  ○
第
１
駐
車
場
（
本

館
側

）
 

           

○
第
２
駐
車
場
（
ビ
ル

南
側

）
 

  

         

 
 

Ｏ
Ｍ

Ｍ
に

直
結

し
て

お
り

、
東

西
の

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
り

、
谷

町
筋

、
土

佐
堀

通
り

、
上

町
筋

か
ら

利
用

可
能

。
ま

た
、
１

階
に

身

体
障

害
者

用
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

５
台

分
あ

り
。

（
係

員
不

在
の

場
合

に
は

備
え

付
け

の
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
で

係
員

が
対

応
）

 

Ｏ
Ｍ

Ｍ
に

面
す

る
土

佐
掘

通
り

南
側

に
位

置
し

て
お

り
、

4
階

建
て

の
立

体
駐

車
場

で
す

。
土

佐
堀

通
り

西
行

き
か

ら
利

用
可

能
。

 

ま
た

、
1
階

に
身

体
障

害
者

用
駐

車
場

ス
ペ

ー
ス

が
２

台
分

あ
り

。
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４
．

宅
配

便
に

よ
る

搬
入

【
重

要
】

 

◼
 

１
２

月
１

７
日
（

火
）
の
準

備
に

間
に

合
う

時
間

指
定

で
発
送
し
て
く
だ
さ
い
。
（

会
期
よ
り
以
前

の
到

着
は

他
の

イ
ベ

ン
ト

開
催

中
の

為
、

会
場

側
で

お
預

か
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

。
）
 

◼
 

宅
配

便
業

者
を

使
用

し
て

搬
入

を
行

う
場

合
は

、
着

日
を

指
定
し
、
下
記
の
専
用
荷
札
を
貼
付

し
て
く
だ

さ
い

。
 

 

専
用

荷
札

（
こ

の
荷

札
を

コ
ピ

ー
し

、
荷

物
に

貼
付

の
上

、
発

送
を

お
願

い
し

ま
す

）
 

                           

５
．

搬
出

に
関

し
て

【
重

要
】

 

◼
 

搬
出

は
、
佐

川
急

便
の

着
払

い
の

み
会

場
か

ら
発

送
が

可
能

で
す
。
着
払
い
伝
票
（
佐
川
便
）
を
各
ブ
ー

ス
に

配
布

い
た

し
ま

す
。

送
り

状
の

控
え

は
出

展
社

で
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

 

◼
 

当
日

お
預

か
り

す
る

物
量

に
よ

っ
て

は
、
翌

日
配

達
が

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
指
定
日
配
達
を

ご
希

望
の

場
合

は
２

０
日

（
金

）
以

降
を

ご
指

定
く

だ
さ

い
。
 

◼
 

発
送

カ
ウ

ン
タ

ー
は

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

ブ
ー

ス
前

（
会

場
入
口
付
近
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

 

 

 
 

ブ
ー

ス
番

号

出
展

社
名

ご
担

当
者

名

当
日

の
ご

連
絡

先
（
携

帯
電

話
番

号
等

）

備
考

送
付

先
〒

5
4
0
-
6
5
9
1
　

大
阪

府
大

阪
市

中
央

区
大

手
前

1
-
7
-
3
1

マ
ー

チ
ャ

ン
ダ

イ
ズ

マ
ー

ト
 ２

Ｆ
　

Ａ
ホ

ー
ル

　
宛

（
会

場
Ｔ

Ｅ
Ｌ

：
0
6
-
6
9
4
3
-
2
0
2
0
）

利
用

日
1
2
月

1
7
日

(
火

)
及

び
1
2
月

1
8
日

(
水

)

障
害

者
自

立
支

援
機

器

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

」
～

作
る

人
と

使
う

人
の

交
流

会
～

設
置

場
所

　
　

大
阪

マ
ー

チ
ャ

ン
ダ

イ
ズ

マ
ー

ト
　

2
F
　

Ａ
ホ

ー
ル
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３
．
福
岡
会
場
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（
６
）
搬
入
出
・
入
館
規
定
【
重
要
】

 

※
本
年
度
は
、
前
日
の
搬
入
・
設
営
日
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

ま
た
、
発
送
物
の
前
日
受
け
取
り
も
で
き
か
ね
ま
す
の
で
、
当
日
中
の
搬
入
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

１
．

入
館

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

 

◼
 

搬
入

・
設

営
 

 
 

令
和

元
年

１
２

月
１

７
日

(
火
)
 

９
：

０
０

～
１

０
：

５
０

 

 

◼
 

会
期
 

令
和

元
年

１
２

月
１

７
日

(
火
)
 

１
１

：
０

０
～

１
７

：
０

０
 

令
和

元
年

１
２

月
１
８

日
(
水
)
 

１
０

：
０

０
～

１
６

：
０

０
 

 

◼
 

搬
出

・
撤

去
 

令
和

元
年

１
２

月
１
８

日
(
水
)
 

１
６

：
０

０
～

１
７

：
３

０
（
完
全
撤
去
完
了
）
 

 

 

２
．

搬
入

出
方

法
 

◼
 

搬
入

出
の

方
法

は
、
西

側
入

口
か

ら
入

っ
て

す
ぐ

の
荷

捌
き
場
よ
り
お
願
い
し
ま
す

。
Ａ
ホ
ー
ル
直
通
の

リ
フ

ト
が

あ
り

ま
す

の
で

、
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
ま

た
、
施

設
内
各
所
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
ご
ざ
い
ま
す
。
 

◼
 

車
高

が
２

．
１

ｍ
を

超
え

、
或

い
は

車
両

が
２

ｔ
を

超
え

る
車
両
で
の
搬
入
を
お
考
え
の
場
合
、
別
途
事

務
局

へ
お

知
ら

せ
く

だ
さ

い
。

 

◼
 

い
ず

れ
も

駐
車

料
金

が
か

か
り

ま
す

。
ま

た
、
駐

車
料

金
の
割
引
等
の
優
遇
は
で
き
か
ね
ま
す
の
で
予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。
 

◼
 

所
管

警
察

の
指

導
に

よ
り

、
路

上
駐

車
か

ら
の

搬
入

出
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

◼
 

台
車

の
貸

し
出

し
は

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

。
ご

利
用

の
際

は
自
社
に
て
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
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３
．
駐
車

場
情
報
 

◼
 
駐
車
場
は
第

1
駐

車
場

（
本

館
側

）
、

第
２

駐
車

場
（

ビ
ル

南
側

）
の

2
ヵ

所
が

あ
り

ま
す

。
 

◼
 
駐
車
場
は
有
料

と
な

り
ま

す
。

Ｏ
Ｍ

Ｍ
の

駐
車

場
は

料
金

の
上

限
設

定
が

あ
り

ま
す

。
 

               

  ○
第
１
駐
車
場
（
本
館

側
）

 

           

○
第
２
駐
車
場
（
ビ
ル

南
側

）
 

  

         

 
 

Ｏ
Ｍ

Ｍ
に

直
結

し
て

お
り

、
東

西
の

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
り

、
谷

町
筋

、
土

佐
堀

通
り

、
上

町
筋

か
ら

利
用

可
能

。
ま

た
、
１

階
に

身

体
障

害
者

用
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

５
台

分
あ

り
。

（
係

員
不

在
の

場
合

に
は

備
え

付
け

の
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
で

係
員

が
対

応
）

 

Ｏ
Ｍ

Ｍ
に

面
す

る
土

佐
掘

通
り

南
側

に
位

置
し

て
お

り
、

4
階

建
て

の
立

体
駐

車
場

で
す

。
土

佐
堀

通
り

西
行

き
か

ら
利

用
可

能
。

 

ま
た

、
1
階

に
身

体
障

害
者

用
駐

車
場

ス
ペ

ー
ス

が
２

台
分

あ
り

。
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（
１
）
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

   
 

時
刻

1
月
1
4
日
（
火
）

　
１
日
目

搬
入
・
設
営
準
備

1
月
1
5
日
（
水
）

２
日
目

搬
出

7
:0

0

8
:0

0

9
:0

0

1
0
:0

0

1
1
:0

0

1
2
:0

0

1
3
:0

0

1
4
:0

0

1
5
:0

0

1
6
:0

0

1
7
:0

0

1
8
:0

0

1
9
:0

0

・
10
:0
0～

開
場

/一
般
来
場
者
受
付
開
始

・
13
:3
0～

活
動
報
告

～
17
:0
0
初
日
終
了
閉
会

・
完
全
撤
収
/閉
場

・
10
:1
0～

開
発
及
び
利
用
報
告

・
13

:3
0～

体
験
広
場
～
最
新
の
機
器
を
使
っ
て
み
よ
う
～

・
撤
収
・
搬
出

・
11

:0
0～

開
場

/一
般
来
場
者
受
付
開
始

・
翌
日
準
備

会
場
転
換

・
11

:1
0～

基
調
講
演

～
12
:3
0

～
14

:5
0

～
12
:4
0

～
15
:0
0

～
17

:3
0 
完
全
撤
収
/閉
場

～
16
:0
0
二
日
目
終
了
閉
会

・
9:

00
～

出
展
社
設
営
開
始

・
全
体
Ｍ
Ｔ
Ｇ

(2
0分
程
度
)

・
9:
00
～

開
場
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（
２
）
交
通
ア
ク
セ
ス
【
新
規
】

 

  
 

福
岡
会
場
：
福
岡
国
際
会
議
場

 
２
Ｆ

 
多
目
的
ホ
ー
ル

 

（
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
石
城
町
２
－
１
）
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16

 

 
 

※
機

器
搬

入
等

に
お

け
る

駐
車

場
使

用
料

に
関

し
て

は
、

当
協

会
で

割
引

な
ど

の

優
待

は
で

き
か

ね
ま

す
の

で
あ

ら
か

じ
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

 

 

 
17

 

（
３
）
施
設
概
要

 

                               
 

 
14

 

（
１
）
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

   
 

時
刻

1
月
1
4
日
（
火
）

　
１
日
目

搬
入
・
設
営
準
備

1
月
1
5
日
（
水
）

２
日
目

搬
出

7
:0

0

8
:0

0

9
:0

0

1
0
:0

0

1
1
:0

0

1
2
:0

0

1
3
:0

0

1
4
:0

0

1
5
:0

0

1
6
:0

0

1
7
:0

0

1
8
:0

0

1
9
:0

0

・
10
:0
0～

開
場

/一
般
来
場
者
受
付
開
始

・
13
:3
0～

活
動
報
告

～
17
:0
0
初
日
終
了
閉
会

・
完
全
撤
収
/閉
場

・
10
:1
0～

開
発
及
び
利
用
報
告

・
13

:3
0～

体
験
広
場
～
最
新
の
機
器
を
使
っ
て
み
よ
う
～

・
撤
収
・
搬
出

・
11

:0
0～

開
場
/一
般
来
場
者
受
付
開
始

・
翌
日
準
備

会
場
転
換

・
11

:1
0～

基
調
講
演

～
12
:3
0

～
14

:5
0

～
12
:4
0

～
15
:0
0

～
17

:3
0 
完
全
撤
収
/閉
場

～
16
:0
0
二
日
目
終
了
閉
会

・
9:

00
～

出
展
社
設
営
開
始

・
全
体
Ｍ
Ｔ
Ｇ

(2
0分
程
度
)

・
9:
00
～

開
場

 
15

 

（
２
）
交
通
ア
ク
セ
ス
【
新
規
】

 

  
 

福
岡
会
場
：
福
岡
国
際
会
議
場

 
２
Ｆ

 
多
目
的
ホ
ー
ル

 

（
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
石
城
町
２
－
１
）
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18

 

  
 

 
19

 

（
４
）
会
場

 

 
 

 

多
目
的
ホ
ー
ル

 
交
流
会
会
場

 

荷
物

用
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
 

荷
物

用
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
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（
５
）
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト

 

  
 

一
般
来
場
者
・
出
展
者
休
憩
室

 

設
営
関
係
者
・
事
務
局
控
室

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
場
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（
６
）
搬
入
出
・
入
館
規
定
【
重
要
】

 
※
本
年
度
は
、
前
日
の
搬
入
・
設
営
日
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

ま
た
、
発
送
物
の
前
日
受
け
取
り
は
で
き
か
ね
ま
す
の
で
、
当
日
中
の
搬
入
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

１
．
入
館
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
 

◼
 
搬
入
・
設
営
 

 
 

令
和
２
年
１
月

１
４

日
(
火

)
 
 
９

：
０

０
～

１
０

：
５

０
 

 

◼
 
会
期
 

令
和
２
年
１
月

１
４

日
(
火

)
 

１
１

：
０

０
～

１
７

：
０

０
 

令
和
２
年
１
月

１
５

日
(
水

)
 

１
０

：
０

０
～

１
６

：
０

０
 

 

◼
 
搬
出
・
撤
去
 

令
和
２
年
１
月

１
５

日
(
水

)
 

１
６

：
０

０
～

１
７

：
３

０
（
完
全
撤
去
完
了
）
 

 

 

２
．
搬
入
出
方
法

 

◼
 
搬
入
出
は
以
下

図
の

搬
入

出
口

よ
り

、
搬

入
用

Ｅ
Ｖ

を
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
搬

入
出

用
の

一
時

駐
車

ス
ペ

ー
ス
は
４
台
分

と
な

り
ま

す
。
場

合
に

よ
っ

て
は

、
搬

出
入

の
際

に
前

の
企

業
の

作
業

終
了

ま
で

、
お

待

ち
い
た
だ
く
場

合
も

あ
り

ま
す

。
予

め
ご

了
承

く
だ

さ
い

。
 

◼
 
車
高
に
制
限
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

（
１

１
ｔ

ト
ラ

ッ
ク

ま
で

可
）

。
 

◼
 
い
ず
れ
も
駐
車

料
金

が
か

か
り

ま
す

。
ま

た
、
駐

車
料

金
の

割
引

等
の

優
遇

は
で

き
か

ね
ま

す
の

で
予

め

ご
了
承
く
だ
さ

い
。

 

◼
 
台
車
の
貸
し
出

し
は

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

。
ご

利
用

の
際

は
自

社
に

て
ご

準
備

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

      

 
 

搬
入
出
口

 

 
18

 

  
 

 
19

 

（
４
）
会
場

 

 
 

 

多
目
的
ホ
ー
ル

 
交
流
会
会
場

 

荷
物

用
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
 

荷
物

用
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
 

－ 311 －
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３
．

駐
車

場
情

報
 

◼
 

福
岡

国
際

会
議

場
駐

車
場

は
、
現

在
工

事
中

の
為

ご
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
臨
時
Ａ
駐

車
場

を
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
 

◼
 

駐
車

場
は

マ
リ

ン
メ

ッ
セ

福
岡

臨
時

Ａ
駐

車
場

が
あ

り
ま

す
。

 

◼
 

駐
車

場
は

有
料

と
な

り
ま

す
。
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４
．
宅
配
便
に
よ
る
搬

入
【

重
要

】
 

◼
 
１
月
１
４
日
（

火
）
の

準
備

に
間

に
合

う
時

間
指

定
で

発
送

し
て

く
だ

さ
い

。
（

会
期

よ
り

以
前

の
到

着

は
他
の
イ
ベ
ン

ト
開

催
中

の
為

、
会

場
側

で
お

預
か

り
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

）
 

◼
 
宅
配
便
業
者
を

使
用

し
て

搬
入

を
行

う
場

合
は

、
着

日
を

指
定

し
、
下

記
の

専
用

荷
札

を
貼

付
し

て
く

だ

さ
い
。
 

 

専
用
荷
札
（
こ
の
荷
札
を
コ
ピ
ー
し
、
荷
物
に
貼
付
の
上
、
発
送
を
お
願
い
し
ま
す
）
 

                           

５
．
搬
出
に
関
し
て

【
重

要
】

 

◼
 
搬
出
は
、
ヤ
マ

ト
の

着
払

い
の

み
会

場
か

ら
発

送
が

可
能

で
す

。
着

払
い

伝
票
（

ヤ
マ

ト
便

）
を

各
ブ

ー

ス
に
配
布
い

た
し

ま
す

。
送

り
状

の
控

え
は

出
展

社
で

保
管

し
て

く
だ

さ
い

。
 

◼
 
当
日
お
預
か
り

す
る

物
量

に
よ

っ
て

は
、
翌

日
配

達
が

で
き

な
い

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
指

定
日

配
達

を

ご
希
望
の
場
合

は
１

７
日

（
金

）
以

降
を

ご
指

定
く

だ
さ

い
。

 

◼
 
発
送
カ
ウ
ン
タ

ー
は

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

ブ
ー

ス
前

（
会

場
入

口
付

近
）

を
予

定
し

て
お

り
ま

す
。

 

  
 

ブ
ー
ス
番
号

出
展
社
名

ご
担
当
者
名

当
日
の
ご
連
絡
先

（
携
帯
電
話
番
号
等
）

備
考

送
付
先

〒
8
1
2
-
0
0
3
2
　
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
石
城
町
２
－
１

２
Ｆ
　
多
目
的
ホ
ー
ル
　
宛

（
会
場
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
9
2
-
2
6
2
-
4
1
1
1
）

利
用
日

1
月
1
4
日
(
火
)
及
び
1
月
1
5
日
(
水
)

障
害
者
自
立
支
援
機
器

「
シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
２
０
１
９
」

～
作
る
人
と
使
う
人
の
交
流
会
～

設
置
場
所
　
　
福
岡
国
際
会
議
場
　
２
Ｆ
　
多
目
的
ホ
ー
ル

－ 312 －
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４
．
東
京
会
場
 

        
 

 
25

 

（
１
）
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

  
 

時
刻

２
月

1
２

日
（水

）
　

１
日

目
搬

入
・設

営
準

備

２
月

1
３

日
（木

）
　

２
日

目
搬

出

ホ
ー

ル

7:
00

8:
00

9:
00

10
:0

0

11
:0

0

12
:0

0

13
:0

0

14
:0

0

15
:0

0

16
:0

0

17
:0

0

18
:0

0

19
:0

0

Ｗ
Ｅ

Ｓ
Ｔ

 /
 Ｅ

Ａ
Ｓ

Ｔ
ホ

ー
ル

・
全
体
Ｍ
Ｔ
Ｇ

(2
0分
程
度

)

・
13

:3
0～

活
動
報
告

・
完
全
撤
収

/閉
場

・
11
:0
0～

開
場
/一
般
来
場
者
受
付
開
始

・
翌
日
準
備
会
場
転
換

・
11
:1
0～

開
発
及
び
利
用
報
告

～
12
:1
0

～
14
:5
0

採
択
企
業
成
果
報
告
会

～
14

:1
5

・
10

:1
0～

基
調
講
演

～
11
:3
0

・
13
:3
0～

き
っ
ず
広
場

～
こ
ど
も
向
け
機
器
展
示
・
体
験
～

～
15
:0
0

・
撤
収
・
搬
出

～
17
:3
0 
完
全
撤
収
/閉
場

～
17
:0
0
初
日
終
了
閉
会

～
16
:0
0
二
日
目
終
了
閉
会

・
10

:0
0～

開
場

/一
般
来
場
者
受
付
開
始

・
9:
00
～

出
展
社
設
営
開
始

・
9:

00
～

開
場
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３
．

駐
車

場
情

報
 

◼
 

福
岡

国
際

会
議

場
駐

車
場

は
、
現

在
工

事
中

の
為

ご
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
臨
時
Ａ
駐

車
場

を
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
 

◼
 

駐
車

場
は

マ
リ

ン
メ

ッ
セ

福
岡

臨
時

Ａ
駐

車
場

が
あ

り
ま

す
。

 

◼
 

駐
車

場
は

有
料

と
な

り
ま

す
。
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４
．
宅
配
便
に
よ
る
搬

入
【

重
要

】
 

◼
 
１

月
１
４

日
（

火
）
の

準
備

に
間

に
合

う
時

間
指

定
で

発
送

し
て

く
だ

さ
い

。
（

会
期

よ
り

以
前

の
到

着

は
他
の
イ
ベ
ン

ト
開

催
中

の
為

、
会

場
側

で
お

預
か

り
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

）
 

◼
 
宅
配
便
業
者
を

使
用

し
て

搬
入

を
行

う
場

合
は

、
着

日
を

指
定

し
、
下

記
の

専
用

荷
札

を
貼

付
し

て
く

だ

さ
い
。
 

 

専
用
荷
札
（
こ
の
荷
札
を
コ
ピ
ー
し
、
荷
物
に
貼
付
の
上
、
発
送
を
お
願
い
し
ま
す
）
 

                           

５
．
搬
出
に
関
し
て

【
重

要
】

 

◼
 
搬
出
は
、
ヤ

マ
ト
の

着
払

い
の

み
会

場
か

ら
発

送
が

可
能

で
す

。
着

払
い

伝
票
（

ヤ
マ

ト
便

）
を

各
ブ

ー

ス
に
配
布
い
た

し
ま

す
。

送
り

状
の

控
え

は
出

展
社

で
保

管
し

て
く

だ
さ

い
。

 

◼
 
当
日
お
預
か
り

す
る

物
量

に
よ

っ
て

は
、
翌

日
配

達
が

で
き

な
い

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
指

定
日

配
達

を

ご
希
望
の
場
合

は
１

７
日

（
金

）
以

降
を

ご
指

定
く

だ
さ

い
。
 

◼
 
発
送
カ
ウ
ン
タ

ー
は

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

ブ
ー

ス
前

（
会

場
入

口
付

近
）

を
予

定
し

て
お

り
ま

す
。

 

  
 

ブ
ー
ス
番
号

出
展
社
名

ご
担
当
者
名

当
日
の
ご
連
絡
先

（
携
帯
電
話
番
号
等
）

備
考

送
付
先

〒
8
1
2
-
0
0
3
2
　
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
石
城
町
２
－
１

２
Ｆ
　
多
目
的
ホ
ー
ル
　
宛

（
会
場
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
9
2
-
2
6
2
-
4
1
1
1
）

利
用
日

1
月
1
4
日
(
火
)
及
び
1
月
1
5
日
(
水
)

障
害
者
自
立
支
援
機
器

「
シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
２
０
１
９
」

～
作
る
人
と
使
う
人
の
交
流
会
～

設
置
場
所
　
　
福
岡
国
際
会
議
場
　
２
Ｆ
　
多
目
的
ホ
ー
ル

－ 313 －
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（
２
）
交
通
ア
ク
セ
ス

 

                       
 

東
京
会
場
：
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明

 
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

4
F
 

（
東
京
都
江
東
区
有
明

3
-5
-
7）

 

 
●

車
で
の
ア
ク
セ
ス
 

 
首
都
高
速
湾
岸
線
「
有
明
」
「
臨
海
副
都
心
」
出
口
よ
り

 

約
５
分
 

首
都
高
速
１
１
号
線
「
台
場
」
出
口

よ
り
約
５
分
 

首
都
高
速
１
０
号
岸
晴
海
線
「
豊
洲
」
出
口
よ
り
約
７
分

 

銀
座
か
ら
晴
海
通
り
・
晴
海
大
橋
（
無
料
）
経
由

 
約
１
５
分

 

●
バ
ス
で
の
ア
ク
セ
ス

 

 
東
京
駅
丸
の
内
南
口
よ
り
都
営
バ
ス
都
０
５
－
２
系
統
、

 

 
も
し
く
は
東
京
駅
八
重
洲
口
よ
り
都
営
バ
ス
東
１
６
系
統

 

 
「
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
行
き
」
約
３
５
分
「
武
蔵
野
大
学
前
」

 

 
下
車
約
３
分
 

 

●
新
宿
→
（
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
）
→
大
崎
（
り
ん
か
い
線
）
→
国
際
展
示
場

【
約
２
４
分
】
 

●
渋
谷
→
（
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
）
→
大
崎
（
り
ん
か
い
線
）
→
国
際
展
示
場

【
約
１
９
分
】
 

●
新
橋
→
（
ゆ
り
か
も
め
）
→
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
【
約
２
２
分
】

 

●
東
京
→
（
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
・
武
蔵
野
線
）
→
新
木
場
（
り
ん
か
い
線
）

→
国
際
展
示
場
【
約
１
３
分
】

 

●
品
川
→
（
J
R
京
浜
東
北
線
）
大
井
町
→
（
り
ん
か
い
線
）
→
国
際
展

示
場
【
約
１
３
分
】
 

●
大
井
町
→
（
り
ん
か
い
線
）
→
国
際

展
示
場
【
約
１
０
分
】

 

●
大
崎
→
（
り
ん
か
い
線
）
→
国
際
展
示
場
【
約
１
３
分
】

 

●
天
王
洲
ア
イ
ル
→
（
り
ん
か
い
線
）
→
国
際
展
示
場
【
約
５
分
】

 

●
羽
田
空
港
→
（
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
）
→
天
王
洲
ア
イ
ル
→
（
り
ん
か

い
線
）
→
国
際
展
示
場
【
約
２
３
分
】

 

※
乗
換
等
の
所
要
時
間
は
含
み
ま
せ
ん
。

 

 ●
羽
田
空
港
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
 

 
「
お
台
場
・
有

明
エ
リ
ア
行
き
」
約
３
０
分

 

 
「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
有
明
」
下
車
約
１
分

 

  

●
成
田
空
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

 

 
「
お
台
場
・
有
明
エ
リ
ア
行
き
」
約
６
０
分

 

 
「
ホ
テ
ル
サ

ン
ル
ー
ト
有
明
」
下
車
約
１
分

 

※
上
記

の
到
着
予
想
時
間
は
目
安
で
す
。
交
通
状
況
等
に
よ
り
到
着
時
間
は
異
な
り
ま
す
。
 

※
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
通
行
可
能
時
間
【
平
日
/
り
ん
か
い
線
始
発
～
終
電
】
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（
３
）
施
設
概
要

 

               

４
Ｆ

 

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
 

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ホ
ー
ル
会
場
（
Ｗ
１
－
５
）
 

喫 煙 室 搬 入 用 Ｅ Ｖ 

喫 煙 室 

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
 

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ホ
ー
ル
会
場
（
Ｅ
１
－
５
）
 

※
エ

レ
ベ

ー
タ

(
E
V
4
～

E
V
2
1
)
は

台
車

の
利

用
は

不
可

 

搬
出

入
用

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

を
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
 

 

搬 入 用 Ｅ Ｖ 

－ 314 －
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（
４
）
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト

 

                   
 

 
29

 

 

  
 

※
一
般
来
場
者
・
出
展
者
休
憩
室
は
、

E
A
S
T

ホ
ー
ル
奥
の
「
会
議
室
３
」に
な
り
ま
す
。
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（
２
）
交
通
ア
ク
セ
ス

 

                       
 

東
京
会
場
：
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明

 
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

4
F
 

（
東
京
都
江
東
区
有
明

3
-5
-
7）

 

 
●

車
で
の
ア
ク
セ
ス
 

 
首
都
高
速
湾
岸
線
「
有
明
」
「
臨
海
副
都
心
」
出
口
よ
り

 

約
５
分
 

首
都
高
速
１
１
号
線
「
台
場
」
出
口

よ
り
約
５
分
 

首
都
高
速
１
０
号
岸
晴
海
線
「
豊
洲
」
出
口
よ
り
約
７
分

 

銀
座
か
ら
晴
海
通
り
・
晴
海
大
橋
（
無
料
）
経
由

 
約
１
５
分

 

●
バ
ス
で
の
ア
ク
セ
ス

 

 
東
京
駅
丸
の
内
南
口
よ
り
都
営
バ
ス
都
０
５
－
２
系
統
、

 

 
も
し
く
は
東
京
駅
八
重
洲
口
よ
り
都
営
バ
ス
東
１
６
系
統

 

 
「
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
行
き
」
約
３
５
分
「
武
蔵
野
大
学
前
」

 

 
下
車
約
３
分
 

 

●
新
宿
→
（
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
）
→
大
崎
（
り
ん
か
い
線
）
→
国
際
展
示
場

【
約
２
４
分
】

 

●
渋
谷
→
（
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
）
→
大
崎
（
り
ん
か
い
線
）
→
国
際
展
示
場

【
約
１
９
分
】

 

●
新
橋
→
（
ゆ
り
か
も
め
）
→
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
【
約
２
２
分
】

 

●
東
京
→
（
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
・
武
蔵
野
線
）
→
新
木
場
（
り
ん
か
い
線
）

→
国
際
展
示
場
【
約
１
３
分
】

 

●
品
川
→
（
J
R
京
浜
東
北
線
）
大
井
町
→
（
り
ん
か
い
線
）
→
国
際
展

示
場
【
約
１
３

分
】
 

●
大
井
町
→
（
り
ん
か
い
線
）
→
国
際

展
示
場
【
約
１
０
分
】

 

●
大
崎
→
（
り
ん
か
い
線
）
→
国
際
展
示
場
【
約
１
３
分
】

 

●
天
王
洲
ア
イ
ル
→
（
り
ん
か
い
線
）
→
国
際
展
示
場
【
約
５
分
】

 

●
羽
田
空
港
→
（
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
）
→
天
王
洲
ア
イ
ル
→
（
り
ん
か

い
線
）
→
国
際
展
示
場
【
約
２
３
分
】

 

※
乗
換
等
の
所
要
時
間
は
含
み
ま
せ
ん
。

 

 ●
羽
田
空
港
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
 

 
「
お
台
場
・
有
明
エ
リ
ア
行
き
」
約
３
０
分

 

 
「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
有
明
」
下
車
約
１
分

 

  

●
成
田
空
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

 

 
「
お
台
場
・
有
明
エ
リ
ア
行
き
」
約
６
０
分

 

 
「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
有
明
」
下
車
約
１
分

 

※
上
記

の
到
着
予
想
時
間
は
目
安
で
す
。
交
通
状
況
等
に
よ
り
到
着
時
間
は
異
な
り
ま
す
。
 

※
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
通
行
可
能
時
間
【
平
日
/
り
ん
か
い
線
始
発
～
終
電
】
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（
３
）
施
設
概
要

 

               

４
Ｆ

 

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
 

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ホ
ー
ル
会
場
（
Ｗ
１
－
５
）
 

喫 煙 室 搬 入 用 Ｅ Ｖ 

喫 煙 室 

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
 

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ホ
ー
ル
会
場
（
Ｅ
１
－
５
）
 

※
エ

レ
ベ

ー
タ

(
E
V
4
～

E
V
2
1
)
は

台
車

の
利

用
は

不
可

 

搬
出

入
用

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

を
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
 

 

搬 入 用 Ｅ Ｖ 

－ 315 －
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（
５
）
搬
入
出
・
入
館
規
定
【
重
要
】

 

※
本
年
度
は
、
前
日
の
搬
入
・
設
営
日
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

ま
た
、
発
送
物
の
前
日
受
け
取
り
は
で
き
か
ね
ま
す
の
で
、
当
日
中
の
搬
入
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

１
．

入
館

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

 

◼
 

搬
入

・
設

営
 

 
 

令
和

２
年

２
月

１
２

日
(
水

)
 

９
：

０
０

～
１

０
：

５
０

 

 

◼
 

会
期

 

令
和

２
年

２
月

１
２

日
(
水

)
 

１
１

：
０

０
～

１
７

：
０

０
 

令
和

２
年

２
月

１
３

日
(
木

)
 

１
０

：
０

０
～

１
６

：
０

０
 

 

◼
 

搬
出

・
撤

去
 

令
和

２
年

２
月

１
３

日
(
木

)
 

１
６

：
０

０
～

１
７

：
３

０
（
完
全
撤
去
完
了
）
 

 

 

２
．

搬
入

出
方

法
 

◼
 

４
Ｆ

 
Ｗ

Ｅ
Ｓ

Ｔ
ホ

ー
ル

及
び

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｔ

ホ
ー

ル
と

も
に

、
５
Ｆ
の
駐
車
場
と
連
結
し
て
い
ま
す
。

 

基
本

的
に

搬
出

入
は

こ
ち

ら
で

お
願

い
し

ま
す

。
（

次
項

参
照
）

 

◼
 

客
用

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

（
４

～
１

２
、

１
３

～
２

１
号

機
）

は
台
車
の
乗
り
入
れ
は
禁
止
で
す
。

 

◼
 

４
階

で
の

荷
物

の
積

下
し

は
、

下
の

階
か

ら
苦

情
が

で
な

い
よ
う
騒
音
に
は
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

 

◼
 

車
高

が
２

．
３

ｍ
を

超
え

、
３

．
５

未
満

、
車

両
が
２

ｔ
を

超
え

、
４
ｔ
未
満
の
場
合
は
、
別
途
事
務
局

へ
お

知
ら

せ
く

だ
さ

い
。

 

◼
 

い
ず

れ
も

駐
車

料
金

が
か

か
り

ま
す

。
ま

た
、
駐

車
料

金
の

割
引
等
の
優
遇
は
で
き
か
ね
ま
す
の
で
予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

Ｔ
Ｏ

Ｃ
有

明
の

駐
車

場
は

駐
車

料
金

の
上
限
設
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。

 

◼
 

所
管

警
察

の
指

導
に

よ
り

、
路

上
駐

車
か

ら
の

搬
入

出
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

◼
 

台
車

の
貸

し
出

し
は

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

。
ご

利
用

の
際

は
自
社
に
て
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
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３
．
搬
入
出
経
路

 

 

                         

①
搬
入
出
車
両

は
、

施
設

正
面

「
車

両
入

口
」

よ
り

入
場

し
て

く
だ

さ
い

。
 

②
順
路
に
従
っ
て

駐
車

場
棟

へ
お

進
み

く
だ

さ
い

。
 

③
ス
ロ
ー
プ
を
通

り
、

５
Ｆ

へ
お

上
が

り
く

だ
さ

い
。

 

 

①
 

②
 

③
 

駐
車

場
棟

５
Ｆ

 

④
駐
車
場
棟
５
Ｆ

と
イ

ベ
ン

ト
会

場
（

４
Ｆ

）
が

連
結

し
て

い
ま

す
。

 

⑤
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ホ
ー

ル
、

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｔ

ホ
ー

ル
そ

れ
ぞ

れ
に

搬
入

口
が

あ
り

ま
す

。
 

※
車
高
が
２

．
３

ｍ
を

超
え

、
３

．
５

ｍ
未

満
、

車
重

が
２

ｔ
を

超
え

、
４

ｔ
未

満
の

場
合

は
、

別
途

事

務
局
へ
申

請
し

て
く

だ
さ

い
。

 

⑤
 

⑤
 

④
 

イ
ベ

ン
ト

会
場

４
Ｆ

見
取

り
図

 

施
設

１
Ｆ

見
取

り
図

 

－ 316 －
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４
．

駐
車

場
情

報
 

              

 

         

   

    

 
 

東
京

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

タ
ウ

ン
（

Ｔ
Ｆ

Ｔ
）
 

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：
0
3
-
5
5
30

-
5
00
1 

 
 

３
０

分
２

５
０

円
（

７
：

０
０

-
２

３
：

０
０

）
（

上
限

な
し

）
 

タ
イ

ム
ズ

有
明

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ

：
0
1
2
0
-
77

-
89
2
4 

①
平

日
 

 
 
 

３
０

分
/
４

０
０

円
（

７
：

０
０

-
２

３
：

０
０

、
上

限
１

，
８

０
０

円
）

 

 
 
 
 

 
 
 

６
０

分
/
１

０
０

円
（

２
３

：
０

０
-
７

：
０

０
）

 

②
土

・
日

・
祝

 
３

０
分

/
４

０
０

円
（

７
：

０
０

-
２

３
：

０
０

、
上

限
２

，
２

０
０

円
）

 

 
 
 
 

 
 
 

６
０

分
/
１

０
０

円
（

２
３

：
０

０
-
７

：
０

０
）

 

 

東
京

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

タ
ウ

ン
（

Ｔ
Ｆ

Ｔ
）

 
立

体
駐

車
場

 

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：

0
3
-
5
5
3
0
-5
0
01
 

 
 

３
０

分
２

５
０

円
（

７
：

０
０

-
２

３
：

０
０

）
（

上
限

な
し

）
 

Ｔ
Ｏ

Ｃ
有

明
駐

車
場

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ

：
0
3
-
3
49
4
-2
1
77
 

 
 

①
普

通
車

 
３

０
分

２
６

０
円

（
上

限
な

し
）

 

 
 

②
大

型
車

 
３

０
分

４
２

０
円

（
上

限
な

し
）

 

・
駐

車
場

内
 

・
４

Ｆ
 

直
結
駐
車
場
入
り
口
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５
．
宅
配
便
に
よ
る
搬

入
【

重
要

】
 

◼
 
２
月
１
２
日
（

水
）
の

準
備

に
間

に
合

う
時

間
指

定
で

発
送

し
て

く
だ

さ
い

。
（

会
期

よ
り

以
前

の
到

着

は
他
の
イ
ベ
ン

ト
開

催
中

の
為

、
会

場
側

で
お

預
か

り
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
）

 

◼
 
宅
配
便
業
者
を

使
用

し
て

搬
入

を
行

う
場

合
は

、
着

日
を

指
定

し
、
下

記
の

専
用

荷
札

を
貼

付
し

て
く

だ

さ
い
。
 

 

専
用

荷
札

（
こ

の
荷

札
を

コ
ピ

ー
し

、
荷

物
に

貼
付

の
上

、
発

送
を

お
願

い
し

ま
す

）
 

                           

６
．
搬
出
に
関
し
て

【
重

要
】

 

◼
 
搬
出
は
、
ヤ
マ

ト
の

着
払

い
の

み
会

場
か

ら
発

送
が

可
能

で
す

。
着

払
い

伝
票
（

ヤ
マ

ト
）
を

各
ブ

ー
ス

に
配
布
い
た

し
ま

す
。

送
り

状
の

控
え

は
出

展
社

で
保

管
し

て
く

だ
さ

い
。

 

◼
 
当
日
お
預
か

り
す

る
物

量
に

よ
っ

て
は

、
翌

日
配

達
が

で
き

な
い

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
指

定
日

配
達

を

ご
希
望
の
場
合

は
１

５
日

（
土

曜
）

以
降

を
ご

指
定

く
だ

さ
い

。
 

◼
 
発
送
カ
ウ
ン
タ

ー
は

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

ブ
ー

ス
前

（
会

場
入

口
付

近
）

を
予

定
し

て
お

り
ま

す
。

 

   

 

ブ
ー

ス
番

号

出
展

社
名

ご
担

当
者

名

当
日

の
ご

連
絡

先
（
携

帯
電

話
番

号
等

）

備
考

送
付

先
〒

1
3
5
-
0
0
6
3
　

東
京

都
江

東
区

有
明

3
-
5
-
7

4
F
 コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

ホ
ー

ル
　

宛
（
会

場
Ｔ

Ｅ
Ｌ

：
0
3
-
3
4
9
4
-
2
1
7
7
）

利
用

日
2
月

1
2
日

(
水

)
及

び
2
月

1
3
日

(
木

)

障
害

者
自

立
支

援
機

器

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

」
～

作
る

人
と

使
う

人
の

交
流

会
～

設
置

場
所

　
　

T
O

C
有

明
　

４
Ｆ

　
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

ホ
ー

ル
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（
５
）
搬
入
出
・
入
館
規
定
【
重
要
】

 

※
本
年
度
は
、
前
日
の
搬
入
・
設
営
日
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

ま
た
、
発
送
物
の
前
日
受
け
取
り
は
で
き
か
ね
ま
す
の
で
、
当
日
中
の
搬
入
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

１
．

入
館

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

 

◼
 

搬
入

・
設

営
 

 
 

令
和

２
年

２
月

１
２

日
(
水
)
 

９
：

０
０

～
１
０

：
５

０
 

 

◼
 

会
期
 

令
和

２
年

２
月

１
２

日
(
水
)
 

１
１

：
０

０
～

１
７

：
０

０
 

令
和

２
年

２
月

１
３

日
(
木
)
 

１
０

：
０

０
～

１
６

：
０

０
 

 

◼
 

搬
出

・
撤

去
 

令
和

２
年

２
月

１
３

日
(
木
)
 

１
６

：
０

０
～

１
７

：
３

０
（
完
全
撤
去
完
了
）
 

 

 

２
．

搬
入

出
方

法
 

◼
 

４
Ｆ
 
Ｗ

Ｅ
Ｓ

Ｔ
ホ

ー
ル

及
び

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｔ

ホ
ー
ル

と
も

に
、
５
Ｆ
の
駐
車
場
と
連
結
し
て
い
ま
す
。

 

基
本

的
に

搬
出

入
は

こ
ち

ら
で

お
願

い
し

ま
す

。
（

次
項

参
照
）

 

◼
 

客
用

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

（
４

～
１

２
、

１
３

～
２

１
号

機
）

は
台
車
の
乗
り
入
れ
は
禁
止
で
す
。

 

◼
 

４
階

で
の

荷
物

の
積

下
し

は
、

下
の

階
か

ら
苦

情
が

で
な

い
よ
う
騒
音
に
は
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

 

◼
 

車
高

が
２

．
３

ｍ
を

超
え

、
３

．
５

未
満

、
車

両
が
２

ｔ
を

超
え

、
４
ｔ
未
満
の
場
合
は
、
別
途
事
務
局

へ
お

知
ら

せ
く

だ
さ

い
。

 

◼
 

い
ず

れ
も

駐
車

料
金

が
か

か
り

ま
す

。
ま

た
、
駐

車
料

金
の
割
引
等
の
優
遇
は
で
き
か
ね
ま
す
の
で
予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。
Ｔ

Ｏ
Ｃ

有
明

の
駐

車
場

は
駐

車
料

金
の
上
限
設
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。

 

◼
 

所
管

警
察

の
指

導
に

よ
り

、
路

上
駐

車
か

ら
の

搬
入

出
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

◼
 

台
車

の
貸

し
出

し
は

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

。
ご

利
用

の
際

は
自
社
に
て
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
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３
．
搬
入
出
経
路

 

 

                         

①
搬
入
出
車
両

は
、

施
設

正
面

「
車

両
入

口
」

よ
り

入
場

し
て

く
だ

さ
い

。
 

②
順
路
に
従
っ

て
駐

車
場

棟
へ

お
進

み
く

だ
さ

い
。

 

③
ス
ロ
ー
プ
を

通
り

、
５

Ｆ
へ

お
上

が
り

く
だ

さ
い

。
 

 

①
 

②
 

③
 

駐
車

場
棟

５
Ｆ

 

④
駐
車
場
棟
５
Ｆ

と
イ

ベ
ン

ト
会

場
（

４
Ｆ

）
が

連
結

し
て

い
ま

す
。

 

⑤
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ホ
ー

ル
、

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｔ

ホ
ー

ル
そ

れ
ぞ

れ
に

搬
入

口
が

あ
り

ま
す

。
 

※
車
高
が
２
．

３
ｍ

を
超

え
、

３
．

５
ｍ

未
満

、
車

重
が

２
ｔ

を
超

え
、

４
ｔ

未
満

の
場

合
は

、
別

途
事

務
局
へ
申

請
し

て
く

だ
さ

い
。

 

⑤
 

⑤
 

④
 

イ
ベ

ン
ト

会
場

４
Ｆ

見
取

り
図

 

施
設

１
Ｆ

見
取

り
図

 

－ 317 －
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５
．
共
通
事
項
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（
１
）
一
般
出
展
社
小
間
【
重
要
】

 

１
．
出
展
小
間
イ
メ
ー

ジ
 

 

下
図
の
備
品
は

、
基

本
設

備
と

な
り

ま
す

。
 

本
年
度
は
、
背
面

に
壁

や
バ

ッ
ク

パ
ネ

ル
の

ご
用

意
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、

必
要

な
場

合
は

各
自

で
ご

準

備
を
お
願
い
致

し
ま

す
。

 

ま
た
、
テ
ー
ブ
ル

や
椅

子
の

設
置

、
各

コ
マ

の
装

飾
等

は
各

自
で

行
っ

て
い

た
だ

く
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。
 

                  ２
．
仕
様
･
備
品
等

 

 （
１
）

小
間
の
仕
様

 

 
展
示
ス
ペ

ー
ス

：
１

８
０

０
ｍ

ｍ
×

１
８

０
０

ｍ
ｍ

 
 （
２
）

基
本
の
設
備
 

 
テ
ー
ブ
ル

1
台

（
Ｗ

１
８

０
０

ｍ
ｍ

×
Ｄ

４
５

０
ｍ

ｍ
×

Ｈ
７

０
０

ｍ
ｍ

）
 

 
椅
子
２
脚
 

 ※
福
岡
会
場

の
み

テ
ー

ブ
ル

Ｄ
６

０
０

ｍ
ｍ

と
な

り
ま

す
。

 

 
 （
３
）
電
気
の
使
用
に

つ
い

て
 

 
無
料
で
使

用
で

き
ま

す
が

、
床

や
壁

の
コ

ン
セ

ン
ト

に
は

限
り

が
ご

ざ
い

ま
す

。
電

気
を

使
用

す
る

際

に
は
、
延
長

コ
ー

ド
や

電
源

タ
ッ

プ
を

ご
持

参
く

だ
さ

い
。
ま

た
、
近

隣
の

企
業

様
と

共
用

い
た

だ
く

場
合
が
ご
ざ

い
ま

す
の

で
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

  

 

本
年
度
は
、
基

本
的

に
自

社
に

て
ご

準
備

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
ご

不
明

な
点

等

あ
れ
ば
事
務
局

ま
で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
 

    

平
面
図

 
立
面
図
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（
２
）
当
日
運
営
に
関
す
る
規
定

 

１
．
出
展
物
の
保
護

 

 
出

展
社

は
、
事

故
の

責
任

と
費

用
に

お
い

て
、
出

展
物

の
搬

入
出

と
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
主
催
者
は
、

天
災

地
変

そ
の

他
の

不
可

抗
力

の
原

因
に

よ
る

場
合

を
含

め
、

出
展
物
の
損
傷
そ
の
他
出
展
物
に
関
す
る
一
切

の
事

故
に

つ
い

て
、

そ
の

責
任

を
負

い
ま

せ
ん

。
 

 ２
．
会
場
内
の
行
為
の
制
限

 

出
展

者
は

協
会
の

承
諾

な
し

に
、

通
路

、
休

憩
所

な
ど

自
ら

の
出
展
ス
ペ
ー
ス
以
外
で
の
展
示
・
宣
伝
を
行

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

来
場

者
や

他
の

展
示

者
に

迷
惑

を
与

え
る
よ
う
な
音
、
光
、
熱
、
臭
気
を
伴
う
行
為

や
危

険
と

認
め

ら
れ

る
実

演
は

で
き

ま
せ

ん
。

事
務

局
よ

り
再

三
の
注
意
を
受
け
て
も
改
善
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、

退
出

を
お

願
い

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

 

 ３
．
来
場
者
へ
の
対
応

 

 
原

則
と

し
て

、
会

期
中

は
来

場
者

へ
の

説
明

及
び

出
展

物
の

管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
カ
タ
ロ
グ
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
製

品
見

本
等

の
配

布
や

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

は
自
社
小
間
内
に
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

 
出

展
社

の
展

示
品

を
来

場
者

に
体

験
し

て
い

た
だ

く
際

は
、

周
辺
の
安
全
に
配
慮
し
、
通
行
の
妨
げ
に
な
ら

な
い

よ
う

ご
注

意
を

お
願

い
し

ま
す

。
ま

た
、
出

展
社

立
合

い
の

も
と

、
展
示
会
場
内
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お

、
体

験
デ

モ
を

行
っ

た
こ

と
に

起
因

す
る

来
場

者
の

怪
我

、
事
故
、
機
材
の
損
傷
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主

催
者

は
責

任
を

負
わ

な
い

も
の

と
し

ま
す

。
 

 ４
．
写
真
等
の
撮
影
に
つ
い
て

 

交
流

会
で

は
、
開

発
途

中
の

機
器

等
が

出
展

さ
れ

て
い

ま
す

。
写
真
や
動
画
を
撮
影
す
る
場
合
に
は
、
撮
影

す
る

企
業

等
の

許
可

を
得

て
く

だ
さ

い
。

一
般

来
場

者
も

同
様

に
個
人
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
な
写
真
・
動
画
撮

影
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
。

 

ま
た

、
協

会
で

は
交

流
会

の
様

子
を

各
方

面
へ

広
報

す
る

た
め

、
交
流
会
の
期
間
中
、
機
器
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等

の
様

子
を

写
真

や
動

画
撮

影
し

ま
す

の
で

、
予

め
ご

了
承

く
だ
さ
い
。
な
お

、
写
真
や
動
画
の
撮
影
を
拒

否
す

る
場

合
に

は
予

め
お

申
し

出
く

だ
さ

い
。

 

 ５
．
法
的
保
護
等

 

 
交

流
会

に
お

け
る

ア
イ

デ
ィ

ア
の

模
倣

及
び

交
流

時
等

に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
協
会
は
一
切
の
責

任
を

負
い

ま
せ

ん
。

特
許

な
ど

特
別

な
ノ

ウ
ハ

ウ
等

に
つ

い
て

の
知
的
財
産
権
は
出
展

社
の
責
任
に
お
い
て
対

応
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 ６
．
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
に
つ
い
て

 

 
会

場
内

は
フ

リ
ー

Ｗ
ｉ

－
Ｆ

ｉ
に

て
接

続
が

可
能

で
す

。
た

だ
し
、
接
続
サ
ー
ビ
ス
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
や

速
度

を
1
0
0
％

保
証

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

 ７
．
喫
煙
に
つ
い
て

 

展
示

会
場

内
は
全

て
禁

煙
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

喫
煙

さ
れ

る
場
合
に
は
、
会
場
所
定
の
喫

煙
所
を
ご
利
用

く
だ

さ
い

。
 

 ８
．
ご
み
・
廃
棄
物
の
処
理

 

 
ご

み
・

展
示

廃
棄

物
・

使
用

済
の

資
材

は
、

出
展

社
の

責
任

で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
廃
棄
物
な

ど
の

放
置

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
当

該
出

展
社

に
後

日
処

理
費

用
を
事
務
局
よ
り
実
費
請
求
い
た
し
ま
す
。

 

 ９
．
飲
食

 

 
所

定
の

出
展

社
休

憩
所

ま
た

は
当

該
会

場
の

飲
食

店
に

て
各

社
・
各
自
で
お
取
り
く
だ
さ
い
。
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１
０

．
身
体
障
が
い
者
用
ト
イ
レ

 

 
大
阪
会
場
マ
ー
チ
ャ

ン
ダ

イ
ズ

マ
ー

ト
ビ

ル
２

階
及

び
地

下
２

階
に

設
置

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

 
福
岡
会
場
２
階
に
設

置
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

 
東
京
会
場
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

ホ
ー

ル
側

ト
イ

レ
に

設
置

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

 １
１

．
出
展
小
間
を
離
れ
る
場
合

 

 
会
期
中
及
び
搬
入
時

に
出

展
小

間
を

開
け

て
し

ま
う

場
合

、
貴

重
品

の
管

理
等

は
ご

自
身

で
お

願
い

し
ま

す
。

ま
た
、
長
時
間
空
け
る

場
合

に
は

受
付

ス
タ

ッ
フ

に
そ

の
旨

お
伝

え
く

だ
さ

い
。

 

 １
２

．
駐
車
場
に
つ
い
て
 

 
車
両
情
報
の
事
前
申

請
、

事
務

局
か

ら
の

車
両

証
、

サ
ー

ビ
ス

券
な

ど
の

発
行

は
あ

り
ま

せ
ん

。
各

会
場

の

駐
車
場
は
有
料
と
な
り

ま
す

。
 

 １
３
．

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ご
協
力
の
お
願
い

 

交
流
会
は
国
庫
補
助

事
業

に
よ

り
開

催
す

る
も

の
で

す
。

交
流

会
参

加
の

目
的

を
明

確
化

す
る

と
と

も
に

、

そ
の
成
果
を
評
価
す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

協
会

か
ら

依
頼

の
あ

っ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

は
必

ず
ご

回
答

く

だ
さ
い
。
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（
１
）
一
般
出
展
社
小
間
【
重
要
】

 

１
．
出
展
小
間
イ
メ
ー

ジ
 

 

下
図
の
備
品
は
、

基
本

設
備

と
な

り
ま

す
。

 

本
年
度
は
、
背

面
に

壁
や

バ
ッ

ク
パ

ネ
ル

の
ご

用
意

は
あ

り
ま

せ
ん

の
で

、
必

要
な
場

合
は

各
自

で
ご

準

備
を
お
願
い
致

し
ま

す
。

 

ま
た
、
テ
ー
ブ

ル
や

椅
子

の
設

置
、
各

コ
マ

の
装

飾
等

は
各

自
で

行
っ

て
い

た
だ

く
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。
 

                  ２
．
仕
様
･
備
品
等

 

 （
１
）

小
間
の

仕
様
 

 
展
示
ス
ペ
ー

ス
：

１
８

０
０

ｍ
ｍ

×
１

８
０

０
ｍ

ｍ
 

 （
２
）

基
本
の

設
備
 

 
テ
ー
ブ
ル

1
台

（
Ｗ

１
８

０
０

ｍ
ｍ

×
Ｄ

４
５

０
ｍ

ｍ
×

Ｈ
７

０
０

ｍ
ｍ

）
 

 
椅
子
２
脚
 

 ※
福
岡
会
場

の
み

テ
ー

ブ
ル

Ｄ
６

０
０

ｍ
ｍ

と
な

り
ま

す
。

 

 
 （
３
）
電
気
の
使
用
に

つ
い

て
 

 
無
料
で
使
用

で
き

ま
す

が
、
床

や
壁

の
コ

ン
セ

ン
ト

に
は

限
り

が
ご

ざ
い

ま
す

。
電

気
を

使
用

す
る

際

に
は
、
延
長

コ
ー

ド
や

電
源

タ
ッ

プ
を

ご
持

参
く

だ
さ

い
。
ま

た
、
近

隣
の

企
業

様
と

共
用

い
た

だ
く

場
合
が
ご
ざ

い
ま

す
の

で
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

  

 

本
年
度
は
、
基

本
的

に
自

社
に

て
ご

準
備

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
ご

不
明

な
点

等

あ
れ
ば
事
務
局

ま
で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
 

    

平
面
図

 
立
面
図
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（
３
）
緊
急
時
対
応
に
関
し
て

 

 災
害

発
生

時
の

一
時

対
応

 

 ①
災

害
発

生
時

の
対

応
 

 
・

会
場

ス
タ

ッ
フ

が
担

当
す

る
場

所
付

近
で

出
火

が
あ

っ
た

場
合
は
、
消
火
設
備
を
用
い
て
初
期
消
火
に
努

め
る

 

 
・

最
寄

り
の

消
防

署
に

速
や

か
に

連
絡

 

 ②
地

震
発

生
時

の
対

応
 

 
・

地
震

の
程

度
に

応
じ

て
対

処
す

る
 

 
・

通
常

の
小

規
模

地
震

で
は

原
則

特
別

な
処

置
は

と
ら

な
い

 

 
・

中
規

模
～

強
い

地
震

が
発

生
し

た
場

合
、

い
っ

た
ん

そ
の

場
で
待
機
し
、
現
場
責
任
者
か
ら
の
連
絡
を
待

つ
こ

と
 

 
・

主
催

者
、

施
設

と
協

議
判

断
の

上
、

中
段

・
継

続
等

を
決

定
す
る

 

 
・

火
災

な
ど

の
二

次
災

害
発

生
に

よ
る

避
難

の
指

示
が

あ
っ

た
場
合
に
は
、
各
会
場
ス
タ
ッ
フ
は
周
辺
に
い

る
出

展
企

業
等

及
び

一
般

来
場

者
を

ま
と

め
、

避
難

経
路

に
従
っ
て
所
定
の
避
難
場
所
に
誘
導
す
る

 

 ③
避

難
誘

導
 

 
・

会
場

内
に

い
る

来
場

者
に

避
難

が
必

要
な

事
態

が
発

生
し

た
場
合
、
運
営
統
括
か
ら
指
示
を
行
う

 

 
・

運
営

管
理

は
各

会
場

ス
タ

ッ
フ

へ
指

示
を

出
し

、
出

展
企

業
等
及
び
来
場
者
の
安
全
な
誘
導
に
努
め
る

 

 
・

避
難

状
況

等
（

場
合

に
よ

っ
て

は
被

害
状

況
）

を
随

時
全

体
統
括
に
連
絡
す
る

 

 事
故

・
傷

病
者

対
応

 

 ①
軽

傷
の

場
合

 

 
切

り
傷

・
擦

り
傷

で
出

展
企

業
等

及
び

一
般

来
場

者
か

ら
緊

急
備
品
等
の
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
運
営

管
理

に
連

絡
を

入
れ

、
指

示
を

仰
ぐ

 

 ②
症

状
が

重
い

場
合

 

 
・

突
然

意
識

を
失

っ
た

り
、

重
度

の
怪

我
人

が
発

生
し

た
場

合
、
発
見
者
は
速
や
か
に
運
営
管
理
へ
報
告
す

る
 

 
・

運
営

管
理

及
び

統
括

は
現

場
に

向
か

い
状

況
を

判
断

し
、

会
場
側
と
連
携
の
上
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
・

警
察

等
へ

連
絡

を
行

う
 

 緊
急

時
連

絡
系

統
図

 

         

災
害

・
事

故
事

故
発

生
 

会
場

ス
タ

ッ
フ

 

企
業

等
 

運
営

管
理

 

（
イ

ン
タ

ー
リ

ス
ク

総
研

）
 

運
営

統
括

 

（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
）
 

会
場

 
1
1
0
番

／
1
19

番
 

要
請
 

連
絡
 

 
  

 

連
絡
 

連
絡
 

指
示
 

指
示
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（
４
）
識
別
パ
ス
、
そ
の
他
（
予
定
）

 

 〇
ネ
ー
ム
シ
ー
ル

 

ご
来
場
者
様
に
受
付

に
て

、
い

ず
れ

か
を

お
選

び
い

た
だ

き
、

配
布

い
た

し
ま

す
。

 

会
期
中
は
こ
の
シ

ー
ル

を
貼

ら
れ

て
い

る
方

は
主

に
一

般
来

場
者

で
す

。
 

 

※
ニ
ー
ズ
側
：
障
害

者
、

家
族

、
在

宅
・

施
設

等
の

介
護

職
員

、
医

療
・

福
祉

の
業

務
に

従
事

し
障

害
者

の
福

祉
や

訓
練

に
係

わ
る

者
 

等
 

※
シ
ー
ズ
側
：
開

発
メ

ー
カ

ー
、

地
域

の
産

業
振

興
団

体
、

新
規

参
入

を
検

討
す

る
企

業
・

研
究

者
、

大

学
・

研
究

機
関

 
等

 
  〇
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ

 

【
出
展
者
様
パ
ス
の

配
布

】
 

搬
入
日
及
び
会
期

中
、

受
付

に
て

出
展

者
様

に
対

し
て

、
右

の
台

紙
の

 

ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ

ホ
ル

ダ
ー

を
配

布
し

ま
す

。
 

名
刺
を
入
れ
て
会
期

中
及

び
、

搬
入

時
は

着
用

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

 

お
帰
り
の
際

（
搬

出
時

）
は

、
受

付
時

の
回

収
箱

に
お

戻
し

く
だ

さ
い

。
 

（
お
持
ち
帰
り
い

た
だ

い
て

も
構

い
ま

せ
ん

）
 

 【
そ
の
他
の
台
紙
】

 

     
 

   〇
サ
ポ
ー

ト
デ
ス
ク
（

手
話

通
訳

・
要

約
筆

記
）

：
 

 
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
で

は
ご

来
場

さ
れ

た
方

へ
、

情
報

保
障

支
援

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
手

話
通

訳
ま

た
は

要

約
筆
記
が
必
要
な
方

は
お

申
し

出
く

だ
さ

い
。

通
訳

者
が

会
場

内
に

お
付

き
添

い
し

ま
す

。
 

 
な
お
、
手
話
通
訳
者

・
要

約
筆

記
者

（
ノ

ー
ト

テ
イ

ク
）

共
に

人
数

に
限

り
が

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

ご
利

用

い
た
だ
く
際
に

お
待

ち
い

た
だ

く
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

 

 〇
マ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
：

 

 
来
場
者
と
出
展
企
業

が
交

流
を

深
め

ら
れ

る
よ

う
、

福
祉

機
器

の
知

見
を

有
す

る
方

が
マ

ッ
チ

ン
グ

の
コ

ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

障
害

当
事

者
・

ご
家

族
、

開
発

企
業

等
よ

り
ご

意
見

・
ご

要
望

を

お
聞
き
し
、
交
流
会

を
活

性
化

す
る

た
め

各
ブ

ー
ス

を
周

り
機

器
の

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
を

行
い

ま
す

の
で

、

出
展
社
の
皆
様
に
は

ご
協

力
を

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

 
 

イ
メ

ー
ジ

 

イ
メ

ー
ジ

 

関
係
機
関
等

 
サ
ポ
ー
ト

 
（
情
報
保
障
）

 
サ
ポ
ー
ト

 
（
作
業
準
備
）

 

イ
メ

ー
ジ

 

－ 320 －



 
40

 

（
５
）
連
絡
先

 

 

◆
出
展
に
関
す
る
こ
と

  
受
付
時
間
：平
日
９
時
～
１
７
時

 

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研

株
式
会
社

 内
 

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
２
０
１
９
 
運
営
事
務
局
 

担
当
者
 
岡
田
、
志
賀

 
メ

ー
ル
ア

ド
レ

ス
：

sh
og

ai
-k
ik
i2
@

te
ch

no
-a
id
s.
or
.jp

 

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：

０
３

－
５

２
９

６
―

８
９

７
６

 

   

◆
交
流
会
の
全
体
に
つ
い
て

 

公
益
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会

 
企
画
部
 

担
当
者
 
宇
田
川
・
篠
・
五
島
 

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：

０
３

－
３

２
６

６
－

６
８

８
３
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（
３
）
緊
急
時
対
応
に
関
し
て

 

 災
害

発
生

時
の

一
時

対
応

 

 ①
災

害
発

生
時

の
対

応
 

 
・

会
場

ス
タ

ッ
フ

が
担

当
す

る
場

所
付

近
で

出
火

が
あ

っ
た

場
合
は
、
消
火
設
備
を
用
い
て
初
期
消
火
に
努

め
る

 

 
・

最
寄

り
の

消
防

署
に

速
や

か
に

連
絡

 

 ②
地

震
発

生
時

の
対

応
 

 
・

地
震

の
程

度
に

応
じ

て
対

処
す

る
 

 
・

通
常

の
小

規
模

地
震

で
は

原
則

特
別

な
処

置
は

と
ら

な
い

 

 
・

中
規

模
～

強
い

地
震

が
発

生
し

た
場

合
、

い
っ

た
ん

そ
の

場
で
待
機
し
、
現
場
責
任
者
か
ら
の
連
絡
を
待

つ
こ

と
 

 
・

主
催

者
、

施
設

と
協

議
判

断
の

上
、

中
段

・
継

続
等

を
決

定
す
る

 

 
・

火
災

な
ど

の
二

次
災

害
発

生
に

よ
る

避
難

の
指

示
が

あ
っ

た
場
合
に
は
、
各
会
場
ス
タ
ッ
フ
は
周
辺
に
い

る
出

展
企

業
等

及
び

一
般

来
場

者
を

ま
と

め
、

避
難

経
路

に
従
っ
て
所
定
の
避
難
場
所
に
誘
導
す
る

 

 ③
避

難
誘

導
 

 
・

会
場

内
に

い
る

来
場

者
に

避
難

が
必

要
な

事
態

が
発

生
し

た
場
合
、
運
営
統
括
か
ら
指
示
を
行
う

 

 
・

運
営

管
理

は
各

会
場

ス
タ

ッ
フ

へ
指

示
を

出
し

、
出

展
企

業
等
及
び
来
場
者
の
安
全
な
誘
導
に
努
め
る

 

 
・

避
難

状
況

等
（

場
合

に
よ

っ
て

は
被

害
状

況
）

を
随

時
全

体
統
括
に
連
絡
す
る

 

 事
故

・
傷

病
者

対
応

 

 ①
軽

傷
の

場
合

 

 
切

り
傷

・
擦

り
傷

で
出

展
企

業
等

及
び

一
般

来
場

者
か

ら
緊

急
備
品
等
の
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
運
営

管
理

に
連

絡
を

入
れ

、
指

示
を

仰
ぐ

 

 ②
症

状
が

重
い

場
合
 

 
・

突
然

意
識

を
失

っ
た

り
、

重
度

の
怪

我
人

が
発

生
し

た
場

合
、
発
見
者
は
速
や
か
に
運
営
管
理
へ
報
告
す

る
 

 
・

運
営

管
理

及
び

統
括

は
現

場
に

向
か

い
状

況
を

判
断

し
、

会
場
側
と
連
携
の
上
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
・

警
察

等
へ

連
絡

を
行

う
 

 緊
急

時
連

絡
系

統
図

 

         

災
害

・
事

故
事

故
発

生
 

会
場

ス
タ

ッ
フ

 

企
業

等
 

運
営

管
理

 

（
イ

ン
タ

ー
リ

ス
ク

総
研

）
 

運
営

統
括

 

（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
）
 

会
場

 
1
1
0
番

／
1
19

番
 

要
請
 

連
絡
 

 
  

 

連
絡
 

連
絡
 

指
示
 

指
示
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（
４
）
識
別
パ
ス
、
そ
の
他
（
予
定
）

 

 〇
ネ
ー
ム
シ
ー
ル

 

ご
来
場
者
様
に
受
付

に
て

、
い

ず
れ

か
を

お
選

び
い

た
だ

き
、

配
布

い
た

し
ま

す
。

 

会
期
中
は
こ
の
シ
ー

ル
を

貼
ら

れ
て

い
る

方
は

主
に

一
般

来
場

者
で

す
。

 

 

※
ニ
ー
ズ
側
：
障
害

者
、

家
族

、
在

宅
・

施
設

等
の

介
護

職
員

、
医

療
・

福
祉

の
業

務
に

従
事

し
障

害
者

の
福

祉
や

訓
練

に
係

わ
る

者
 

等
 

※
シ
ー
ズ
側
：
開
発

メ
ー

カ
ー

、
地

域
の

産
業

振
興

団
体

、
新

規
参

入
を

検
討

す
る

企
業

・
研

究
者

、
大

学
・

研
究

機
関

 
等
 

  〇
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ

 

【
出
展
者
様
パ
ス
の
配

布
】

 

搬
入
日
及
び
会
期
中

、
受

付
に

て
出

展
者

様
に

対
し

て
、

右
の

台
紙

の
 

ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ

ホ
ル

ダ
ー

を
配

布
し

ま
す

。
 

名
刺
を
入
れ
て
会
期

中
及

び
、

搬
入

時
は

着
用

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

 

お
帰
り
の
際

（
搬
出

時
）

は
、

受
付

時
の

回
収

箱
に

お
戻

し
く

だ
さ

い
。

 

（
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
い

て
も

構
い

ま
せ

ん
）

 

 【
そ
の
他
の
台
紙
】

 

     
 

   〇
サ
ポ
ー

ト
デ
ス
ク
（

手
話

通
訳

・
要

約
筆

記
）

：
 

 
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
で

は
ご

来
場

さ
れ

た
方

へ
、

情
報

保
障

支
援

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
手

話
通

訳
ま

た
は

要

約
筆
記
が
必
要
な
方

は
お

申
し

出
く

だ
さ

い
。

通
訳

者
が

会
場

内
に

お
付

き
添

い
し

ま
す

。
 

 
な
お
、
手
話
通
訳
者

・
要

約
筆

記
者

（
ノ

ー
ト

テ
イ

ク
）

共
に

人
数

に
限

り
が

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

ご
利

用

い
た
だ
く
際
に

お
待

ち
い

た
だ

く
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

 

 〇
マ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
：

 

 
来
場
者
と
出
展
企
業

が
交

流
を

深
め

ら
れ

る
よ

う
、

福
祉

機
器

の
知

見
を

有
す

る
方

が
マ

ッ
チ

ン
グ

の
コ

ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

障
害

当
事

者
・

ご
家

族
、

開
発

企
業

等
よ

り
ご

意
見

・
ご

要
望

を

お
聞
き
し
、
交
流
会

を
活

性
化

す
る

た
め

各
ブ

ー
ス

を
周

り
機

器
の

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
を

行
い

ま
す

の
で

、

出
展
社
の
皆
様
に
は

ご
協

力
を

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

 
 

イ
メ

ー
ジ

 

イ
メ

ー
ジ

 

関
係
機
関
等

 
サ
ポ
ー
ト

 
（
情
報
保
障
）

 
サ
ポ
ー
ト

 
（
作
業
準
備
）

 

イ
メ

ー
ジ

 

－ 321 －



◆ 開催日：令和元年１２月１８日（水） 

◆ 場所：ＯＭＭ ２階 Ａホール 

◆ 開催時間：１３：００～１５：００ 

※ワークショップに参加される方は、特別講演（１１：４０～

１２：１０）の聴講を必須とします。 

 

 

提出先 ＦＡＸの場合 ０３－３２６６－６８８５ 

電子メールの場合 shogai-kiki2@techno-aids.or.jp 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９ 

 特別企画 ワークショップ 

「ニーズの探索・深堀りの重要性を理解する」 

～医療福祉の現場のストーリーからニーズを見つけ出そう～ 

参加申込書 
 

◆ワークショップの内容 

 支援機器開発にあたってニーズの発掘手法から深堀り手法について考えていくワー

クショップです。 

◆コンテンツ 

 ・ニーズのドラフトの作成 

 ・患者のストーリーを理解 

 ・ニーズの深堀 

◆参加希望される方の氏名などを記入してください。 

（フリガナ） 

氏名※ 

 

      

団体名・法人名  

役職  

職種※  経験年数： 

ワークショップの参加

動機※ 
 

住所 

勤務先又は自宅 

〒 

 

 

電子メールアドレス※  

電話番号  

※の項目につきましては、必ず記入してください。 

○ 本ワークショップへの参加を希望される方は、本「参加申込書」に必要事項を記入のうえ、    

令和元年１２月 ６日（金）までにお申込み下さい。 

○ 参加人数は２０名とします。参加者多数の場合は、事務局にて抽選させていただきます。 

○ 事務局から参加証の発行は致しません。参加不可の方のみ事務局からお知らせいたします。 

○ 本「参加申込書」は必ず当日ご持参いただき、受付にてご提出ください。  

 

受付番号 

記載不要 

 

 

参加無料 

限定２０名 
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提出先 ＦＡＸの場合 ０３－３２６６－６８８５ 

電子メールの場合 shogai-kiki2@techno-aids.or.jp 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９ 

～ 子ども向け機器展示・体験 ～ 

強化段ボールで作るテクノエイド 

ワークショップ 参加申込書 
◆内容：幼児用ボックスチェアーを作ろう！！ 

◆開催日：令和２年２月１3日（木） 

◆場所：ＴＯＣ有明 ４階 ＷＥＳＴホール 

◆開催時間：１３：３０～ 

※作成に必要な材料、道具に関しては主催者側で準備いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加希望される方の氏名などを記入してください。 

（フリガナ） 

氏名※ 

 

 
同行される方       人 

団体名・法人名  

役職  

職種  

ワークショップの参加

動機※ 
 

住所 

勤務先又は自宅 

〒 

 

 

電子メールアドレス※  

電話番号  

※の項目につきましては、必ず記入してください。 

○ 本ワークショップへの参加を希望される方は、本「参加申込書」に必要事項を記入のうえ、    

令和２年１月３１日（金）までにお申込み下さい。 

○ 参加人数は１０名とします。参加者多数の場合は、事務局にて抽選させていただきます。 

○ 事務局から参加証の発行は致しません。参加不可の方のみ事務局からお知らせいたします。 

○ 本「参加申込書」は必ず当日ご持参いただき、受付にてご提出ください。 

 

受付番号 

記載不要 

 

 

参加無料 

限定１０名 

◆ 開催日：令和元年１２月１８日（水） 

◆ 場所：ＯＭＭ ２階 Ａホール 

◆ 開催時間：１３：００～１５：００ 

※ワークショップに参加される方は、特別講演（１１：４０～

１２：１０）の聴講を必須とします。 

 

 

提出先 ＦＡＸの場合 ０３－３２６６－６８８５ 

電子メールの場合 shogai-kiki2@techno-aids.or.jp 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９ 

 特別企画 ワークショップ 

「ニーズの探索・深堀りの重要性を理解する」 

～医療福祉の現場のストーリーからニーズを見つけ出そう～ 

参加申込書 
 

◆ワークショップの内容 

 支援機器開発にあたってニーズの発掘手法から深堀り手法について考えていくワー

クショップです。 

◆コンテンツ 

 ・ニーズのドラフトの作成 

 ・患者のストーリーを理解 

 ・ニーズの深堀 

◆参加希望される方の氏名などを記入してください。 

（フリガナ） 

氏名※ 

 

      

団体名・法人名  

役職  

職種※  経験年数： 

ワークショップの参加

動機※ 
 

住所 

勤務先又は自宅 

〒 

 

 

電子メールアドレス※  

電話番号  

※の項目につきましては、必ず記入してください。 

○ 本ワークショップへの参加を希望される方は、本「参加申込書」に必要事項を記入のうえ、    

令和元年１２月 ６日（金）までにお申込み下さい。 

○ 参加人数は２０名とします。参加者多数の場合は、事務局にて抽選させていただきます。 

○ 事務局から参加証の発行は致しません。参加不可の方のみ事務局からお知らせいたします。 

○ 本「参加申込書」は必ず当日ご持参いただき、受付にてご提出ください。  

 

受付番号 

記載不要 

 

 

参加無料 

限定２０名 
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シーズ・ニーズマッチング交 流 会
こうりゅうかい

2019 ご来場者
らいじょうしゃ

様
さま

アンケート 

この度
たび

は交流会
こうりゅうかい

にご来場
らいじょう

いただき、誠
まこと

にありがとうございます。このアンケートは、来場
らいじょう

された

皆様
みなさま

からご感想
かんそう

・ご意見
いけ ん

をうかがい、的確
てきかく

な交流
こうりゅう

の状 況
じょうきょう

を図
はか

り今後
こん ご

のマッチングに役立
やく だ

てるものです。

ぜひご協 力
きょうりょく

ください。 

※ 代筆
だいひつ

などの支援
しえん

をご希望
きぼう

される方は、インフォメーションまでお越
こ

しください。 

Ⅰ．あなたご自身
じし ん

についてうかがいます 

当
あ

てはまる項目
こうもく

に○

をつけてください 

（一
ひと

つに○） 

１．障害者
しょうがいしゃ

   ２．障害者
しょうがいしゃ

家族
かぞ く

 ３．施設
しせ つ

関係者
かんけいしゃ

 ４．医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

 

５．支援
しえ ん

機器
き き

開発
かいはつ

企業
きぎょう

 ６．行政
ぎょうせい

 ７．研究
けんきゅう

機関
きか ん

・団体
だんたい

  

８．学校
がっこう

・教育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

 ９．一般
いっぱん

企業
きぎょう

（今後
こんご

、支援
しえん

機器
き き

の開発
かいはつ

を目指す
め ざ す

企業
きぎょう

を含む
ふくむ

） 

１０．その他
そ の た

（                           ） 

ご参加
さん か

いただいた日数
にっすう

について

教
おし

えてください（一
ひと

つに○） 

１．１日
いちにち

のみ（１日目
いちにちめ

・２日目
ふ つ か め

いずれかのみ） 

２．２日間
ふつかかん

 
 

Ⅱ．交流会
こうりゅうかい

についてうかがいます 

この交流会
こうりゅうかい

のことを

どのように知
し

りまし

たか 

１．テクノエイド協会
きょうかい

からの案内
あんない

  ２．テクノエイド協会
きょうかい

のホームページ 

３．所属
しょぞく

する障害
しょうがい

団体
だんたい

からの案内
あんない

  ４．経済
けいざい

振興
しんこう

団体
だんたい

からの案内
あんない

 

５．所属
しょぞく

する職能
しょくのう

団体
だんたい

からの案内
あんない

  ６．自治体
じ ち た い

などからの案内
あんない

・広報誌
こうほうし

など 

７．友人
ゆうじん

・知人
ちじ ん

からの紹介     ８．新聞
しんぶん

・テレビ・ラジオなど 

９．その他
た

（                           ） 

併催
へいさい

イベントの中
なか

で

特
とく

に良
よ

かったのはど

れですか 

１．基調
きちょう

講演
こうえん

 ２．活動
かつどう

報告
ほうこく

 ３．開発
かいはつ

及び
およ び

利用
りよ う

報告
ほうこく

 

４．特別講演及
とくべつこうえん

又
また

はワークショップ          ※複数
ふくすう

回答
かいとう

可
か

 

どのような目的
もくてき

で 

交流会
りゅうかい

へご来場
らいじょう

 

いただきましたか 

１．具体的
ぐたいてき

に作
つく

って欲
ほ

しい要望
ようぼう

やアイデアがあり、企業
きぎょう

に伝
つた

えたかった 

２．機器
き き

の閲覧
えつらん

や体験
たいけん

をしながら意見
いけ ん

交換
こうかん

を行
おこな

いたかった 

３．特定
とくてい

の企業
きぎょう

または団体
だんたい

に対
たい

して直接
ちょくせつ

伝
つた

えたいことがあった 

４．普段
ふだ ん

困
こま

っていることについて相談
そうだん

したかった 

５．その他（                            ） 

どのような交流
こうりゅう

が 

できましたか 
 

会場
かいじょう

の立地
りっ ち

や利便性
りべんせい

はいかがでしたか 

１．大変
たいへん

満足
まんぞく

している ２．ある程度
てい ど

満足
まんぞく

している ３．どちらとも言
い

えない 

４．あまり満足
まんぞく

していない  ５．全
まった

く満足
まんぞく

していない 

会
かい

場内
じょうない

の配置
はい ち

や展示
てん じ

はいかがでしたか 

１．大変
たいへん

満足
まんぞく

している ２．ある程度
てい ど

満足
まんぞく

している ３．どちらとも言
い

えない 

４．あまり満足
まんぞく

していない  ５．全
まった

く満足
まんぞく

していない 

  

⇒裏面
うらめん

に続
つづ

きます 
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開催
かいさい

時期
じ き

はいかがで

したか 

１．大変
たいへん

満足
まんぞく

している ２．ある程度
てい ど

満足
まんぞく

している ３．どちらとも言
い

えない 

４．あまり満足
まんぞく

していない  ５．全
まった

く満足
まんぞく

していない 

ご希望
きぼ う

の開催
かいさい

時期
じ き

を

教
おし

えてください。 

１．春
はる

（３月
がつ

～５月
がつ

） ２．夏
なつ

（６月
がつ

～８月
がつ

） ３．秋
あき

（９月
がつ

～１１月
がつ

） 

４．冬
ふゆ

（１２月
がつ

～２月
がつ

） 

ご希望
きぼ う

の曜日
よう び

を教
おし

え

てください 
１．平日

へいじつ

（月曜日
げつようび

～金曜日
きんようび

） ２．土曜日
ど よ う び

  ３．日曜日
にちようび

  ４．祝日
しゅくじつ

 

来年
らいねん

も参加
さん か

したいと

思
おも

いますか 

１．ぜひ参加
さん か

したい ２．参加
さん か

したい ３．どちらともいえない 

４．参加
さん か

したくない ５．全
まった

く参加
さん か

したくない 

 

Ⅲ．運営
うんえい

・交流会
こうりゅうかい

全般
ぜんぱん

についてうかがいます 

交流会
こうりゅうかい

全般
ぜんぱん

に関
かん

するご意見
いけん

・感想
かんそう

があれば記載
きさい

してください 

（自由
じゆう

記述
きじゅつ

） 

 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。お帰
かえ

りの際
さい

にアンケート回収箱
かいしゅうばこ

にご提出
ていしゅつ

ください。 
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シーズ・ニーズマッチング交流会 2019 出展企業・団体様アンケート 

この度は交流会にご出展いただき、誠にありがとうございます。出展企業・団体の皆様からご感想・ご意見をうかが

い、的確な交流の状況を図り今後のマッチングに役立てるため、ぜひご協力ください。 

なお、出展いただいた会場ごとにアンケートへの回答をお願いしておりますので、お手数ですがよろしくお願いいた

します。 

 

企業・団体名  

 

Ⅰ．貴社または貴団体についてうかがいます 

当てはまるものに○をつけてく

ださい 

１．開発企業  ２．障害団体  ３．開発支援団体  

４．職能団体  ５．その他（                ） 

支援機器開発に関する現状の課

題を教えてください 

 

  

その後の機器開発や団体の活動 

において参考になりましたか 

１．大変参考になった     ２．ある程度参考になった 

３．どちらともいえない    ４．あまり参考にならなかった 

５．全く参考にならなかった 

この設問は、企業または開発を振興してい

る方のみお答えください。 

交流会参加を通して「障害者自立支援機器

等開発促進事業」など、国の開発補助事業

に応募してみたいと思いましたか 

１．是非、応募したい（応募を検討したい） 

２．応募してみたい（応募を検討してみたい） 

３．どちらともいえない    ４．補助事業に関心はない 

 

Ⅱ．来場者との交流についてうかがいます 

交流を行った概ねの人数につい
て教えてください 

１．２０人未満        ２．２０～５０人未満 

３．５０～１００人未満    ４．１００人以上 

交流の具体的な内容について教
えてください 

（複数回答可） 

１．機器に対する要望や改善点が聞けた 

２．日常の困りごとやニーズに関する話が聞けた 

３．今後の具体的な開発協力や連携に関して話ができた 

４．自社や自団体の活動や取り組みについて理解が深められた 

５．その他（                        ） 

交流会の満足度を教
えてください 

１．大変満足している   ２．ある程度満足している  ３．どちらとも言えない 

４．あまり満足していない ５．全く満足していない 

会場の立地や利便性

はいかがでしたか 

１．大変満足している   ２．ある程度満足している  ３．どちらとも言えない 

４．あまり満足していない ５．全く満足していない 

展示ブースの配置は

いかがでしたか 

１．大変満足している   ２．ある程度満足している  ３．どちらとも言えない 

４．あまり満足していない ５．全く満足していない 

 
 
 
 

⇒裏面に続きます 
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Ⅲ．交流会の開催時期についてうかがいます 

開催時期はいかがでし
たか 

１．大変満足している ２．ある程度満足している ３．どちらとも言えない 

４．あまり満足していない  ５．全く満足していない 

ご希望の開催時期を教
えてください 

１．春（３月～５月） ２．夏（６月～８月） ３．秋（９月～１１月） 

４．冬（１２月～２月） 

ご希望の曜日を教えて
ください １．平日（月曜日～金曜日） ２．土曜日  ３．日曜日  ４．祝日 

来年も出展したいと 
思いますか 

１．ぜひ出展したい    ２．出展したい       ３．どちらともいえない 

４．出展したくない    ５．全く出展したくない 

 

Ⅳ．運営・交流会全般についてうかがいます 

その他、運営や交流会全般に関す
るご意見・ご感想があればお書き
ください。（自由記述） 

 

アンケートご協力ありがとうございました。お帰りの際に必ずアンケート回収箱にご提出ください。 
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シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９ 

特別企画 ワークショップ 

「ニーズの探索・深堀りの重要性を理解する」 

～医療福祉の現場のストーリーからニーズを見つけ出そう～ 

ワークショップ アンケート 

 

この度は本ワークショップにご参加いただき、誠にありがとうございます。ご参加された皆様

からご感想・ご意見をうかがい、今後のイベント企画の参考に役立てるため、ご記入をお願いい

たします。 

ご自身についてうかがい

ます 

１、開発メーカー ２、研究機関 ３、医療関係者      

４、施設関係者  ５、行政   ６、当事者ご本人 

７、障害者ご家族 ８、その他（           ） 

今回のワークショップの

満足度はいかがでしたか 

１、大変満足している   ２、満足している 

３、どちらともいえない  ４、あまり満足していない 

５、満足できなかった 

時間は十分でしたか １、十分である ２、どちらでもない ３、足りない 

内容は適当でしたか 
１、最適である ２、適当である ３、どちらでもない 

４、あまり適当ではない ５、適当ではない 

ファシリテータの指導は

わかりやすかったですか 

１、大変わかりやすい ２、わかりやすい ３、どちらでもない 

４、わかりづらい   ５、非常にわかりづらい 

今回のワークショップを

通じてどのようなことを

学ぶことができましたか 

 

今後もこのようなワーク

ショップに参加したいで

すか 

１、是非参加したい    ２、参加したい 

３、どちらともいえない  ４、参加したくない 

５、全く参加したくない 

今後どのようなワークシ

ョップをご希望ですか 
 

その他ご要望  

 

アンケートご協力ありがとうございました。お帰りの際に必ず会場スタッフにご提出ください。 
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シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９ 

～ 子ども向け機器展示・体験 ～ 

強化段ボールで作るテクノエイド 

ワークシッョプ アンケート 

この度は本ワークショップにご参加いただき、誠にありがとうございます。ご参加された皆様

からご感想・ご意見をうかがい、今後のイベント企画の参考に役立てるため、ご記入をお願いい

たします。 

 

ご自身についてうかがい

ます 

１、障害者  ２、障害者家族  ３、施設関係者     

４、学校・教育関係者  ５、医療関係者  ６、開発メーカー 

７、その他（          ） 

今回のワークショップの

満足度はいかがでしたか 

１、大変満足している   ２、満足している 

３、どちらともいえない  ４、あまり満足していない 

５、満足できなかった 

今後もこのようなワーク

ショップに参加したいで

すか 

１、是非参加したい    ２、参加したい 

３、どちらともいえない  ４、参加したくない 

５、全く参加したくない 

今後どのようなワークシ

ョップをご希望ですか 

 

 

 

その他ご要望  

 
ご協力ありがとうございました。 
 

シーズ・ニーズマッチング交流会２０１９ 

特別企画 ワークショップ 

「ニーズの探索・深堀りの重要性を理解する」 

～医療福祉の現場のストーリーからニーズを見つけ出そう～ 

ワークショップ アンケート 

 

この度は本ワークショップにご参加いただき、誠にありがとうございます。ご参加された皆様

からご感想・ご意見をうかがい、今後のイベント企画の参考に役立てるため、ご記入をお願いい

たします。 

ご自身についてうかがい

ます 

１、開発メーカー ２、研究機関 ３、医療関係者      

４、施設関係者  ５、行政   ６、当事者ご本人 

７、障害者ご家族 ８、その他（           ） 

今回のワークショップの

満足度はいかがでしたか 

１、大変満足している   ２、満足している 

３、どちらともいえない  ４、あまり満足していない 

５、満足できなかった 

時間は十分でしたか １、十分である ２、どちらでもない ３、足りない 

内容は適当でしたか 
１、最適である ２、適当である ３、どちらでもない 

４、あまり適当ではない ５、適当ではない 

ファシリテータの指導は

わかりやすかったですか 

１、大変わかりやすい ２、わかりやすい ３、どちらでもない 

４、わかりづらい   ５、非常にわかりづらい 

今回のワークショップを

通じてどのようなことを

学ぶことができましたか 

 

今後もこのようなワーク

ショップに参加したいで

すか 

１、是非参加したい    ２、参加したい 

３、どちらともいえない  ４、参加したくない 

５、全く参加したくない 

今後どのようなワークシ

ョップをご希望ですか 
 

その他ご要望  

 

アンケートご協力ありがとうございました。お帰りの際に必ず会場スタッフにご提出ください。 
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意見交換会（ＡＴＡサテライト）のご案内

厚生労働省より補助を受け、北海道及び高知県、佐賀県の３道県において、障害者の自立支援

機器に関する｢意見交換会（ＡＴＡサテライト）｣を開催します。

このＡＴＡサテライトでは、自立支援機器に係わる地域のニーズ側とシーズ側の関係者が集い、

障害当事者に置かれている課題を共有し、その課題解決に向けた具体的な支援機器のイメージを

検討します。

佐賀

第 １ 回 令和元年１０月２３日（水） １０：００ ～ １２：００

第 ２ 回 令和元年１２月１０日（火） １０：００ ～ １２：００

会 場 佐賀県在宅生活サポートセンター 研修室
（ 佐賀県佐賀市神野東２丁目６番１号 ）

高知

第 １ 回 令和元年１０月１１日（金） １３：３０ ～ １６：００

第 ２ 回 令和元年１２月２０日（金） １３：３０ ～ １６：００

会 場 高知県立ふくし交流プラザ 研修室Ａ
（ 高知県高知市朝倉戊３７５－１ ）

第 １ 回 令和元年１０月１８日（金） １３：００ ～ １６：００

第 ２ 回 令和２年 １月２０日（月） １３：００ ～ １６：００

会 場 社会福祉法人クピド・フェア
（ 北海道岩見沢市志文町３０１番地 ）北海道

福祉機器にご興味がある方は是非ご参加ください

（第１回） 目的の共有化、自己紹介、お困り事や課題、あってほしい機器やシステム

（第２回）課題解決に向けた機器のイメージ、想定ユーザ、解決すべきニーズ、満たすべき仕様・機能

対象 ：障害者及び家族、支援者、開発・研究機関、福祉機器に係る有識者、福祉医療関係者等

障害者自立支援機器

主催：公益財団法人テクノエイド協会 企画部
お問い合わせ先 メール： 電話：

※参加ご希望の方は、お名前、ご所属先、ご連絡先、人数等を事前に上記メール
アドレスまでお知らせください

－ 331 －
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令和元年度 

シーズ・ニーズマッチング強化事業 

 

 

 

令和２年３月   発行 

発 行 者   公益財団法人テクノエイド協会 

〒162-0823 

東京都新宿区神楽河岸 1 番 1 号 セントラルプラザ 4 階 

TEL 03-3266-6883  FAX 03-3266-6885 
 

この事業は、厚生労働省から令和元年度障害者総合支援事業費補助金の交付を受けて実施し

たものである。 




